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地域の明日を医療で支える
基本理念
県民の皆様により安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供していきます。

目標
１　基幹病院として地域の医療を支えるとともに、
　　人口減少や少子・高齢化を見据えた医療を提供します。

２　医療・保健・福祉との連携を深め、
　　地域全体の医療機能を向上します。

３　医療従事者の確保・育成機能の充実と看護人材の
　　安定的かつ継続的な育成を図ります。

４　安全・安心な医療を提供し、
　　患者サービスを一層向上します。

５　地方独立行政法人の強みを活かした
　　確実な病院経営を継続します。

シンボルマーク
５枚のハートは５つの県立病院を表し、
５つの県立病院が一体となって、地域の
医療を支えていくことを表しています。
マークのグリーンの色は、生まれ変わった
県立病院の清新なイメージと自然豊かな
長野県の地域を表しています。
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　令和５（2023）年度長野県立病院機構（本機構）
の年報を報告します。令和５年度は第３期中期計画の
４年目になります。令和６年度は第４期中期計画を作
成しています。
　令和５年度は、日本の医療が新型コロナウイルス感
染症（以下、「コロナ」という。）後にどうなるのか試
された年になりました。結果として、県内外の多くの
病院が経営悪化に陥ることになり、本機構の５病院も
例外ではありませんでした。コロナの病床確保料で膨
らんだ予算規模を縮小できず、医師の働き方改革に伴
う支出増が重なり、さらに受診控えが定着したためか
入院、外来ともに患者数の減少が追い打ちをかけたこ
とが大きな原因になりました。長野県だけでなく、日
本全体の医療提供体制を抜本的に考えなければならな
い時期に来ているかもしれません。
　信州医療センターは、県内唯一の第一種かつ第二種
感染症指定医療機関であり、県内に２か所しかない結
核病棟も有しています。これらの感染症病棟は、感染
患者が少ない時には十分に活用されないため、経営的
には大きな負担になります。しかし、今回のコロナの
ようにパンデミックが生じると、なくてはならない病
院であり病棟になります。パンデミック時に十分な機
能を発揮するためには、平時から専門医療従事者の確
保と訓練、医療設備更新が必要になります。「のど元
過ぎれば熱さを忘れる」ではありませんが、平時に緊
急時に備えた予算を組入れるのは簡単ではありません。
　こころの医療センター駒ヶ根は、精神科単科の病院
です。精神科病院は大部屋という印象がありますが、
最近は個室化が進んでおり、こころの医療センター駒
ヶ根も先進的な精神科医療に積極的に取り組んでいま
す。しかし、精神科医療に対する診療報酬が十分でな
いために、経営的に苦戦を強いられているのが現状で
す。明日の日本を担う児童～思春期の若い世代の精神
科医療を長野県で発展させていくには、経営的にも大
きな投資が必要で、待ったなしの状況になっています。
　阿南病院は、地域住民の心の支えになっている病院
です。長野県でも有数の過疎地域にあり民間で経営が
成り立たないため、県立病院として運営されています。

病院規模に比べて患者が少ないため、当然経営的に苦
しくなります。最低限の病院機能を保つためにも、そ
れなりの医療従事者確保および医療設備が必要になり
ます。人口減少に伴い、阿南病院を必要とする住民も
減少するに従い、阿南病院が提供したい医療に徐々に
制限が加わる状況になっています。
　木曽病院は、全国でも有数の２次医療圏内の人口が
少ない医療圏である木曽医療圏における唯一の病院で
あり、さらに基幹病院としての役割も果たしています。
阿南病院と同様に人口減少に伴い患者数が少なくなり、
提供できる医療が経営的要因により限られてきています。
ただ、災害医療の拠点病院、第二種感染症医療機関な
ど多くの欠かせない機能も担っており、人口規模から
考えると一回り、もしくは、二回り大きな病院として
維持する必要があり、経営の大きな負担になっています。
　こども病院は、日本といわず世界レベルの医療を長
野県民に提供している病院です。ただ、小児人口が年々
減少するに伴い、長野県内でこども病院を必要とする
患者が少なくなっていることも事実で、患者減少に伴
う経営負担が徐々に重くなってきています。こども病
院は、患者が少なくてもすべての診療科で高い診療機
能を維持する必要があります。また、小児医療は医療
だけでは完結せず、その後の福祉が重要です。小児の
医療および福祉のゴールは、可能な限り多くのこども
たちにプライドを持って生きてもらうことのように思
います。しかし、医療側が福祉も担わなければならな
い現状があり、こども病院の経営的負担が大きくなり
ます。
　県立５病院は、政策医療を行う目的で、県から運営
費負担金をいただいて運営されています。令和５年度、
本機構の病院が大きな赤字を計上しまして、まことに
申し訳ありません。ただ、本機構は長野県民の皆様に
よりよい医療を提供し、長野県の医療の質を向上させ
るために頑張っていることは変わりありません。本機
構はこれまで以上、経営改善に全力で取り組んでまい
りますので、県民の皆様にも一層の御理解と御支援を
お願いいたします。

地方独立行政法人　長野県立病院機構

理事長　本 田  孝 行

ご　挨　拶
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こころの医療センター駒ヶ根
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木曽病院

●メッセージ

病院長
竹内　敬昌

病院長
埴原　秋児

病院長
田中　雅人

病院長
濱野　英明

　令和５年５月COVID-19が５類に移行され、社会生活の
中でコロナを意識する事はかなり少なくなっている状況で
すが、病院内においては感染対策の緩和は困難で限定的で
あるのが実情です。令和５年度には、コロナ対応のみならず、
将来いつ起こるか分からない新しい感染症の蔓延時により
迅速に対応できるよう病床の一部を改修いたしました。今
後も感染症の県内の拠点病院として近隣医療機関や保健所
とも連携して、地域および県全体の感染症対策に貢献する
という当院の大きな役割を果たしてまいります。
　人口構造の変化に伴う医療ニーズの変化に対応して、地
域の基幹病院としての責務を果たすために、高度専門医療
をはじめとする急性期医療を主軸に在宅医療に至るまで一
連の医療サービス提供体制の整備を進めてまいります。具

　阿南病院は、下伊那南部唯一の中核病院として、
患者さん中心の優しさと思いやりのある医療を提
供しており、また、へき地医療拠点病院として、
無医地区への巡回診療、診療所への医師派遣など
を行っております。
　阿南病院の診療圏である下伊那南部地域は、県
内の他の地域と比較しても少子高齢化が進み、人
口減少が著しい地域です。このような地域こそ、
保健・医療・福祉機関との連携のもと、地域に根
ざした医療の提供が大切と考えております。そこで、
当地域に所在する入所系福祉施設と相互に連携し、
保健・医療・福祉を一体的に推進することを目的

　本院は令和５年12月公益財団法人日本医療機能評価
機構の病院機能評価を受審し５回目の認定を受けること
ができました。今回はこれまでの「一般病院２」に加え、

「慢性期病棟」（療養病棟）も新しく審査を受け、高評価
をいただきました。
　８月には県内の病院としてははじめて電子処方箋を導
入しました。木曽圏域の調剤薬局の協力もあり、令和６
年５月参議院厚生労働委員会では電子処方箋の導入を積
極的に進めている先進的な地域として木曽圏域が紹介さ
れました。今後、さらに電子カルテ情報等を医療機関や
薬局との間で共有や交換を、また患者さんとの間で共有
できる仕組みの導入も国は計画しております。引き続き、
本院は医療DXについて積極的に取り組んでまいります。

　当院は長野県精神科医療の中核病院として常
時対応型の精神科救急、児童精神科医療、依存
症医療、認知症医療、司法精神医療などの専門
医療を提供しています。
　令和５年度は、精神科救急の受入れ強化、療
養環境整備の一環として救急・急性期病棟の全
室個室化工事を行いました。また、長野県の児
童・思春期、青年期精神科医療の充実を果たす
べく「子どものこころ総合医療センター」開設
計画を進めており、現在は基本設計まで完了し

体的には、ロボット手術支援システム導入と合わせて「人
工関節・下肢関節機能再建センター」開設、入退院支援室
の人員配置を見直して入退院支援の強化、訪問看護ステー
ション事業所化（はなみずき）による在宅医療体制の充実
などの施策を進めております。地域の病院、クリニック、
また医療機関だけでなく、行政、福祉施設、介護施設とも
連携し、地域社会との結びつきを一層強化して、安全・安
心な医療を提供し、住民の方々の健康増進に貢献していく
事が当院の使命であると考えております。
　病院経営を取り巻く環境はますます厳しくなっており、また、
地域医療構想で病院の機能分化が求められている中で、当
院の立ち位置を明確にして変化に柔軟に対応していけるよ
う取り組んでまいります。

に設置した「地域医療福祉連携会議」におきまし
て、これまで様々な議論や情報交換などを行って
まいりました。そのノウハウをさらに生かすべく、
通院中の患者さんの日常生活を支える市町村地域
包括支援センターや居宅介護支援事業者との連携
を目的とした、「在宅地域医療福祉連携会議（在
宅と阿南病院をつなぐ会）」を令和５年12月に新
たに設置しました。地域の皆様との連携強化に努
めるとともに、地域社会の活性化に貢献し、下伊
那南部唯一の中核病院としての役割を果たしてま
いります。

　また、他にも医療DXとして、９月から巡回診療、12
月からグループホーム３施設においてオンライン診療を
開始しました。
　令和６年能登半島地震では、令和３年のクラウドファ
ンディングのご寄付により更新できた救急車でDMAT
隊員６名を派遣し、患者搬送、病院支援を実施させてい
ただきました。被災された皆様には心よりお見舞い申し
上げます。
　今後も、木曽地域唯一の有床医療機関として、住民の
皆さんに安心していただけるよう、より一層質の高い医
療と介護を提供できるように進んでまいりたいと考えて
おります。皆様方の一層のご支援とご鞭撻をお願い申し
上げます。

ています。
　令和６年度には、精神障がいにも対応した地
域包括ケアシステム推進のため、従来の総合治
療病棟を精神科地域包括ケア病棟へ転換する予
定としています。今後も県民の皆様のこころの
健康に貢献できるよう、提供できる精神科専門
医療のさらなる充実を図って参ります。
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こども病院

本部研修センター

信州木曽看護専門学校

病院長
稲葉　雄二

センター長
坂口　幸治

学校長（理事長兼務）
本田　孝行

　2023年５月、こども病院は開院から30年を迎えま
した。関係の皆様のご理解と温かな志に支えられ、小
児・周産期医療の最後の砦として機能を維持・発展さ
せてきた歴史を振り返り、新たな一歩を踏み出す節目
の年となりました。記念式典では音楽隊に加え、ちる
くま合唱隊が結成され「電池が切れるまで」の熱唱に
皆が胸を熱くしました。
　内分泌代謝科を開設し、専門診療と専門医養成の拠
点として活動を始めました。2022年10月に開始した
オプショナル新生児スクリーニング検査により、脊髄
性筋萎縮症と原発性免疫不全症の新生児がそれぞれ診

　信州木曽看護専門学校は2014年（平成26年）４月に開校し、
11年目を迎え８期生を卒業生として送り出しました。看護師
国家試験は全員合格で、３年連続100％の合格率になります。
長野県立病院機構５病院の豊富な実習施設に恵まれ、教職員
が一丸となって学習環境を整え、個々の看護学生に合ったサ
ポート体制を充実させてきた結果です。木曽の小さな学校で
すが、きらりと光る看護専門学校です。本校の卒業生の多く
は長野県内の病院に就職し、長野県の医療に大きく貢献して
います。しかし、新型コロナウイルス感染症を挟んで、長野
県の多くの看護学校で入学志願者が減少し、本校も例外では
ありません。本校は長野県の手厚い援助があるため学費も高
校と同程度で、宿舎および奨学金制度も充実しています。大
学とは異なるため４年ではなく３年で看護師国家試験受験資
格が得られます。新卒者だけでなく、社会に出てから看護師
に方向転換する方々にも最良の学校です。

断され、迅速な治療に結びつきました。信州大学等
との連携による神経性側湾手術や先天性心疾患、小児
がん治療など、高度専門医療を充実させるとともに、
Turku大学との交流を通して「家族とともに築く医療

（Family Centered Care）」を実践しています。
　30年の歩みの中で、小児・周産期医療のあり方や
患者さんと家族のニーズも変化しています。こども
達の「命を救う医療」から「命を育む医療」のために、
療養環境や付き添いの環境について当院が抱える課題
は多く、病院建替検討委員会を組織して時代に即した
病院像の検討を始めました。

　本部研修センターのミッションは
「よき医療人の育成」であり、理念
とする「県民が求める安心で質の高
い医療を提供できる医療人育成」の
実現をめざし、「職員の知識・技術・
資質の向上」「県内外の医療機関と
連携し、シミュレーション教育を活
かす」「医師確保、育成支援」「県内
医療水準向上への貢献」の4本柱で
事業を展開しています。
　具体的には、機構全職員を対象と
した課程別研修や選択研修、職種ご
との専門研修を企画・運営している
ほか、初期研修医や医学生を対象と

した定期シミュレーション教育の実施など、長野県の医療職の確保・
育成に関与することが重要な業務です。
　シミュレーション教育は従来型教育とは異なり、体験を中心とした
学習です。体験を通じて「感じたこと」を「振り返って考えること」
により学習効果が高くなります。当センターでは、「感じたことを明
確化する」ファシリテーションや、その結果を「振り返って考える」
デブリーフィングの手法を取り入れてシミュレーション教育を実践し
ています。
　また、「On the Job」としての隣接している信州医療センターと、

「Off the Job」にある当センターとの関わりは強く、より最適な教育
環境を提供できるものと考えています。
　さらに、当センターは「長野県医師確保総合支援センター長野県立
病院機構分室」でもあり、「よき医療人の育成」に向けて、器だけで
はなく質も高めていけるよう職員一丸となって取り組んでまいります。



地方独立行政法人 長野県立病院機構

●機構の概要

●地方独立行政法人長野県立病院機構組織図

名　　　　　　称　　　地方独立行政法人長野県立病院機構

所　　在　　地　　　長野市大字南長野字幅下 692 番地２

法人の設立年月日　　　平成 22 年４月１日

設　立　団　体　　　長野県

資　　本　　金　　　305,621,763 円（令和６年3月 31日現在）

目　　　　　　的　　　長野県の医療政策として必要な地域医療、高度医療及び専門医療を提供すること等により、

　　　　　　　　　　　県民の健康の維持及び増進並びに県内医療水準の向上に寄与する。

令和６年3月31日現在

信州木曽看護専門学校

こども病院

木曽病院

阿南病院

地域医療総合支援センター
訪問看護ステーションさくら

訪問看護ステーション「こまほす」

阿南介護老人保健施設

こころの医療センター駒ヶ根

信州医療センター

木曽病院介護医療院
木曽介護老人保健施設

●役員の状況
理　　事　　長　　　本　田　孝　行

副　理　事　長　　　滝　沢　　　弘

理　　　　　　事　　　竹　内　敬　昌（信州医療センター院長）

　　　　　　　　　　　埴　原　秋　児（こころの医療センター駒ヶ根院長）

　　　　　　　　　　　田　中　雅　人（阿南病院長）

　　　　　　　　　　　濱　野　英　明（木曽病院長）

　　　　　　　　　　　中　村　友　彦（こども病院長）

　　　　　　　　　　　原　田　順　和（改革統括医療監）

　　　　　　　　　　　島　崎　謙　治（国際医療福祉大学大学院教授）

　　　　　　　　　　　三 輪 百 合 子（日本看護連盟監事）

監　　　　　　事　　　五　明　　　勲（長野県銀行協会常務理事）

　　　　　　　　　　　野　本　博　之（公認会計士）
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理事会
●理事長
●副理事長
●理　事

監　事

病院機構本部
●総務課
●人事課
●経営管理課
●企画室
●研修センター
●画像診断センター

Nagano Prefectural Hospital Organization
8　地域の明日を医療で支える



法人が運営する病院及び介護老人保健施設等の概要
信州医療センター（一般）

●開設許可年月日　昭和23年6月1日
●診療開始年月日　昭和23年6月1日
●診療科目等
　内科・脳神経内科・呼吸器内科・消化器内科・循環器内科・
　感染症内科・血液内科・小児科・外科・整形外科・形成外科・
　脳神経外科・呼吸器外科・血管外科・心臓血管外科・皮膚科・泌尿器科・
　産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科・放射線科・麻酔科・リハビリテーション科・
　精神科・病理診断科・救急科
●病棟別許可病床数　一般292床　結核24床　感染症4床
　計320床
●運用病床数　292床
●職員数　医師42人　研修医8人　看護師255人
　その他103人　計408人

須坂市

信州木曽看護専門学校

●設置許可年月日　平成25年12月25日
●開設年月日　平成26年４月１日
●課程
　医療専門課程　看護学科３年課程
●入学定員　30人（総定員90人）
●教職員　15人　その他　3人
　計18人

木曽町

本部研修
センター

●開設年月日　平成22年４月１日

須坂市

こども病院（小児専門）

月31日
月28日

●開設許可年月日　平成４年３
●診療開始年月日　平成５年５
●診療科目等
　小児科・麻酔科・産科・循環器小児科・心臓血管外科・神経小児科・
　小児外科・整形外科・形成外科・脳神経外科・放射線科・
　リハビリテーション科・精神科・眼科・泌尿器科・耳鼻咽喉科・
　皮膚科・アレルギー科
●病棟別許可病床数　一般200床　計200床
●運用病床数　163床
●職員数　医師70人　研修医39人　看護師298人
　その他　104人　計511人

安曇野市

阿南病院（一般）

●開設許可年月日　昭和23年６月１日
●診療開始年月日　昭和23年６月１日
●診療科目等
　内科・精神科・小児科・外科・整形外科・皮膚科・泌尿器科・婦人科・
　眼科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
●病棟別許可病床数　一般85床　計85床
●運用病床数　70床
●職員数　医師８人　看護師 50人　その他 36人
　計 94人

阿南町

阿南介護老人保健施設
阿南町

訪問看護ステーションさくら

●診療開始年月日　平成６年５月30日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護・
　通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護・
　介護予防通所リハビリテーション）
●定員　入所50人　通所10人
●職員数　看護師4人　その他12人　計16人

●開設年月日　令和２年４月1日
●職員数　看護師5人　計5人

訪問看護ステーション「こまほす」
●開設年月日　令和4年8月1日
●職員数　看護師5人　計5人

木曽病院（一般）

●開設許可年月日　昭和38年9月12日
●診療開始年月日　昭和39年4月20日
●診療科目等
　内科・精神科・脳神経内科・消化器内科・
　循環器内科・小児科・外科・整形外科・
　形成外科・脳神経外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・
　眼科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科
●病棟別許可病床数　一般174床　感染症4床　療養19床
　計197床
●運用病床数　149床
●職員数　医師25人　看護師136人　その他87人
　計248人

木曽町

木曽病院介護医療院

●診療開始年月日　令和2年3月1日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護）
●定員　入所20人
●職員数　看護師11人　その他7人　計18人

木曽町

●開設許可年月日　昭和31年７月16日
●診療開始年月日　昭和31年９月15日
●診療科目等
　精神科
●病棟別許可病床数　精神129床
　計129床
●運用病床数　129床
●職員数　医師13人　看護師104人
　その他46人　計163人

駒ヶ根市

こころの医療センター
駒ヶ根（精神）

木曽介護老人保健施設

●診療開始年月日　平成７年５月15日
●施設サービス（入所）、居宅サービス（短期入所療養介護・
　通所リハビリテーション・介護予防短期入所療養介護・
　介護予防通所リハビリテーション）
●定員　入所50人　通所10人
●職員数　看護師7人　その他15人　計22人

木曽町
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●沿革 昭和20年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成元年 平成10年 平成20年 平成30年 平成31年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

機構機構

信州医療
センター
信州医療
センター

阿南病院阿南病院

木曽病院木曽病院

こども
病院
こども
病院

本部
研修
センター

本部
研修
センター

信州木曽
看護専門
学校

信州木曽
看護専門
学校

こころの
医療
センター
駒ヶ根

こころの
医療
センター
駒ヶ根

●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成28年12月MRI装置を更新、稼働開始

●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し
　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和3年10月看護師特定行為研修に、
　血糖コントロールに係る薬剤投与を追加
●令和3年10月最新型256列CT装置を導入

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定

●
●

●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定
●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成22年9月電子カルテシステム稼働

●平成23年7月エコーセンター開設
●平成24年2月3Dモデル造形センター開設
●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成29年3月1期生卒業

●令和4年3月第111回看護師国家試験
　６期生　全員合格

●平成29年3月第106回看護師国家試験　1期生　全員合格
●平成30年3月第107回看護師国家試験　2期生　全員合格

●平成31年3月第108回看護師国家試験　3期生　全員合格

●令和２年9月「大学等における修学の支援に関する法律」による
　就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シュミレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成28年4月小児股関節センター（～平成29年3月）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和２年11月PICU病棟を集中治療病棟に改称

●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）●平成30年４月検査麻酔センター（～令和２年３月）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月　長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
●平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院「ユーライフきそ」を
　開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設

　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成23年12月新デイケア棟オープン・電子カルテシステム稼働
●平成24年2月体育館オープン

●平成26年12月長野県看護大学と
　看護連携型ユニフィケーション事業基本協定の締結

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年9月児童多職種初診の開始
●平成28年10月もの忘れ外来（認知症専門外来）の開始
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成28年11月病院開設60周年記念式典の開催
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年10月電子カルテシステムをリプレイスし本稼働
●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞

●令和元年11月子どものこころ診療センター開設
●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和4年1月m-ECTセンター開設
●令和4年3月依存症医療センター開設

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月　県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月　第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月　第三期中期計画開始
●令和４年4月　第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月　県立病院課に改称

●平成20年4月　病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

●沿革 昭和20年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成元年 平成10年 平成20年 平成30年 平成31年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し

●令和5年11月
第１回地域医療連携
交流会の開催

令和5年12月
救急・急性期病棟を
全室個室化

令和5年12月 在宅地域医療福祉連
携会（在宅と阿南病院をつなぐ会）設置

　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和4年7月院内助産の開始
●令和4年10月看護師特定行為研修受講生の募集範囲を
　　　　　　　　機構外の看護師にも拡大

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定

●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成23年7月エコーセンター開設

●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成28年　校歌完成

●令和2年ひまわり棟を譲り受ける

●令和２年9月「大学等における修学の支援に
　関する法律」による就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シミュレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●令和４年４月長野県医療従事者シミュ
レーション教育指導者研究会設立

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
● ●

●
平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院
　「ユーライフきそ」を開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施
●令和4年4月認知症疾患医療センター（連携型）指定
●令和4年5月電子カルテシステム更新
●令和4年6月児童思春期発達外来開設

●令和5年8月電子処方
箋運用開始
●令和5年9月上松町才児
地区　巡回診療における
オンライン診療開始

●令和4年新カリキュラム開始
●令和5年小中学校
ガイダンス開始

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
● ●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）

●令和4年5月売木村診療所オンライン診療開始
●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設
　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞
●令和元年11月子どものこころ診療センター開設

●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●
●

令和4年3月依存症医療センター開設

●

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月第三期中期計画開始
●令和４年4月第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月県立病院課に改称

●平成20年4月病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

令和４年7月ソウル大学病院　小児病
院との交流推進に向けた覚書を締結

令和４年4月小児がんセンター開設

令和６年１月能登半島地震
被災地へＤＭＡＴ派遣
令和６年３月（財）日本医療
機能評価機構による病院機
能評価更新認定

令和4年8月訪問看護ステーション
　　　　　 「こまほす」開設

10　地域の明日を医療で支える
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●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成28年12月MRI装置を更新、稼働開始

●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し
　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和3年10月看護師特定行為研修に、
　血糖コントロールに係る薬剤投与を追加
●令和3年10月最新型256列CT装置を導入

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定

●
●

●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定
●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成22年9月電子カルテシステム稼働

●平成23年7月エコーセンター開設
●平成24年2月3Dモデル造形センター開設
●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成29年3月1期生卒業

●令和4年3月第111回看護師国家試験
　６期生　全員合格

●平成29年3月第106回看護師国家試験　1期生　全員合格
●平成30年3月第107回看護師国家試験　2期生　全員合格

●平成31年3月第108回看護師国家試験　3期生　全員合格

●令和２年9月「大学等における修学の支援に関する法律」による
　就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シュミレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成28年4月小児股関節センター（～平成29年3月）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和２年11月PICU病棟を集中治療病棟に改称

●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）●平成30年４月検査麻酔センター（～令和２年３月）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月　長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
●平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院「ユーライフきそ」を
　開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設

　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成23年12月新デイケア棟オープン・電子カルテシステム稼働
●平成24年2月体育館オープン

●平成26年12月長野県看護大学と
　看護連携型ユニフィケーション事業基本協定の締結

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年9月児童多職種初診の開始
●平成28年10月もの忘れ外来（認知症専門外来）の開始
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成28年11月病院開設60周年記念式典の開催
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年10月電子カルテシステムをリプレイスし本稼働
●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞

●令和元年11月子どものこころ診療センター開設
●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和4年1月m-ECTセンター開設
●令和4年3月依存症医療センター開設

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月　県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月　第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月　第三期中期計画開始
●令和４年4月　第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月　県立病院課に改称

●平成20年4月　病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

●沿革 昭和20年 昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成元年 平成10年 平成20年 平成30年 平成31年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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●昭和37年4月地方公営企業法の財務規定についてのみ適用

●昭和23年6月日本医療団解散に伴い県に移管され県立須坂病院となる ●昭和60年1月運動療法施設認定
●昭和62年5月夜間人工透析開始

●平成7年1月エイズ治療の拠点病院に選定

●平成17年1月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定

●平成19年1月第一種感染症指定医療機関に指定
●平成19年7月エイズ治療の中核拠点病院に選定

●平成21年7月DPC対象病院へ移行
●平成22年2月（財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定
●平成22年4月内視鏡センターを設置

●平成23年5月電子カルテシステム稼働
●平成23年4月ピロリ菌専門外来の診療開始

●平成24年4月院内保育所「カンガルーのぽっけ」開所
●平成26年8月地域包括ケア病棟を開設

●平成28年8月新棟（東棟）建設開始
●平成29年7月新棟（東棟）完成
●平成29年7月病院名を「長野県立信州医療センター」に改称
●平成29年10月感染症センター開設

●平成31年1月電子カルテシステムの更新
●令和２年2月看護師特定行為研修の指定研修機関に指定
●令和２年3月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●令和3年4月信州大学医学部と協定を締結し

●令和5年11月
第１回地域医療連携
交流会の開催

令和5年12月
救急・急性期病棟を
全室個室化

令和5年12月 在宅地域医療福祉連
携会（在宅と阿南病院をつなぐ会）設置

　「総合内科医」養成のための寄附講座を開講

●令和4年7月院内助産の開始
●令和4年10月看護師特定行為研修受講生の募集範囲を
　　　　　　　　機構外の看護師にも拡大

●平成27年1月（公財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）
●平成27年9月（公社）日本人間ドック学会による
　施設機能評価人間ドッグ健診施設機能評価認定（Ver3.0）

●平成10年4月更生医療
定指関機療医当担）療医るす関に疫免（  

●平成14年5月 第二種感染症指定医療機関に指定
●平 成16年1月SARS対応の外来診察室を新設
●平 成16年3月臨床研修病院に指定

●平成11年12月介護保険法の規定
　に基づく指定居宅サービス事業者
　の指定

●昭和37年4月総合病院承認

●昭和31年7月長野県立駒ヶ根病院開設許可
●昭和31年9月診療開始

●昭和46年6月全病棟開放
●昭和49年2月作業療法承認実施

●昭和20年6月千葉医科大学附属医学専門部・旧大下條村へ戦時疎開
●昭和21年3月日本医療団阿南病院として、地元熊谷医院の建物を借り受け診療開始
●昭和21年9月下伊那阿南ブロック９か村病院組合が結成され、阿南９か村の組合立病院となる。

●昭和23年6月日本医療団から県立へ移管
●昭和34年9月総合病院指定

●昭和36年7月へき地巡回診療開始

●昭和38年9月病院開設許可
●昭和39年4月診療開始
●昭和40年6月総合病院認可救急告示医療機関承認

●昭和52年4月人工透析開始

●昭和54年8月第二次救急医療実施

●平成5年5月開院
●平成5年5月母子保健法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月結核予防法に基づく医療機関の指定
●平成5年5月身体障害者指定厚生医療機関の指定

●平成7年4月院内保育所開設
●平成7年5月院内学級開級式

●平成12年9月総合周産期
　母子医療センター指定

●平成14年3月 長期入院患者家族滞在施設（愛称「たんぽぽのおうち」）開設
●平成15 年5月創立10周年記念事業

●平成17年10月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価（Ver5）認定
●平成19年11月カリヨンいのちと平和の鐘設置初音式

●平成23年7月エコーセンター開設

●平成24年4月生命科学研究センター開設
●平成24年10月予防接種センター開設

●平成25年7月口唇口蓋製センター開設

●平成22年4月須坂病院内に開設

●平成24年4月看護学校
　準備室設置

●平成25年4月長野県立病院
　機構で看護学校（3年課程）設立運営の指示（県知事）
●平成25年5月学校名の公募・選考、決定
●平成25年9月校舎改修工事竣工
●平成25年12月看護専門学校開設認可（県知事）、看護師養成所指定（厚生労働省）

●平成28年　校歌完成

●令和2年ひまわり棟を譲り受ける

●令和２年9月「大学等における修学の支援に
　関する法律」による就学支援の対象校に

●平成26年4月開校
●平成26年4月第１期生入学

●平成27年10月第１回学校祭「白凛祭」の開催

●平成22年11月スキルスラボ開設
●平成23年2月ハワイ大学医療者研修提携

●平成24年1月～平成26年1月地域医療再生基金事業講演会
●平成26年4月運搬車購入、移動シミュレーション研修開始
●平成26年7月長野小児救急セミナー（NPEC）開催

●平成27年8月国内2人目のCHSE取得医師が研修センター専任で着任
●平成27年9月シミュレーション指導者研修開始

●平成28年6～11月スキルアップシリーズ開始
●平成29年9月信州医療センター南棟3階へ移転リニューアル

●平成30年2月長野県立病院機構病院説明会開催
●令和２年9月オンライン研修導入

●令和３年3月長野県立５病院Jointセミナー開催

●令和４年４月長野県医療従事者シミュ
レーション教育指導者研究会設立

●平成26年4月循環器センター開設
●平成26年4月DPC対象病院へ移行

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成29年7月PICU病棟8床から12床に増床
●平成30年2月地域医療支援病院の承認

●平成30年9月信州大学との連携大学院教育の協定を締結
●平成31年４月感染症科、アレルギー科開設
●平成31年４月信州大学との連携大学院開講

●令和元年10月訪問診療センター、
　訪問ケア科開設

●令和２年10月ニューロケア(神経治療)センター開設
●令和3年4月小児アレルギーセンター開設
●令和3年4月成人先天性心疾患センター開設
●令和3年4月移行期医療支援センター開設
●令和3年4月患者サポートセンター開設

●令和3年12月（公財）日本医療機能評価機構に
　よる病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0 ）

●平成25年5月創立20周年記念事業

●平成4年5月新病院診療開始
●平成7年5月木曽老人保健施設開所

●平成11年4月第二種感染症指定医 療機関指定

●平成14年4月 療養型病棟開設
●平成15 年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能

）0.4reV（ 定認価評　
●平成15 年10月　臨床研修病院に指定

●平成18年5月森林セラピー健康相談開始
●平成19年4月へき地医療拠点病院指定

●平成20年6月（財）日本医療機能評価機構による
　病院機能評価認定
●平成20年7月電子カルテシステム稼働

●平成21年3月長野県DMAT指定病院に指定
●平成22年4月DPC対象病院へ移行

●平成23年3月東日本大震災被災地へDMAT派遣
●平成25年5月医師と歩く森林セラピー開始
●平成25年6月（財）日本医療機能評価機構による病院機能評価認定

●平成26年11月開院50周年記念式典、記念講演会の開催、木曽病院マスコット「きそっぴい」決定
●平成27年11月木曽介護老人保健施設開設20周年式典開催

●平成28年4月熊本地震被災地へ医療救護班派遣
●平成28年2月地域がん診療病院に指定

●平成30年3月地域包括ケア病棟（48床）運用開始
●平成30年４月患者サポートセンターを設置
● ●

●
平成30年４月在宅医療・介護連携支援センター設置（木曽広域連合より運営委託）

●令和2年3月介護療養病床を転換し、介護医療院
　「ユーライフきそ」を開院（定員20名）

●令和3年4月歯科口腔外科開設
●令和3年5月～6月クラウドファンディング実施
●令和4年4月認知症疾患医療センター（連携型）指定
●令和4年5月電子カルテシステム更新
●令和4年6月児童思春期発達外来開設

●令和5年8月電子処方
箋運用開始
●令和5年9月上松町才児
地区　巡回診療における
オンライン診療開始

●令和4年新カリキュラム開始
●令和5年小中学校
ガイダンス開始

●令和2年4月準地域医療人材拠点病院指定

●平成26年3月320列X線CT装置使用開始

●平成18年4月上松町巡回診療開始

●平成12年4月木曽老人保健施 設 から木曽介護老人保健施設に名称変更

●昭和39年8月救急告示医療施設承認（4床）

●昭和56年4月へき地中核病院に指定
●昭和58年1月結核病棟廃止

●昭和61年11月人工透析開始
●平成3年4月訪問看護事業開始

●平成6年5月阿南介護老人保健施設開所
●平成9年2月訪問医療開始

●平成10年10月創立50周年
　記念祭開催

●平成17年4月療養病棟開設（平成20年3月廃止）
●平成20年11月
　創立60周年記念行事開催

●平成24年10月阿南病院の愛称
　「和み（なごみ）の医療センター」に決定

●平成25年9月電子カルテシステム稼働

●平成29年9月認知症専門医による診療の開始
●平成29年10月へき地医療センター・信州型総合医療養成プログラムに基づき総合診療医養成開始
● ●平成29年11月内視鏡的機能検査（VE）開始

●平成30年4月小児科日曜診療開始

●令和2年4月訪問看護ステーションさくら開設
●令和2年4月天龍村への巡回診療開始（～令和３年３月まで）

●令和2年12月地域包括ケア病床16床開設
●令和3年4月売木村診療所へ医師派遣開始（週１回）

●令和4年5月売木村診療所オンライン診療開始
●平成26年4月耐震化改築工事全面竣工地域医療総合支援センター開設
　（健康管理センター・へき地医療研修センター認知症なんでも相談室）

●昭和39年10月精神科病棟完成（平成22年３月休床、平成25年３月廃止）

●平成3年4月訪問看護開始
●平成6年10月デイケア承認実施

●平成9年4月精神科救急病院の指定
　応急入院指定病院の指定

●平成11年4月病院群による
　臨床研修指定病院の指定

●平成14年6月 児童・思春期専門外来の開始

●平成15 年10月臨床研修病院（協力型）の指定
●平成17年7月医療観察法による指定入院医療機関の指定

●平成18年1月（社）日本精神神経学会精神科
　専門医制度による研修施設に認定

●平成20年9月精神科救急情報センターの設置
●平成22年3月医療観察法による
　指定入院医療機関の指定

●平成23年1月病院名称を
　「長野県立こころの医療センター駒ヶ根」に改称

●平成23年2月精神科救急病院
　（常時対応型施設）の指定

●平成27年12月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver1.1）

●平成28年4月（公財）日本老年精神医学会専門医制度認定施設に認定
●平成28年10月信州大学と連携大学院教育に関する協定を締結
●平成29年4月精神科研修・研究センター開設
●平成29年4月信州大学との連携大学院教育の開始

●平成30年11月第１６回公共建築賞「公共建築賞・特別賞」受賞
●令和元年11月子どものこころ診療センター開設

●令和2年1月アルコール依存症専門医療機関・治療拠点機関に指定
●令和2年4月認知症疾患医療センター開設

●令和2年7月薬物依存症及びギャンブル等依存症専門医療機関・
　治療拠点機関に指定

●令和３年11月（公財）日本医療機能評価機構
　による病院機能評価認定（3rdG:Ver.2.0）

●
●

令和4年3月依存症医療センター開設

●

●平成29年9月厚生労働省にDPAT先遣隊（災害派遣精神医療チーム）を組織できる病院として登録

●昭和39年8月救急告示病院

●平成元年4月県立病院課に改称 ●平成11年4月
　医務課県立病院係に改称

●平成18年4月県立病院チームに改称

●平成22年4月第一期中期計画開始　初代理事長勝山努就任

●平成25年4月第2代理事長久保惠嗣就任 ●令和2年4月第三期中期計画開始
●令和４年4月第３代理事長本田孝行就任●平成27年4月第二期中期計画開始●平成18年11月県立病院課に改称

●平成20年4月病院事業局を設置
●昭和41年4月衛生部医務課に病院管理室が付置

●昭和44年4月県立病院室に改称
●昭和49年4月医務課から独立

平成22年4月1日地方独立行政法人長野県立病院機構発足

●令和２年10月看護師特定行為研修（在宅・慢性期領域パッケージ研修）開講

令和４年7月ソウル大学病院　小児病
院との交流推進に向けた覚書を締結

令和４年4月小児がんセンター開設

令和６年１月能登半島地震
被災地へＤＭＡＴ派遣
令和６年３月（財）日本医療
機能評価機構による病院機
能評価更新認定

令和4年8月訪問看護ステーション
　　　　　 「こまほす」開設
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信州医療センター
〒382-8577（住所記載不要）
長野県須坂市大字須坂 1332　TEL 026-245-1650（代表）　FAX 026-248-3240

●指定医療機関

・保険医療機関
・更生医療指定病院
・結核指定医療機関
・育成医療指定病院
・原爆被爆者指定病院
・養育医療指定病院
・母体保護法指定医

・労災保険指定病院
・生活保護法指定病院
・療育取扱機関
・公害医療指定病院
・エイズ治療中核拠点病院
・救急指定病院
・戦傷病者更生医療指定病院

・第一種感染症指定医療機関
・第二種感染症指定医療機関
・臨床研修病院指定病院
・肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関
・難病指定医療機関
・指定小児慢性特定疾病医療機関
・特定行為研修指定研修機関

理念

基本方針

倫理要綱

私たちは患者中心のチーム医療を実践し、信頼される病院を目指します。

１　人と人とのつながりを大切にし、心が満たされる医療を提供します。
２　医療の質の向上を図り安全な医療を行います。
３　医療・保健・福祉との結びつきを強化し、地域住民の健康増進に寄与します。
４　地域医療を担う優れた人材を育成します。
５　感染症医療の拠点病院として、先端医療を提供します。
６　病院機能の維持発展のため、健全な経営を行います。

私たちは、人に対する深い愛と生命の尊厳に対する畏敬の念を持ち人類の幸福に寄与するため、下記
に掲げる倫理要綱を遵守します。　
１　全ての人の生命、自律、尊厳、権利を尊重し、公正公平に接します。
２　人に有益な行為だけを行い、人に危害を及ぼすあるいは不要な負担を強いる行為は一切行いません。
３　医療の専門家として常に必要な知識と、技術の習得に努め最善の医療を行います。
４　社会の一員として法規範を遵守し、地域の発展に寄与します。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連病院
・日本呼吸器学会認定施設
・日本消化器病学会専門医制度認定施設
・日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本感染症学会認定研修施設
・日本環境感染学会認定教育施設

・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本消化器外科学会専門医修練施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本整形外科学会専門医制度研修施設
・呼吸器外科専門医制度基幹施設

 （がん・感染症センター 都立駒込病院）の関連施設 
・看護師特定行為研修指定研修機関

・日本産婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設
・日本麻酔科学会認定麻酔科認定病院
・日本プライマリ・ケア連合学会認定後期家庭医
  プログラム
・人間ドック健診専門医研修施設
・認定臨床微生物検査技師研修施設　

●多項目自動血球分析装置システム
●生化学自動分析装置
●心臓超音波診断装置
●全自動免疫染色装置
●筋電図・誘発電位検査装置
●臨床用ポリグラフ
●マルチスライスＣＴ（256 列）
●ＭＲＩ（1.5 テスラ）
●核医学検査装置（ＲＩ）
●連続血管撮影装置（ＤＳＡ）

●全自動錠剤分包機
●自動注射薬払出システム
●人工膝関節手術用ナビゲーションシステム
●３Ｄ腹腔鏡下手術装置
●人工関節手術装置（股関節、膝関節）
●関節鏡下装置
●網膜硝子体手術装置
●超音波白内障手術装置
●眼科用内視鏡システム
●CアームX線テレビ装置

●全自動微生物同定感受性検査システム
●整形外科用ロボット手術支援システム「CORI」
●デジタルX線テレビシステム

●消化器内視鏡システム及び上部、下部、
　十二指腸ビデオスコープ
●気管支超音波内視鏡システム
●超音波内視鏡
●カプセル内視鏡
●人工透析装置
●高気圧酸素治療装置

主な医療機器設置状況

　信州医療センターは、患者中心のチーム医療を理念に掲げ、須坂市、小布施町、高山村からなる須
高地域の地域基幹病院として、地域医療ならびに専門医療の提供を行っています。
　また、県立病院機構の中核的病院としての役割とともに、政策医療としての、県内唯一の第一種感
染症指定医療機関、結核指定医療機関、エイズ治療中核拠点病院としての責務を担っています。
　日々の診療では、26の診療科のほか、専門外来、在宅診療部、内視鏡センターや健康管理センター
等を設け、地域の保健・医療・福祉関係機関との連携のもと、多面的な診療機能を発揮しています。
　特に、感染症指定医療機関として感染症センターの機能を活かし、行政や他の医療機関との連携の
もと、新型コロナウイルス感染症の早期終息に向けての取り組みに可能な限り対応していきます。
　また、当院は、自治医科大学卒業生を含めた初期臨床研修指定病院として、他の県立病院のほか、
信州大学医学部附属病院や近隣病院とも連携し、豊富な選択肢による研修プログラムを組み、研修医
の育成を行うとともに、呼吸器、感染症、消化器、総合診療などを中心に、各分野の専門医の養成に
積極的に参画しています。

施設基準

特色

●感染症指定医療機関

●疾病統計大分類　令和５年度 （単位：人）

【初・再診料】
●情報通信機器を用いた診療に係る基準
【入院基本料】
●急性期一般入院料２
●結核病棟入院基本料（10対１入院基本料）
【入院基本料等加算】
●臨床研修病院入院診療加算
●救急医療管理加算
●妊産婦緊急搬送入院加算
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１
　（25対１補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算
　（25対１急性期看護補助体制加算 看護補助者５割未満）
●看護職員夜間配置加算（16対１）、
●急性期看護補助体制加算
　（夜間100対1急性期看護補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算（夜間看護体制加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算１
●感染対策指導強化加算
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算

●入退院支援加算１
●入院時支援加算
●呼吸ケアチーム加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●データ提出加算
●認知症ケア加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●抗菌薬適正使用支援加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●排尿自立支援加算
●地域医療体制確保加算
●看護職員処遇改善評価料63
【特定入院料】
●一類感染症患者入院医療管理料
【医学管理等・在宅医療】
●ウイルス疾患指導料の注２
●外来栄養食事指導料の注２に規定する基準
●外来栄養食事指導料の注３に規定する基準
●心臓ペースメーカー指導管理料の遠隔モニタリング加算
●糖尿病合併症管理料
●高度難聴指導管理料
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病透析予防指導管理料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●婦人科特定疾患治療管理料
●一般不妊治療管理料
●地域連携夜間・休日診療料
●院内トリアージ実施料
●夜間休日救急搬送医学管理料
●救急搬送看護体制加算２

●外来腫瘍化学療法診療料１
●連携充実加算
●ニコチン依存症管理料
●開放型病院共同指導料（Ⅱ）
●ハイリスク妊産婦共同管理料 (Ⅰ)
●がん治療連携指導料
●外来排尿自立指導料
●薬剤管理指導料
●医療機器安全管理料1
●専門管理加算
●在宅療養後方支援病院
●持続血糖測定器加算
【検査・画像診断】
●先天性代謝異常症検査
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算 (Ⅰ)(Ⅳ)
●時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト
●ヘッドアップティルト試験
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●CT撮影及びMRI 撮影
●造血器腫瘍遺伝子検査
【投薬・注射】
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
【リハビリテーション】
●心大血管疾患リハビリテーション料 (Ⅰ）
●脳血管疾患等リハビリテーション料 (Ⅰ)

●廃用症候群リハビリテーション料 (Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●がん患者リハビリテーション料
【処置・手術・麻酔・病理】
●人工腎臓
●導入期加算1
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算
●仙骨神経刺激装置植込術及び交換術
　（過活動膀胱）
●食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡に
　よるもの）、内視鏡下胃、十二指腸
　穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視
　鏡によるもの）等
●経皮的冠動脈ステント留置術
●経皮的冠動脈形成術
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●大動脈バルーンパンピング法
●早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術
●膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）
●腹腔鏡下仙骨膣固定術
●医科点数表第２章第10部手術の
　通則16に掲げる手術
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●麻酔管理料 (Ⅰ)
●病理診断管理加算１
【入院時食事療養費】　　
●入院時食事療養 /生活療法 (Ⅰ)
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感染症センターでは、感染症医療の県内拠点病院として常勤の感染症専門医が適切な診療を行うとともに、県内の病
院からのコンサルテーションに応じています。長野県内唯一の第一種感染症指定医療機関として患者受入訓練を定期
的に実施し、感染症発生時に適切な対応ができる体制を維持しているほか、エイズ治療中核拠点病院として各種研修
等を実施し人材の育成を図っています。

●内視鏡検査の積極的な実施
平成29年７月に竣工した東棟への移設に伴い、より充実した診療環境において、疾病の早期発見・早期治療のた
め内視鏡検査を積極的に実施しています。

●人材育成
本部研修センターのスキルスラボを活用したシミュレーション研修の機能のほか、総合診療専門医などを育成する医
師臨床研修病院としての機能と自治医科大学卒業医師の臨床研修病院としての機能も果たしています。

12　地域の明日を医療で支える



施設基準

特色

●感染症指定医療機関

●疾病統計大分類　令和５年度 （単位：人）

【初・再診料】
●情報通信機器を用いた診療に係る基準
【入院基本料】
●急性期一般入院料２
●結核病棟入院基本料（10対１入院基本料）
【入院基本料等加算】
●臨床研修病院入院診療加算
●救急医療管理加算
●妊産婦緊急搬送入院加算
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１
　（25対１補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算
　（25対１急性期看護補助体制加算 看護補助者５割未満）
●看護職員夜間配置加算（16対１）、
●急性期看護補助体制加算
　（夜間100対1急性期看護補助体制加算）
●急性期看護補助体制加算（夜間看護体制加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算１
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感染症センターでは、感染症医療の県内拠点病院として常勤の感染症専門医が適切な診療を行うとともに、県内の病
院からのコンサルテーションに応じています。長野県内唯一の第一種感染症指定医療機関として患者受入訓練を定期
的に実施し、感染症発生時に適切な対応ができる体制を維持しているほか、エイズ治療中核拠点病院として各種研修
等を実施し人材の育成を図っています。

●内視鏡検査の積極的な実施
平成29年７月に竣工した東棟への移設に伴い、より充実した診療環境において、疾病の早期発見・早期治療のた
め内視鏡検査を積極的に実施しています。

●人材育成
本部研修センターのスキルスラボを活用したシミュレーション研修の機能のほか、総合診療専門医などを育成する医
師臨床研修病院としての機能と自治医科大学卒業医師の臨床研修病院としての機能も果たしています。
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病院祭の開催

TOPICS

産科医療体制の維持
須高地域の分娩を担う施設として、助産師と医師が協働し院内助産を実施しました。（令
和４年度実績：２件、令和５年度実績：８件） 精神疾患を持つ妊婦についての基準を見直し、
向精神薬を服用していても症状をコントロールできている妊婦は院内助産の対象とする
等、院内助産の対象者基準を緩和し、分娩の取り扱いの継続に努めました。

地域への情報発信
年３回院外広報誌を発行し、須高地域に全戸配布しました。また、感染症センターによ
る県民及び県内医療機関等への講演会・研修会を実施したほか、医師・看護師・助産師
による県内の学校や施設での出前講座を24回実施しました。

須坂モデルの実施
産科医師、非常勤の精神科医師、地域の保健師と連携を図りつつ、他施設で出産した母子、
精神的に不安定な母子の積極的な受け入れを行ったことにより、産後ケアの利用者が増
加しました。

感染症への対応
県の感染症医療の拠点病院として、新型コ
ロナウイルス感染症患者を積極的に受け入
れ、感染拡大に対応した適切な医療の提供
を行いました。感染症発生時に迅速な対応
ができるよう定期的に受入訓練を実施する
とともに、医療機関、地域住民への最新情
報の発信に努めました。

特定行為に関わる看護師の育成
看護師特定行為研修第４期を開講しました。
機構内３人、機構外４人の参加者とともに
研修を行っています。

働き方改革の実施
医師の働き方改革への対応として、医師の労働時間短縮計画を策定するとともに、医師
の自己研鑽に係る規程など各種体制を整備し、特定労務管理対象機関（B水準）として
県から令和６年２月に指定を受けました。
看護部、医療技術部においても、タスク・シフト／シェアを推進しています。

須高地域、長野地域等の医療機関及び福祉施設等を対象として、11 月 22 日に第 1 回地
域医療連携交流会を開催し、地域医療連携の一層の推進を図るとともに、当院の診療体
制の特徴や強みを発信しました。

地域連携交流会の開催

４年ぶりに病院祭を開催し、「笑顔でつなごう、地域と医療」をテーマに、医療講演会、
病院祭企画を実施しました。スタッフ・来場者含め約700人が参加しました。

病院祭名：第19回信州医療センター病院祭（同時開催　第27回須坂健康まつり）
日　　程：2023年11月３日（金）午前９時～午後12時
講 演 会：テーマ「シモのトラブル110番（あなたのお悩み解決します）」
　　　　　講演１　演題「男はつらいよ！泌尿器科編」泌尿器科部長　井川 靖彦
　　　　　講演２　演題「女性も大変！貴女のトラブル解決法 婦人科編」婦人科部長　飯髙 雅夫
内　　容：医療講演会、医療現場の体験企画、須坂エクササイズ、他
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●指定医療機関
・精神科救急病院（常時対応型施設）の指定 ・保険医療機関
・精神保健福祉法に基づく応急入院指定病院
・医療観察法に基づく指定入院医療機関及び指定通院医療機関

基本理念

基本方針

１　私たちは、患者さんの人権を尊重し、信頼される医療サービスを提供します。
２　私たちは、長野県の精神科医療の中核病院として、質の高い専門医療を提供します。
３　私たちは、医療安全を推進し、人にやさしい病院を目指します。

１　患者さん一人ひとりと向き合い、権利の尊重と個別性への配慮に努めます。
２　救急・急性期を始めとする地域のニーズに応えるとともに、長野県の精神科医療の中核を担います。
３　良質で安全な精神科医療を提供すべく、専門的知識の習得と医療技術の向上に努めます。
４　多職種チーム医療を実践します。
５　保健・医療・福祉・教育機関と連携して、患者さんの地域生活を支援します。
６　精神科医療を担う人材育成と医療の質の向上のための研究・研修に取り組みます。

患者さんの
権利と責任
について

職員倫理
綱領

　私たちは、次に掲げる患者さんの権利を大切に考えています。また、安全かつ効果的な医療サービ
スを享受するために、患者さんとご家族、医療者は、互いにそれぞれの立場を尊重しながら、協働し
て治療にあたる責任があります。
１　必要な医療情報の提供とその説明を受ける権利
２　プライバシーを保護される権利
３　良質かつ適切な医療・福祉サービスを受ける権利
４　個人の尊厳が守られる権利
５　セカンドオピニオンを求める権利

１　私たちは、公平・公正に最善の専門医療を提供します。
２　私たちは、日ごろから信頼関係の構築に努め、患者さん中心の医療を推進します。
３　私たちは、職務上知り得た秘密を守ります。
４　私たちは、精神障害に対する差別と偏見を解消するための啓発活動に取り組みます。

教育施設等の指定

施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器サイマトロン（m-ECT（修正型電気けいれん療法））
●治療抵抗性統合失調症治療薬　「クロザピン」の使用承認（平成 26 年）など

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15 対 1）
●救急医療管理加算
●看護配置加算
●看護補助加算１
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●重度アルコール依存症入院医療管理加算
●医療安全対策加算２
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●精神科急性期医師配置加算
●精神科救急入院料１
●精神科急性期治療病棟入院料１
●児童・思春期精神科入院医療管理料

【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【特掲診療料】
●認知症専門診断管理料
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料
●CT 撮影及び MRI 撮影
●通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算）
●通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算）
●認知療法・認知行動療法１（医師による場合）
●依存症集団療法（薬物依存症の場合）
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
　（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【医療観察法に係るもの】
入院対象者入院医学管理料
通院対象者通院医学管理料

県内における精神科の公的中核病院として、365 日
24 時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療サー
ビスを提供しています。

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

●疾病統計大分類　令和３年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器（電気けいれん治療器）
●経頭蓋治療用磁気刺激装置
●麻酔システム
●X線CT装置

●一般撮影装置
●超音波診断装置
●心電計
●脳波計

●生化学自動分析装置
●全自動遺伝子分析装置
●多項目自動血球分析装置
●全自動化学発光酵素免疫装置

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15対1）
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●看護配置加算
●看護補助加算１・看護補助体制充実加算
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●依存症入院医療管理加算
●摂食障害入院医療管理加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算２・医療安全対策地域連携加算２
●感染対策向上加算３
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●データ提出加算
●精神科急性期医師配置加算１及び２のロ
●精神科救急急性期医療入院料1・精神科救急医療体制加算２・
　看護職員夜間配置加算 
●精神科急性期治療病棟入院料1

●児童・思春期精神科入院医療管理料
【特掲診療料】
●こころの連携指導料(Ⅱ) 
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料１及び２
●CT撮影及びMRI撮影
●経頭蓋磁気刺激療法
●児童思春期精神科専門管理加算
●療養生活環境整備指導加算
●療養生活継続支援加算
●認知療法・認知行動療法１
●依存症集団療法１・２・３
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
 （治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【医療観察法に係るもの】
●入院対象者入院医学管理料
●通院対象者通院医学管理料

●疾病統計大分類　令和５年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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5039・病院群による臨床研修指定病院

・新医師研修制度による臨床研修病院（協力型）
・日本精神神経学会精神科専門医制度による研修施設
・日本老年精神医学会専門医制度認定施設
・子どものこころ専門医研修施設群 基幹施設

（訪問看護ステーシ
　ョン「こまほす」）

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

県内における精神科の公的中核病院として、365日
24時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療を提
供しています。

　こころの医療センター駒ヶ根は、質の高い専門医療、患者さんに信頼される医療の提供、人にやさ
しい病院づくりを基本理念に掲げ、長野県の精神科医療の中核として「ひらかれた病院」を目指し、
病院のキャッチフレーズである「あなたの手の届くところに」のもと、治す医療に加え、癒す医療、
そして寄り添って患者さんの人生を支える医療を推し進めています。
　また、24時間365日体制による精神科救急への対応をはじめとして、児童精神科やアルコール・
薬物依存症等に対しては質の高い専門医療を提供し、難治性患者さんにはm-ECT（修正型電気けい
れん療法）やクロザピン治療等の治療効果の高い医療を提供しています。退院後も、患者さんの状態
に合わせた多機能デイケアや在宅患者さんを支える訪問看護を行うとともに、利用しやすい医療福祉
相談等により、早期治療と社会復帰に力をいれています。
　多職種チームによる専門性を活かした取組として、児童精神科において専門チームによる初診診療
と、行政や地域の医療機関等と連携した「もの忘れ外来」を行っています。

（単位：人）

16　地域の明日を医療で支える



こころの医療センター駒ヶ根
〒399-4101
長野県駒ヶ根市下平 2901　TEL 0265-83-3181（代表）　FAX 0265-83-4158

●指定医療機関
・精神科救急病院（常時対応型施設）の指定 ・保険医療機関
・精神保健福祉法に基づく応急入院指定病院
・医療観察法に基づく指定入院医療機関及び指定通院医療機関

基本理念

基本方針

１　私たちは、患者さんの人権を尊重し、信頼される医療サービスを提供します。
２　私たちは、長野県の精神科医療の中核病院として、質の高い専門医療を提供します。
３　私たちは、医療安全を推進し、人にやさしい病院を目指します。

１　患者さん一人ひとりと向き合い、権利の尊重と個別性への配慮に努めます。
２　救急・急性期を始めとする地域のニーズに応えるとともに、長野県の精神科医療の中核を担います。
３　良質で安全な精神科医療を提供すべく、専門的知識の習得と医療技術の向上に努めます。
４　多職種チーム医療を実践します。
５　保健・医療・福祉・教育機関と連携して、患者さんの地域生活を支援します。
６　精神科医療を担う人材育成と医療の質の向上のための研究・研修に取り組みます。

患者さんの
権利と責任
について

職員倫理
綱領

　私たちは、次に掲げる患者さんの権利を大切に考えています。また、安全かつ効果的な医療サービ
スを享受するために、患者さんとご家族、医療者は、互いにそれぞれの立場を尊重しながら、協働し
て治療にあたる責任があります。
１　必要な医療情報の提供とその説明を受ける権利
２　プライバシーを保護される権利
３　良質かつ適切な医療・福祉サービスを受ける権利
４　個人の尊厳が守られる権利
５　セカンドオピニオンを求める権利

１　私たちは、公平・公正に最善の専門医療を提供します。
２　私たちは、日ごろから信頼関係の構築に努め、患者さん中心の医療を推進します。
３　私たちは、職務上知り得た秘密を守ります。
４　私たちは、精神障害に対する差別と偏見を解消するための啓発活動に取り組みます。

教育施設等の指定

施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器サイマトロン（m-ECT（修正型電気けいれん療法））
●治療抵抗性統合失調症治療薬　「クロザピン」の使用承認（平成 26 年）など

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15 対 1）
●救急医療管理加算
●看護配置加算
●看護補助加算１
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●重度アルコール依存症入院医療管理加算
●医療安全対策加算２
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●精神科急性期医師配置加算
●精神科救急入院料１
●精神科急性期治療病棟入院料１
●児童・思春期精神科入院医療管理料

【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【特掲診療料】
●認知症専門診断管理料
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料
●CT 撮影及び MRI 撮影
●通院・在宅精神療法（児童思春期精神科専門管理加算）
●通院・在宅精神療法（療養生活環境整備指導加算）
●認知療法・認知行動療法１（医師による場合）
●依存症集団療法（薬物依存症の場合）
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
　（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【医療観察法に係るもの】
入院対象者入院医学管理料
通院対象者通院医学管理料

県内における精神科の公的中核病院として、365 日
24 時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療サー
ビスを提供しています。

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

●疾病統計大分類　令和３年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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施設基準

特色

●多彩な精神科専門医療 ●豊富な知識・経験者による人材育成

●パルス波治療器（電気けいれん治療器）
●経頭蓋治療用磁気刺激装置
●麻酔システム
●X線CT装置

●一般撮影装置
●超音波診断装置
●心電計
●脳波計

●生化学自動分析装置
●全自動遺伝子分析装置
●多項目自動血球分析装置
●全自動化学発光酵素免疫装置

主な医療機器設置状況

【基本診療等】
●精神病棟入院基本料（15対1）
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●看護配置加算
●看護補助加算１・看護補助体制充実加算
●療養環境加算
●精神科応急入院施設管理加算
●精神病棟入院時医学管理加算
●精神科身体合併症管理加算
●依存症入院医療管理加算
●摂食障害入院医療管理加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算２・医療安全対策地域連携加算２
●感染対策向上加算３
●患者サポート体制充実加算
●精神科救急搬送患者地域連携紹介加算
●後発医薬品使用体制加算１
●データ提出加算
●精神科急性期医師配置加算１及び２のロ
●精神科救急急性期医療入院料1・精神科救急医療体制加算２・
　看護職員夜間配置加算 
●精神科急性期治療病棟入院料1

●児童・思春期精神科入院医療管理料
【特掲診療料】
●こころの連携指導料(Ⅱ) 
●薬剤管理指導料
●精神科退院時共同指導料１及び２
●CT撮影及びMRI撮影
●経頭蓋磁気刺激療法
●児童思春期精神科専門管理加算
●療養生活環境整備指導加算
●療養生活継続支援加算
●認知療法・認知行動療法１
●依存症集団療法１・２・３
●精神科作業療法
●精神科ショート・ケア（大規模なもの）
●精神科デイ・ケア（大規模なもの）
●抗精神病特定薬剤治療指導管理料
 （治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る）
●医療保護入院等診療料
【入院時食事療養費】
●入院時食事療養（Ⅰ）
【医療観察法に係るもの】
●入院対象者入院医学管理料
●通院対象者通院医学管理料

●疾病統計大分類　令和５年度

アルツハイマー病の認知症
血管性認知症

上記以外の症状性を含む器質性精神障害
アルコール使用による精神及び行動の障害

覚せい剤による精神及び行動の障害
その他精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害

気分（感情）障害
神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現障害
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群

成人の人格及び行動の障害
精神遅滞

心理的発達の障害
小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害

特定不能の精神障害
てんかん
その他
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5039・病院群による臨床研修指定病院

・新医師研修制度による臨床研修病院（協力型）
・日本精神神経学会精神科専門医制度による研修施設
・日本老年精神医学会専門医制度認定施設
・子どものこころ専門医研修施設群 基幹施設

（訪問看護ステーシ
　ョン「こまほす」）

精神科研修・研究センターでは、当院の幅広い患者層
と専門医療を活かして、県内外の医療機関の医師、看
護師、薬剤師、公認心理師、精神保健福祉士等の精神
医学・医療に係わる方の資質向上を図るとともに、臨
床で活かせる研究を行っています。

県内における精神科の公的中核病院として、365日
24時間体制での「精神科救急・急性期医療」、独自の
治療プログラムによる「依存症医療」、専門入院病棟を
有する「児童精神科医療」、「医療観察法における専門
治療」、地域の医療機関や市町村と連携した「認知症治
療」など、県民ニーズに即した専門的な精神医療を提
供しています。

　こころの医療センター駒ヶ根は、質の高い専門医療、患者さんに信頼される医療の提供、人にやさ
しい病院づくりを基本理念に掲げ、長野県の精神科医療の中核として「ひらかれた病院」を目指し、
病院のキャッチフレーズである「あなたの手の届くところに」のもと、治す医療に加え、癒す医療、
そして寄り添って患者さんの人生を支える医療を推し進めています。
　また、24時間365日体制による精神科救急への対応をはじめとして、児童精神科やアルコール・
薬物依存症等に対しては質の高い専門医療を提供し、難治性患者さんにはm-ECT（修正型電気けい
れん療法）やクロザピン治療等の治療効果の高い医療を提供しています。退院後も、患者さんの状態
に合わせた多機能デイケアや在宅患者さんを支える訪問看護を行うとともに、利用しやすい医療福祉
相談等により、早期治療と社会復帰に力をいれています。
　多職種チームによる専門性を活かした取組として、児童精神科において専門チームによる初診診療
と、行政や地域の医療機関等と連携した「もの忘れ外来」を行っています。

（単位：人）
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令和５年度の

こころの医療センター駒ヶ根

急性期治療病棟（A2病棟）閉鎖化、救急・急性期病棟（B1病棟）全室個室化

「子どものこころ総合医療センター」基本計画公表

TOPICS

KOMAGANE NEWS

医療 地域

令和３年度の

こころの医療センター駒ヶ根

m-ECT センターの開設（令和４年１月）

県から指定されたアルコール健康障害、薬物・ギャンブル等に関する「依存症

専門医療機関」及び「依存症治療拠点機関」の役割、各種依存症プログラムの

提供を内外に示し、関係機関との連携強化を図りました。

令和３年 12 月に竣工し、翌１月から週２回・１日５人まで治療可能とする体

制での運営を開始しました。センター開設後は治療件数が月平均 18.6 件から

25.6 件に増加しました。

依存症医療センターの開設（令和４年３月）

病院祭「ここ駒祭」開催（令和５年10月１日 9:45～14:00）
講演会：副院長　原田　謙 
　　　　　  “子どもの「うつ」”

治療体制、家族支援、情報発信について検討し、試験的

入院３例に対して先進病院の治療プログラムを参考に治

療を実施後、病院独自の治療プログラムを確立しまし

た。令和４年３月から外来受入れを開始し、５月から入

院治療の開始を予定しています。

インターネット・ゲーム依存症治療の開始（令和４年３月）

児童精神科医療に対するニーズに応えるため、必要とされる医療体制の整備に

向けて「児童・思春期、青年期精神科医療懇談会」を開催しました。センター

開設の意義や目指すべき姿など基本計画の骨格となる「基本構想」を策定しま

した。

子どものこころ総合医療センター基本構想策定（令和３年 10 月）

TOPICS

南信地域における精神科救急体制の課題対応、

青年期精神疾患等依存症以外の疾患についても

治療を行うため、開放病棟であった急性期治療

病棟（A2病棟）の閉鎖運用を令和５年９月に開

始しました。また、療養環境の改善、感染対策

と病床利用率の向上のため、救急・急性期病棟

（B1病棟）の全室個室化を実施しました。

“きて、みて、発見、ここ駒祭”をテーマ

に４年ぶりに開催しました。駒ヶ根太鼓子

供連による演奏や各作業所による物品販売、

謎解きゲームなどを実施しました。

出前講座

うつ・ストレスケアやインターネット・ゲーム依存症など、地域の支援者等を対象

に出前講座を実施し、総計21回、延べ1,004人の参加がありました。

公開講座

認知症や児童・青年期の摂食障害などをテーマに、一般住民向けに１回、支援者向

けに３回の計4回公開講座を開催しました。

「子どものこころ総合医療センター」開設について、令和５年９月開催の運営協議

会にて基本計画を公表しました。センター基本設計の策定に向けて、院内に設計と

運営の２チームを整備し、必要事項について検討しました。

「包括的支援マネジメント」の構築
精神障がい者の退院後の地域定着を見据えて、入院時から多職種チームで支援を行

う「包括的支援マネジメント」を導入し、上半期にモデルケース13件、下半期には

本格導入し21件実施しました。

「令和６年能登半島地震」DPAT派遣

令和６年１月に発災した「令和６年能登半島地

震」の災害対応として、１月５日から９日まで

DPAT（災害派遣精神医療チーム）を派遣しました。

石川県珠洲市内の避難所や総合病院を中心に活動

を行い、被災された方の支援を行いました。

18　地域の明日を医療で支える
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専門医療機関」及び「依存症治療拠点機関」の役割、各種依存症プログラムの
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令和３年 12 月に竣工し、翌１月から週２回・１日５人まで治療可能とする体

制での運営を開始しました。センター開設後は治療件数が月平均 18.6 件から

25.6 件に増加しました。

依存症医療センターの開設（令和４年３月）

病院祭「ここ駒祭」開催（令和５年10月１日 9:45～14:00）
講演会：副院長　原田　謙 
　　　　　  “子どもの「うつ」”

治療体制、家族支援、情報発信について検討し、試験的

入院３例に対して先進病院の治療プログラムを参考に治

療を実施後、病院独自の治療プログラムを確立しまし

た。令和４年３月から外来受入れを開始し、５月から入

院治療の開始を予定しています。

インターネット・ゲーム依存症治療の開始（令和４年３月）

児童精神科医療に対するニーズに応えるため、必要とされる医療体制の整備に

向けて「児童・思春期、青年期精神科医療懇談会」を開催しました。センター

開設の意義や目指すべき姿など基本計画の骨格となる「基本構想」を策定しま

した。

子どものこころ総合医療センター基本構想策定（令和３年 10 月）

TOPICS

南信地域における精神科救急体制の課題対応、

青年期精神疾患等依存症以外の疾患についても

治療を行うため、開放病棟であった急性期治療

病棟（A2病棟）の閉鎖運用を令和５年９月に開

始しました。また、療養環境の改善、感染対策

と病床利用率の向上のため、救急・急性期病棟

（B1病棟）の全室個室化を実施しました。

“きて、みて、発見、ここ駒祭”をテーマ

に４年ぶりに開催しました。駒ヶ根太鼓子

供連による演奏や各作業所による物品販売、

謎解きゲームなどを実施しました。

出前講座

うつ・ストレスケアやインターネット・ゲーム依存症など、地域の支援者等を対象

に出前講座を実施し、総計21回、延べ1,004人の参加がありました。

公開講座

認知症や児童・青年期の摂食障害などをテーマに、一般住民向けに１回、支援者向

けに３回の計4回公開講座を開催しました。

「子どものこころ総合医療センター」開設について、令和５年９月開催の運営協議

会にて基本計画を公表しました。センター基本設計の策定に向けて、院内に設計と

運営の２チームを整備し、必要事項について検討しました。

「包括的支援マネジメント」の構築
精神障がい者の退院後の地域定着を見据えて、入院時から多職種チームで支援を行

う「包括的支援マネジメント」を導入し、上半期にモデルケース13件、下半期には

本格導入し21件実施しました。

「令和６年能登半島地震」DPAT派遣

令和６年１月に発災した「令和６年能登半島地

震」の災害対応として、１月５日から９日まで

DPAT（災害派遣精神医療チーム）を派遣しました。

石川県珠洲市内の避難所や総合病院を中心に活動

を行い、被災された方の支援を行いました。
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阿南病院（地域医療総合支援センター・訪問看護ステーションさくら）
〒399-1501
長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1　TEL 0260-22-2121（代表）　FAX 0260-31-1014

●指定医療機関

基本理念

患者さんの
権利と義務に
関する宣言

倫理綱領

１　私たちは、地域の中核病院として質の高い適正な医療を提供します。
２　私たちは、患者さんの人権を尊重し、明るくやさしさと思いやりのある医療を提供します。
３　私たちは、地域の保健・医療・福祉機関との連携のもと地域に根ざした医療を提供します。

阿南病院は、患者さんと職員との信頼関係に基づく患者さん本位の医療をめざしています。
患者さんには権利があり、また、守っていただきたい義務があります。

１　人間として尊重される権利
　　患者さんは、常に一人の人間として尊重され、人としての尊厳が守られます。
２　良質な医療を平等に受ける権利

患者さんは、誰でも、どのような病気にかかった場合でも、良質な医療を平等に受けることができます。
３　十分な説明と情報提供を受ける権利

患者さんは、自分の病気のことや自分が受けている治療方法について、分かりやすい言葉による十分な説明と
必要な情報の提供を受けることができます。

４　医療行為に関する権利
患者さんは、治療、検査の方法等について、自分の意見を述べることができるとともに、望まない医療を拒む
ことができます。また、別の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

５　プライバシーが保護される権利
　　患者さんのプライバシーは保護されます。

　地域住民によってつくられた自治体病院である県立阿南病院は、下伊那南部地域に不足している医療に積極的に取
り組むとともに、地域の医療機関や行政機関等との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康
の維持・増進を図り、地域の発展に貢献することを使命とする。

１　地域医療の確保
　　阿南病院は、地域住民のニーズに対応した適正な医療を提供する。
２　医療水準の向上
阿南病院は、総合的医療機能を基盤に、へき地医療、高度・特殊医療、先駆的医療及び介護老人保健施設等を担い、
さらに医療従事者の研修の場としての役割を果たし、地域の医療水準の向上に努める。

３　患者中心の医療の確立
阿南病院は、患者に対し十分な説明と同意のもとに医療を提供し、かつ、診療情報を積極的に公開し、患者の権
利を遵守する患者中心の全人的医療を確立する。

４　安全管理の徹底
阿南病院は、安心して医療を受けられる環境を整備し、職員の安全教育を推進する。

５　健全経営の確保
阿南病院は、公共性を確保するとともに、合理的かつ効率的な病院経営に努めることにより、健全で自立した経
営基盤を確立する。

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80 列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料７　
●地域包括ケア入院医療管理料１
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●医師事務作業補助体制加算２
●急性期看護補助加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算
●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算３

●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●小児科外来診療料　　
●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料

●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び電子的
診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●16 列以上のマルチスライスＣＴ
●ＭＲＩ（1.5 テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●がん患者リハビリテーション科

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日吉村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入大
平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病院
の発足により木曽地区への巡回診療は終了、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年 11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診療を
行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カ
フェ」などを行うとともに、平成29年 9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するな
ど、高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を伺い、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。

●疾病統計大分類　令和３年度
0 20 40 60 80 100 120 140

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード
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使命

行動
指針

患者さん
の
権利

１　正確な情報を伝える義務
　　ご自身の健康に関する情報を、詳しく正確にお伝えください。
２　治療への理解を深める義務

不明なこと、心配なこと、分からないこと等がありましたら、納得できるまで質問するなどし、治療への理解
を深めてください。

３　治療へ協力する義務
効果的な治療が行えるよう、治療に協力してください。

４　規則等を遵守する義務
職員の指示や病院の規則を守り、社会規範に従ってください。

５　迷惑行為を行わない義務
　　職員や他の患者さん等に対して、暴言や暴力などの迷惑行為を行わないでください。

患者さん
の
義務

（単位：人）

●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

・保険医療機関
・救急告示病院
・へき地医療拠点病院

・労災保険指定医療機関
・生活保護指定医療機関
・指定自立支援医療機関
（精神通院医療） 

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料６
●地域包括ケア入院医療管理料１
●看護職員配置加算
●看護補助体制充実加算
●救急医療管理加算
●看護職員処遇改善評価料56
●診療録管理体制加算３
●医師事務作業補助体制加算１
●急性期看護補助体制加算
●看護補助体制充実加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算２
●地域連携強化加算２
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算

●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算２
●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算２
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料

●栄養サポートチーム加算
●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び
●電子的診療情報評価料
●検査・画像情報提供加算
●電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
　16列以上のマルチスライスＣＴ
　ＭＲＩ（1.5テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料(Ⅱ)
●運動器リハビリテーション料(Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

●摂食嚥下機能回復体制加算２
●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関間の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日義村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入、
大平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病
院の発足により木曽地区への巡回診療は終了、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診療
を行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カフ
ェ」などを行うとともに、平成29年9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するなど、
高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を伺い、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。

●疾病統計大分類　令和５年度
0 20 40 60 80 100 120 140 160

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード
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（単位：人）

　阿南病院は、下伊那南部地域唯一の中核病院として、地域の医療・保健・福祉機関との
連携のもと、地域住民の暮らしと絆を支え続け、地域に寄り添う医療を提供し、さらに地
域医療に携わる人材を育成する病院を目指しています。
　当地域は、全国的にみても高齢化（率46.8％）が進み、さらに少子化による人口減少
地域であることから、無医地区への巡回診療や、訪問診療・看護・リハビリ、服薬指導等
の在宅医療を推進するとともに、介護老人保健施設も併設して運営しており、さまざまな
活動を通じて高齢者への手厚い医療支援の推進に努めています。
　これからの地域の医療ニーズに適切に対応するために、町村や医師会と連携して「下伊
那南部の包括ケアシステム」の構築を進めるなかで、「地域医療総合支援センター」にお
いて住宅医療、地域の健康管理事業、認知症への対応、さらに町村の小児健診などへの支
援にも取り組んでいきます。

20　地域の明日を医療で支える



阿南病院（地域医療総合支援センター・訪問看護ステーションさくら）
〒399-1501
長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1　TEL 0260-22-2121（代表）　FAX 0260-31-1014

●指定医療機関

基本理念

患者さんの
権利と義務に
関する宣言

倫理綱領

１　私たちは、地域の中核病院として質の高い適正な医療を提供します。
２　私たちは、患者さんの人権を尊重し、明るくやさしさと思いやりのある医療を提供します。
３　私たちは、地域の保健・医療・福祉機関との連携のもと地域に根ざした医療を提供します。

阿南病院は、患者さんと職員との信頼関係に基づく患者さん本位の医療をめざしています。
患者さんには権利があり、また、守っていただきたい義務があります。

１　人間として尊重される権利
　　患者さんは、常に一人の人間として尊重され、人としての尊厳が守られます。
２　良質な医療を平等に受ける権利

患者さんは、誰でも、どのような病気にかかった場合でも、良質な医療を平等に受けることができます。
３　十分な説明と情報提供を受ける権利

患者さんは、自分の病気のことや自分が受けている治療方法について、分かりやすい言葉による十分な説明と
必要な情報の提供を受けることができます。

４　医療行為に関する権利
患者さんは、治療、検査の方法等について、自分の意見を述べることができるとともに、望まない医療を拒む
ことができます。また、別の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

５　プライバシーが保護される権利
　　患者さんのプライバシーは保護されます。

　地域住民によってつくられた自治体病院である県立阿南病院は、下伊那南部地域に不足している医療に積極的に取
り組むとともに、地域の医療機関や行政機関等との連携を図りながら、公平・公正な医療を提供し、地域住民の健康
の維持・増進を図り、地域の発展に貢献することを使命とする。

１　地域医療の確保
　　阿南病院は、地域住民のニーズに対応した適正な医療を提供する。
２　医療水準の向上
阿南病院は、総合的医療機能を基盤に、へき地医療、高度・特殊医療、先駆的医療及び介護老人保健施設等を担い、
さらに医療従事者の研修の場としての役割を果たし、地域の医療水準の向上に努める。

３　患者中心の医療の確立
阿南病院は、患者に対し十分な説明と同意のもとに医療を提供し、かつ、診療情報を積極的に公開し、患者の権
利を遵守する患者中心の全人的医療を確立する。

４　安全管理の徹底
阿南病院は、安心して医療を受けられる環境を整備し、職員の安全教育を推進する。

５　健全経営の確保
阿南病院は、公共性を確保するとともに、合理的かつ効率的な病院経営に努めることにより、健全で自立した経
営基盤を確立する。

施設基準

特色

●へき地巡回診療

●生化学自動分析装置
●光干渉断層計
●マルチカラーレーザー光凝固装置
●個人用透析装置
●全身麻酔器

●上部消化管ビデオスコープ（経鼻用）
●下部消化管ビデオスコープ
●ポータブル超音波診断装置
●携帯用エックス線撮影装置（訪問診療用）
●人工呼吸器（Vera、他）
●磁気共鳴断層診断装置（ＭＲＩ）

●超音波診断装置（一般用・心臓用）
●80 列マルチスライスＣＴ装置
●乳房撮影装置
●特殊浴槽
●全自動血液凝固測定装置
●全自動遺伝子解析装置

主な医療機器設置状況

●急性期一般入院基本料７　
●地域包括ケア入院医療管理料１
●救急医療管理加算
●診療録管理体制加算２
●医師事務作業補助体制加算２
●急性期看護補助加算
●療養環境加算
●医療安全対策加算１
●医療安全対策地域連携加算１
●感染対策向上加算２
●連携強化加算
●サーベイランス強化加算
●患者サポート体制充実加算
●後発医薬品使用体制加算３

●病棟薬剤業務実施加算１
●入退院支援加算１
●地域連携診療計画加算
●入院時支援加算
●総合機能評価加算
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●認知症ケア加算２
●データ提出加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●糖尿病合併症管理加算
●小児科外来診療料　　
●ニコチン依存症管理料
●がん治療連携指導料
●薬剤管理指導料

●検体検査管理加算（Ⅰ）
●検査画像情報提供加算及び電子的
診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●16 列以上のマルチスライスＣＴ
●ＭＲＩ（1.5 テスラ以上）
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）
●運動器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●呼吸器リハビリテーション料 (Ⅰ)
●摂食嚥下機能回復体制加算２
●がん患者リハビリテーション科

昭和36年７月から無医地区解消のためへき地巡回診療を開始しました。当時は木曽郡開田村、新開村、日吉村、楢川村の各無医地区と飯田市松川入大
平地区を３泊４日かけてジープで医師、看護師、運転手兼事務職員（昭和45年から薬剤師も参加）で巡回診療を行っていました。昭和38年の木曽病院
の発足により木曽地区への巡回診療は終了、阿南町３地区と下條村１地区となり、令和元年 11月からは阿南町日吉の１地区において隔週で診療を
行っています。
平成26年から、巡回診療や訪問診療にモバイル端末を用いた電子カルテシステムによる処方オーダーや画像データ等のやりとりを開始し、また、携帯
型Ｘ線装置や超音波診断装置を活用するなど、検査体制を充実させています。

①健康管理センター…………

②認知症なんでも相談室……

③へき地医療研修センター…

人間ドックや各種健診を中心に健康管理事業に取り組んでいます。また、町村と連携し小児健診を受託し、専門スタッ
フによるフォローアップなどにより公衆衛生活動の充実を図っています。
認知症なんでも相談室では、認知症を地域で支える取り組みとして、「相談業務」「院内ディサービス」「認知症カ
フェ」などを行うとともに、平成29年 9月から専門医師による認知機能障害のある患者へのコンサルトを開始するな
ど、高齢者が地域で安心して暮らせるための手助けをしています。
初期臨床研修プログラムの地域医療研修を担当し、へき地救急医療の他、訪問診療、へき地巡回診療を体験し、山間の
在宅医療をチームで指導しています。

●地域医療総合支援センター

●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
療法士、薬剤師等）が患者宅を伺い、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理指導等を実施しています。
令和２年４月に開設した訪問看護ステーションさくらは、下伊那南部地区の訪問看護の拠点としての役割を担っています。
ゆっくり流れる時間の中で病気だけを診るのではなく、患者・家族・地域の視点に立った診療の提供を目指し、患者にじっくり関わる診療を行って
います。
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患者さん
の
権利

１　正確な情報を伝える義務
　　ご自身の健康に関する情報を、詳しく正確にお伝えください。
２　治療への理解を深める義務

不明なこと、心配なこと、分からないこと等がありましたら、納得できるまで質問するなどし、治療への理解
を深めてください。

３　治療へ協力する義務
効果的な治療が行えるよう、治療に協力してください。

４　規則等を遵守する義務
職員の指示や病院の規則を守り、社会規範に従ってください。

５　迷惑行為を行わない義務
　　職員や他の患者さん等に対して、暴言や暴力などの迷惑行為を行わないでください。

患者さん
の
義務

（単位：人）

●人工腎臓
●人工腎臓導入期加算１
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅱ）
●輸血適正使用加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●保険医療機関の連携による病理診断
●入院時食事療養（Ⅰ）
●特別食加算
●食堂加算

・保険医療機関
・救急告示病院
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在宅医療をチームで指導しています。
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●在宅医療の推進
高齢などにより通院が困難な患者の自宅等を訪れ診療を行う訪問診療を、平成９年から開始しています。現在、医療スタッフ（医師、看護師、理学
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います。

●疾病統計大分類　令和５年度
0 20 40 60 80 100 120 140 160

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード

13

1
44

87

35
23

10

9

87
148

85
15

25
97

0
20

30

0
69

（単位：人）

　阿南病院は、下伊那南部地域唯一の中核病院として、地域の医療・保健・福祉機関との
連携のもと、地域住民の暮らしと絆を支え続け、地域に寄り添う医療を提供し、さらに地
域医療に携わる人材を育成する病院を目指しています。
　当地域は、全国的にみても高齢化（率46.8％）が進み、さらに少子化による人口減少
地域であることから、無医地区への巡回診療や、訪問診療・看護・リハビリ、服薬指導等
の在宅医療を推進するとともに、介護老人保健施設も併設して運営しており、さまざまな
活動を通じて高齢者への手厚い医療支援の推進に努めています。
　これからの地域の医療ニーズに適切に対応するために、町村や医師会と連携して「下伊
那南部の包括ケアシステム」の構築を進めるなかで、「地域医療総合支援センター」にお
いて住宅医療、地域の健康管理事業、認知症への対応、さらに町村の小児健診などへの支
援にも取り組んでいきます。
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ANAN NEWS

阿南警察署から感謝状をいただきました

中学校ＢＬＳ講習会10年目を迎えました

TOPICS令和３年４月から常勤医師が不在となった売木村診療所へ医師を派遣し、週１回の診療
を行っていますが、地域の要望に応えるため病院と診療所をインターネット回線で結ぶ
オンライン診療を令和４年５月から継続しています。また、令和６年１月から対面診療
を隔週１回増やし対応しています。

地域の診療所との連携推進及び地域全体の医療機能向上を目指し、ＣＴ、ＭＲＩ及び新た
に骨密度測定の共同利用を開始し、３診療所、依頼件数77件の依頼に対応しました。

・保健所と連携し、感染者の受入れ及び多くの検査を
　実施しました。
・下伊那南部５町村と連携し、新型コロナワクチンの
　住民接種（一般住民・医療従事者・訪問・高齢者施
　設等）を実施しました。また、外出困難な患者宅を
　訪問して接種を行ったほか、下伊那南部地域の小児
　への接種も当院がすべて実施しました。

地域住民の健康意識の向上や病院の情報発信となるよう出前講座（メニュー31講座）
を企画し、医師や認定看護師を中心に地域の集まりに派遣し398人の参加がありました。

寄付をいただきました
大下条小学校の児童と職員の家庭からアルミ缶や廃
品回収などの活動で得た収益金を寄付していただき
ました。「地域医療を守ろうと頑張っている医療ス
タッフに感謝を伝えたい」と毎年継続して寄付をい
ただいており、小児科のバスタオル購入費用などに
充て大切に使用させていただきます。

令和６年２月28日に阿南警察署から阿南病院の
長年の検視業務により、警察活動に貢献したとし
て感謝状の贈呈が行われました。
これからも地域の関係機関の皆さんと連携しなが
ら、業務を遂行してまいります。

平成26年６月、売木村診療所長の発案から始まった中学校ＢＬＳ（１次救命処置）講

習会が10年目を迎えました。

救急車到着まで時間がかかる山間地では、命を守るために中学生も重要な担い手に

なるよう、『生命の維持の仕組みと救命の役割を知り、心肺蘇生を正しく実施する

ことができる』『友人と協力して確実な心肺

蘇生やAEDを実施できる』を目標に講習会を

開催しています。

今後も阿南消防署及び本部研修センターと連

携し、救命処置の大切さを伝えてまいります。

地域医療福祉連携会議（在宅と阿南病院をつなぐ会）を新たに設置
地域医療福祉連携会議（施設と阿南病院をつなぐ会）は、保健・医療・福祉機関等
を一体的に推進するために開始されました。
今年度は在宅サービスを支える方 （々包括支援センターや居宅介護支援事業所等）を
対象に令和５年12月４日に開催し、院内外16
の南部地区から 41名の担当者が参加し活発な
意見交換を行うことができました。今後も「顔
の見える関係づくり」から、地域の皆さまとの
連携強化に努めるとともに地域社会の活性化に
も貢献してまいります。
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を一体的に推進するために開始されました。
今年度は在宅サービスを支える方 （々包括支援センターや居宅介護支援事業所等）を
対象に令和５年12月４日に開催し、院内外16
の南部地区から 41名の担当者が参加し活発な
意見交換を行うことができました。今後も「顔
の見える関係づくり」から、地域の皆さまとの
連携強化に努めるとともに地域社会の活性化に
も貢献してまいります。
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●指定医療機関

基本理念

基本方針

職員倫理
規程

私達は、患者さんの立場にたち、信頼と満足が得られて、心のふれ合いのある医療サービスを実践し
ます。

１　患者中心の医療
　　心のふれあいを大切にして、患者さん中心の医療を提供します。
２　質の高い医療の提供
　　標準的な医療技術や知識を取り入れ、質の高い医療の提供を目指します。
３　安全確保と情報の適切な管理の徹底
　　患者さんの安全を確保し、患者さんの情報を適切に管理します。
４　地域医療への貢献
　　木曽地域に唯一の病院として、地域社会と連携を図りながら、地域医療に貢献します。
５　働きやすい職場環境の整備と健全経営の維持　
　　職員の教育や研修に力を入れ、働きやすい職場環境を整備し、病院の健全経営の維持に努めます。

当所職員は、その職種を問わず下記の規定を遵守すること。
１　患者の権利・義務憲章を認識し、擁護・指導する共同の責任を担うこと。
２　患者さんの健康を、自らの第一の関心事として、良心と尊厳をもって自らの専門職を実践すること。
３　生涯学習の精神を保ち、常に必要な知識と技術の習得に努め、患者さんに奉仕すること
４　医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展につくすとともに法規範の遵守に努めること。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連施設
・日本消化器病学会認定施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設
・日本消化器外科学会指定修練関連施設

・日本神経学会専門医制度教育関連施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本整形外科学会認定研修施設
・日本眼科学会専門医制度研修施設

・日本臨床細胞学会認定施設
・日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本緩和医療学会緩和ケアチーム登録施設

●Ｘ線テレビ装置
●骨密度測定装置
●血管撮影装置
●歯科パノラマ・デンタル装置
●ＣＴスキャナー
　（320列・80列Ｘ線ＣＴ
●ＭＲＩ（１．５テスラ））

●乳房撮影装置
●多項目自動血球分析装置
●生化学自動分析装置
●超音波診断装置
●化学発光免疫測定装置
●全自動同定・薬剤感受性検査装置

●クリーンゾーンシステム
●過酸化水素ガス滅菌機
●高圧蒸気滅菌装置
●超音波白内障手術装置
●内視鏡手術TVシステム
●排煙システム

主な医療機器設置状況

木曽病院マスコットキャラクター「きそっぴい」
木曽病院（木曽病院介護医療院）

●個人用多用途透析装置
●人工透析中央監視システム
●持続的血液濾過透析装置
●生体情報モニター
　（成人・新生児）
●人工呼吸器

施設基準

特色

●災害拠点病院 ●救急告示医療機関

●森林セラピー事業 ●へき地医療拠点病院

●初診料の機能強化加算
●急性期一般入院料４
●療養病棟入院料１
●地域包括ケア病棟入院料１
　（看護職員配置加算含む）
●入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養（Ⅰ）
●診療録管理体制加算
●医師事務作業補助体制加算 1
●急性期看護補助体制加算
●重症者等療養環境特別加算
●療養病棟療養環境加算 １
●医療安全対策加算 １
　（医療安全地域連携加算 １含む）
●感染対策向上加算 １
　（指導強化加算を含む）
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●データ提出加算２、４
●後発医薬品使用体制加算 １
●入退院支援加算 １・入院時支援加算
●総合機能評価加算
●病棟薬剤業務実施加算 １
●救急医療管理加算
●超急性期脳卒中加算
●認知症ケア加算２
●せん妄ハイリスク患者ケア加算
●歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準　

●BRCA1/2遺伝子検査（血液を検体とするもの）　
●コンタクトレンズ検査料 １
●小児食物アレルギー負荷検査
●CT撮影及びMRI撮影
●外来化学療法加算 １
●外来腫瘍化学療法診療料１
●二次性骨折予防継続管理料１・３
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●集団コミュニケーション療法料
●人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１）
●透析液水質確保加算及び慢性維持透析
　濾過加算
●導入期加算 １
●下肢末梢動脈疾患指導管理加算
●輸血管理料Ⅱ
●輸血適正使用加算
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●医科点数表第２章第10部手術の通則
　の16に掲げる手術（胃瘻増設術）
●胃瘻増設時嚥下機能評価加算
●歯科口腔リハビリテーション2
●クラウン・ブリッジ維持管理料
●CAD／CAM冠及びCAD/CAMインレー

●看護職員処遇改善評価料
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●救急搬送看護体制加算 １
●糖尿病合併症管理料
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ
●がん患者指導管理料ロ
●婦人科特定疾患治療管理料
●ニコチン依存症管理料
●療養・就労両立支援指導料の注３に
　規定する相談支援加算
●別添1の「第14の2」の1の（3）に規定する
　在宅療養支援病院
●在宅時医学総合管理料及び
　施設入居時等医学総合管理料
●在宅がん医療総合診療料
●麻酔管理料（Ⅰ）
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情
　報評価料 
●医療機器安全管理料１
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算（Ⅰ）、（Ⅱ）
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式
　グルコース測定
●神経学的検査
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（単位：人）●疾病統計大分類　令和５年度

・救急告示医療機関
・災害拠点病院

・へき地医療拠点病院
・第二種感染症指定医療機関

・更生医療指定機関
・地域がん診療病院
・保険医療機関・認知症疾患医療センター（連携型）　・難病指定医療機関

木曽地域唯一の災害拠点病院として、災害時の医療の提供
を行うため、広域連合と連携した木曽病院総合防災訓練を
毎年行っています。また、DMATの保有や３日間の電気
や水を確保するための井水施設や非常用電源設備を設置な
ど、災害時に備え体制を整えています。

地域完結型の病院を目指し、救急に関しては24時間365
日体制で全診療科がオンコール体制を敷いているほか、急
性期から慢性期までの疾患、訪問診療、健診と幅広く診療
活動を行っています。

木曽の地域医療を守り、地域の活性化に貢献するため、上
松町赤沢自然休養林の森林セラピー基地の指定に合わせ、
森林セラピー事業を行ってきました。事業内容としては、
５月～10月の第３週の日曜日に行う「医師と歩く森林セ
ラピーロード」、日本医科大学などと共同で実施している
「森林浴の効果を検証する実験」などです。

上松町の無医地区である才児（さいちご）地区に月１回、医
師・看護師・薬剤師・事務職員が赴き、巡回診療を行ってい
ます。令和４年11月から常勤医師不在となっている木曽町
みたけ診療所へ、週１回医師を派遣しています。遠隔医療・
地域の医療資源確保のための医療ＤＸの取組みとして、令和
５年９月から巡回診療においてオンライン診療を導入し、令
和５年８月からは、電子処方箋の運用を開始しました。

　木曽病院は、木曽二次医療圏唯一の病院として、24 時間 365 日体制で救急に対応す
るとともに、がん診療を中心とした急性期医療から里帰り分娩や在宅医療まで、都市部の
病院と比較しても標準以上の医療の質とサービスを提供することを目指し、職員一同日々
取り組んでいます。
　また、院内の療養病棟はもとより、併設している介護医療院、介護老人保健施設と連携
しながら、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供しているほか、県立病院では唯一
DMAT（災害派遣医療チーム）を保有しています。
　このほか赤沢自然休養林での森林セラピーや無医地区への巡回診療などの独自の取り組
みも展開しています。

24　地域の明日を医療で支える



〒397-8555
長野県木曽郡木曽町福島 6613-4　TEL 0264-22-2703（代表）　FAX 0264-22-2538
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職員倫理
規程

私達は、患者さんの立場にたち、信頼と満足が得られて、心のふれ合いのある医療サービスを実践し
ます。

１　患者中心の医療
　　心のふれあいを大切にして、患者さん中心の医療を提供します。
２　質の高い医療の提供
　　標準的な医療技術や知識を取り入れ、質の高い医療の提供を目指します。
３　安全確保と情報の適切な管理の徹底
　　患者さんの安全を確保し、患者さんの情報を適切に管理します。
４　地域医療への貢献
　　木曽地域に唯一の病院として、地域社会と連携を図りながら、地域医療に貢献します。
５　働きやすい職場環境の整備と健全経営の維持　
　　職員の教育や研修に力を入れ、働きやすい職場環境を整備し、病院の健全経営の維持に努めます。

当所職員は、その職種を問わず下記の規定を遵守すること。
１　患者の権利・義務憲章を認識し、擁護・指導する共同の責任を担うこと。
２　患者さんの健康を、自らの第一の関心事として、良心と尊厳をもって自らの専門職を実践すること。
３　生涯学習の精神を保ち、常に必要な知識と技術の習得に努め、患者さんに奉仕すること
４　医療の公共性を重んじ、医療を通じて社会の発展につくすとともに法規範の遵守に努めること。

教育施設等の指定
・日本内科学会認定医制度教育関連施設
・日本消化器病学会認定施設
・日本消化器内視鏡学会指導施設
・日本消化器外科学会指定修練関連施設

・日本神経学会専門医制度教育関連施設
・日本外科学会外科専門医制度修練施設
・日本整形外科学会認定研修施設
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・日本臨床細胞学会認定施設
・日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設
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木曽病院マスコットキャラクター「きそっぴい」
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●人工透析中央監視システム
●持続的血液濾過透析装置
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●災害拠点病院 ●救急告示医療機関
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●診療録管理体制加算
●医師事務作業補助体制加算 1
●急性期看護補助体制加算
●重症者等療養環境特別加算
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●二次性骨折予防継続管理料１・３
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●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
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●集団コミュニケーション療法料
●人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１）
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　濾過加算
●導入期加算 １
●下肢末梢動脈疾患指導管理加算
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●がん患者指導管理料イ
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●在宅時医学総合管理料及び
　施設入居時等医学総合管理料
●在宅がん医療総合診療料
●麻酔管理料（Ⅰ）
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情
　報評価料 
●医療機器安全管理料１
●HPV核酸検出及びHPV核酸検出
　（簡易ジェノタイプ判定）
●検体検査管理加算（Ⅰ）、（Ⅱ）
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式
　グルコース測定
●神経学的検査
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（単位：人）●疾病統計大分類　令和５年度

・救急告示医療機関
・災害拠点病院

・へき地医療拠点病院
・第二種感染症指定医療機関

・更生医療指定機関
・地域がん診療病院
・保険医療機関・認知症疾患医療センター（連携型）　・難病指定医療機関

木曽地域唯一の災害拠点病院として、災害時の医療の提供
を行うため、広域連合と連携した木曽病院総合防災訓練を
毎年行っています。また、DMATの保有や３日間の電気
や水を確保するための井水施設や非常用電源設備を設置な
ど、災害時に備え体制を整えています。

地域完結型の病院を目指し、救急に関しては24時間365
日体制で全診療科がオンコール体制を敷いているほか、急
性期から慢性期までの疾患、訪問診療、健診と幅広く診療
活動を行っています。

木曽の地域医療を守り、地域の活性化に貢献するため、上
松町赤沢自然休養林の森林セラピー基地の指定に合わせ、
森林セラピー事業を行ってきました。事業内容としては、
５月～10月の第３週の日曜日に行う「医師と歩く森林セ
ラピーロード」、日本医科大学などと共同で実施している
「森林浴の効果を検証する実験」などです。

上松町の無医地区である才児（さいちご）地区に月１回、医
師・看護師・薬剤師・事務職員が赴き、巡回診療を行ってい
ます。令和４年11月から常勤医師不在となっている木曽町
みたけ診療所へ、週１回医師を派遣しています。遠隔医療・
地域の医療資源確保のための医療ＤＸの取組みとして、令和
５年９月から巡回診療においてオンライン診療を導入し、令
和５年８月からは、電子処方箋の運用を開始しました。

　木曽病院は、木曽二次医療圏唯一の病院として、24 時間 365 日体制で救急に対応す
るとともに、がん診療を中心とした急性期医療から里帰り分娩や在宅医療まで、都市部の
病院と比較しても標準以上の医療の質とサービスを提供することを目指し、職員一同日々
取り組んでいます。
　また、院内の療養病棟はもとより、併設している介護医療院、介護老人保健施設と連携
しながら、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供しているほか、県立病院では唯一
DMAT（災害派遣医療チーム）を保有しています。
　このほか赤沢自然休養林での森林セラピーや無医地区への巡回診療などの独自の取り組
みも展開しています。
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令和５年度の木曽病院

電子処方箋開始
令和５年８月、県内医療機関で初めて電子処方箋の
運用を開始しました。安全な服薬管理の他、効率的
な医療資源の運用や、災害時の医療サービス提供等
に資することが期待され、今回、地域の調剤薬局と
連携していち早く導入したことで、厚生労働省のホ
ームページにも好事例として掲載されました。

オンライン診療開始

機能評価受審

医療DX推進の一環として、県及び木曽広域連合と協力し、令和５年９月、
上松町才児地区の巡回診療にてオンライン診療を開始し、12月からは郡内
グループホーム３施設においても順次、オンライン診療を導入しました。

地域

能登半島地震DMAT派遣
令和６年１月１日に発生した能登半島
地震では石川県から派遣要請を受け、
発災直後の1月２日から５日まで、６
名の木曽病院DMAT隊員を派遣しまし
た。出動及び被災地での活動では、令
和３年度にクラウドファンディングに
より更新したDMATカーが活用されま
した。

高校生医療体験実施
地域における医療職人材の育成を視野に、中南信の高校を対象として高校生医
療体験を令和５年８月17日に４年ぶりに開催しました。11校42名の学生は、
12職種あるプログラムのうちから２職種を選んで体験し、医療の現場について
理解を深めました。

第27回木曽病院祭
地域とともにまた一歩～信頼される病院へ～

令和５年10月28日（土）開催
手術室体験ツアー、なりきりコーナー、病院祭スタンプラリー、栄養相談、血
管年齢測定、体力テスト・車椅子体験、妊婦体験、各種展示・販売ほか

小学生BLS講習会

TOPICS

病院機能評価（3rdGver.3.0）を令和５年12月に受審しました。今回初めて
副機能として「慢性期医療（療養病棟）」も受審し、一般病院２及び副機能
ともに認定が更新され、一般病院２で６項目、慢性期医療（療養病棟）で２
項目についてＳ評価となり、前回認定時より高い評価を受けました。

木曽広域消防本部と協力し、令和５年７月に木曽郡内の小学生を対象、11月
に木祖村の小学生を対象としたBLS研修を実施し、小中学生及び保護者合わ
せて、計60名が参加しました。
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連携していち早く導入したことで、厚生労働省のホ
ームページにも好事例として掲載されました。
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機能評価受審

医療DX推進の一環として、県及び木曽広域連合と協力し、令和５年９月、
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和３年度にクラウドファンディングに
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12職種あるプログラムのうちから２職種を選んで体験し、医療の現場について
理解を深めました。

第27回木曽病院祭
地域とともにまた一歩～信頼される病院へ～

令和５年10月28日（土）開催
手術室体験ツアー、なりきりコーナー、病院祭スタンプラリー、栄養相談、血
管年齢測定、体力テスト・車椅子体験、妊婦体験、各種展示・販売ほか

小学生BLS講習会

TOPICS

病院機能評価（3rdGver.3.0）を令和５年12月に受審しました。今回初めて
副機能として「慢性期医療（療養病棟）」も受審し、一般病院２及び副機能
ともに認定が更新され、一般病院２で６項目、慢性期医療（療養病棟）で２
項目についてＳ評価となり、前回認定時より高い評価を受けました。

木曽広域消防本部と協力し、令和５年７月に木曽郡内の小学生を対象、11月
に木祖村の小学生を対象としたBLS研修を実施し、小中学生及び保護者合わ
せて、計60名が参加しました。
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こども病院
〒399-8288
長野県安曇野市豊科 3100　TEL 0263-73-6700（代表）　FAX 0263-73-5432

●指定医療機関

・保険医療機関
・総合周産期母子医療センター
・救急告示病院
・指定自立支援医療機関（更生医療）
・指定自立支援医療機関（育成医療）
・指定自立支援医療機関（精神通院医療）
・身体障害者福祉法指定医の配置されて
　いる医療機関
・生活保護法指定医療機関
・指定養育医療機関

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
・小児慢性特定疾患治療研究事業委託
　医療機関
・特定疾患治療研究事業委託医療機関
・地域医療支援病院
・母体保護法指定医師規程による設備
　指定施設
・アレルギー疾患医療拠点病院
・小児がん連携病院

理念

５つの
基本方針

職員の
倫理要綱

わたし達は、未来を担うこども達とその家族のために、質が高く、安全な医療を行います。

１　こどもと家族の権利の尊重
２　療育環境の充実
３　チーム医療の実践
４　医療従事者の育成
５　健全な病院経営

１　職員は、すべての患者さんに対し、常に平等に、温かく接しなければならない。
２　職員は、十分な情報を提供した上で、医療を受ける者の知る権利、自己決定の権利を尊重しなけ
ればならない。

３　職員は、守秘義務を厳守し、個人情報の保護に努めなければならない。
４　職員は、常に患者さん中心の医療を効率的に提供しなければならない。
５　職員は、自己研鑽に努め医学の進歩・発展に尽くし、安全で信頼される医療の提供に努めなけれ
ばならない。

６　職員は、長野県立病院機構職員としての自覚を持ち、お互いに協力して病院の健全な運営に努め
なければならない。

教育施設等の指定
・小児科専門医研修施設
・日本小児感染症学会認定指導医（専門医）教育プログラム施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本小児血液・がん専門医研修施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本小児循環器専門医修練施設
・日本循環器学会循環器専門医研修施設
・日本周産期専門医(新生児)暫定認定施設
・日本周産期専門医(母体・胎児)暫定認定施設
・日本麻酔学会麻酔科認定病院
・日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
・日本小児外科学会専門医認定施設
・日本外科専門医制度修練施設
・三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
・日本成人先天性心疾患学会認定成人先天性心疾患専門医連携修練施設
・日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設

・日本形成外科学会認定施設
・日本整形外科専門医研修施設
・日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
・日本病理学会病理専門医研修登録施設
・日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
・日本集中治療学会専門医研修施設
・日本救急医学会救急科専門医指定施設
・認定臨床微生物検査技師研修施設
・新生児蘇生法(NCPR)トレーニングサイト施設認定
・日本医療薬学会認定薬物療法専門薬剤師研修施設
・日本医療薬学会認定地域薬学ケア専門薬剤師研修施設
・日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会精度保証施設
・アレルギー専門医教育研修施設
・子どものこころ専門医研修施設
・日本心エコー図学会認定心エコー図専門医研修関連施設

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●回診用 X 線撮影装置
●バイプレーン血管撮影装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタル X 線テレビシステム
●３Ｄ超音波診断装置

●経腹超音波診断装置
●色素性疾患治療用レーザー
●血管腫治療用レーザー
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム
●手術室・ICU 等モニタリングシステム

●内視鏡手術ＴＶシステム
●電子カルテシステム
●画像管理システムサーバ
●地域医療連携システム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●Ｘ線ＣＴ装置
●手術用ナビゲーションシステム

主な医療機器設置状況

●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15 対１
●急性期看護補助体制加算１（25 対１看護補助者５割以上）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染防止対策加算１
（感染防止対策地域連携加算１・抗菌薬適正使用支援加算１）
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●病棟薬剤業務実施加算２
●データ提出加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・３
●排尿自立支援加算
●小児特定集中治療室管理料
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●小児入院医療管理料１
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●小児運動器疾患指導管理料

●婦人科特定疾患治療管理料
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算
●皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●骨髄微小残存病変量測定
●先天性代謝異常症検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ加算

●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うもの）
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
●及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術
●及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養費（Ⅰ）

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集中
医療、麻酔、神経、リハビリテーション、循
環器、血液腫瘍、在宅医療ならびに外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを目
的としています。また、こども病院独自の支援制
度により職員の研修研究体制を充実させ、職員の
資質向上に努めています。

●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などの IT を活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

●患者とその家族に優しい病院

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とのその家族に優しい病院を目指し
ています。

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和３年度

感染症および寄生虫症
新生物

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
内分泌、栄養および代謝疾患

精神および行動の障害
神経系の疾患

眼および付属器の疾患
耳および乳様突起の疾患

循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚および皮下組織の疾患
筋骨格系および結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患
妊娠、分娩および産じょく＜褥＞

周産期に発生した病態
先天奇形、変形および染色体異常

症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの
損傷、中毒およびその他の外因の影響

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

特殊目的用コード

2727
387387

1515
6464

1414
432432

106106
66

8787

2323
8484

4545
383383

257257

8181
492492

22
00

11
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162162
227227

（単位：人）

こども病院マスコットキャラクター「ちるくま」

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●次世代シーケンサー
●自動ＤＮＡ抽出装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタルX線テレビシステム
●デジタルガンマカメラ
●Ｘ線ＣＴ装置

●情報機器を用いた診療に係る基準
●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15対１
●急性期看護補助体制加算１
　（25対１看護補助者５割以上）（看護補助体制充実加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●緩和ケア診療加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染対策向上加算１（指導強化加算）
●患者サポート体制充実加算
●報告書管理体制加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１・２ 
●データ提出加算２
●入退院支援加算１・３（入院時支援加算）
●排尿自立支援加算
●地域医療体制確保加算
●小児特定集中治療室管理料
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●看護職員処遇改善評価料１０８
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●外来緩和ケア管理料
●小児運動器疾患指導管理料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●婦人科特定疾患治療管理料

●外来腫瘍化学療法診療料１
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●染色体検査の注２に規定する基準
●抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体
●骨髄微小残存病変測定
●先天性代謝異常検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ撮影加算
●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１

●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
●内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
　及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
　及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）
　及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、
埋没陰茎手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）
●周産期薬剤管理加算
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養（Ⅰ）
●重症患者初期支援充実加算
●経皮的カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）
●輸血適正使用加算
●小児入院管理料１・4

●血管撮影装置
●放射線治療システム
●３Ｄ超音波診断装置
●経腹超音波診断装置
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム

●手術室・ICU等モニタリングシステム
●内視鏡手術ＴＶシステム
●人工心肺装置
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●手術用ナビゲーションシステム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」

主な医療機器設置状況

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制 ●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

●患者とその家族に優しい病院

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います。

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和５年度

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード
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（単位：人）

　こども病院は、一般の医療機関では対応が困難な、高度で専門的な治療を必要とする小
児の疾患を主たる対象として、診断・治療・相談及び指導を行う小児医療施設です。また、
周産期医療の中核病院、県の総合周産期母子医療センターとしての機能を担い、出生前後
の母体・胎児から新生児に至る一貫した高度専門医療を提供しています。24時間体制で
の救急・ドクターカーで地域の医療施設に重症患者さんを出迎えに行く体制の整備、重症
な患者さんを診療する小児集中治療室（PICU）など受入れ態勢も整備しています。
　予防接種センターをはじめとして訪問診療センター、小児アレルギーセンター、移行期
医療支援センター等を設置し、小児周産期医療における先進的分野への役割も担っていま
す。こども病院は小児医療の研修にも力を入れ、全国から病院の魅力を感じて集まった多
くの医師の養成に貢献しています。

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などのITを活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集
中医療、麻酔、神経、リハビリテーション、
循環器、血液腫瘍、在宅医療および外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを
目的としています。また、こども病院独自の支
援制度により職員の研修研究体制を充実させ、職
員の資質向上に努めています。

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とその家族に優しい病院を目指して
います。

28　地域の明日を医療で支える
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こども病院
〒399-8288
長野県安曇野市豊科 3100　TEL 0263-73-6700（代表）　FAX 0263-73-5432

●指定医療機関

・保険医療機関
・総合周産期母子医療センター
・救急告示病院
・指定自立支援医療機関（更生医療）
・指定自立支援医療機関（育成医療）
・指定自立支援医療機関（精神通院医療）
・身体障害者福祉法指定医の配置されて
　いる医療機関
・生活保護法指定医療機関
・指定養育医療機関

・指定小児慢性特定疾病医療機関
・難病指定医療機関
・小児慢性特定疾患治療研究事業委託
　医療機関
・特定疾患治療研究事業委託医療機関
・地域医療支援病院
・母体保護法指定医師規程による設備
　指定施設
・アレルギー疾患医療拠点病院
・小児がん連携病院

理念

５つの
基本方針

職員の
倫理要綱

わたし達は、未来を担うこども達とその家族のために、質が高く、安全な医療を行います。

１　こどもと家族の権利の尊重
２　療育環境の充実
３　チーム医療の実践
４　医療従事者の育成
５　健全な病院経営

１　職員は、すべての患者さんに対し、常に平等に、温かく接しなければならない。
２　職員は、十分な情報を提供した上で、医療を受ける者の知る権利、自己決定の権利を尊重しなけ
ればならない。

３　職員は、守秘義務を厳守し、個人情報の保護に努めなければならない。
４　職員は、常に患者さん中心の医療を効率的に提供しなければならない。
５　職員は、自己研鑽に努め医学の進歩・発展に尽くし、安全で信頼される医療の提供に努めなけれ
ばならない。

６　職員は、長野県立病院機構職員としての自覚を持ち、お互いに協力して病院の健全な運営に努め
なければならない。

教育施設等の指定
・小児科専門医研修施設
・日本小児感染症学会認定指導医（専門医）教育プログラム施設
・日本血液学会認定血液研修施設
・日本小児血液・がん専門医研修施設
・日本がん治療認定医機構認定研修施設
・日本小児循環器専門医修練施設
・日本循環器学会循環器専門医研修施設
・日本周産期専門医(新生児)暫定認定施設
・日本周産期専門医(母体・胎児)暫定認定施設
・日本麻酔学会麻酔科認定病院
・日本小児神経学会小児神経専門医研修認定施設
・日本小児外科学会専門医認定施設
・日本外科専門医制度修練施設
・三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
・日本成人先天性心疾患学会認定成人先天性心疾患専門医連携修練施設
・日本脳神経外科学会専門医研修プログラム連携施設

・日本形成外科学会認定施設
・日本整形外科専門医研修施設
・日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
・日本病理学会病理専門医研修登録施設
・日本産科婦人科学会専攻医指導施設
・日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設
・日本集中治療学会専門医研修施設
・日本救急医学会救急科専門医指定施設
・認定臨床微生物検査技師研修施設
・新生児蘇生法(NCPR)トレーニングサイト施設認定
・日本医療薬学会認定薬物療法専門薬剤師研修施設
・日本医療薬学会認定地域薬学ケア専門薬剤師研修施設
・日本臨床衛生検査技師会・日本臨床検査標準協議会精度保証施設
・アレルギー専門医教育研修施設
・子どものこころ専門医研修施設
・日本心エコー図学会認定心エコー図専門医研修関連施設

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●回診用 X 線撮影装置
●バイプレーン血管撮影装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタル X 線テレビシステム
●３Ｄ超音波診断装置

●経腹超音波診断装置
●色素性疾患治療用レーザー
●血管腫治療用レーザー
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム
●手術室・ICU 等モニタリングシステム

●内視鏡手術ＴＶシステム
●電子カルテシステム
●画像管理システムサーバ
●地域医療連携システム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●Ｘ線ＣＴ装置
●手術用ナビゲーションシステム

主な医療機器設置状況

●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15 対１
●急性期看護補助体制加算１（25 対１看護補助者５割以上）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染防止対策加算１
（感染防止対策地域連携加算１・抗菌薬適正使用支援加算１）
●患者サポート体制充実加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１
●病棟薬剤業務実施加算２
●データ提出加算２
●後発医薬品使用体制加算１
●入退院支援加算１・３
●排尿自立支援加算
●小児特定集中治療室管理料
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●小児入院医療管理料１
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●小児運動器疾患指導管理料

●婦人科特定疾患治療管理料
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算
●皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●骨髄微小残存病変量測定
●先天性代謝異常症検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ加算

●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１
●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うもの）
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
●及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術
●及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養費（Ⅰ）

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集中
医療、麻酔、神経、リハビリテーション、循
環器、血液腫瘍、在宅医療ならびに外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療

（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを目
的としています。また、こども病院独自の支援制
度により職員の研修研究体制を充実させ、職員の
資質向上に努めています。

●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などの IT を活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

●患者とその家族に優しい病院

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とのその家族に優しい病院を目指し
ています。

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和３年度

感染症および寄生虫症
新生物

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
内分泌、栄養および代謝疾患

精神および行動の障害
神経系の疾患

眼および付属器の疾患
耳および乳様突起の疾患

循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚および皮下組織の疾患
筋骨格系および結合組織の疾患

腎尿路生殖器系の疾患
妊娠、分娩および産じょく＜褥＞

周産期に発生した病態
先天奇形、変形および染色体異常

症状、徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの
損傷、中毒およびその他の外因の影響

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

特殊目的用コード
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こども病院マスコットキャラクター「ちるくま」

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

施設基準

特色
●小児専門病院

●包括的遺伝子解析機器
●臨床検査システム
●総合生理検査システム
●次世代シーケンサー
●自動ＤＮＡ抽出装置
●ＭＲＩ（超電導磁気共鳴診断装置）
●多目的デジタルX線テレビシステム
●デジタルガンマカメラ
●Ｘ線ＣＴ装置

●情報機器を用いた診療に係る基準
●一般病棟入院基本料　急性期一般入院料１
●診療録管理体制加算１
●医師事務作業補助体制加算１ 15対１
●急性期看護補助体制加算１
　（25対１看護補助者５割以上）（看護補助体制充実加算）
●療養環境加算
●重症者等療養環境特別加算
●無菌治療室管理加算２
●緩和ケア診療加算
●栄養サポートチーム加算
●医療安全対策加算１（医療安全対策地域連携加算１）
●感染対策向上加算１（指導強化加算）
●患者サポート体制充実加算
●報告書管理体制加算
●褥瘡ハイリスク患者ケア加算
●ハイリスク妊娠管理加算
●ハイリスク分娩管理加算
●病棟薬剤業務実施加算１・２ 
●データ提出加算２
●入退院支援加算１・３（入院時支援加算）
●排尿自立支援加算
●地域医療体制確保加算
●小児特定集中治療室管理料
●総合周産期特定集中治療室管理料
　（母体・胎児集中治療室、新生児集中治療室）
●看護職員処遇改善評価料１０８
●心臓ペースメーカー指導管理料の「注５」に
　掲げる遠隔モニタリング加算
●がん性疼痛緩和指導管理料
●がん患者指導管理料イ・ロ
●外来緩和ケア管理料
●小児運動器疾患指導管理料
●乳腺炎重症化予防ケア・指導料
●婦人科特定疾患治療管理料

●外来腫瘍化学療法診療料１
●ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
●外来排尿自立指導料
●ハイリスク妊産婦連携指導料１・２
●薬剤管理指導料
●検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料
●医療機器安全管理料１
●在宅患者訪問看護・指導料
●在宅経肛門的自己洗腸指導管理料
●持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
●遺伝学的検査
●染色体検査の注２に規定する基準
●抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体
●骨髄微小残存病変測定
●先天性代謝異常検査
●ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
●検体検査管理加算（Ⅰ）・（Ⅳ）
●遺伝カウンセリング加算
●心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
●胎児心エコー法
●ヘッドアップティルト試験
●長期継続頭蓋内脳波検査
●脳波検査判断料Ⅰ
●神経学的検査
●補聴器適合検査
●ロービジョン検査判断料
●コンタクトレンズ検査料１
●小児食物アレルギー負荷検査
●画像診断管理加算１・２
●ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
●冠動脈ＣＴ撮影加算
●心臓ＭＲＩ撮影加算
●小児鎮静化ＭＲＩ撮影加算
●抗悪性腫瘍剤処方管理加算
●外来化学療法加算１

●無菌製剤処理料
●脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
●運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
●呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
●障害児（者）リハビリテーション料
●がん患者リハビリテーション料
●歩行運動処置（ロボットスーツによるもの）
●頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
●内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
●脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む）
　及び脳刺激装置交換術
●脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
●上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
　及び下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
●ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
●両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）
　及び両心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）
●大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
●膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、
埋没陰茎手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）
●胎児胸腔・羊水腔シャント術
●手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（新生児科）
●胃瘻造設術
●輸血管理料（Ⅰ）
●人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算
●胃瘻造設時嚥下機能評価加算
●レーザー機器加算
●麻酔管理料（Ⅰ）
●周産期薬剤管理加算
●高エネルギー放射線治療
●入院時食事療養（Ⅰ）
●重症患者初期支援充実加算
●経皮的カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）
●輸血適正使用加算
●小児入院管理料１・4

●血管撮影装置
●放射線治療システム
●３Ｄ超音波診断装置
●経腹超音波診断装置
●皮膚良性血管病変治療用レーザー装置
●先天性スクリーニングネットワークシステム
●汎用超音波画像診断装置
●外科用イメージシステム
●心電図データマネジメントシステム

●手術室・ICU等モニタリングシステム
●内視鏡手術ＴＶシステム
●人工心肺装置
●体外循環装置用遠心ポンプ駆動装置
●手術用ナビゲーションシステム
●ドクターカー
●ロボットスーツ「HAL」

主な医療機器設置状況

長野県唯一のこども専門の病院として、一般の医
療機関では対応ができない疾患の治療など高度な
小児医療の後方支援病院としての役割を担ってい
ます。

●小児医療に関わる医師、医療従事者の研修育成体制 ●プレホスピタルケア、ポストホスピタルケアの取組み

●患者とその家族に優しい病院

●総合周産期母子医療センター

県内産科医療機関と連携を図りながら、合併症妊
娠、胎児・新生児異常等リスクの高い妊娠に対す
る高度医療や、外科的治療を含む高度の新生児医
療を提供し、全国トップクラスの低い水準で推移
する県の周産期死亡率・新生児死亡率に貢献して
います。

●小児総合診療体制

高度専門医療体制を横断的に統合し、重症患者に
対応できる総合診療体制を整備しています。

●疾病統計大分類　令和５年度

感染症・寄生虫症
新生物

血液・造血器の疾患
内分泌・栄養・代謝疾患

精神障害
神経系の疾患

眼・附属器の疾患
耳・乳様突起の疾患
循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
消化器系の疾患

皮膚・皮下組織の疾患
筋骨格系・結合組織の疾患

腎尿路生殖系の疾患
妊娠・分娩・産じょく
周産期に発生した病態

先天異常
症状、徴候
損傷、中毒

傷病および死亡の外因
健康状態に影響をおよぼす要因・保健サービスの利用

特殊目的用コード

2735
387337

1516
73

1417
383

97
67

91

24
87

87

4551
409

283

434

23
00

23

933938

138
227216

（単位：人）

　こども病院は、一般の医療機関では対応が困難な、高度で専門的な治療を必要とする小
児の疾患を主たる対象として、診断・治療・相談及び指導を行う小児医療施設です。また、
周産期医療の中核病院、県の総合周産期母子医療センターとしての機能を担い、出生前後
の母体・胎児から新生児に至る一貫した高度専門医療を提供しています。24時間体制で
の救急・ドクターカーで地域の医療施設に重症患者さんを出迎えに行く体制の整備、重症
な患者さんを診療する小児集中治療室（PICU）など受入れ態勢も整備しています。
　予防接種センターをはじめとして訪問診療センター、小児アレルギーセンター、移行期
医療支援センター等を設置し、小児周産期医療における先進的分野への役割も担っていま
す。こども病院は小児医療の研修にも力を入れ、全国から病院の魅力を感じて集まった多
くの医師の養成に貢献しています。

生命科学研究センターを開設し、小児が
ん、先天性疾患、遺伝性疾患及び産科疾
患を対象とした、高度先進的検査・解析
及び情報提供を実施しています。
また、先天性代謝異常の早期発見・早期
治療のための先天性代謝異常検査（タン
デムマス法）を県から受託しています。
さらに長野しろくまネットワーク（在宅
電子連絡帳等）などのITを活用した地域
の医療・福祉・行政関係者との連携促進
を図り、小児在宅医療のネットワーク構
築を進めています。
また、成人移行期支援について、病院全
体の委員会を設置、多職種が連携し、成
人移行期支援外来（成人移行）の開始な
どの体制づくりを行っています。

こども病院の特徴である新生児・小児の救急集
中医療、麻酔、神経、リハビリテーション、
循環器、血液腫瘍、在宅医療および外科系医
療の研修を通じて、周産期・小児の学際的医療
（Interdisciplinary Medicine）を学ぶことを
目的としています。また、こども病院独自の支
援制度により職員の研修研究体制を充実させ、職
員の資質向上に努めています。

医療相談員やチャイルドライフスペシャリストを
配置し、患者とその家族に優しい病院を目指して
います。
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KODOMO NEWS

医療

令和５年度のこども病院

・韓国ソウルのアサンメディカルセンターより新生児医３名、看護師４名の視察
　を受入、早産時のケアや意見交換を実施しました。
・フィンランドのトゥルク大学病院の医療チーム４人を招き“Family Centerd Care”
　（患者、家族、医療スタッフ全員で築く医療）に向けて先進的な手法を学びました。
・インドネシアから新生児医２名の研修を受入、新生児の心臓超音波検査を中心
　に当院の新生児スタッフと意見交換をしました。　

内分泌代謝科の新設

オプショナルスクリーニング検査事業の推進と早期治療の実施

こころとからだの診療体制と患者・家族への支援の充実

国際交流の推進による先進的取組と知見の取得

KODOMO NEWS

地域

創立３０周年記念式典

広報誌の発行

「しろくまニュースレター」を６回発行し、関係各所への送付を行いました。

令和５年10月に安曇野スイス村サンモリッツ大ホールにて創立30周年記念式
典を実施しました。式典には120名ほどの御来賓の御列席を賜り、司会進行は
大槻瞳アナウンサー（長野朝日放送）に登壇していただきました。
メインの記念講演は、初代院長の川勝岳夫先生の患者さんでもあったNHK解説
委員の竹内哲也氏を講師に迎え、「すべての子どもたちの未来のために」と題し
てインクルーシブ教育の必要性を解説していただきました。
フィナーレには職員やボランティア等有志により結成された「ちるくま合唱団」
の合唱が響き渡りました。

WEB配信による県民への啓発活動

増加傾向にあるゲーム依存に関して、「ネット・ゲームにはまりやすい子ども
への予防的かかわり方」を市民公開講座としてWEB配信しました。また、長野
県社会福祉事業団信濃学園が開催した「こまくさ教室公開講座」で発達障害の
二次障害の予防についてWEB講演を配信をし広く県民に啓発活動をしました。

TOPICS

令和５年４月から県内初の小児専門の内分泌代謝科を新設。10月からは日本内
分泌学会の指導医が着任し、小児の糖尿病や甲状腺疾患等の専門診療体制を充実
させるとともに、県内に少ない小児内分泌分野における専門医の養成機能を強化
しました。

令和５年10月より当院の事業として開始
したオプショナル新生児スクリーニング検
査事業（対象疾患：原発性免疫不全症及び
脊髄性筋萎縮症）を推進し、県内の産科医
療機関と連携して県民への啓発と円滑な早
期診断・早期治療体制を構築しました。そ
の結果、同検査により判明した脊髄性筋萎
縮症の患者１名に対する早期治療を実施で
きました。

令和５年４月から児童精神科医の常勤２名体制とし、外来診療やリエゾン体制
（入院患者が精神心理面での問題を抱えた場合に多職種で連携して支援を行う体
制）等を強化するとともに、昨年度発足したこころとからだサポートチームを中
心に多職種で患者・家族への支援を更に充実しました。　

30　地域の明日を医療で支える
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医療

令和５年度のこども病院

・韓国ソウルのアサンメディカルセンターより新生児医３名、看護師４名の視察
　を受入、早産時のケアや意見交換を実施しました。
・フィンランドのトゥルク大学病院の医療チーム４人を招き“Family Centerd Care”
　（患者、家族、医療スタッフ全員で築く医療）に向けて先進的な手法を学びました。
・インドネシアから新生児医２名の研修を受入、新生児の心臓超音波検査を中心
　に当院の新生児スタッフと意見交換をしました。　

内分泌代謝科の新設

オプショナルスクリーニング検査事業の推進と早期治療の実施

こころとからだの診療体制と患者・家族への支援の充実

国際交流の推進による先進的取組と知見の取得

KODOMO NEWS

地域

創立３０周年記念式典

広報誌の発行

「しろくまニュースレター」を６回発行し、関係各所への送付を行いました。

令和５年10月に安曇野スイス村サンモリッツ大ホールにて創立30周年記念式
典を実施しました。式典には120名ほどの御来賓の御列席を賜り、司会進行は
大槻瞳アナウンサー（長野朝日放送）に登壇していただきました。
メインの記念講演は、初代院長の川勝岳夫先生の患者さんでもあったNHK解説
委員の竹内哲也氏を講師に迎え、「すべての子どもたちの未来のために」と題し
てインクルーシブ教育の必要性を解説していただきました。
フィナーレには職員やボランティア等有志により結成された「ちるくま合唱団」
の合唱が響き渡りました。

WEB配信による県民への啓発活動

増加傾向にあるゲーム依存に関して、「ネット・ゲームにはまりやすい子ども
への予防的かかわり方」を市民公開講座としてWEB配信しました。また、長野
県社会福祉事業団信濃学園が開催した「こまくさ教室公開講座」で発達障害の
二次障害の予防についてWEB講演を配信をし広く県民に啓発活動をしました。

TOPICS

令和５年４月から県内初の小児専門の内分泌代謝科を新設。10月からは日本内
分泌学会の指導医が着任し、小児の糖尿病や甲状腺疾患等の専門診療体制を充実
させるとともに、県内に少ない小児内分泌分野における専門医の養成機能を強化
しました。

令和５年10月より当院の事業として開始
したオプショナル新生児スクリーニング検
査事業（対象疾患：原発性免疫不全症及び
脊髄性筋萎縮症）を推進し、県内の産科医
療機関と連携して県民への啓発と円滑な早
期診断・早期治療体制を構築しました。そ
の結果、同検査により判明した脊髄性筋萎
縮症の患者１名に対する早期治療を実施で
きました。

令和５年４月から児童精神科医の常勤２名体制とし、外来診療やリエゾン体制
（入院患者が精神心理面での問題を抱えた場合に多職種で連携して支援を行う体
制）等を強化するとともに、昨年度発足したこころとからだサポートチームを中
心に多職種で患者・家族への支援を更に充実しました。　
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地域との交流

学内演習や実習

信州木曽看護専門学校
〒397-8567
長野県木曽郡木曽町新開4236　TEL 0264-24-0020（代表）　FAX 0264-22-4070

基本理念

教育目的

　本校は、地域医療、高度・専門医療、県民の視点に立った医療を提供するという公的使命を持つ長
野県立病院機構立の学校として、看護の社会的役割を担うことのできる専門職の育成を目指す。
　恵まれた自然と歴史ある環境のもとで、人間の生命や生活の質を多角的に理解し尊重できる豊かな
人間性を育み、科学的思考に基づいた看護を実践できる基礎的能力を養成する。さらに生涯にわたっ
て学び続ける態度を身につけ、地域における保健・医療・福祉の発展充実に貢献する人材を育成する。

1年生から学年ごとに学習目標をたて、必要な学習支援を行
います。適宜、業者模擬試験を行い、苦手分野の把握やその
克服に努め、また、実習での学びと国家試験対策をリンクさ
せ、幅広い学習を支援します。

　人々の生命と暮らしのありのままを理解することのできる幅広い視野を育み、看護に必要な知識・
技術・態度を身に付け、保健・医療・福祉の領域において貢献し得る看護実践者を育成する。

特色

令和３年度の信州木曽看護専門学校

３学年分の科目　１年生38単位1,050時間、2年生36単位1,020時間、3年生30単位945

時間を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延で地域の行事が中止になるなか、町中イベント「雪灯り

の散歩道」に参加するなど、地域との交流に努めました。

コロナ禍で他の養成機関が実習先の確保に苦慮するなか、機構の病院はじめ、市立大町総

合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院のご協力で概ね計画どおり実習

することができました。

●看護師国家試験100%合格への支援

専門性の高い実習施設において、専門看護師、認定看護師、
医師、実習担当指導者、担当教員からの細やかな実習指導を
行います。実習前後には十分時間をとり、準備や実習の振り
返りを充実させています。また、遠方での実習に備え、スク
ールバスを備えています。

●長野県立病院機構病院はじめ各所での実習

小規模校の特性を活かし、学生ひとりひとりに合わせた指導
を展開します。

●学生ひとりひとりに寄り添った指導

ほお葉まきつくり、そばうちを地元の方から教わっています。
郷土食作りを通して木曽の古くから続く文化の理解と、食育
に役立っています。

●木曽の郷土食の食育活動

年間を通して自治会活動が行われており、活動を通じて地域
の方々との交流が図れています。また、学年間の絆を強くし
ています。

●自治会活動

●入学生の概要

早期からのインターンシップ参加を勧め、各病院からのパンフ
レットの展示や専門看護師、認定看護師からの講義などでキャ
リア形成のイメージができるように支援をします。

●キャリア形成の支援

年1回「ホームカミングデイ」を主催し、互いの情報交換をして
リフレッシュとなるような場をつくっています。

●卒業後の支援

令和５年度　卒業生の進路
（進学・就職先状況）

令和５年度
在校生の出身地

TOPICS

木曽
21%

南信州
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上伊那
34%

松本
25%

北信
8%

県外
8% 木曽
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そば打ち体験そば打ち体験第 7 回白凛祭第7回白凛祭 吸引演習吸引演習

第 111 回　看護師国家試験
2月13日に行われた看護師国家試験に３年生全員が合格しました。

学校祭　第 7 回白凛祭
コロナ禍で２年度非公開となった白凛祭ですが、参集者を郡内に限定したものの、２年振りに

学外の皆さんをお招きして開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
コロナ禍で多くの看護師養成機関が実習先確保で苦慮するなか、機構傘下をはじめとする病

院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり実習ができました。

SHINSHU KISO KANGO NEWS

カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

令和５年度の信州木曽看護専門学校

１年生45単位1155時間、２年生40単位1125時間、３年生28単位915時間を展開しました。

町中イベント「手仕事市」や「雪灯りの散歩道」に参加するなど、地域との交流に努めま

した。

機構の病院はじめ、市立大町総合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院

等のご協力で概ね計画どおり実習することができました。

TOPICS

そば打ち体験宣誓式第 7 回白凛祭第9回白凛祭 吸引演習滅菌操作の演習

第113回　看護師国家試験
令和６年2月11日に行われた看護師国家試験に３年連続、全員が合格しました。

10周年記念式典
10周年を迎え記念式典とシンポジウムの開催準備をしましたが、式典当日が災害級の大雨と

なり、やむなく開催中止となりました。

学校祭　第９回白凛祭
飲食の制限はありましたが、感染対策を行い一般公開での開催となりました。多くの方をお

招きし盛大に開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
機構傘下をはじめとする病院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり学びの多い実習ができま

した。

　長野県では、平成23年度に健康福祉部が設置した「長野県の看護人材養成に係る検討
会」において検討、木曽看護専門学校2年課程を閉科し、新たに3年課程の看護専門学校を
木曽地域に設置し、その運営主体を地方独立行政法人長野県立病院機構（以下「県立病院機
構」）とすることにより、県のへき地医療を担う県立病院機構の機能強化並びに地域内での
看護師の養成・定着の推進を図る方針が示されました。平成25年12月25日に厚生労働省
から看護師養成所設置指令書の交付を受けると共に、県知事から専修学校設置認可書が交
付され、平成26年4月開校に至りました。
　県立病院機構が運営する5つの県立病院がそれぞれの特徴を生かしつつ、そのカリキュ
ラムを充実させるため全面的に支援する中、特に地域との結びつきを重視した教育、へき地
医療の現実を見据えた教育を行い、地域医療の明日を担う看護師を養成することを目指し
ています。

32　地域の明日を医療で支える
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カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

信州木曽看護専門学校
〒397-8567
長野県木曽郡木曽町新開4236　TEL 0264-24-0020（代表）　FAX 0264-22-4070

基本理念

教育目的

　本校は、地域医療、高度・専門医療、県民の視点に立った医療を提供するという公的使命を持つ長
野県立病院機構立の学校として、看護の社会的役割を担うことのできる専門職の育成を目指す。
　恵まれた自然と歴史ある環境のもとで、人間の生命や生活の質を多角的に理解し尊重できる豊かな
人間性を育み、科学的思考に基づいた看護を実践できる基礎的能力を養成する。さらに生涯にわたっ
て学び続ける態度を身につけ、地域における保健・医療・福祉の発展充実に貢献する人材を育成する。

1年生から学年ごとに学習目標をたて、必要な学習支援を行
います。適宜、業者模擬試験を行い、苦手分野の把握やその
克服に努め、また、実習での学びと国家試験対策をリンクさ
せ、幅広い学習を支援します。

　人々の生命と暮らしのありのままを理解することのできる幅広い視野を育み、看護に必要な知識・
技術・態度を身に付け、保健・医療・福祉の領域において貢献し得る看護実践者を育成する。

特色

令和３年度の信州木曽看護専門学校

３学年分の科目　１年生38単位1,050時間、2年生36単位1,020時間、3年生30単位945

時間を展開しました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延で地域の行事が中止になるなか、町中イベント「雪灯り

の散歩道」に参加するなど、地域との交流に努めました。

コロナ禍で他の養成機関が実習先の確保に苦慮するなか、機構の病院はじめ、市立大町総

合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院のご協力で概ね計画どおり実習

することができました。

●看護師国家試験100%合格への支援

専門性の高い実習施設において、専門看護師、認定看護師、
医師、実習担当指導者、担当教員からの細やかな実習指導を
行います。実習前後には十分時間をとり、準備や実習の振り
返りを充実させています。また、遠方での実習に備え、スク
ールバスを備えています。

●長野県立病院機構病院はじめ各所での実習

小規模校の特性を活かし、学生ひとりひとりに合わせた指導
を展開します。

●学生ひとりひとりに寄り添った指導

ほお葉まきつくり、そばうちを地元の方から教わっています。
郷土食作りを通して木曽の古くから続く文化の理解と、食育
に役立っています。

●木曽の郷土食の食育活動

年間を通して自治会活動が行われており、活動を通じて地域
の方々との交流が図れています。また、学年間の絆を強くし
ています。

●自治会活動

●入学生の概要

早期からのインターンシップ参加を勧め、各病院からのパンフ
レットの展示や専門看護師、認定看護師からの講義などでキャ
リア形成のイメージができるように支援をします。

●キャリア形成の支援

年1回「ホームカミングデイ」を主催し、互いの情報交換をして
リフレッシュとなるような場をつくっています。

●卒業後の支援

令和５年度　卒業生の進路
（進学・就職先状況）

令和５年度
在校生の出身地

TOPICS

木曽
21%

南信州
4%

上伊那
34%

松本
25%

北信
8%

県外
8% 木曽

12%

上伊那
28%

南信州
8%諏訪

3%

松本
34%

北信
7%

北アルプス
2%

県外
6%

そば打ち体験そば打ち体験第 7 回白凛祭第7回白凛祭 吸引演習吸引演習

第 111 回　看護師国家試験
2月13日に行われた看護師国家試験に３年生全員が合格しました。

学校祭　第 7 回白凛祭
コロナ禍で２年度非公開となった白凛祭ですが、参集者を郡内に限定したものの、２年振りに

学外の皆さんをお招きして開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
コロナ禍で多くの看護師養成機関が実習先確保で苦慮するなか、機構傘下をはじめとする病

院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり実習ができました。

SHINSHU KISO KANGO NEWS

カリキュラム

地域との交流

学内演習や実習

令和５年度の信州木曽看護専門学校

１年生45単位1155時間、２年生40単位1125時間、３年生28単位915時間を展開しました。

町中イベント「手仕事市」や「雪灯りの散歩道」に参加するなど、地域との交流に努めま

した。

機構の病院はじめ、市立大町総合病院、安曇野赤十字病院、桔梗ヶ原病院、伊那中央病院

等のご協力で概ね計画どおり実習することができました。

TOPICS

そば打ち体験宣誓式第 7 回白凛祭第9回白凛祭 吸引演習滅菌操作の演習

第113回　看護師国家試験
令和６年2月11日に行われた看護師国家試験に３年連続、全員が合格しました。

10周年記念式典
10周年を迎え記念式典とシンポジウムの開催準備をしましたが、式典当日が災害級の大雨と

なり、やむなく開催中止となりました。

学校祭　第９回白凛祭
飲食の制限はありましたが、感染対策を行い一般公開での開催となりました。多くの方をお

招きし盛大に開催することができました。

機構の看護専門学校の強み
機構傘下をはじめとする病院のご理解とご協力で、ほぼ予定どおり学びの多い実習ができま

した。

　長野県では、平成23年度に健康福祉部が設置した「長野県の看護人材養成に係る検討
会」において検討、木曽看護専門学校2年課程を閉科し、新たに3年課程の看護専門学校を
木曽地域に設置し、その運営主体を地方独立行政法人長野県立病院機構（以下「県立病院機
構」）とすることにより、県のへき地医療を担う県立病院機構の機能強化並びに地域内での
看護師の養成・定着の推進を図る方針が示されました。平成25年12月25日に厚生労働省
から看護師養成所設置指令書の交付を受けると共に、県知事から専修学校設置認可書が交
付され、平成26年4月開校に至りました。
　県立病院機構が運営する5つの県立病院がそれぞれの特徴を生かしつつ、そのカリキュ
ラムを充実させるため全面的に支援する中、特に地域との結びつきを重視した教育、へき地
医療の現実を見据えた教育を行い、地域医療の明日を担う看護師を養成することを目指し
ています。
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KENSHU NEWS本部研修センター
〒382-8577（住所記載不要）
長野県須坂市大字須坂 1332　長野県立信州医療センター内　TEL 026-246-5540（代表）　FAX 026-246-5559

　本部研修センターは、県立病院が安全で安心な医療を提供するため、機構全職員の知識
・技術・資質の向上を図るとともに、優れた指導者の育成を目指します。また、県内医療
技術水準の向上に貢献するため、県内外の医療機関等と連携し、シミュレーション教育を
活かした研修の充実を図ります。その目標実現のため、以下のように取り組んでいます。
①機構のみならず、県内の医療技術水準向上のため、シミュレーション教育のレベルアッ
　プを外部指導者とも協力し推進します。
②地域医療ならびに専門医療を提供できる医療人の育成を支援します。
③多職種連携に関する教育の推進と研修を実践します。
④県内中核病院との連携強化による人材育成ネットワークを構築します。
⑤各種の職員研修を通じてキャリア形成支援をします。
⑥職種別専門研修の開催・支援をします。

　また、当センターは県の信州医師確保総合支援センター県立病院機構分室として位置づ
けられており、医療人材の確保と育成にも力を入れています。

基本理念

基本方針

県民が求める「安心で質の高い医療」を提供できる医療人の育成に努めます。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズやシナリオ
ブラッシュアップ講座のほか、長野県医療従事者シミュレー
ション教育指導者研究会を開催し、指導者育成やシミュレー
ション教育の普及に取り組んでいます。

１　地域医療及び専門医療を提供できる医療人を育成します。
２　県立５病院の特色を活かした研修体制を構築します。
３　社会が求める医療人を育成できる指導者を養成します。
４　多職種の連携教育によりチーム医療を推進します。
５　キャリアアップを図る研修システムを構築し、広く地域の医療人育成に貢献します。

特色

令和３年度の本部研修センター

●シミュレーション研修の指導者育成と実践

医療者教育における「シミュレーション教育」とは、臨床現場・臨床場面を模擬的に再現した環境で課題を体験し、シミュレーション
教育の核である振り返り（デブリーフィング）を行うことで、知識や技能を向上させる学習方法です。次のように分類されます。
　①疑似体験（高齢者体験、視覚障がい者体験など）
　②模擬医療面接（ロールプレイによる医療面接など）
　③簡易なシミュレータによるトレーニング（採血、縫合手技、聴診、触診、中心静脈穿刺など）
　④高度なシミュレータによるトレーニング（総合的な問題解決能力が必要なコンピュータ制御の高機能シミュレータなど）
　⑤チーム医療のトレーニング（上記の組み合わせにより、患者急変、事故などの模擬的状況）

平成 29 年 9 月に移転リニューアルした本部研修センターの３つのスキルスラボは、いずれもシミュレーション研修、講義形式の
研修が可能です。また、スキルスラボ１と２はコントロールルームを設置し、シミュレーション研修の受講生がより集中できる環
境を提供しています。

●シミュレーション教育とは

社会人としての基礎知識や、キャリア形成をしていく上で
必要な知識、スキルを身につけるための研修を開催してい
ます。

●課程別・選択研修の開催

各職種で必要とする知識、スキルを身につけるための研修を
開催しています。

●専門研修の開催
県立5病院と連携し、医学生を対象とした「長野県立５病院
Joint セミナー」を開催しています。また、医師・研修医・
医学生向けのシミュレーション研修を実施しています。

●医師確保・育成

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那地
域３校の中学生 61 名を対象に BLS（一次
救命処置）講習会を実施しました。

中学生 BLS 講習開催の協力
県教育委員会の依頼を受け、養護学校３校
等における医療的ケア生の緊急時対応訓練
研修会に、こども病院職員とともに講師と
して参加しました。

特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和４年３月５日、県立５病院の医師が参加し、医
学生を対象に参加型の症例カンファレンスなどを行うオンラインセミナーを開催しました。
（医学生20名参加）

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

シミュレーション教育指導者の一層のレベルアップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、オンライン研修により開催しました。（機構内延べ52名、機構外延べ23名受講）

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ及びシナリオブラッシュアップ講座

信州医療センターの初期研修医に、気管挿
管、ＣＶカテーテル挿入の手技などをシナ
リオを通してトレーニングするシミュレー
ション研修を毎月行いました。（年 24
回）

初期研修医定期シミュレーション研修

ターへの参加者等に、採血、気道管理、問
診などのシミュレーション研修を行いまし
た。（年28回）

医学生シミュレーション研修

医療

地域

KENSHU NEWS

令和５年度の本部研修センター

中学生BLS講習開催の協力 特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和６年３月２日、信州大学医学部において、県立
５病院の医師が参加し、医学生を対象に体験型のセミナーを開催しました。（医学生10名参加） 

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

医学生シミュレーション研修

令和５年10月28日、メイン会場とWeb併用の
ハイブリッド方式により第２回となる発表会を
開催し、演題６題の発表と特別講演を行いました。

信州大学が実施する“150通りの選択肢からな
る参加型臨床実習”の信州医療センターへの参
加者等に、採血、気道管理、問診などのシミュ
レーション研修を行いました。（年32回）

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那
地域５校の中学生73名を対象にＢＬＳ
（一次救命処置）講習会を実施しました。

県教育委員会の依頼を受け、養護学校４校に
おける医療的ケア生の緊急時対応訓練研修会
に、こども病院職員とともに講師として参加
しました。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ
及びシナリオブラッシュアップ講座
シミュレーション教育指導者の一層のレベルア
ップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、研修を開催しました。

長野県医療従事者シミュレーション
教育指導者研究会の開催 信州医療センターの初期研修医に、気管挿

管、ＣＶカテーテル挿入など、シナリオを
通してトレーニングするシミュレーション
研修を毎月行いました。（年23回）

初期研修医定期シミュレーション研修

医療

地域

機構内延べ64名、
機構外延べ32名受講

機構内32名、
機構外12名参加
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KENSHU NEWS本部研修センター
〒382-8577（住所記載不要）
長野県須坂市大字須坂 1332　長野県立信州医療センター内　TEL 026-246-5540（代表）　FAX 026-246-5559

　本部研修センターは、県立病院が安全で安心な医療を提供するため、機構全職員の知識
・技術・資質の向上を図るとともに、優れた指導者の育成を目指します。また、県内医療
技術水準の向上に貢献するため、県内外の医療機関等と連携し、シミュレーション教育を
活かした研修の充実を図ります。その目標実現のため、以下のように取り組んでいます。
①機構のみならず、県内の医療技術水準向上のため、シミュレーション教育のレベルアッ
　プを外部指導者とも協力し推進します。
②地域医療ならびに専門医療を提供できる医療人の育成を支援します。
③多職種連携に関する教育の推進と研修を実践します。
④県内中核病院との連携強化による人材育成ネットワークを構築します。
⑤各種の職員研修を通じてキャリア形成支援をします。
⑥職種別専門研修の開催・支援をします。

　また、当センターは県の信州医師確保総合支援センター県立病院機構分室として位置づ
けられており、医療人材の確保と育成にも力を入れています。

基本理念

基本方針

県民が求める「安心で質の高い医療」を提供できる医療人の育成に努めます。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズやシナリオ
ブラッシュアップ講座のほか、長野県医療従事者シミュレー
ション教育指導者研究会を開催し、指導者育成やシミュレー
ション教育の普及に取り組んでいます。

１　地域医療及び専門医療を提供できる医療人を育成します。
２　県立５病院の特色を活かした研修体制を構築します。
３　社会が求める医療人を育成できる指導者を養成します。
４　多職種の連携教育によりチーム医療を推進します。
５　キャリアアップを図る研修システムを構築し、広く地域の医療人育成に貢献します。

特色

令和３年度の本部研修センター

●シミュレーション研修の指導者育成と実践

医療者教育における「シミュレーション教育」とは、臨床現場・臨床場面を模擬的に再現した環境で課題を体験し、シミュレーション
教育の核である振り返り（デブリーフィング）を行うことで、知識や技能を向上させる学習方法です。次のように分類されます。
　①疑似体験（高齢者体験、視覚障がい者体験など）
　②模擬医療面接（ロールプレイによる医療面接など）
　③簡易なシミュレータによるトレーニング（採血、縫合手技、聴診、触診、中心静脈穿刺など）
　④高度なシミュレータによるトレーニング（総合的な問題解決能力が必要なコンピュータ制御の高機能シミュレータなど）
　⑤チーム医療のトレーニング（上記の組み合わせにより、患者急変、事故などの模擬的状況）

平成 29 年 9 月に移転リニューアルした本部研修センターの３つのスキルスラボは、いずれもシミュレーション研修、講義形式の
研修が可能です。また、スキルスラボ１と２はコントロールルームを設置し、シミュレーション研修の受講生がより集中できる環
境を提供しています。

●シミュレーション教育とは

社会人としての基礎知識や、キャリア形成をしていく上で
必要な知識、スキルを身につけるための研修を開催してい
ます。

●課程別・選択研修の開催

各職種で必要とする知識、スキルを身につけるための研修を
開催しています。

●専門研修の開催
県立5病院と連携し、医学生を対象とした「長野県立５病院
Joint セミナー」を開催しています。また、医師・研修医・
医学生向けのシミュレーション研修を実施しています。

●医師確保・育成

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那地
域３校の中学生 61 名を対象に BLS（一次
救命処置）講習会を実施しました。

中学生 BLS 講習開催の協力
県教育委員会の依頼を受け、養護学校３校
等における医療的ケア生の緊急時対応訓練
研修会に、こども病院職員とともに講師と
して参加しました。

特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和４年３月５日、県立５病院の医師が参加し、医
学生を対象に参加型の症例カンファレンスなどを行うオンラインセミナーを開催しました。
（医学生20名参加）

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

シミュレーション教育指導者の一層のレベルアップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、オンライン研修により開催しました。（機構内延べ52名、機構外延べ23名受講）

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ及びシナリオブラッシュアップ講座

信州医療センターの初期研修医に、気管挿
管、ＣＶカテーテル挿入の手技などをシナ
リオを通してトレーニングするシミュレー
ション研修を毎月行いました。（年 24
回）

初期研修医定期シミュレーション研修

ターへの参加者等に、採血、気道管理、問
診などのシミュレーション研修を行いまし
た。（年28回）

医学生シミュレーション研修

医療

地域

KENSHU NEWS

令和５年度の本部研修センター

中学生BLS講習開催の協力 特別支援学校医療的ケア研修の協力

将来の医師の確保・定着に貢献するため、令和６年３月２日、信州大学医学部において、県立
５病院の医師が参加し、医学生を対象に体験型のセミナーを開催しました。（医学生10名参加） 

長野県立５病院 Joint セミナーの開催

医学生シミュレーション研修

令和５年10月28日、メイン会場とWeb併用の
ハイブリッド方式により第２回となる発表会を
開催し、演題６題の発表と特別講演を行いました。

信州大学が実施する“150通りの選択肢からな
る参加型臨床実習”の信州医療センターへの参
加者等に、採血、気道管理、問診などのシミュ
レーション研修を行いました。（年32回）

阿南病院、阿南消防署と連携し、下伊那
地域５校の中学生73名を対象にＢＬＳ
（一次救命処置）講習会を実施しました。

県教育委員会の依頼を受け、養護学校４校に
おける医療的ケア生の緊急時対応訓練研修会
に、こども病院職員とともに講師として参加
しました。

シミュレーション教育指導スキルアップシリーズ
及びシナリオブラッシュアップ講座
シミュレーション教育指導者の一層のレベルア
ップを目指し、県内の医療機関等にも呼びかけ
て、研修を開催しました。

長野県医療従事者シミュレーション
教育指導者研究会の開催 信州医療センターの初期研修医に、気管挿

管、ＣＶカテーテル挿入など、シナリオを
通してトレーニングするシミュレーション
研修を毎月行いました。（年23回）

初期研修医定期シミュレーション研修

医療

地域

機構内延べ64名、
機構外延べ32名受講

機構内32名、
機構外12名参加
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アイライフあなん
〒399-1501 長野県下伊那郡阿南町北條 2009-1
TEL 0260-22-3800（代表）　FAX 0260-31-1085

阿南介護老人保健施設

アイライフきそ
〒397-8555 長野県木曽郡木曽町福島 6613-4
TEL 0264-22-2677（代表）　FAX 0264-22-2781

木曽介護老人保健施設

目的

●施設の特色

行事の充実

運営方針

　長野県立阿南病院に併設の介護老人保健施設は、看護・介護・機能訓練などを必要とする介護保険証をお持ちの
方々に適切な医療サービスと日常生活上のサービスを行っています。
　また、自立を支援し、家庭生活への早期復帰を目指すとともに、在宅生活を支えることを目的とした施設です。
　「アイライフあなん」は、「愛（あい）」といたわりの精神をモットーに看護・介護にあたり、「私（アイ）の生活
（ライフ）」を尊重したいと考えています。

●県立阿南病院に併設しているので緊急な治療に直ちに対応できるため安心して生活を送ることができます。
●機能訓練は理学療法士が個人毎のプログラムに沿って行い機能回復を図ります。また、生活全般のリハビリを通じ自立を支援します。
●療養室・浴室からは天竜川や南宮大橋を眼下に見下ろすことができ、快適な生活を送ることができます。 
●おいしく、楽しく、ゆとりの食事で健康回復を図ります。 
●専門の支援相談員が入所、施設療養上、退所後の生活相談などを行います。

●施設の特色
　木曽の素晴らしい環境に囲まれた中で、利用者様が生きがいを感じながら安心した生活が送れるようにスタッフ全員が人と人とのふ
れ合いを大切にし、利用者様とゆったりとした時間を過ごせるように努めてまいります。

　要介護者に対し、介護保険法の趣旨に基づき、適切な施設療養その他サービスを提供し、利用者の自立と家庭復
帰を図るため、機能訓練を中心に明るい家庭的な雰囲気のもとでの生活の場を提供するとともに、地域や家庭と
の結びつきを重視した運営を行います。

基本理念

基本方針

　私達は、利用者様と真摯に向き合い、信頼と満足のある家族の様な心のふれ合いのなか、常に利用者様のニーズ
を満たす介護サービスを実践します。

１　私達のできる最良の医療・介護サービスを行って、家庭生活への早期復帰を目指し、また在宅生活が円滑に送
れるよう、日常生活に役立つ機能訓練を行います。

２　私達は、利用者様お一人お一人の人権を尊重し、ご家族を含めての十分な説明と、ご理解ご同意に基づいた介
護サービスを提供します。

３　私達は、常に最先端の知識、技術の習得に努め、地域に根ざした質の高い介護サービスを提供します。
４　私達は、町村や他介護・福祉施設との連携を強化することにより、地域になくてはならない施設になることを
目指します。

TOPICS

外部団体との交流再開
新型コロナウイルス感染症が５類となり、外部団体からの慰問イベントを少しずつ開催することができました。クラ
ウンキャンプ・ジャパンの皆さんのパフォーマンス、木曽音楽祭の方のアルプホルンコンサート、「４ピース＋」の
方の読み聞かせ、絆会の方による歌謡ショーなど、利用者の皆様のたくさんの笑顔を見ることができました。

令和４年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、家族の面会や、外部のボランティア活動等制限
された状態が続きました。利用者の皆様の気持ちが和らぐよう、施設内での運動会やクリスマス会など、スタッフ
が月ごとに、季節に合わせて行事を計画しました。利用者の皆様のペースにあわせて、行事に参加いただきました。

TOPICS
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医療の質の評価指数
　医療の質の評価指標（クオリティインディケーター）と

は、医療の質を具体的な数値で示すことで、客観的に評価が

行えるよう可視化したものです。評価指標について分析・改

善策の検討及び情報の公表を行うことで、医療の質の向上を

推進します。

　当年報では、医療の質の改善につながる可能性が高いと考

えられる重要な評価指標（①紹介率、②逆紹介率、③褥瘡

（じょくそう）発生率、④転倒・転落レベル2以上発生率）を

掲載しています。
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1　医療の質の評価指標

　初診患者のうち、他の医療機関から当機構病院への紹介状を持参して受診した患者数の割合を示します。
　他の医療機関から紹介状をお持ちにならずに受診された場合は「特別初診料」を初診料に加えて患者さんに負担し
ていただきます。これは、地域医療連携を推進するために、国（厚生労働省）から出された指針です。
　阿南病院、木曽病院など、地域に他の医療機関が少なく、当機構病院が地域住民の健康管理を直接担っている場合
には、紹介率が低くなります。

算出法　　分子：紹介初診患者数+初診救急患者数
　　　　　分母：初診患者数

❶紹介率
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　診療が継続している患者さんを他の医療機関（かかりつけ医）に紹介することを逆紹介といいます。かかりつけ医か
らの紹介により、当機構病院で専門的な検査や高度な医療設備で治療などを行った後、病状が安定した場合は、紹介元
のかかりつけ医へ逆紹介します。
　紹介率と同様、もともと地域医療機関が少ない阿南病院、木曽病院は、当機構病院がかかりつけ医としての役割を担っ
ているため逆紹介率が低くなります。

算出法　　分子：逆紹介患者数
　　　　　分母：初診患者数

❷逆紹介率

木曽病院信州医療センター

阿南病院

こども病院こころの医療センター駒ヶ根
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　褥瘡とは、寝たきりなどによって、体重で圧迫されている場所の血流が悪くなったり滞ることで、皮膚の一部が赤い
色味をおびたり、ただれたり、傷ができてしまうことです。一般的に「床ずれ」ともいわれています。自分で体位変換
ができず長時間寝たきりで、栄養状態が悪い、皮膚が弱くなっている人が、圧迫だけでなく摩擦やずれなどの刺激が繰
り返されている場合は褥瘡になりやすいといえます。
　患者さんのQOL（生活の質）の低下をきたし、結果的に在院日数の長期化や医療費の増大にもつながるため、褥瘡
予防対策は患者さんに提供されるべき医療の重要な項目のひとつとなります。褥瘡の発生は患者さんの全身状態の良し
悪しと密接な関係があり、患者さんの状態を把握し、予防対策を講じていく必要があり、その発生率は全身管理や局所
ケアなど看護ケアの質を表す重要な指標です。

算出法　分子：入院時に褥瘡なく調査日に褥瘡を保有する患者数+入院時に褥瘡あり他部位に新規褥瘡発生の患者数
　　　　分母：調査日の在院数（人）

❸褥瘡（じょくそう）推定発生率
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　転倒転落により、骨折などが発生した場合、患者さんのQOL（生活の質）の低下をきたし、結果的に在院日数の長
期化や医療費の増大にもつながります。歩行困難な方や認知症の方、高齢者の多い病院など、病院機能によって発生比
率も違います。また、職員が予防に全力をつくしても、危険因子（転倒転落を引き起こす原因）を多く持つ患者さんに
おいては、予防が困難な場合があります。
　しかし、転倒・転落の既往・ADL（日常生活動作）のチェック、定期的な物品・設備の点検と整備、転倒に関する
危険因子のチェックなど、転倒防止策を講じることにより、危険を回避する対応が求められます。
　レベル2以上とは、検査や処置などが必要になった場合を意味します。（表1）

算出法　　分子：インシデント・アクシデントレポートの入院患者転倒転落数【レベル2以上】
　　　　　分母：当月入院延べ数� ※単位：‰（パーミル）

レベル 障害の内容 障害の継続性 障害の程度

5 死亡（原疾患の自然経過によるものを除く） 死亡

4 永続的な障害や後遺症が残った 永続的 軽度～高度

3b 濃厚な処置や治療を要した（バイタルサインの高度変化、人工呼吸器の装着、手術、
入院数の延長、外来患者の入院、骨折など） 一過性 高度

3a 簡単な処置や治療を要した（消毒、湿布、皮膚の縫合、鎮痛剤の投与など） 一過性 中等度

2 処置や治療は行わなかった（患者観察の強化、バイタルサインの経度変化、安全
確認のための検査などの必要性は生じた） 一過性 軽度

1 患者への実害はなかった（なんらかの影響を与えた可能性は否定できない） なし

0 エラーや医薬品・医療用具の不具合が見られたが、患者には実施されなかった ー

❹転倒・転落レベル2以上発生率
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患者満足度調査
　長野県立病院機構では、「県民の皆様により安全で質の高

い医療サービスを安定的に提供していく」という基本理念を

実現するために、医療サービスの改善及び質の向上を図るこ

とを目的として、患者満足度調査を実施しています。

　信州医療センター、阿南病院、こども病院は、日本医療経

営機構、木曽病院は、公益財団法人日本医療機能評価機構と

株式会社ケアレビューが行っている患者満足度調査結果を一

部抜粋したものです。こころの医療センター駒ヶ根は独自に

調査を行っているため、独自調査の結果を一部抜粋したもの

です。
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患者満足度調査 信州医療センター

入院

外来

10090807060504030

診療の満足度

再利用意向

Ns満足度

Dr 満足度

コメディカル満足度

事務職満足度

入院環境満足度

入院患者満足度

令和4年度 令和5年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

（％）

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元 年11月 1日～12月末まで 108 28.4
令和 2年度 令和 2 年10月 1日～12月末まで 126 34.1
令和 3年度 令和 3年10月18日～12月末まで 130 59.1
令和 4年度 令和 4年10月17日～12月末まで 124 41.3
令和 5年度 令和 5年10月16日～11月16日まで 123 36.2

調査対象者：調査期間中に退院した入院患者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元 年12月 9 日～令和 元 年12月13日 226 75.3
令和 2年度 令和 2 年10月19日～令和 2 年10月23日 252 84.0
令和 3年度 令和 3 年10月18日～令和 3 年10月22日 295 98.3
令和 4年度 令和 4年10月17日～令和 4 年10月21日 293 97.7
令和 5年度 令和 5年11月13日～令和 5 年11月17日 294 98.0

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者

10090807060504030

医療に対する満足度

当院を利用し続けたい

医師の説明

医師の技能

医師の思いやり

看護師への満足度

診療待ち時間満足度

職員全体への満足度

令和5年度

外来患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

（％）
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患者満足度調査 こころの医療センター駒ヶ根

入院
調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元 年11月1日～令和 2年1月31日 81 算出不可
令和 2年度 令和 ２年11月１日～令和 3 年１月31日 69 算出不可
令和 3年度 令和 3 年11月１日～令和 4 年１月31日 50 算出不可
令和 4年度 令和 4 年11月１日～令和 5 年１月31日 62 算出不可
令和 5年度 令和 5 年11月１日～令和 6 年１月31日 35 算出不可

調査対象者：病状が安定し、アンケートに回答可能と病棟で判断した入院患者（退院が近い患者等）

外来
調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和 元年度 令和 元年12月16日～令和 元年12月20日 352 算出不可
令和 2年度 令和 2年11月16日～令和 2年11月20日 287 算出不可
令和 3年度 令和 ３年11月15日～令和 3年11月19日 281 算出不可
令和 4年度 令和 4 年11月14日～令和 4年11月18日 248 算出不可
令和 5年度 令和 5 年11月13日～令和 5年11月17日 225 算出不可

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者及びデイケア利用者

95 100（％）90858075

4年度 5年度元年度 2年度 3年度

入院費用について
十分な説明を受けた

医師の説明は十分で
分かりやすい

ア

医師は話しかけやすい
雰囲気だ

看護師の対応は満足だ

医療スタッフの
対応は満足だ

安静度について
十分な説明を受けた

イ

ウ

エ

オ

カ

各項目で「満足」「やや満足」と回答した患者の割合 ※無回答者を除く

病院職員から受けた説明などについて

95

90

85

80

70

75

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

支援や助言に対し
「満足」「やや満足」と回答した患者の割合

退院後の生活について、職員から具体的な支援や
助言があり満足できましたか。

※無回答者を除く
（％）

252015100 5

診療

薬の相談

心理面談

医療、福祉制度の説明

デイケアプログラム

看護

栄養食事相談

他の医療機関との連携

検査内容

その他

当院で充実してほしいこと

この病院で充実してほしいこと

95 10090858075

4年度元年度 2年度 3年度

当院を受診して
よかったと思う

院内の整理・整頓・清掃が
行き届いていた

今後、もし病気になったら
また当院を利用したい

当院を知り合いに
紹介したい

全体として当院に
満足している

「強くそう思う」「少しそう思う」と回答した割合

総合的な当院の評価

4年度

2年度

3年度

5年度5年度

元年度

5年度

（％）（％）
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入院

外来

©日本医療経営機構

10090807060504030

診療の満足度

再利用意向

Ns満足度

Dr 満足度

コメディカル満足度

事務職満足度

入院環境満足度

令和5年度

入院患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
（％）

10090807060504030

医療に対する満足度

当院を利用し続けたい

医師の説明

医師の技能

医師の思いやり

看護師への満足度

診療待ち時間満足度

職員全体への満足度

令和5年度

外来患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

（％）

患者満足度調査 阿南病院

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元 年10月23日～配布終了まで1週間程度 30 25.0
令和 2年度 令和 2年 9 月3 日～配布終了まで1週間程度 26 21.7
令和 3年度 令和 3年 9月21日～配布終了まで1週間程度 37 30.8
令和 4年度 令和 4年 9月13日～配布終了まで1週間程度 31 25.8
令和 5年度 令和 5年10月 2日～配布終了まで1週間程度 32 26.7

調査対象者：調査期間中に退院した入院患者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）
令和元 年度 令和 元年10月23日～配布終了まで1週間程度 191 63.7
令和 2年度 令和 2年 9月 3 日～配布終了まで1週間程度 158 52.7
令和 3年度 令和 3 年 9 月21日～配布終了まで1週間程度 129 43.0
令和 4年度 令和 4年 9月13日～配布終了まで1週間程度 103 34.3
令和 5年度 令和 5年10月 2日～配布終了まで1週間程度 129 43.0

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者
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入院

外来

1009080706050403020100

総合評価

医師による診療・治療内容

医師との対話

看護師の対応

その他スタッフの対応

プライバシー保護の対応

病室・浴槽・トイレなど

各項目で「満足」「やや満足」と回答した患者の割合

令和5年度令和4年度
（％）

公益財団法人日本医療機能評価機構© Care Review,Inc. All rights reserved.

1009080706050403020100

総合評価

診察までの待ち時間

医師による診察・治療内容

医師との対話

看護師の対応

その他のスタッフの対応

職員の接遇

各項目で「満足」「やや満足」と回答した患者の割合

令和5年度令和4年度
公益財団法人日本医療機能評価機構© Care Review,Inc. All rights reserved.

（％）

患者満足度調査 木曽病院

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元年10月23日～　　　〃 84 40.0
令和 2年度 令和 2年 9月23日～　　　〃 72 32.7
令和 3年度 令和 3年12月15日～　　　〃 58 26.4
令和 4年度 令和 4 年12月 5 日～令和 4年12月27日 53 算出不可
令和 5年度 令和 5年11月 1日～令和 5年11月30日 52 算出不可

調査対象者：調査期間中に入院している患者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元 年10月23日～令和 元 年10月29日 159 53.0
令和 2年度 令和 2年 9月23日～令和 2年 9月29日 142 47.3
令和 3年度 令和 3年12月15日～令和 3年12月23日 128 42.7
令和 4年度 令和 4年12月 5日～令和 4年12月9 日 139 算出不可
令和 5年度 令和 5年11月13日～令和 5年11月17日 200 算出不可

調査対象者：調査期間中に受診した外来患者
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患者満足度調査 こども病院

入院

外来
©日本医療経営機構

10090807060504030

診療の満足度

再利用意向

Ns満足度

Dr 満足度

コメディカル満足度

事務職満足度

入院環境満足度

令和5年度

入院患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
（％）

10090807060504030

医療に対する満足度

当院を利用し続けたい

医師の説明

医師の技能

医師の思いやり

看護師への満足度

診療待ち時間満足度

職員全体への満足度

令和5年度

外来患者満足度

令和4年度令和元年度 令和2年度 令和3年度
©日本医療経営機構

（％）

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元 年11月11日～令和 元年11月24日   89 24.7
令和 2年度 令和 ２年11月24日～配布終了まで 165 45.8
令和 3年度 令和 ３年10月25日～令和 ３ 年11月14日 129 34.0
令和 4年度 令和 4年 10月3 日～令和 4年10月25日 111 30.8
令和 5年度 令和 5年10月30日～令和 5年11月10日   54 15.0

調査対象者：調査開始日に在院されている患者又は保護者　実施期間中に入院された患者又は保護者

調査期間 回収人数（人） 回収率（％）

令和元 年度 令和 元年11月27日～令和 元年11月28日 223 74.3
令和 2年度 令和 2年12月15日～令和 2年12月16日 183 61.0
令和 3年度 令和 3年12月16日～令和 3年12月17日 286 95.3
令和 4年度 令和 4年12月22日～令和 4年12月23日 241 80.3
令和 5年度 令和 5年12月21日～令和 5年12月22日 289 96.3

調査対象者：調査期間中に受診された患者又は保護者



患者の状況
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（単位：人）

病院名 年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

入院 84,075 76,307 75,716 72,158 65,979

外来 120,749 111,308 ※119,439 ※128,931 120,281

合計 204,824 187,615 195,155 201,089 186,260

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

駒
ヶ
根 

入院 37,400 34,779 33,708 34,725 34,764

外来 41,189 39,037 38,937 39,117 37,584

合計 78,589 73,816 72,645 73,842 72,348

阿
南
病
院

入院 17,053 14,680 15,149 14,826 14,733

外来 46,882 47,565 ※53,198 ※48,529 43,141

合計 63,935 62,245 68,347 63,355 57,874

木
曽
病
院

入院 43,681 40,782 46,839 40,126 38,598

外来 125,512 109,849 ※119,477 ※117,978 117,918

合計 169,193 150,631 166,316 158,104 156,516

こ
ど
も
病
院

入院 52,647 49,519 49,891 46,556 47,319

外来 66,776 64,261 67,384 67,842 69,427

合計 119,423 113,780 117,275 114,398 116,746

合　

計

入院 234,856 216,067 221,303 208,391 201,393

外来 401,108 372,020 398,435 402,397 388,351

合計 635,964 588,087 619,738 610,788 589,744

※コロナワクチン接種者含む

患者の状況1

❶　入院・外来患者数（病院別患者延べ数）
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❷　月別１日平均入院患者数

（単位：人）
病
院
名

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平 均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

令和
元年度 241 238 225 226 231 219 231 244 229 227 232 213 230 

令和
２年度 204 182 179 184 201 187 191 203 191 201 213 219 196 

令和
３年度 191 166 183 188 208 190 205 191 177 212 230 202 195 

令和
４年度 199 199 183 191 184 165 182 209 178 174 183 176 185 

令和
５年度 185 178 189 184 171 190 152 178 177 176 198 187 180 

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

令和
元年度 104 99 97 102 108 109 76 104 96 102 107 104 102

令和
２年度 95 78 85 93 93 98 106 103 95 91 96 110 95 

令和
３年度 102 86 87 85 94 91 92 100 95 93 97 88 92 

令和
４年度 95 106 110 106 93 87 99 98 88 84 87 90 95 

令和
５年度 88 89 90 96 93 95 95 97 92 98 98 96 95 

阿
南
病
院

令和
元年度 51 50 43 47 51 47 36 41 49 48 53 43 47 

令和
２年度 35 30 40 43 43 42 44 43 40 43 34 45 40 

令和
３年度 37 42 43 41 46 43 40 37 43 43 41 42 42 

令和
４年度 37 40 47 45 40 36 38 43 41 38 43 41 41 

令和
５年度 33 38 37 43 50 43 33 40 45 44 44 34 40 

木
曽
病
院

令和
元年度 116 120 118 107 124 119 119 137 128 127 117 102 120 

令和
２年度 98 91 106 107 107 104 108 108 128 129 127 129 112 

令和
３年度 131 135 135 134 126 114 121 128 133 135 129 120 128 

令和
４年度 124 112 111 111 115 107 115 92 106 106 113 107 110 

令和
５年度 106 102 90 95 97 107 113 110 114 118 114 99 105 

こ
ど
も
病
院

令和
元年度 147 140 151 158 151 149 142 132 145 137 144 131 144 

令和
２年度 118 120 133 141 140 146 137 143 149 132 135 137 136 

令和
３年度 131 144 139 151 150 143 137 138 132 123 122 129 137 

令和
４年度 131 144 139 151 150 143 137 138 132 123 122 129 137 

令和
５年度 130 132 126 128 132 127 119 131 136 128 137 126 129 

○「平均」欄は、各月1日平均患者数の合計を12カ月で除し、小数第一位を四捨五入。
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　　月別１日平均外来患者数

（単位：人）
病
院
名

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平 均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

令和
元年度 466 493 490 480 520 522 507 503 552 551 500 461 504

令和
２年度 406 431 429 465 456 483 467 486 490 469 470 451 459

令和
３年度 462 491 443 488 490 515 492 500 516 523 504 507 494

令和
４年度 520 532 494 538 551 536 532 572 593 537 486 483 531

令和
５年度 474 477 471 504 493 494 496 513 521 511 493 496 495

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
駒
ヶ
根

令和
元年度 169 172 162 172 160 180 175 171 177 178 177 169 172

令和
２年度 129 118 126 161 168 176 164 173 178 178 181 173 161

令和
３年度 170 158 148 171 160 160 158 166 165 164 158 155 161

令和
４年度 153 164 149 159 158 166 164 166 169 165 160 159 161

令和
５年度 152 161 146 156 148 154 152 160 158 160 152 158 155

阿
南
病
院

令和
元年度 175 176 175 182 192 193 187 259 235 214 186 166 195

令和
２年度 172 199 173 186 179 190 201 275 224 186 190 184 197

令和
３年度 173 185 159 183 186 196 184 217 226 166 167 170 184

令和
４年度 187 172 170 205 219 195 191 273 270 177 169 168 200

令和
５年度 156 178 177 169 153 165 199 247 197 148 160 155 175

木
曽
病
院

令和
元年度 498 535 508 514 553 529 533 564 562 531 518 439 524

令和
２年度 404 420 426 458 459 479 467 504 480 448 457 429 453

令和
３年度 454 489 445 484 473 503 475 518 532 518 482 461 486

令和
４年度 453 599 464 489 501 498 498 544 524 475 473 465 499

令和
５年度 455 482 445 495 481 478 483 529 527 499 492 464 486

こ
ど
も
病
院

令和
元年度 270 268 267 278 290 287 266 275 282 278 277 287 277

令和
２年度 228 208 239 255 289 288 270 284 298 276 271 281 266

令和
３年度 254 271 257 287 298 281 274 275 294 276 272 303 279

令和
４年度 270 282 266 277 283 281 277 266 277 286 279 305 279

令和
５年度 270 283 275 302 298 288 283 283 297 273 272 303 286

○「平均」欄は、各月1日平均患者数の合計を12カ月で除し、小数第一位を四捨五入。



53

（単位：円）

病院名 年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

信州医療センター
入院 43,549 49,596 51,132 53,398 56,084

外来 14,887 16,096 16,020 16,180 18,257

こころの
医療センター

駒ヶ根

入院 27,432 28,258 28,075 29,137 28,718

外来 6,986 7,030 6,848 7,298 7,366

阿南病院
入院 28,291 29,671 32,888 34,507 33,990

外来 8,081 8,972 9,193 10,263 9,723

木曽病院
入院 37,189 36,326 36,164 36,852 38,002

外来 10,040 11,664 11,756 11,935 11,098

こども病院
入院 102,667 105,847 105,792 113,296 119,741

外来 12,681 13,081 13,755 13,156 14,409

❸　１人当たり診療単価
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❹　診療科別入院延患者数

（単位：人）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

病
院
名

診療科
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 30,855 84 27,481 75 26,443 72 24,349 67 22,305 61

呼吸器・感染症内科 6,539 18 7,024 19 7,525 21 6,452 18 5,822 16

脳神経内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循環器内科 4,974 14 4,327 12 3,273 9 4,197 11 5,280 14

脳神経外科 0 0 0 0 0 0 0 0 506 1

小児科 702 2 737 2 1,070 3 654 2 1,041 3

外　科 5,253 14 4,401 12 4,939 14 4,460 12 4,098 11

整形外科 23,395 64 24,564 67 22,475 62 20,986 57 19,165 53

形成外科 0 0 3 0 0 0 0 0 30 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 222 1 468 1 275 1 445 1 705 2

産婦人科 4,535 12 4,520 12 5,128 14 4,571 13 2,225 6

眼　科 496 1 623 2 347 1 541 1 569 2

耳鼻咽喉科 780 2 795 2 709 2 651 2 562 2

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 57 0 34 0 2 0 0 0 0 0

呼吸器外科 1,220 3 1,330 4 1,111 3 614 2 983 3

小　計 79,028 216 76,307 209 73,297 201 67,920 186 63,291 173

結　核 5,047 14 0 0 2,419 7 4,238 12 2,688 7

計 84,075 230 76,307 209 75,716 207 72,158 198 65,979 181

こころの医療センター駒ヶ根 37,400 102 34,779 95 33,708 92 34,725 95 34,764 95

阿
南
病
院

内　科 10,972 30 11,823 32 12,508 34 11,656 32 11,543 32

小児科 11 0 5 0 9 0 0 0 0 0

外　科 2,789 8 2,611 7 2,386 7 2,990 8 2,875 8

整形外科 2,937 8 53 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 344 1 188 1 246 1 180 0 315 1

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 17,053 47 14,680 40 15,149 41 14,826 41 14,733 40
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　　診療科別入院延患者数

（単位：人）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

病
院
名

診療科
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均
患者数

（退院患者
含まない）

１日平均

木
曽
病
院

内　科 18,246 50 22,343 61 26,136 72 22,722 62 23,805 65

脳神経内科 6,817 19 4,816 13 4,754 13 4,642 13 3,062 8

小児科 226 1 200 1 129 0 169 0 205 1

外　科 6,832 19 5,006 14 6,212 17 5,011 14 4,286 12

整形外科 7,399 20 5,804 16 6,530 18 5,349 15 5,187 14

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

形成外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 798 2 530 1 815 2 655 2 470 1

消化器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産婦人科 2,772 8 1,722 5 1,800 5 1,527 4 1,396 4

放射線科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 591 2 361 1 463 1 51 0 187 1

循環器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リハビリテーション科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 43,681 119 40,782 112 46,839 128 40,126 110 38,598 106

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 3,064 8 2,034 6 2,429 7 2,284 6 2,572 7

血液腫瘍科 4,079 11 4,872 13 4,517 12 5,165 14 3,915 11

新生児科 14,381 39 14,770 40 14,842 41 13,605 37 14,471 40

小児集中治療科 1,257 3 1,238 3 2,527 7 2,621 7 3,016 8

小児外科 3,107 8 3,677 10 3,188 9 2,642 7 2,528 7

整形外科 1,605 4 1,424 4 1,722 5 1,853 5 1,994 5

形成外科 2,153 6 2,147 6 1,983 5 1,894 5 1,972 5

脳神経外科 1,227 3 911 2 982 3 1100 3 1,548 4

循環器小児科 8,410 23 7,674 21 5,402 15 4,724 13 5,084 14

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 368 1 367 1 371 1 334 1 346 1

神経小児科 5,684 16 3,852 11 4,718 13 3,899 11 4,215 12

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産　科※ 6,108 17 5,362 15 6,011 16 5,361 15 4,417 12

リハビリテーション科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 514 1 523 1 516 1 459 1 477 1

アレルギー科 690 2 668 2 683 2 615 2 761 2

救急科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

内分泌代謝科 — — — — — — — — 3 0

計 52,647 144 49,519 136 49,891 137 46,556 127 47,319 129

合　　計 234,856 642 216,067 592 221,303 606 208,391 571 201,393 552

診療日数 366 365 365 365 365

○「１日平均」欄は、患者数を診療日数で除し、小数第一位を四捨五入。１人以下の時、無記載の場合あり。� ※母体附属児を含んだ患者数
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　　診療科別外来延患者数

（単位：人）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
病
院
名

診療科 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 32,869 137 32,225 132 34,463 142 35,912 148 35,581 146

呼吸器・感染症内科 5,853 24 5,265 22 7,855 32 13,210 54 7,285 30

脳神経内科 289 1 421 2 408 2 399 2 450 2

循環器内科 5,170 22 5,081 21 4,994 21 4,814 20 5,008 21

脳神経外科 840 4 729 3 627 3 568 2 665 3

小児科 6,574 27 5,248 22 6,105 25 7,159 29 6,295 26

外　科 6,850 29 6,109 25 6,059 25 5,567 23 4,337 18

整形外科 16,248 68 15,599 64 16,329 67 16,493 68 16,577 68

形成外科 603 3 613 3 628 3 354 1 434 2

皮膚科 2,153 9 2,093 9 2,086 9 2,453 10 2,142 9

泌尿器科 2,871 12 3,090 13 3,198 13 3,511 14 3,384 14

産婦人科 10,831 45 11,109 46 12,569 52 12,730 52 12,178 50

眼　科 8,122 34 7,460 31 7,130 29 7,686 32 7,973 33

耳鼻咽喉科 6,247 26 5,628 23 5,465 23 5,590 23 5,441 22

精神科 497 2 505 2 475 2 438 2 431 2

放射線科 659 3 675 3 660 3 866 4 686 3

麻酔科 2,598 11 2,186 9 2,169 9 2,193 9 2,214 9

呼吸器外科 1,124 5 1,241 5 1,284 5 984 4 1,187 5

救急科 10,351 43 6,031 28 6,935 29 8,004 33 8,013 33

計 120,749 503 111,308 456 119,439 494 128,931 531 120,281 495

こころの医療センター駒ヶ根 41,189 172 39,037 161 38,937 161 39,117 161 37,584 155

阿
南
病
院

内　科 25,973 108 27,131 111 33,212 137 28,436 117 24,750 90

小児科 4,570 19 3,229 13 3,270 14 3,643 15 3,408 14

外　科 3,187 13 2,845 12 2,577 11 2,626 11 1,877 8

整形外科 5,085 21 3,473 14 3,348 14 3,205 13 2,919 12

泌尿器科 716 3 583 2 615 3 745 3 673 3

婦人科 543 2 590 2 595 2 527 2 525 2

眼　科 5,424 23 5,586 23 5,708 24 5,815 24 5,858 24

精神科 1,384 6 1,165 5 1,106 5 999 4 964 4

訪問患者ステーションさくら ー ー 2,963 12 2,767 11 2,533 10 2,167 9

計 46,882 195 47,565 195 53,198 220 48,529 200 43,141 166
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　　診療科別外来延患者数

（単位：人）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
病
院
名

診療科 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均 患者数 １日平均

木
曽
病
院

内　科 51,108 213 47,908 196 52,372 216 50,744 209 48,988 202

循環器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

脳神経内科 4,228 18 3,787 16 3,911 16 3,849 16 3,886 16

小児科 9,004 38 5,357 22 6,111 25 6,984 29 7,832 32

外　科 9,467 39 8,986 37 9,634 40 10,294 42 9,062 37

整形外科 14,201 59 11,823 48 12,338 51 11,635 48 12,252 50

皮膚科 3,870 16 3,585 15 4,230 17 4,154 17 4,335 18

形成外科 427 2 369 2 604 2 624 3 566 2

消化器内科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 5,945 25 5,651 23 5,959 25 6,254 26 6,042 25

耳鼻咽喉科 2,476 10 1,960 8 2,186 9 2,021 8 2,286 9

精神科 4,966 21 4,517 19 4,591 19 4,540 19 4,708 19

産婦人科 4,705 20 4,043 17 4,364 18 5,811 24 5,347 22

放射線科 496 2 94 0 3 0 13 0 7 0

眼　科 13,102 55 10,369 42 11,216 46 8,450 35 9,772 40

脳神経外科 469 2 466 2 504 2 514 2 534 2

麻酔科 618 3 590 2 635 3 675 3 710 3

リハビリテーション科 430 2 344 1 334 1 438 2 321 1

歯科口腔外科 — — — — 485 2 978 4 1,270 5

計 125,512 523 109,849 450 119,477 494 117,978 486 117,918 485

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 4,707 20 5,082 21 5,650 23 5,892 24 5,595 23

血液腫瘍科 1,717 7 1,653 7 1,432 6 1,327 5 1,423 6

新生児科 1,931 8 1,897 8 1,995 8 2,087 9 2,035 8

遺伝科 1,135 5 1,098 5 1,131 5 1,114 5 1,187 5

小児外科 3,508 15 3,282 13 3,387 14 3,664 15 3,529 15

麻酔科 221 1 220 1 242 1 220 1 187 1

整形外科 4,020 17 3,751 15 4,303 18 3,981 16 3,811 16

形成外科 4,604 19 4,793 20 5,126 21 5,641 23 5,548 23

脳神経外科 1,905 8 1,777 7 1,833 8 1,766 7 1,972 8

循環器小児科 7,745 32 7,359 30 7,279 30 6,814 28 6,623 27

皮膚科 74 0 104 0 134 1 118 0 105 0

眼科 4,402 18 4,119 17 4,161 17 4,386 18 4,345 18

神経小児科 7,436 31 7,982 33 8,725 36 9,099 37 8,710 36

耳鼻咽喉科 2,269 9 2,173 9 2,467 10 2,423 10 2,685 11

精神科 853 4 1,021 4 1,123 5 1,563 6 3,045 13

産科 4,148 17 3,899 16 3,706 15 3,834 16 3,472 14

放射線科 1,789 7 1,718 7 1,672 7 715 3 1,677 7

リハビリテーション科 8,493 35 7,445 31 7,735 32 7,494 31 7,144 29

泌尿器科 2,636 11 2,372 10 2,404 10 2,455 10 2,394 10

アレルギー科 1,673 7 1,581 6 1,680 7 1,943 8 2,011 8

救急科 1,510 6 935 4 1,068 4 1,143 5 1,357 6

成育女性科 — — — — 131 1 163 1 153 1

内分泌代謝科 — — — — — — — — 419 2

計 66,776 278 64,261 263 67,384 278 67,842 279 69,427 286

合　　計 401,108 1,671 372,020 1,525 398,435 1,646 531,328 2,187 505,816 2,082

診療日数 240 244 242 243 243
○「１日平均」欄は、患者数を診療日数で除し、小数第一位を四捨五入。１人以下の時、無記載の場合あり。
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❺　高齢者医療の状況

●診療科別入院延患者数（65歳以上）� （単位：人、％）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
病
院
名

診療科 延患
者数

65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 30,855 27,052 87.7% 27,481 22,634 82.4% 26,443 21,554 81.5% 24,349 20,479 84.1% 22,305 18,429 82.6%

呼吸器・感染症内科 6,539 5,745 87.9% 8,877 4,720 53.2% 7,525 6,565 87.2% 6,452 6,025 93.4% 5,822 4,856 83.4%

脳神経内科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

循環器内科 4,974 4,528 91.0% 4,327 3,614 83.5% 3,273 2,962 90.5% 4,197 3,788 90.3% 5,280 4,639 87.9%

脳神経外科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 506 403 79.6%

小児科 702 0 0.0% 737 0 0.0% 1,070 0 0.0% 654 0 0.0% 1,041 0 0.0%

外　科 5,253 3,947 75.1% 4,401 2,756 62.6% 4,939 3,824 77.4% 4,460 3,295 73.9% 4,098 2,988 72.9%

整形外科 23,395 18,127 77.5% 24,564 18,141 73.9% 22,475 19,293 85.8% 20,986 16,104 76.7% 19,165 13,027 68.0%

形成外科 0 0 0.0% 3 2 66.7% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 30 1 3.3%

皮膚科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

泌尿器科 222 164 73.9% 468 255 54.5% 275 173 62.9% 445 392 88.1% 705 568 80.6%

産婦人科 4,535 244 5.4% 4,520 106 2.3% 5,128 152 3.0% 4,571 93 2.0% 2,225 82 3.7%

眼　科 496 339 68.3% 623 274 44.0% 347 160 46.1% 541 426 78.7% 569 267 46.9%

耳鼻咽喉科 780 387 49.6% 795 309 38.9% 709 243 34.3% 651 220 33.8% 562 191 34.0%

精神科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

放射線科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

麻酔科 57 57 100.0% 34 33 97.1% 2 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

呼吸器外科 1,220 1,043 85.5% 1,330 1,123 84.4% 1,111 962 86.6% 614 505 82.2% 983 799 81.3%

小　計 79,028 61,633 78.0% 78,160 53,967 69.0% 73,297 55,888 76.2% 67,920 51,327 75.6% 63,291 46,250 73.1%

結　核 5,047 3,918 77.6% 0 0 0.0% 2,419 1,444 59.7% 4,238 3,386 79.9% 2,688 1,863 69.3%

計 84,075 65,551 78.0% 78,160 53,967 70.7% 75,716 57,332 75.7% 72,158 54,713 75.8% 65,979 48,113 72.9%

こころの医療センター駒ヶ根 37,400 8,112 21.7% 34,779 6,969 20.0% 33,708 6,329 18.8% 34,725 8,723 25.1% 34,764 4,903 14.1%

阿
南
病
院

内　科 10,972 10,630 96.9% 11,823 11,099 93.9% 12,508 12,080 96.6% 11,669 11,481 98.4% 11,544 11,195 97.0%

小児科 11 0 0.0% 5 0 0.0% 9 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

外　科 2,789 2,627 94.2% 2,611 2,434 93.2% 2,386 2,224 93.2% 2,977 2,858 96.0% 2,875 2,755 95.8%

整形外科 2,937 2,868 97.7% 53 53 100.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

泌尿器科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

婦人科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

眼　科 344 339 98.5% 188 184 97.9% 246 246 100.0% 180 176 97.8% 315 315 100.0%

精神科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

計 17,053 16,464 96.5% 14,680 13,770 93.8% 15,149 14,550 96.0% 14,826 14,515 97.9% 14,734 14,265 96.8%

木
曽
病
院

内　科 18,246 17,042 93.4% 22,343 15,175 67.9% 26,136 24,333 93.1% 22,722 15,670 69.0% 23,805 22,581 94.9%

循環器内科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

脳神経内科 6,817 6,406 94.0% 4,816 4,205 87.3% 4,754 4,393 92.4% 4,642 4,203 90.5% 3,062 2,690 87.9%

小児科 226 0 0.0% 200 0 0.0% 129 0 0.0% 169 0 0.0% 205 0 0.0%

外　科 6,832 5,698 83.4% 5,006 4,361 87.1% 6,212 5,243 84.4% 5,011 4,488 89.6% 4,286 3,804 88.8%

整形外科 7,399 6,718 90.8% 5,804 4,986 85.9% 6,530 5,518 84.5% 5,349 4,657 87.1% 5,187 4,467 86.1%

皮膚科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

形成外科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

泌尿器科 798 734 92.0% 530 470 88.7% 815 736 90.3% 655 606 92.5% 470 443 94.3%

耳鼻咽喉科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

精神科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

産婦人科 2,772 453 16.3% 1,722 85 4.9% 1,800 238 13.2% 1,527 83 5.4% 1,396 50 3.6%

放射線科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

眼　科 591 504 85.3% 361 352 97.5% 463 432 93.3% 51 48 94.1% 187 181 96.8%

脳神経外科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

麻酔科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

リハビリテーション科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％

計 43,681 37,555 86.0% 40,782 29,634 72.7% 46,839 40,893 87.3% 40,126 29,755 74.2% 38,598 34,216 88.6%

合　　計 182,209 127,682 70.1% 168,401 104,340 62.0% 171,412 119,104 69.5% 161,835 107,706 66.6% 154,075 101,497 65.9%

※信州医療センターは70歳以上。
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　　高齢者医療の状況

●診療科別外来延患者数（65歳以上）� （単位：人、％）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
病
院
名

診療科 延患
者数

65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合 延患

者数
65歳
以上 割合

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 32,869 15,395 46.8% 32,225 15,224 47.2% 34,463 11,921 34.6% 35,912 16,729 46.6% 35,581 16,983 47.7%
呼吸器・感染症内科 5,853 3,267 55.8% 5,265 2,686 51.0% 7,855 3,966 50.5% 13,210 3,415 25.9% 7,285 2,954 40.5%
脳神経内科 289 228 78.9% 421 323 76.7% 408 352 86.3% 399 287 71.9% 450 281 62.4%
循環器内科 5,170 3,818 73.8% 5,081 3,685 72.5% 4,994 4,081 81.7% 4,814 3,338 69.3% 5,008 3,455 69.0%
脳神経外科 840 482 57.4% 729 463 63.5% 627 479 76.4% 568 361 63.6% 665 428 64.4%
小児科 6,574 0 0.0% 5,248 0 0.0% 6,105 0 0.0% 7,159 0 0.0% 6,295 0 0.0%
外　科 6,850 3,588 52.4% 6,109 3,366 55.1% 6,059 4,109 67.8% 5,567 2,869 51.5% 4,337 2,416 55.7%
整形外科 16,248 8,541 52.6% 15,599 8,441 54.1% 16,329 10,627 65.1% 16,493 9,099 55.2% 16,577 9,107 54.9%
形成外科 603 276 45.8% 613 229 37.4% 628 345 54.9% 354 206 58.2% 434 206 47.5%
皮膚科 2,153 1,111 51.6% 2,093 1,067 51.0% 2,086 1,277 61.2% 2,453 1,384 56.4% 2,142 1,235 57.7%
泌尿器科 2,871 1,950 67.9% 3,090 2,156 69.8% 3,198 2,459 76.9% 3,511 2,449 69.8% 3,384 2,416 71.4%
産婦人科 10,831 1,564 14.4% 11,109 1,520 13.7% 12,569 1,980 15.8% 12,730 1,612 12.7% 12,178 1,674 13.7%
眼　科 8,122 5,616 69.1% 7,460 5,263 70.5% 7,130 5,676 79.6% 7,686 5,427 70.6% 7,973 5,782 72.5%
耳鼻咽喉科 6,247 3,021 48.4% 5,628 2,864 50.9% 5,465 3,418 62.5% 5,590 3,024 54.1% 5,441 2,954 54.3%
精神科 497 319 64.2% 505 314 62.2% 475 288 60.6% 438 241 55.0% 431 209 48.5%
放射線科 659 348 52.8% 675 357 52.9% 660 423 64.1% 866 539 62.2% 686 374 54.5%
麻酔科 2,598 1,578 60.7% 2,186 1,303 59.6% 2,169 1,054 48.6% 2,193 1,215 55.4% 2,214 1,296 58.5%
呼吸器外科 1,124 829 73.8% 1,241 968 78.0% 1,284 1,141 88.9% 984 683 69.4% 1,187 821 69.2%
救急科 10,351 2,552 24.7% 6,031 1,950 32.3% 6,935 2,573 37.1% 8,004 2,019 25.2% 8,013 2,223 27.7%

計 120,749 54,483 45.1% 111,308 52,179 46.9% 119,439 56,169 47.0% 128,931 54,897 42.6% 120,281 54,814 45.6%
こころの医療センター駒ヶ根 41,189 4,749 11.5% 39,037 7,177 18.4% 38,937 6,555 16.8% 39,117 6,257 16.0% 37,584 6,029 16.0%

阿
南
病
院

内　科 25,973 19,043 73.3% 30,094 21,293 70.8% 33,212 17,346 52.2% 28,436 16,473 57.9% 24,750 15,137 61.2%
小児科 4,570 0 0.0% 3,229 0 0.0% 3,270 0 0.0% 3,643 0 0.0% 3,408 0 0.0%
外　科 3,187 2,212 69.4% 2,845 1,988 69.9% 2,577 1,670 64.8% 2,626 1,869 71.2% 1,877 903 48.1%
整形外科 5,085 4,024 79.1% 3,473 2,749 79.2% 3,348 2,662 79.5% 3,205 2,633 82.2% 2,919 2,396 82.1%
泌尿器科 716 644 89.9% 583 513 88.0% 615 568 92.4% 745 717 96.2% 673 652 96.9%
婦人科 543 203 37.4% 590 201 34.1% 595 53 8.9% 527 49 9.3% 525 33 6.3%
眼　科 5,424 4,789 88.3% 5,586 4,462 79.9% 5,708 5,009 87.8% 5,815 5,263 90.5% 5,858 5,299 90.5%
精神科 1,384 820 59.2% 1,165 733 62.9% 1,106 674 60.9% 999 589 59.0% 964 562 58.3%
訪問患者ステーションさくら — — — — — — 2,767 2,595 93.8% 2,533 2,306 91.0% 2,167 1,956 90.3%

計 46,882 31,735 67.7% 47,565 31,939 67.1% 53,198 30,577 57.5% 48,529 29,899 61.6% 43,141 26,938 62.4%

木
曽
病
院

内　科 51,108 36,929 72.3% 47,908 32,990 68.9% 52,372 37,760 72.1% 50,744 30,781 60.7% 48,988 28,999 59.2%
消化器内科 0 0 0.0% 0 0 0.0% 0 0 0.0％ 0 0 0.0％ 0 0 0.0％
脳神経内科 4,228 3,351 79.3% 3,787 3,014 79.6% 3,911 3,000 76.7% 3,849 2,897 75.3% 3,886 3,045 78.4%
小児科 9,004 0 0.0% 5,357 0 0.0% 6,111 0 0.0% 6,984 0 0.0% 7,832 0 0.0%
外　科 9,467 6,722 71.0% 8,986 6,343 70.6% 9,634 6,686 69.4% 10,294 7,461 72.5% 9,062 6,676 73.7%
整形外科 14,201 9,465 66.7% 11,823 7,877 66.6% 12,338 8,155 66.1% 11,635 7,771 66.8% 12,252 8,259 67.4%
皮膚科 3,870 2,061 53.3% 3,585 1,795 50.1% 4,230 2,157 51.0% 4,154 2,205 53.1% 4,335 2,309 53.3%
形成外科 427 217 50.8% 369 198 53.7% 604 328 54.3% 624 340 54.5% 566 303 53.5%
泌尿器科 5,945 5,169 86.9% 5,651 4,972 88.0% 5,959 5,220 87.6% 6,254 5,564 89.0% 6,042 5,328 88.2%
耳鼻咽喉科 2,476 1,335 53.9% 1,960 1,059 54.0% 2,186 1,196 54.7% 2,021 1,079 53.4% 2,286 1,201 52.5%
精神科 4,966 2,125 42.8% 4,517 1,917 42.4% 4,591 1,855 40.4% 4,540 1,758 38.7% 4,708 1,857 39.4%
産婦人科 4,705 1,397 29.7% 4,043 703 17.4% 4,364 1,047 24.0% 5,811 761 13.1% 5,347 763 14.3%
放射線科 496 382 77.0% 94 66 70.2% 3 3 100.0% 13 12 92.3% 7 5 71.4%
眼　科 13,102 9,902 75.6% 10,369 7,824 75.5% 11,216 8,648 77.1% 8,450 6,500 76.9% 9,772 7,700 78.8%
脳神経外科 469 356 75.9% 466 325 69.7% 504 331 65.7% 514 321 62.5% 534 312 58.4%
麻酔科 618 410 66.3% 590 408 69.2% 635 470 74.0% 675 552 81.8% 710 622 87.6%
リハビリテーション科 430 219 50.9% 344 163 47.4% 334 166 49.7% 438 259 59.1% 321 163 50.8%
歯科口腔外科 — — — — — — 485 386 79.6% 978 776 79.3% 1,270 1,040 81.9%

計 125,512 80,040 63.8% 109,849 69,654 63.4% 119,477 77,408 64.8% 117,978 69,037 58.5% 117,918 68,582 58.2%
合　　計 334,332 171,007 51.1% 307,759 160,949 52.3% 331,051 170,709 51.6% 334,555 160,090 47.9% 439,205 211,177 48.1%

※信州医療センターは70歳以上。
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❻　診療圏の状況

●信州医療センター
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和５年度

年度

地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 県外 1.4%

上高井郡
16.1%

須坂市
61.6%

長野市
10.0%

その他県内
10.8%患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

県　

内

須
高
地
区

須坂市 2,961 64.0 2,684 60.2 2,650 62.1 2,564 58.9 2,725 61.6

上高井郡 731 15.8 736 16.5 689 16.1 736 16.9 710 16.1

小　計 3,692 79.8 3,420 76.7 3,339 78.2 3,300 75.9 3,435 77.7

長野市 385 8.3 415 9.3 409 9.6 426 9.8 443 10.0

その他 453 9.8 551 12.4 449 10.5 549 12.6 479 10.8

計 4,530 98.0 4,386 98.4 4,197 98.3 4,275 98.3 4,357 98.6

県　外 94 2.0 71 1.6 72 1.7 75 1.7 64 1.4

合　計 4,624 100.0 4,457 100.0 4,269 100.0 4,350 100.0 4,421 100.0

地域別外来延患者数� （単位：人、％）

年度

地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
県外 1.3%

上高井郡
15.8% 須坂市

63.0%

長野市
11.1%

その他県内
8.8%患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

県　

内

須
高
地
区

須坂市 78,804 65.3 71,262 64.0 75,304 63.0 79,304 61.5 75,737 63.0

上高井郡 18,253 15.1 17,867 16.1 18,860 15.8 19,813 15.4 19,026 15.8

小　計 97,057 80.4 89,129 80.1 94,164 78.8 99,117 76.9 94,763 78.8

長野市 12,031 10.0 11,252 10.1 12,880 10.8 15,286 11.9 13,354 11.1

その他 9,970 8.3 10,047 9.0 11,258 9.4 13,093 10.2 10,583 8.8

計 119,058 98.6 110,428 99.2 118,302 99.0 127,496 98.9 118,700 98.7

県　外 1,691 1.4 880 0.8 1,137 1.0 1,435 1.1 1,581 1.3

合　計 120,749 100.0 111,308 100.0 119,439 100.0 128,931 100.0 120,281 100.0

●こころの医療センター駒ヶ根
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和５年度

年度

地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

県外 2.8%

東信 2.8%

北信 5.1%

伊那市
23.5%

上伊那郡
21.4%

下伊那郡
6.1%
飯田市
6.1%

駒ヶ根市
14.5%

諏訪地域
10.5%

中信
7.1%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

南　

信

駒ヶ根市 81 15.8 73 17.6 79 18.7 57 14.1 57 14.5

伊那市 122 23.8 85 20.5 88 20.8 77 19.0 92 23.5

上伊那郡 119 23.2 88 21.2 79 18.7 89 22.0 84 21.4

飯田市 35 6.8 26 6.3 39 9.2 37 9.1 24 6.1

下伊那郡 38 7.4 31 7.5 25 5.9 32 7.9 24 6.1

諏訪地域 41 8.0 37 8.9 39 9.2 41 10.1 41 10.5

東　信 3 0.6 3 0.7 6 1.4 8 2.0 11 2.8

中　信 27 5.3 41 9.9 36 8.5 32 7.9 28 7.1

北　信 32 6.2 22 5.3 24 5.7 18 4.4 20 5.1

県　外 15 2.9 9 2.2 8 1.9 14 3.5 11 2.8

合　計 513 100.0 415 100.0 423 100.0 405 100.0 392 100.0

地域別外来延患者数※� （単位：人、％）

年度

地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

県外 0.8%東信 0.2%
北信 0.4%

伊那市
22.7%

上伊那郡
25.8%

下伊那郡
5.4%

飯田市
5.0%

駒ヶ根市
29.8%

諏訪地域
6.3%

中信 3.7%
患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

南　

信

駒ヶ根市 14,122 34.3 12,743 32.6 12,233 31.4 12,280 31.4 11,189 29.8

伊那市 8,783 21.3 8,438 21.6 8,813 22.6 8,639 22.1 8,532 22.7

上伊那郡 10,414 25.3 10,021 25.7 9,530 24.5 9,592 24.5 9,714 25.8

飯田市 1,876 4.6 1,787 4.6 1,970 5.1 1,943 5.0 1,863 5.0

下伊那郡 1,841 4.5 1,885 4.8 1,697 4.4 2,047 5.2 2,011 5.4

諏訪地域 2,162 5.2 2,175 5.6 2,452 6.3 2,451 6.3 2,353 6.3

東　信 80 0.2 72 0.2 112 0.3 107 0.3 81 0.2

中　信 1,439 3.5 1,494 3.8 1,604 4.1 1,625 4.2 1,385 3.7

北　信 222 0.5 218 0.6 257 0.7 200 0.5 143 0.4

県　外 250 0.6 204 0.5 269 0.7 233 0.6 313 0.8

合　計 41,189 100.0 39,037 100.0 38,937 100.0 39,117 100.0 37,584 100.0

※公衆衛生を含まない
○構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100とはならない。
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　　診療圏の状況

●阿南病院
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和５年度

年度
地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
県外 1.4%

飯田市・上
・南信濃
11.2%

他飯田市 1.1%

下條村 3.3%

天龍村
16.6%

売木村 4.7%

阿南町
48.0%

泰阜村
12.6%

他下伊那郡
1.1%患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

下
伊
那
南
部

阿南町 439 50.3 351 43.8 429 50.5 359 44.7 364 48.0
下條村 21 2.4 19 2.4 17 2.0 31 3.9 25 3.3
売木村 19 2.2 26 3.2 31 3.7 30 3.7 36 4.7
天龍村 174 20.0 160 20.0 149 17.6 155 19.3 126 16.6
泰阜村 91 10.4 86 10.7 93 11.0 105 13.1 96 12.6

飯田市・上・南信濃 87 10.0 75 9.4 76 9.0 85 10.6 85 11.2
他下伊那郡 5 0.6 1 0.1 10 1.2 6 0.7 8 1.1
他飯田市 13 1.5 37 4.6 30 3.5 23 2.9 8 1.1
他県内 1 0.1 27 3.4 3 0.4 0 0.0 0 0.0
県　外 22 2.5 19 2.4 11 1.3 10 1.2 11 1.4
合　計 872 100.0 801 100.0 849 100.0 804 100.0 759 100.0

地域別外来延患者数� （単位：人、％）

年度
地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

県外 2.5%

飯田市・上
・南信濃
4.2%

他県内 0.2%他飯田市 3.5%

下條村 4.5%

天龍村
12.7%

売木村 3.5%

阿南町
54.8%

泰阜村
13.6%

他下伊那郡 0.5%
患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

下
伊
那
南
部

阿南町 26,896 57.4 24,785 52.1 31,052 58.4 27,985 57.7 23,652 54.8
下條村 1,361 2.9 1,435 3.0 1,667 3.1 2,105 4.3 1,923 4.5
売木村 1,090 2.3 1,060 2.2 2,108 4.0 1,718 3.5 1,494 3.5
天龍村 6,891 14.7 10,877 22.9 7,730 14.5 5,850 12.1 5,491 12.7
泰阜村 6,407 13.7 5,284 11.1 6,037 11.3 6,237 12.9 5,880 13.6

飯田市・上・南信濃 2,795 6.0 2,686 5.6 3,084 5.8 2,637 5.4 1,807 4.2
他下伊那郡 542 1.2 93 0.2 197 0.4 239 0.5 208 0.5
他飯田市 120 0.3 439 0.9 687 1.3 649 1.3 1,506 3.5
他県内 64 0.1 76 0.2 107 0.2 65 0.1 92 0.2
県　外 716 1.5 830 1.7 529 1.0 1,044 2.2 1,088 2.5
合　計 46,882 100.0 47,565 100.0 53,198 100.0 48,529 100.0 43,141 100.0

●木曽病院
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和５年度

年度
地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 郡外・県外
7.3%

上松町
19.5%

王滝村
3.2%

木祖村
9.1%

旧日義村
9.4%

旧三岳村 5.8％
旧開田村 6.8%

旧木曽福島町
23.4%

大桑村
12.0%

南木曽町
3.5%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

木
曽
町

旧木曽福島町 650 26.6 527 24.8 604 24.2 595 25.2 468 23.4
旧日義村 228 9.3 184 8.7 206 8.2 176 7.4 189 9.4
旧開田村 180 7.4 177 8.3 180 7.2 142 6.0 137 6.8
旧三岳村 144 5.9 116 5.5 125 5.0 152 6.4 116 5.8
上松町 430 17.6 369 17.4 487 19.5 401 17.0 390 19.5

南木曽町 51 2.1 55 2.6 101 4.0 103 4.4 70 3.5
木祖村 238 9.7 204 9.6 225 9.0 199 8.4 182 9.1
王滝村 75 3.1 70 3.3 74 3.0 95 4.0 65 3.2
大桑村 303 12.4 276 13.0 334 13.4 352 14.9 241 12.0

郡外・県外 146 6.0 144 6.8 162 6.5 150 6.3 146 7.3
合　計 2,445 100.0 2,122 100.0 2,498 100.0 2,365 100.0 2,004 100.0

地域別外来延患者数� （単位：人、％）

年度
地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 郡外・県外
3.4%

旧三岳村 6.3%

木祖村
7.4%

南木曽町
2.5%

旧開田村 6.2%

旧日義村
9.5%

旧木曽福島町
29.3%

王滝村
3.4% 大桑村

11.2%

上松町
20.8%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

木
曽
町

旧木曽福島町 37,743 30.1 33,615 30.6 36,234 30.3 38,423 32.6 34,560 29.3
旧日義村 10,914 8.7 9,633 8.8 10,735 9.0 10,098 8.6 11,255 9.5
旧開田村 8,667 6.9 7,002 6.4 7,323 6.1 6,789 5.8 7,299 6.2
旧三岳村 8,466 6.7 7,620 6.9 7,687 6.4 7,098 6.0 7,428 6.3
上松町 27,158 21.6 23,528 21.4 25,721 21.5 23,471 19.9 24,532 20.8

南木曽町 2,321 1.8 2,185 2.0 2,630 2.2 2,893 2.5 2,943 2.5
木祖村 9,402 7.5 8,648 7.9 8,958 7.5 8,267 7.0 8,687 7.4
王滝村 4,526 3.6 4,020 3.7 4,266 3.6 3,757 3.2 4,009 3.4
大桑村 12,428 9.9 11,231 10.2 12,622 10.6 12,324 10.4 13,167 11.2

郡外・県外 3,887 3.1 2,367 2.2 3,301 2.8 4,858 4.1 4,038 3.4
合　計 125,512 100.0 109,849 100.0 119,477 100.0 117,978 100.0 117,918 100.0

○構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100とはならない。
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●こども病院
地域別退院実患者数� （単位：人、％） 令和５年度

年度

地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

南信
19.0%

東信
14.5%

松本市
18.9%

他中信
11.8%

安曇野市
12.5%

県外
7.3%

北信
15.9%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

安曇野市 343 12.9 299 12.3 331 13.0 296 11.5 340 12.5

松本市 483 18.1 444 18.2 506 19.9 549 21.4 514 18.9

他中信 309 11.6 317 13.0 308 12.1 290 11.3 320 11.8

北　信 356 13.3 375 15.4 396 15.5 381 14.8 433 15.9

東　信 360 13.5 331 13.6 355 13.9 375 14.6 395 14.5

南　信 585 21.9 523 21.5 484 19.0 492 19.1 515 19.0

県　外 232 8.7 144 5.9 167 6.6 188 7.3 198 7.3

合　計 2,668 100.0 2,433 100.0 2,547 100.0 2,571 100.0 2,715 100.0

地域別外来延患者数※� （単位：人、％）

年度

地域

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

南信
15.1%

東信
9.2%

松本市
22.6%

他中信
16.1%

安曇野市
20.7%

県外
2.8%

北信
13.5%

患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%) 患者数 構成比(%)

安曇野市 13,973 20.9 13,320 20.7 14,148 21.0 13,829 20.4 14,359 20.7

松本市 14,086 21.1 13,372 20.8 14,500 21.5 15,498 22.8 15,700 22.6

他中信 10,557 15.8 10,531 16.4 10,442 15.5 10,140 14.9 11,170 16.1

北　信 7,787 11.7 7,739 12.0 8,145 12.1 7,775 11.5 9,350 13.5

東　信 7,426 11.1 7,313 11.4 7,961 11.8 8,090 11.9 6,410 9.2

南　信 10,446 15.6 10,231 15.9 10,340 15.3 10,439 15.4 10,499 15.1

県　外 2,501 3.7 1,755 2.7 1,848 2.7 2,071 3.1 1,939 2.8

合　計 66,776 100.0 64,261 100.0 67,384 100.0 67,842 100.0 69,427 100.0

※公衆衛生を含まない
○構成比は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、必ずしも合計が100とはならない。

　　診療圏の状況
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❼　救急及び緊急診療の状況

●時間外診療科別延べ件数� （単位：人）
年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

病院名 診療科 患者数 患者数 患者数 患者数 患者数

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内科 5,463 3,007
呼吸器・感染症内科 106 87
脳神経内科 17 8
循環器内科 94 93
脳神経外科 89 53
小児科 1,282 319
外科 1,257 1,219
整形外科 1,329 872
形成外科 123 75
皮膚科 218 82
泌尿器科 101 78
産婦人科 40 7
眼科 58 32
耳鼻咽喉科 205 89
精神科 20 13
放射線科 0
麻酔科 31 21
呼吸器外科 56 80
救急科 1,701 1,335 7,098 7,739 6,778

計 12,190 7,470 7,098 7,739 6,778
こころの医療センター駒ヶ根 292 272 226 169 177

阿
南
病
院

内科 926 568 616 709 842
小児科 354 139 205 328 364
外科 198 142 140 175 250
整形外科 124 54 27 18 15
泌尿器科 2 0 2 4 2
婦人科 0 0 0 0 0
眼科 9 4 3 4 0
精神科 32 25 26 15 19

計 1,645 932 1,019 1,253 1,492

木
曽
病
院

内科 1,782 1,146 1,349 1,427 1,709
循環器内科 0 0 0 0 0
脳神経内科 184 174 133 158 123
小児科 745 141 361 402 485
外科 593 497 547 460 383
整形外科 569 430 442 436 409
皮膚科 163 117 125 212 156
形成外科 4 1 5 3 2
泌尿器科 109 77 91 113 89
精神科 1 1 0 4 ー
産婦人科 120 80 71 59 23
放射線科 0 0 0 0 ー
眼科 57 33 44 20 16
耳鼻咽喉科 80 43 62 49 41
脳神経外科 40 44 54 55 68
麻酔科 0 0 0 0 0
リハビリテーション科 0 0 0 0 0

計 4,447 2,784 3,284 3,398 3,504

※�令和３年度よ
り電子カルテ
の救急科専用
患者一覧の運
用を開始し、
最終受診科の
登録を廃止し
ました。



64　地域の明日を医療で支える

●時間外診療科別延べ件数� （単位：人）
年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

病院名 診療科 患者数 患者数 患者数 患者数 患者数

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 113 111 98 135 118
血液腫瘍科 114 111 97 82 61
新生児科 277 259 314 356 341
小児集中治療科 151 83 98 111 137

小児外科 103 109 136 111 133
整形外科 113 98 134 111 88
形成外科 108 105 105 89 106
脳神経外科 40 36 49 53 52
循環器小児科 181 179 177 166 130
皮膚科 4 11 6 6 5
眼科 68 41 40 38 50
神経小児科 103 101 130 126 130
耳鼻咽喉科 141 98 122 125 145
産科 690 598 512 496 402
泌尿器科 29 43 38 34 34
救急科 1,662 1,134 1,271 1,317 1,685
リハビリテーション科 22 23 20 21 19
麻酔科 7 3 6 4 4
遺伝科 7 12 14 17 21
精神科 10 11 16 26 42
放射線科 3 1 0 0 ー
アレルギー科 34 28 39 26 27
感染症科 ー ー 6 1 1
成育女性科 ー ー 15 11 12
その他 0 2 ー ー ー
予防接種外来 0 2 4 0 2

計 3,980 3,199 3,447 3,462 3,745
合　計 22,554 14,657 15,074 21,842 15,696

●救急車等受入台数

年度

病院名

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

救急車
受入台数

ドクター
ヘリ

受入台数

ドクター
カー

出動回数

信州医療センター 1,796 — — 1,482 — — 1,716 — — 1,960 — — 2,116 — —

こころの医療
センター駒ヶ根 12 — — 13 — — 11 — — 9 — — 11 — —

阿南病院 308 2 — 250 2 — 223 1 — 292 11 — 312 5 —

木曽病院 1,010 2 — 972 0 — 1,012 0 — 1,222 0 — 1,186 0 —

こども病院 366 38 253 271 16 182 314 19 183 387 29 208 482 21 236

　　救急及び緊急診療の状況
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病床利用等の状況2

年度

病院名

令和元年度 令和2年度

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

信州医療センター 215 14.9 79.9 215 13.8 68.7

こころの医療センター
駒ヶ根 129 72.7 78.1 129 67.5 72.8

阿南病院 77 19.9 57.4 70 18 54.3

木曽病院 151 14.8 69.4 151 15 61.2

こども病院 180 12.3 73.1 180 12.8 69.2

年度

病院名

令和3年度 令和4年度

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

信州医療センター 215 14.8 70.0 215 15.6 64.4

こころの医療センター
駒ヶ根 129 64.6 70.5 129 68.3 72.7

阿南病院 70 16.0 56.0 70 16.3 54.9

木曽病院 151 15.1 70.3 149 15.8 60.3

こども病院 180 12.6 69.7 180（〜R4.12）

163（R5.1〜）
12.7 66.3

年度

病院名

令和5年度

運用病床数内訳
（単位：床）

平均在院日数内訳
（単位：日）

病床利用率
（単位：％）

信州医療センター 215 15 73.2

こころの医療センター
駒ヶ根 129 72.4 72.6

阿南病院 70 17.8 54.5

木曽病院 149 16.4 58.3

こども病院 163 11.4 72.2
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訪問医療の状況3

（単位：人）

病院名 訪問医療
患　者　数

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

訪 問 診 療 259 238 214 51 58

訪 問 看 護 4,240 4,430 4,226 4,099 3,930

訪問リハビリ 4,326 4,479 3,836 3,714 1,999

訪問薬剤指導 2 2 0 0 0

訪問栄養指導 0 2 0 0 0

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

駒
ヶ
根

訪 問 診 療 ー ー ー ー ー

訪 問 看 護 1,981 1,931 1,796 2,282 1,845

訪問リハビリ ー ー ー ー ー

訪問薬剤指導 ー ー ー 44 54

訪問栄養指導 ー ー ー ー ー

阿
南
病
院

訪 問 診 療 192 313 302 205 185

訪 問 看 護 1,006 2,963 2,767 2,533 2,167

訪問リハビリ 879 843 1,025 861 835

訪問薬剤指導 27 28 25 32 24

訪問栄養指導 0 0 0 0 0

木
曽
病
院

訪 問 診 療 712 533 565 229 194

訪 問 看 護 3,957 4,097 4,254 3,453 3,421

訪問リハビリ 769 840 1,025 944 868

訪問薬剤指導 0 0 0 0 0

訪問栄養指導 0 0 0 0 0

こ
ど
も
病
院

訪 問 診 療 24 58 37 44 74

訪 問 看 護 0 0 0 0 0

訪問リハビリ 0 0 6 7 0

訪問薬剤指導 0 0 0 0 0

訪問栄養指導 0 0 0 0 0



診療の状況
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診療の状況1

❶　診療科別の手術件数

（単位：件）
病院名 診療科 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 1 8 11 8 10
呼吸器・感染症内科 0 0 0 0 0
脳神経内科 0 0 0 0 0
循環器内科 0 0 0 0 0
脳神経外科 0 0 0 0 0
小児科 0 1 0 0 0
外　科 279 258 251 219 235
整形外科 765 859 899 907 893
形成外科 2 7 3 0 2
皮膚科 0 0 0 0 0
泌尿器科 37 40 31 55 51
産婦人科 140 119 131 120 114
眼　科 460 347 224 354 492
耳鼻咽喉科 22 16 11 12 7
精神科 0 0 0 0 0
放射線科 0 0 0 0 0
麻酔科 0 0 1 0 0
呼吸器外科 29 28 37 22 19
血管外科 4 0 0 0 0

計 1,739 1,683 1,599 1,697 1,823
こころの医療センター駒ヶ根 0 0 0 0 0

阿
南
病
院

内　科 0 0 0 0 0
小児科 0 0 0 0 0
外　科 3 4 0 1 0
整形外科 25 2 4 0 0
泌尿器科 0 0 0 0 0
婦人科 0 0 0 0 0
眼　科 87 65 82 87 102
精神科 0 0 0 0 0

計 115 71 86 88 102

木
曽
病
院

内　科 0 1 0 0 2
脳神経内科 0 0 0 0 0
小児科 0 0 0 0 0
外　科 179 145 188 172 138
整形外科 234 193 190 202 203
皮膚科 0 0 0 0 0
形成外科 0 1 0 0 0
泌尿器科 60 39 59 51 42
耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0
精神科 0 0 0 0 0
産婦人科 30 19 41 32 16
放射線科 0 0 0 0 0
眼　科 260 139 208 0 85
脳神経外科 0 0 0 0 0
麻酔科 0 0 0 0 0
リハビリテーション科 0 0 0 0 0
透析科 1 0 0 0 0

計 764 537 686 457 486
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　　診療科別の手術件数

（単位：件）
病院名 診療科 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 8 3 5 10 3
血液腫瘍科 7 11 59 13 31
新生児科 0 0 0 0 0
小児集中治療科 0 2 5 5 7

小児外科 345 356 310 337 308
整形外科 118 100 117 93 101
形成外科 302 318 289 296 290
心臓血管外科 193 202 161 156 159
脳神経外科 72 62 109 93 117
循環器小児科 297 286 265 252 271
皮膚科 0 0 0 0 0
眼　科 90 94 92 86 94
神経小児科 1 5 10 0 0
耳鼻咽喉科 7 8 7 8 12
産　科 139 125 127 128 110
泌尿器科 107 111 111 106 101

計 1,686 1,683 1,667 1,583 1,604
合　計 4,304 3,974 4,038 3,825 4,015

❷　分娩件数

（単位：件）

病　院　名 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

信州医療センター 230 223 256 253 189

木曽病院 103 72 67 78 76

こども病院※ 331 292 293 312 265

※妊娠22週以降
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❸　調剤の状況

（単位：件、%）

病院名 信州医療センター

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 22,567 56,761 79,328 22,768 55,031 77,799 21,654 57,445 79,099 19,992 59,257 79,249 21,180 59,632 80,812

院内製剤件数 1,487 365 296 289 369

注射薬個人払出数 33,804 92,776 93,726 90,645 94,961

無菌調剤
件数

TPN 353 350 456 403 650

抗がん剤 2,025 2,942 1,828 1,753 1,459

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

10,808 0 9,687 2 10,354 0 10,702 0 9,569 0

ジェネリック使用率 91.7% 90.5% 89.8% 91.1% 93.8%

院外処方箋率 93.3% 94.2% 93.6% 90.5% 94.0%

（単位：件、%）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 11,413 24,176 35,589 11,244 817 12,061 10,432 859 11,291 10,268 910 11,178 10,747 794 11,541

院内製剤件数 0 0 0 0 0

注射薬個人払出数 2,722 2,878 2,725 3,235 3,147

無菌調剤
件数

TPN — — — — —

抗がん剤 — — — — —

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

1,401 29 1,186 26 1,375 57 950 44 1,397 54

ジェネリック使用率 88.3% 90.1% 95.7％ 97.3% 98.2%

院外処方箋率 95.9% 96.6% 96.5％ 96.0% 96.7%

（単位：件、%）

病院名 阿　南　病　院

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 4,680 6,439 11,119 4,092 5,579 9,671 4,673 4,015 8,688 4,772 4,298 9,070 3,904 3,107 7,011

院内製剤件数 652 628 598 866 779

注射薬個人払出数 34,295 29,516 31,725 28,560 27,292

無菌調剤
件数

TPN 0 0 0 0 55

抗がん剤 14 13 71 84 37

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

713 18 780 29 513 28 583 31 1,599 24

ジェネリック使用率 86.7% 85.9% 86.0% 87.3% 86.8%

院外処方箋率 79.4% 81.3% 86.0% 84.6% 90.0%
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　　調剤の状況

（単位：件、%）

病院名 木　曽　病　院

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 10,088 78,770 88,858 9,611 69,917 75,298 8,837 64,995 73,832 7,973 69,174 77,147 7,476 67,139 74,615

院内製剤件数 477 481 469 244 391

注射薬個人払出数 39,764 31,921 46,524 53,024 50,047

無菌調剤
件数

TPN 120 125 120 74 184

抗がん剤 935 946 1,028 791 590

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

2,566 0 2,201 0 2,136 0 2,712 0 3,153 0

ジェネリック使用率 81.9% 84.9% 91.4% 89.6% 93.3%

院外処方箋率 88.2% 87.6% 88.0% 87.7% 88.5%

（単位：件、%）

病院名 こ　ど　も　病　院

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

区　分 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計 入院 外来 計

処方箋枚数 18,953 20,180 39,133 18,092 19,871 37,963 18,352 21,026 39,378 18,184 21,858 40,042 18,642 22,552 41,194

院内製剤件数 1,626 916 1,915 1,825 1,010

注射薬個人払出数 53,135 47,230 49,636 48,542 32,734

無菌調剤
件数

TPN 3,258 2,535 2,718 2,043 1,685

抗がん剤 1,270 1,120 1,097 1,595 986

薬剤管理指導料算定件数
（服薬指導件数）

入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問 入院 訪問

1,655 0 3,030 0 3,910 0 4,888 0 4,387 0

ジェネリック使用率 88.5% 89.7% 92.6% 92.5% 92.2%

院外処方箋率 95.1% 96.7% 97.6% 97.5% 97.5%
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❹　放射線の利用状況

●画像診断� （単位：人、件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院 こども病院
年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

撮
影
部
門

一
般
撮
影

撮影人数 26,352 24,260 24,751 24,309 25,410 492 541 458 497 500 4,899 4,054 3,911 3,817 3,567 14,496 12,331 15,247 13,431 13,355 20,038 18,657 19,202 18,838 19,914
頭　部 1,029 916 789 806 948 0 0 0 3 1 9 1 4 2 6 73 42 71 37 56 383 388 424 489 600
胸　部 14,537 12,833 13,366 13,378 14,720 467 471 408 436 407 3,126 2,801 2,697 2,627 2,483 7,501 6,434 8,452 7,483 7,761 14,988 13,853 13,881 13,684 14,802
腹　部 2,430 2,194 2,005 2,190 2,319 42 118 81 71 166 155 240 234 130 144 1,726 1,244 2,479 1,508 1,199 1,901 1,969 1,844 1,864 2,102
脊椎・四肢・骨盤・その他 16,544 15,797 16,047 15,627 15,243 33 38 34 56 51 3,110 2,059 1,941 1,755 1,574 9,089 7,856 9,431 9,418 9,288 3,893 3,617 4,110 4,093 4,181

ポータブル撮影
(再掲）

病　室 1,473 952 1,089 1,073 1,292 10 22 23 22 27 354 321 248 90 155 676 541 1,033 753 949 8,643 8,404 8,530 8,300 9,385
手術室 1,019 1,088 1,126 1,090 1,080 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 432 361 442 448 355 502 569 465 499 567

乳房撮影
（マンモグラフィー）

撮影人数 711 940 892 949 921 — — — — — 234 297 245 288 214 405 387 440 369 361 0 0 0 0 0
件　数 1,418 1,617 1,778 1,892 1,840 — — — — — 476 602 492 573 424 1,612 1,523 1,752 1,462 1,423 0 0 0 0 0

骨塩定量
撮影人数 577 639 667 774 805 — — — — — 120 109 139 148 185 505 516 583 643 766 0 0 0 0 0
件　数　 923 1,072 1,090 1,353 1,464 — — — — — 360 327 417 442 553 955 969 1,096 1,200 1,455 0 0 0 0 0

透
視
・
造
影
撮
影
部
門

撮影人数 1,440 1,480 1,382 1,381 1,418 — — — — — 69 69 56 67 62 1,536 1,384 1,459 1,259 1,051 417 442 463 446 495
消化管系 244 225 205 194 174 — — — — — 12 20 20 17 21 1,137 984 1,067 837 725 134 130 148 134 157
胆のう・膵臓系 160 118 130 110 123 — — — — — 0 0 0 1 0 47 85 106 114 58 4 1 6 6 3
尿路系 4 13 11 7 15 — — — — — 2 0 0 0 0 61 73 62 93 70 202 173 188 186 181
脊髄腔系 70 113 111 105 105 — — — — — 0 8 3 3 0 61 27 20 14 15 0 1 2 2 0
関節腔系 3 6 0 1 6 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 20 75 48 0
その他 18 18 17 21 13 — — — — — 2 4 7 10 14 18 17 17 8 1 62 64 69 57 66
造影を伴わない透視及び撮影 204 178 145 143 149 — — — — — 42 37 26 36 27 73 97 62 71 83 102 140 92 130 132
外科用イメージ 601 629 653 651 619 — — — — — 11 0 0 0 0 160 138 147 128 101 153 208 130 157 213

血
管
撮
影

頭頚部血管 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 7 15 14
心臓血管 108 140 76 102 145 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 308 331 262 311 278
腹部血管 2 0 3 2 8 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 6 4
その他血管 35 48 33 52 74 — — — — — 0 0 0 0 0 79 87 99 0 7 467 549 456 547 503
治療行為 80 88 65 110 144 — — — — — 0 0 0 0 0 58 67 63 0 50 102 108 82 79 69

Ｃ
Ｔ

撮影人数 8,200 8,609 8,953 8,962 8,804 369 409 398 499 425 2,120 1,865 2,116 2,284 2,303 6,503 6,775 7,125 6,760 6,618 980 960 1,023 969 1,125
頭頚部 2,067 2,088 1,941 1,808 1,952 324 357 354 438 377 465 410 489 664 492 2,203 2,205 2,087 2,134 1,891 397 316 346 309 380
胸　部 4,143 4,641 4,868 5,044 4,697 28 53 28 39 33 728 672 849 1,078 1026 3,219 3,331 3,349 2,715 2,514 315 358 328 351 416
腹　部 4,631 4,886 5,120 5,082 5,007 47 31 32 54 35 750 778 934 1,102 982 3,353 3,360 3,524 2,937 2,617 162 177 180 174 169
脊椎・四肢 1,235 1,480 1,507 1,540 1,557 0 4 3 21 4 228 70 75 87 113 693 572 719 1,558 1,828 72 83 137 144 166
心　臓 228 204 158 194 321 — — — — — 0 0 0 0 0 68 96 104 68 72 195 217 267 213 203
画像処理 1,248 1,437 1,428 1,496 1,532 — — — — — 1,793 1,295 2,143 1,695 1,629 744 656 814 856 951 483 482 546 526 566

Ｍ
Ｒ
Ｉ

撮影人数 2,298 2,229 2,416 2,303 2,469 — — — — — 390 395 406 434 397 1,610 1,436 1,704 1,519 1,389 1,769 1,700 1,779 1,739 1,856
頭頚部 882 830 934 838 935 — — — — — 268 266 294 252 241 687 661 797 691 683 1,468 1,377 1,360 1,279 1,408
胸　部 14 5 7 11 4 — — — — — 3 2 1 1 1 9 23 15 8 6 19 24 45 45 39
腹　部 525 539 641 802 635 — — — — — 14 31 27 39 42 356 420 498 425 363 124 149 186 166 161
脊椎・四肢 1,090 1,090 1,120 1,007 1,157 — — — — — 115 107 128 154 119 637 449 481 518 437 485 515 526 557 567
心　臓 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 226 292 292 194 203
画像処理 1,279 1,232 1,291 1,284 1,533 — — — — — 216 227 233 251 253 1,225 1,233 1,555 1,194 1,115 315 276 304 267 307

Ｒ
Ｉ

撮影人数 55 81 69 92 104 — — — — — — — — — — 34 24 42 27 22 149 140 163 162 173
ガンマカメラ 8 5 15 1 7 — — — — — — — — — — 5 1 6 2 15 173 183 162 161 164
全身スキャン 23 46 39 68 39 — — — — — — — — — — 29 17 33 23 11 38 29 44 36 59
SPECT 76 102 74 110 131 — — — — — — — — — — 33 22 38 26 22 116 108 131 131 141
負荷検査(再掲） 26 26 14 19 56 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 29 37 21 16 23

治
療

治療人数 — — — — — — — — — — — — — — — 548 133 0 0 0 154 164 149 63 161
一般照射 — — — — — — — — — — — — — — — 2,226 567 0 0 0 2,066 2,310 1,772 756 1,951
全身照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 3 0 0 0 4
術中照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
治療計画 — — — — — — — — — — — — — — — 35 0 0 0 0 99 118 102 32 121

血液照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
画像取込み及びコピー 2,587 2,664 2,786 3,163 3,090 133 0 142 176 166 466 467 522 502 435 1,289 1,192 1,308 1,384 1,439 2,354 2,250 2,344 2,469 2,791
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●画像診断� （単位：人、件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院 こども病院
年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

撮
影
部
門

一
般
撮
影

撮影人数 26,352 24,260 24,751 24,309 25,410 492 541 458 497 500 4,899 4,054 3,911 3,817 3,567 14,496 12,331 15,247 13,431 13,355 20,038 18,657 19,202 18,838 19,914
頭　部 1,029 916 789 806 948 0 0 0 3 1 9 1 4 2 6 73 42 71 37 56 383 388 424 489 600
胸　部 14,537 12,833 13,366 13,378 14,720 467 471 408 436 407 3,126 2,801 2,697 2,627 2,483 7,501 6,434 8,452 7,483 7,761 14,988 13,853 13,881 13,684 14,802
腹　部 2,430 2,194 2,005 2,190 2,319 42 118 81 71 166 155 240 234 130 144 1,726 1,244 2,479 1,508 1,199 1,901 1,969 1,844 1,864 2,102
脊椎・四肢・骨盤・その他 16,544 15,797 16,047 15,627 15,243 33 38 34 56 51 3,110 2,059 1,941 1,755 1,574 9,089 7,856 9,431 9,418 9,288 3,893 3,617 4,110 4,093 4,181

ポータブル撮影
(再掲）

病　室 1,473 952 1,089 1,073 1,292 10 22 23 22 27 354 321 248 90 155 676 541 1,033 753 949 8,643 8,404 8,530 8,300 9,385
手術室 1,019 1,088 1,126 1,090 1,080 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 432 361 442 448 355 502 569 465 499 567

乳房撮影
（マンモグラフィー）

撮影人数 711 940 892 949 921 — — — — — 234 297 245 288 214 405 387 440 369 361 0 0 0 0 0
件　数 1,418 1,617 1,778 1,892 1,840 — — — — — 476 602 492 573 424 1,612 1,523 1,752 1,462 1,423 0 0 0 0 0

骨塩定量
撮影人数 577 639 667 774 805 — — — — — 120 109 139 148 185 505 516 583 643 766 0 0 0 0 0
件　数　 923 1,072 1,090 1,353 1,464 — — — — — 360 327 417 442 553 955 969 1,096 1,200 1,455 0 0 0 0 0

透
視
・
造
影
撮
影
部
門

撮影人数 1,440 1,480 1,382 1,381 1,418 — — — — — 69 69 56 67 62 1,536 1,384 1,459 1,259 1,051 417 442 463 446 495
消化管系 244 225 205 194 174 — — — — — 12 20 20 17 21 1,137 984 1,067 837 725 134 130 148 134 157
胆のう・膵臓系 160 118 130 110 123 — — — — — 0 0 0 1 0 47 85 106 114 58 4 1 6 6 3
尿路系 4 13 11 7 15 — — — — — 2 0 0 0 0 61 73 62 93 70 202 173 188 186 181
脊髄腔系 70 113 111 105 105 — — — — — 0 8 3 3 0 61 27 20 14 15 0 1 2 2 0
関節腔系 3 6 0 1 6 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 49 20 75 48 0
その他 18 18 17 21 13 — — — — — 2 4 7 10 14 18 17 17 8 1 62 64 69 57 66
造影を伴わない透視及び撮影 204 178 145 143 149 — — — — — 42 37 26 36 27 73 97 62 71 83 102 140 92 130 132
外科用イメージ 601 629 653 651 619 — — — — — 11 0 0 0 0 160 138 147 128 101 153 208 130 157 213

血
管
撮
影

頭頚部血管 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 7 15 14
心臓血管 108 140 76 102 145 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 308 331 262 311 278
腹部血管 2 0 3 2 8 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 6 4
その他血管 35 48 33 52 74 — — — — — 0 0 0 0 0 79 87 99 0 7 467 549 456 547 503
治療行為 80 88 65 110 144 — — — — — 0 0 0 0 0 58 67 63 0 50 102 108 82 79 69

Ｃ
Ｔ

撮影人数 8,200 8,609 8,953 8,962 8,804 369 409 398 499 425 2,120 1,865 2,116 2,284 2,303 6,503 6,775 7,125 6,760 6,618 980 960 1,023 969 1,125
頭頚部 2,067 2,088 1,941 1,808 1,952 324 357 354 438 377 465 410 489 664 492 2,203 2,205 2,087 2,134 1,891 397 316 346 309 380
胸　部 4,143 4,641 4,868 5,044 4,697 28 53 28 39 33 728 672 849 1,078 1026 3,219 3,331 3,349 2,715 2,514 315 358 328 351 416
腹　部 4,631 4,886 5,120 5,082 5,007 47 31 32 54 35 750 778 934 1,102 982 3,353 3,360 3,524 2,937 2,617 162 177 180 174 169
脊椎・四肢 1,235 1,480 1,507 1,540 1,557 0 4 3 21 4 228 70 75 87 113 693 572 719 1,558 1,828 72 83 137 144 166
心　臓 228 204 158 194 321 — — — — — 0 0 0 0 0 68 96 104 68 72 195 217 267 213 203
画像処理 1,248 1,437 1,428 1,496 1,532 — — — — — 1,793 1,295 2,143 1,695 1,629 744 656 814 856 951 483 482 546 526 566

Ｍ
Ｒ
Ｉ

撮影人数 2,298 2,229 2,416 2,303 2,469 — — — — — 390 395 406 434 397 1,610 1,436 1,704 1,519 1,389 1,769 1,700 1,779 1,739 1,856
頭頚部 882 830 934 838 935 — — — — — 268 266 294 252 241 687 661 797 691 683 1,468 1,377 1,360 1,279 1,408
胸　部 14 5 7 11 4 — — — — — 3 2 1 1 1 9 23 15 8 6 19 24 45 45 39
腹　部 525 539 641 802 635 — — — — — 14 31 27 39 42 356 420 498 425 363 124 149 186 166 161
脊椎・四肢 1,090 1,090 1,120 1,007 1,157 — — — — — 115 107 128 154 119 637 449 481 518 437 485 515 526 557 567
心　臓 0 0 0 0 0 — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 226 292 292 194 203
画像処理 1,279 1,232 1,291 1,284 1,533 — — — — — 216 227 233 251 253 1,225 1,233 1,555 1,194 1,115 315 276 304 267 307

Ｒ
Ｉ

撮影人数 55 81 69 92 104 — — — — — — — — — — 34 24 42 27 22 149 140 163 162 173
ガンマカメラ 8 5 15 1 7 — — — — — — — — — — 5 1 6 2 15 173 183 162 161 164
全身スキャン 23 46 39 68 39 — — — — — — — — — — 29 17 33 23 11 38 29 44 36 59
SPECT 76 102 74 110 131 — — — — — — — — — — 33 22 38 26 22 116 108 131 131 141
負荷検査(再掲） 26 26 14 19 56 — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 29 37 21 16 23

治
療

治療人数 — — — — — — — — — — — — — — — 548 133 0 0 0 154 164 149 63 161
一般照射 — — — — — — — — — — — — — — — 2,226 567 0 0 0 2,066 2,310 1,772 756 1,951
全身照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 3 0 0 0 4
術中照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
治療計画 — — — — — — — — — — — — — — — 35 0 0 0 0 99 118 102 32 121

血液照射 — — — — — — — — — — — — — — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
画像取込み及びコピー 2,587 2,664 2,786 3,163 3,090 133 0 142 176 166 466 467 522 502 435 1,289 1,192 1,308 1,384 1,439 2,354 2,250 2,344 2,469 2,791



74　地域の明日を医療で支える

（単位：件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度

区　分 院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

検
体
検
査

生化学検査Ⅰ 485,575 72,398 471,963 76,237 491,290 82,842 467,079 87,640 471,200 88,788 33,776 0 38,450 0 34,614 0 42,562 0 40,279 0 118,202 23,338 120,716 19,506 122,110 23,698 120,789 23,657 111,059 18,372 476,476 21,295 475,293 19,251

生化学検査Ⅱ 18,072 714 18,026 747 16,942 1,190 15,220 1,572 17,642 1,649 1,290 0 1,606 0 1,621 0 1,996 0  2,118 0 3,905 796 4,154 695 4,279 840 4,688 847 3,667 857 15,510 1,092 17,620 900

薬物検査 117 0 132 0 108 0 53 0 61 0 750 0 745 0 611 0 909 0  855 0 268 51 233 30 177 26 115 33 67 20 150 0 236 0

微生物学的検査(一般） 13,290 48 10,237 56 10,532 60 10,499 61 12,614 51 — — — — — — — — — — 2,433 24 2,297 25 3,522 24 3,764 24 2,609 24 4,459 48 4,177 0

微生物学的検査(特殊） 2,110 142 1,291 236 1,482 184 1,388 0 1,587 0 0 0 0 0 0 0 694 0  189 0 95 0 34 — 18 0 0 0 0 0 274 1 1,018 0

免疫学的検査 42,038 14,547 37,710 15,095 48,368 14,837 65,451 15,863 60,526 16,641 1,638 18 1,738 50 1,991 0 2,298 0  1,668 0 6,061 1,292 4,300 1,210 4,091 1,380 6,129 1,907 7,934 1,517 23,718 4,739 25,217 4,235

輸血検査 4,572 0 5,162 0 4,870 0 5,005 0 4,671 0 — — — — — — — — — — 93 0 56 — 69 0 49 0 39 0 697 0 732 0

血液学的検査 85,915 7,364 83,166 7,753 85,622 8,452 80,675 9,096 79,801 9,441 4,626 0 5,192 0 5,104 0 5,854 0  6,204 0 14,939 3,185 15,344 2,881 14,612 2,951 16,836 3,211 15,482 2,873 65,103 3,667 65,788 3,317

一般検査 19,973 11,375 20,069 12,217 20,817 13,333 21,051 14,151 21,774 15,992 380 0 546 0 338 0 422 0  379 0 5,677 2,325 5,553 2,041 5,403 2,366 5,649 2,349 4,921 2,199 16,871 3,635 14,540 3,631

遺伝子検査 42 24 412 31 1,875 23 1,596 21 210 42 — — — — — — — — — — 0 0 221 5 1,351 0 2,887 0 855 0 0 0 508 0

血液ガス 800 0 853 0 1,040 0 1,073 0 772 0 — — — — — — — — — — 268 0 279 — 545 0 652 0 437 0 601 0 572 0

採血業務 21,651 0 20,740 0 22,404 0 22,299 0 23,099 0 — — — — — — — — — — 12,384 558 12,334 — 14,530 0 8,784 0 8,204 0 23,864 1,591 22,587 1,435

その他 0 52 0 41 0 53 0 43 0 55 — — — — — — — — — — 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

病
理
細
胞
診

病理組織検査 4,848 0 5,074 0 4,988 0 4,892 0 4,777 0 — — — — — — — — — — 269 5 251 6 279 9 293 17 136 5 2,596 94 2,459 78

細胞診検査 4,726 1,577 5,178 1,701 5,481 1,974 5,552 1,996 5,443 2,125 — 0 — 2,191 — 1,003 — 376 —  55 271 395 237 387 258 443 304 406 166 376 2,085 281 2,639 252

剖　検 36 0 18 0 0 0 18 0 0 0 — — — — — — — — — — 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

生
理
検
査

心電図 6,056 3,256 5,678 3,499 5,682 3,825 5,832 4,032 5,914 4,076 571 0 649 0 585 0 641 0  581 0 1,393 909 1,348 790 1,403 936 1,386 916 1,263 946 3,119 1,591 2,951 1,435

負荷心電図 3 0 7 0 9 0 6 0 2 0 — — — — — — — — — — 13 0 10 — 11 0 10 0 10 0 51 8 61 7

ホルター心電図 75 0 77 0 79 0 71 0 79 0 — — — — — — — — — — 64 0 46 — 66 0 40 0 32 0 324 0 250 0

トレッドミル検査 13 0 9 0 7 0 10 0 5 0 — — — — — — — — — — 0 0 — — 0 0 0 0 — — 0 0 0 0

脳　波 53 0 48 0 47 0 63 0 40 0 21 0 13 0 5 0 9 0  7 0 0 0 — — 0 0 0 0 — — 13 0 23 0

賦活脳波 35 0 34 0 39 0 41 0 25 0 54 0 47 0 47 0 43 0  35 0 0 0 — — 0 0 0 0 — — 29 0 24 0

心臓超音波 1,254 0 1,459 0 1,432 0 1,393 0 1,574 0 22 0 24 0 20 0 20 0  33 0 332 0 355 — 339 0 301 0 219 0 948 3 928 4

その他の超音波 5,393 2,827 5,818 2,820 6,090 3,186 5,828 3,407 5,870 3,567 14 0 13 0 6 0 24 0  13 0 546 1,213 680 1,155 752 1,317 781 1,391 635 1,339 883 733 981 638

呼吸機能検査 1,581 4,092 1,966 1,542 2,087 66 1,882 0 2,424 4,140 — — — — — — — — — — 63 235 96 219 61 193 41 265 74 313 676 1,031 290 475

誘発電位 552 0 426 0 427 0 479 0 460 0 — — — — — — — — — — 8 0 30 — 12 9 4 0 2 0 156 0 117 0

眼底カメラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — — — — — — — — — — 0 253 — 232 0 273 0 275 0 305 0 0 0 0

脈　波 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — — — — — — — — — — 82 52 109 76 113 77 121 85 70 55 0 0 0 0

聴　力 3,033 3,248 3,033 3,485 3,171 3,808 3,360 4,011 3,541 4,052 — — — — — — — — — — 27 747 22 732 54 758 70 664 96 719 905 1,653 620 1,485

その他 356 428 324 387 317 435 490 504 569 431 — — — — — — — — — — 3 0 2 — 0 0 0 0 0 0 140 86 172 71

院内実施計 722,169 122,092 698,910 125,847 735,206 134,268 721,306 142,397 724,680 151,050 151,050 18 49,023 44,942 1,003 55,472 376 52,361 55 55 168,707 29,990 174,055 35,300 173,693 36,047 157,977 29,920 681,196 671,312

委託・外注計 11,416 11,049 11,299 10,579 11,817 906 2,241 1,433 1,341 1,149 1,278 1,750 2,187 2,382 1,720 14 5,176 5,706

総　　合　　計 855,677 835,806 880,773 874,282 887,547 44,066 51,264 47,378 57,189 53,565 204,052 200,447 211,542 212,122 189,631 686,372 677,018

新生児マススクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —

オプショナル新生児スクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —

❺　検査の状況
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（単位：件）

病院名 信州医療センター こころの医療センター駒ヶ根 こころの医療センター駒ヶ根 阿南病院 木曽病院

年　度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度

区　分 院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

検
体
検
査

生化学検査Ⅰ 485,575 72,398 471,963 76,237 491,290 82,842 467,079 87,640 471,200 88,788 33,776 0 38,450 0 34,614 0 42,562 0 40,279 0 118,202 23,338 120,716 19,506 122,110 23,698 120,789 23,657 111,059 18,372 476,476 21,295 475,293 19,251

生化学検査Ⅱ 18,072 714 18,026 747 16,942 1,190 15,220 1,572 17,642 1,649 1,290 0 1,606 0 1,621 0 1,996 0  2,118 0 3,905 796 4,154 695 4,279 840 4,688 847 3,667 857 15,510 1,092 17,620 900

薬物検査 117 0 132 0 108 0 53 0 61 0 750 0 745 0 611 0 909 0  855 0 268 51 233 30 177 26 115 33 67 20 150 0 236 0

微生物学的検査(一般） 13,290 48 10,237 56 10,532 60 10,499 61 12,614 51 — — — — — — — — — — 2,433 24 2,297 25 3,522 24 3,764 24 2,609 24 4,459 48 4,177 0

微生物学的検査(特殊） 2,110 142 1,291 236 1,482 184 1,388 0 1,587 0 0 0 0 0 0 0 694 0  189 0 95 0 34 — 18 0 0 0 0 0 274 1 1,018 0

免疫学的検査 42,038 14,547 37,710 15,095 48,368 14,837 65,451 15,863 60,526 16,641 1,638 18 1,738 50 1,991 0 2,298 0  1,668 0 6,061 1,292 4,300 1,210 4,091 1,380 6,129 1,907 7,934 1,517 23,718 4,739 25,217 4,235

輸血検査 4,572 0 5,162 0 4,870 0 5,005 0 4,671 0 — — — — — — — — — — 93 0 56 — 69 0 49 0 39 0 697 0 732 0

血液学的検査 85,915 7,364 83,166 7,753 85,622 8,452 80,675 9,096 79,801 9,441 4,626 0 5,192 0 5,104 0 5,854 0  6,204 0 14,939 3,185 15,344 2,881 14,612 2,951 16,836 3,211 15,482 2,873 65,103 3,667 65,788 3,317

一般検査 19,973 11,375 20,069 12,217 20,817 13,333 21,051 14,151 21,774 15,992 380 0 546 0 338 0 422 0  379 0 5,677 2,325 5,553 2,041 5,403 2,366 5,649 2,349 4,921 2,199 16,871 3,635 14,540 3,631

遺伝子検査 42 24 412 31 1,875 23 1,596 21 210 42 — — — — — — — — — — 0 0 221 5 1,351 0 2,887 0 855 0 0 0 508 0

血液ガス 800 0 853 0 1,040 0 1,073 0 772 0 — — — — — — — — — — 268 0 279 — 545 0 652 0 437 0 601 0 572 0

採血業務 21,651 0 20,740 0 22,404 0 22,299 0 23,099 0 — — — — — — — — — — 12,384 558 12,334 — 14,530 0 8,784 0 8,204 0 23,864 1,591 22,587 1,435

その他 0 52 0 41 0 53 0 43 0 55 — — — — — — — — — — 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

病
理
細
胞
診

病理組織検査 4,848 0 5,074 0 4,988 0 4,892 0 4,777 0 — — — — — — — — — — 269 5 251 6 279 9 293 17 136 5 2,596 94 2,459 78

細胞診検査 4,726 1,577 5,178 1,701 5,481 1,974 5,552 1,996 5,443 2,125 — 0 — 2,191 — 1,003 — 376 —  55 271 395 237 387 258 443 304 406 166 376 2,085 281 2,639 252

剖　検 36 0 18 0 0 0 18 0 0 0 — — — — — — — — — — 0 0 — — 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

生
理
検
査

心電図 6,056 3,256 5,678 3,499 5,682 3,825 5,832 4,032 5,914 4,076 571 0 649 0 585 0 641 0  581 0 1,393 909 1,348 790 1,403 936 1,386 916 1,263 946 3,119 1,591 2,951 1,435

負荷心電図 3 0 7 0 9 0 6 0 2 0 — — — — — — — — — — 13 0 10 — 11 0 10 0 10 0 51 8 61 7

ホルター心電図 75 0 77 0 79 0 71 0 79 0 — — — — — — — — — — 64 0 46 — 66 0 40 0 32 0 324 0 250 0

トレッドミル検査 13 0 9 0 7 0 10 0 5 0 — — — — — — — — — — 0 0 — — 0 0 0 0 — — 0 0 0 0

脳　波 53 0 48 0 47 0 63 0 40 0 21 0 13 0 5 0 9 0  7 0 0 0 — — 0 0 0 0 — — 13 0 23 0

賦活脳波 35 0 34 0 39 0 41 0 25 0 54 0 47 0 47 0 43 0  35 0 0 0 — — 0 0 0 0 — — 29 0 24 0

心臓超音波 1,254 0 1,459 0 1,432 0 1,393 0 1,574 0 22 0 24 0 20 0 20 0  33 0 332 0 355 — 339 0 301 0 219 0 948 3 928 4

その他の超音波 5,393 2,827 5,818 2,820 6,090 3,186 5,828 3,407 5,870 3,567 14 0 13 0 6 0 24 0  13 0 546 1,213 680 1,155 752 1,317 781 1,391 635 1,339 883 733 981 638

呼吸機能検査 1,581 4,092 1,966 1,542 2,087 66 1,882 0 2,424 4,140 — — — — — — — — — — 63 235 96 219 61 193 41 265 74 313 676 1,031 290 475

誘発電位 552 0 426 0 427 0 479 0 460 0 — — — — — — — — — — 8 0 30 — 12 9 4 0 2 0 156 0 117 0

眼底カメラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — — — — — — — — — — 0 253 — 232 0 273 0 275 0 305 0 0 0 0

脈　波 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — — — — — — — — — — 82 52 109 76 113 77 121 85 70 55 0 0 0 0

聴　力 3,033 3,248 3,033 3,485 3,171 3,808 3,360 4,011 3,541 4,052 — — — — — — — — — — 27 747 22 732 54 758 70 664 96 719 905 1,653 620 1,485

その他 356 428 324 387 317 435 490 504 569 431 — — — — — — — — — — 3 0 2 — 0 0 0 0 0 0 140 86 172 71

院内実施計 722,169 122,092 698,910 125,847 735,206 134,268 721,306 142,397 724,680 151,050 151,050 18 49,023 44,942 1,003 55,472 376 52,361 55 55 168,707 29,990 174,055 35,300 173,693 36,047 157,977 29,920 681,196 671,312

委託・外注計 11,416 11,049 11,299 10,579 11,817 906 2,241 1,433 1,341 1,149 1,278 1,750 2,187 2,382 1,720 14 5,176 5,706

総　　合　　計 855,677 835,806 880,773 874,282 887,547 44,066 51,264 47,378 57,189 53,565 204,052 200,447 211,542 212,122 189,631 686,372 677,018

新生児マススクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —

オプショナル新生児スクリーニング検査 — — — — — — — — — — — — — — — — —



76　地域の明日を医療で支える

（単位：件）

病院名 木曽病院 こども病院

年　度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

区　分 院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

院内
ドック

・
受託他

検
体
検
査

生化学検査Ⅰ 540,431 21,302 509,948 17,395 477,463 18,566 306,187 — 297,211 — 293,314 — 303,122 — 292,297 —

生化学検査Ⅱ 18,433 989 16,623 949 14,900 962 10,198 — 9,958 — 9,938 — 9,562 — 9,309 —

薬物検査 220 0 234 0 228 0 1,913 — 1,933 — 1,527 — 1,526 — 1,569 —

微生物学的検査(一般） 5,905 48 5,280 0 5,519 0 8,743 — 8,702 — 8,281 — 7,830 — 6,557 —

微生物学的検査(特殊） 288 1 184 0 95 0 69 — 51 — 69 — 54 — 56 —

免疫学的検査 27,078 4,674 26,228 3,738 22,783 4,406 33,009 — 29,846 — 29,336 — 28,640 — 28,059 —

輸血検査 617 0 582 0 580 0 5,472 — 5,857 — 4,871 — 4,981 — 4,039 —

血液学的検査 78,626 3,694 72,561 3,122 64,875 3,254 79,770 — 73,100 — 72,095 — 75,319 — 71,988 —

一般検査 19,088 3,805 18,948 4,743 19,155 3,421 16,432 — 15,024 — 13,556 — 13,583 — 13,304 —

遺伝子検査 1,787 0 3,600 0 873 0 385 — 238 — 1,184 — 3,221 — 80 —

血液ガス 769 0 592 0 728 0 25,499 — 23,705 — 23,618 — 25,934 — 24,491 —

採血業務 24,577 1,624 22,355 1,494 21,173 1,549 7,034 — 6,823 — 6,906 — 6,647 — 6,564 —

その他 0 0 0 0 0 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

病
理
細
胞
診

病理組織検査 3,062 144 2,610 89 2,140 88 990 — 1,145 — 1,335 — 1,213 — 1,426 —

細胞診検査 2,263 802 2,295 243 1,821 248 88 — 72 — 126 — 122 — 155 —

剖　検 0 0 0 0 0 0 437 — 6 — 256 — 234 — 159 —

生
理
検
査

心電図 3,941 1,624 3,730 1,494 3,224 1,549 5,925 — 5,260 — 5,526 — 5,263 — 5,349 —

負荷心電図 41 8 52 0 52 0 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

ホルター心電図 230 0 216 0 196 0 908 — 888 — 836 — 765 — 846 —

トレッドミル検査 0 0 — — 0 0 120 — 122 — 143 — 57 — 148 —

脳　波 12 0 20 0 13 0 83 — 74 — 61 — 75 — 72 —

賦活脳波 30 0 24 0 36 0 527 — 441 — 531 — 410 — 465 —

心臓超音波 1,065 1 973 3 840 2 8,088 — 6,682 — 7,239 — 7,372 — 6,584 —

その他の超音波 1,071 745 1,160 852 1,089 737 15,132 — 15,094 — 15,726 — 15,929 — 15,262 —

呼吸機能検査 333 405 261 3 220 361 445 — 256 — 290 — 108 — 244 —

誘発電位 112 0 104 0 106 — 420 — 301 — 336 — 423 — 264 —

眼底カメラ 0 0 — — — — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

脈　波 0 0 — — — — 0 — 0 — 0 — 0 — 0 —

聴　力 828 1,681 923 1,640 917 1,534 1,848 — 1,969 — 2,262 — 2,345 — 2,279 —

その他 163 72 177 2 178 0 199 — 158 — 150 — 180 — 276 —

院内実施計 730,970 41,619 689,680 35,767 639,204 36,677 529,921 — 504,916 — 499,512 — 514,915 — 491,842 —

委託・外注計 8,217 6,204 5,901 11,016 11,575 11,420 11,213 11,257

総　　合　　計 780,806 731,651 681,782 540,937 516,491 510,932 526,128 503,099

新生児マススクリーニング検査 — — — — — 14,562 13,485 12,364

オプショナル新生児スクリーニング検査 — — — — — — 5,595
(10月～3月) 10,659



77

❻　人工透析患者の状況

（単位：件）

年 度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

病院名 区分 延件数 1日平均件数 延件数 １日平均件数 延件数 １日平均件数

信州医療センター
入院 452 1.4 271 0.7 369 1.0

外来 5,791 18.4 6,109 19.5 6,604 21.0

阿南病院
入院 148 0.4 81 0.2 99 0.3

外来 2,460 7.8 2,633 8.4 2,670 8.5

木曽病院
入院 450 1.4 417 1.3 717 2.3

外来 9,927 31.6 10,011 32.0 9,851 31.5

（単位：件）

年 度 令和4年度 令和5年度

病院名 区分 延件数 1日平均件数 延件数 １日平均件数

信州医療センター
入院 384 1.1 425 1.2

外来 6,588 21.0 6,417 17.6

阿南病院
入院 125 0.3 134 0.4

外来 2,577 8.2 2,295 6.3

木曽病院
入院 557 1.8 659 2.1

外来 8,828 28.2 7,536 24.1



78　地域の明日を医療で支える

❼　診療科別内視鏡の状況（検査のみ）

（単位：件）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
病
院
名

診療科
検査件数 検査件数 検査件数 検査件数 検査件数

入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内　科 471 1,764 212 1,928 200 1,378 480 2,183 370 1,792

呼吸器・感染症内科 26 45 17 39 13 21 30 42 41 33

脳神経内科 0 1 0 3 0 0 0 1 0 2

循環器内科 11 7 9 8 7 15 20 12 11 15

脳神経外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小児科 0 2 0 4 0 0 0 1 0 1

外　科 52 162 38 113 25 106 44 117 21 97

整形外科 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

形成外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産婦人科 1 1 0 0 0 0 0 3 0 0

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

耳鼻咽喉科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線科 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0

呼吸器外科 13 2 6 2 4 2 4 2 7 5

血管外科 0 0 0 0 3 2 0 2 0 0

総合診療科 99 440 0 0 48 340 130 479 103 422

救急科 129 61 38 42 65 36 135 56 148 40

人間ドック 0 3,046 0 0 0 3,577 0 4,735 0 3,850

小　計※ 802 5,532 320 2,140 752 5,905 846 7,633 701 6,258

結　核 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 802 5,532 320 2,140 752 5,905 846 7,633 701 6,258

阿
南
病
院

内　科 35 300 67 710 41 291 41 328 32 222

小児科 0 1 0 2 0 1 0 0 0 0

外　科 13 17 14 18 1 13 7 22 6 9

整形外科 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

婦人科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人間ドック 0 441 0 425 0 453 0 448 0 462

計 51 759 81 730 42 758 48 798 38 693

※治療・処置含む



79

　　診療科別内視鏡の状況（検査のみ）

（単位：件）

年　度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
病
院
名

診療科
検査件数 検査件数 検査件数 検査件数 検査件数

入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来 入院 外来

木
曽
病
院

内　科 76 1,815 100 1,587 155 1,808 182 1,428 122 1,536

脳神経内科 3 0 5 0 1 2 0 0 2 3

小児科 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

外　科 23 254 30 213 32 285 14 240 6 235

整形外科 2 0 4 0 9 0 0 0 0 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

形成外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

泌尿器科 1 216 4 219 2 197 11 159 4 173

耳鼻咽喉科 0 489 0 267 0 356 15 381 7 484

精神科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産婦人科 0 24 0 23 1 26 0 20 0 14

放射線科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

脳神経外科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

麻酔科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リハビリテーション科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人間ドック 0 1,151 0 1,035 0 1,180 0 1,197 0 1,210

計 105 3,949 143 3,344 200 3,855 222 3,425 141 3,655

こ
ど
も
病
院

小
児
科

総合小児科 12 1 21 0 34 2 47 0 31 3

血液腫瘍科 6 0 13 0 9 0 19 0 18 0

新生児科 2 1 72 0 49 0 74 0 57 0

小児集中治療科 99 0 62 0 61 0 53 0 83 0

小児外科 49 99 43 109 50 166 43 178 58 165

整形外科 0 0 2 0 0 0 3 0 4 0

形成外科 2 1 28 2 6 2 18 4 7 4

脳神経外科 0 0 2 1 1 0 3 1 4 0

循環器小児科 19 0 76 0 21 0 23 1 19 0

皮膚科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼　科 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

神経小児科 1 1 51 0 86 0 88 2 81 1

耳鼻咽喉科 163 784 0 956 0 1,289 0 1,455 57 1,676

産　科 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0

リハビリテーション科 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

泌尿器科 1 0 2 1 2 0 2 0 5 0

救急科 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1

成育女性科 — — — — — — 0 1 0 0

計 354 889 372 1,070 319 1,461 377 1,642 424 1,852

合　　計 1,312 11,129 916 7,284 1,313 11,979 1,493 13,498 1,304 12,458



80　地域の明日を医療で支える

❽　公衆衛生活動の状況

（単位：件）

病院名 信州医療センター

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

人間ドック 

2日ドック
（通院） 149 128 130 135 122

日帰り 1,831 1,913 2,091 2,294 2,472

妊婦検診 4,437 4,508 5,171 5,026 4,100

健康診断 1,639 1,823 1,948 1,999 1,816

ガン検診 1,765 1,892 2,083 2,243 2,283

予防接種 4,968 4,823 4,405 4,507 3,912

その他健診 0 0 0 0 0

計 15,108 15,087 15,828 16,204 14,705

（単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — —

日帰り — — — — —

妊婦検診 — — — — —

健康診断 — — — — —

ガン検診 — — — — —

予防接種 67 225 1,636 1,048 878

その他健診 — — — — —

計 67 225 1,636 1,048 878

（単位：件）

病院名 阿南病院

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — —

日帰り 502 468 511 506 533

妊婦検診 — — — — —

健康診断 1,134 1,022 956 1,014 999

ガン検診 945 1,042 1,024 831 901

予防接種 3,291 3,680 11,118 7,315 5,164

その他健診 0 28 17 17 16

計 5,872 6,240 13,626 9,683 7,613



81

　　公衆衛生活動の状況

（単位：件）

病院名 木曽病院

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — 0

日帰り 516 452 515 503 586

妊婦検診 1,594 1,271 1,231 1,379 1,296

健康診断 766 690 722 675 634

ガン検診 414 412 396 393 404

予防接種 3,919 3,652 6,026 4,253 3,298

その他健診 1,145 972 1,034 1,061 1,048

計 8,354 7,449 9,924 8,264 7,266

（単位：件）

病院名 こども病院

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

人間ドック 
1泊2日 — — — — —

日帰り — — — — —

妊婦検診 4,243 3,697 3,523 2,142 3,121

健康診断 — — — — —

ガン検診 — — — — —

予防接種 367 367 478 519 488

その他健診 — — — — —

計 4,610 4,064 4,001 2,661 3,609



82　地域の明日を医療で支える

❾　医療・社会事業相談の状況

（単位：件）

病院名 信州医療センター

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経済問題 9 4 18 9 19

家庭問題 0 0 36 0 1

心理的問題 3 0 102 134 164

療養問題 1,532 1,692 14,145 16,794 13,563

社会問題 0 0 1 2 2

社会福祉制度 192 123 623 567 724

交通事故 0 0 0 0 1

その他 448 1,309 629 359 510

計 2,184 3,128 15,554 17,865 14,984

（単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経済問題 384 345 420 383 105

家庭問題 45 79 85 69 41

心理的問題 94 65 39 66 20

療養問題 5,724 6,206 6,954 6,295 3,512

社会問題 523 492 657 557 376

社会福祉制度 903 1,085 1,249 1,079 750

その他（連携・連絡等） 520 628 3 384 1

書類チェック 1,033 1,134 2,075 1,786 688

計 9,226 10,034 11,482 10,619 5,493

（単位：件）

病院名 阿南病院

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経済問題 22 13 12 5 30

家庭問題 2 7 8 0 1

心理的問題 1 1 5 0 1

療養問題 1,113 1,264 1,079 1,213 1,741

社会問題 0 12 29 3 1

社会福祉制度 218 691 851 1,052 1,577

交通事故 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

計 1,356 2,036 1,984 2,273 3,351



83

　　医療・社会事業相談の状況

（単位：件）

病院名 木曽病院

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経済問題 323 302 701 354 191

家庭問題 115 55 268 136 85

心理的問題 243 206 616 165 217

療養問題 1,578 1,294 5,257 5,199 4,115

社会問題 8 7 9 9 2

社会福祉制度 1,423 1,408 2,372 3,352 3,217

交通事故 4 2 4 0 0

その他 536 302 452 452 381

計 4,230 3,576 9,679 9,667 8,208

（単位：件）

病院名 こども病院

年度
区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経済問題 716 622 864 892 1,432

家庭問題 26 86 397 540 431

心理的問題 65 74 212 322 571

療養問題 237 567 172 373 1,110

社会問題 342 594 447 465 571

社会福祉制度 911 948 1,295 1,065 1,630

交通事故 0 0 0 0 0

その他 854 675 172 98 113

計 3,151 3,566 3,559 3,755 5,858



84　地域の明日を医療で支える

❿　理学・作業・言語療法の状況

（単位：件）
病院名 信州医療センター

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 1,945 1,180 1,468 1,045 1,090
Ⅱ 0 0 0 0 0

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 11,753 10,043 9,625 9,796 10,854
Ⅱ 0 0 0 0 0

運動器リハビリテーション Ⅰ 23,156 25,383 21,910 20,779 20,183
Ⅱ 0 0 0 0 0

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 8,460 10,391 9,378 8,087 6,602
Ⅱ 0 0 0 0 0

心臓リハビリテーション Ⅰ 2,175 2,245 2,455 2,410 2,479
Ⅱ 0 0 0 0 0

障害児リハビリテーション Ⅰ 0 0 0 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

がん患者リハビリテーション 3,279 3,453 3,432 3,772 2,298
訪問リハビリテーション 4,330 4,479 3,836 1,801 1,999
摂食機能療法 3,575 1,256 1,295 1,189 1,779
消炎鎮痛等処置 0 0 0 0 0
直達牽引・介達牽引 0 0 0 0 0

計 58,673 58,430 53,399 48,879 47,284

（単位：件）
病院名 阿南病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ 1,174 2,010 1,782 1,647 966

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ 8,499 7,313 4,778 5,619 5,447

運動器リハビリテーション Ⅰ 1,845 1,574 2,079 1,790 596
Ⅱ — — — — 913

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 50 1,967 2,752 2,859 3,359
Ⅱ — — — — —

心臓リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ — — — — —

障害児リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ — — — — —

がん患者リハビリテーション 43 356 — — —
訪問リハビリテーション 879 843 1,025 862 835
摂食機能療法 — — — — —
消炎鎮痛等処置 196 0 0 0 —
直達牽引・介達牽引 54 0 0 0 0

計 12,740 14,063 12,416 12,777 12,116

（単位：件）
病院名 木曽病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 8,516 7,708 6,008 5,230 3,713
Ⅱ — — — — —

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 9,500 12,333 14,020 11,178 12,022
Ⅱ — — — — —

運動器リハビリテーション Ⅰ 9,932 9,005 8,458 8,242 9,069
Ⅱ — — — — —

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 994 801 1,296 1,918 6,455
Ⅱ — — — — —

心臓リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ — — — — —

障害児リハビリテーション Ⅰ — — — — —
Ⅱ — — — — —

がん患者リハビリテーション 22 3 0 3 0
訪問リハビリテーション 774 844 1,027 855 861
摂食機能療法 2,646 4,242 4,611 4,056 2,292
消炎鎮痛等処置 0 0 1 1 0
直達牽引・介達牽引 52 32 29 37 59

計 32,436 34,968 35,450 31,520 34,471
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　　理学・作業・言語療法の状況

（単位：件）
病院名 こども病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ 27,226 26,157 14,589 13,150 13,861
Ⅱ 0 0 0 0 0

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ 92 57 1 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

運動器リハビリテーション Ⅰ 1,176 1,436 613 939 684
Ⅱ 0 0 0 0 0

呼吸器リハビリテーション Ⅰ 1,904 1,251 668 489 736
Ⅱ 0 0 0 0 0

心臓リハビリテーション Ⅰ 0 0 0 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

障害児リハビリテーション Ⅰ 12 0 0 0 0
Ⅱ 0 0 0 0 0

がん患者リハビリテーション 405 0 103 767 459
訪問リハビリテーション 22 30 6 7 1
摂食機能療法 801 204 130 122 35
消炎鎮痛等処置 0 0 0 0 0
直達牽引・介達牽引 0 0 0 0 0

計 31,638 29,135 16,110 15,474 15,776

●精神科専門療法件数� （単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

精神療法 33,202 35,152 31,082 30,939 35,795

精神科作業療法 11,159 9,631 10,074 9,725 9,754

その他の精神科専門療法 864 679 686 927 859

精神科デイケア 10,683 9,074 7,805 7,819 7,769

精神科訪問看護 1,981 1,931 1,796 2,282 1,849

計 57,889 56,467 51,443 51,692 56,026

（単位：件）

病院名 阿南病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

精神療法 835 760 777 704 691

精神科作業療法 — — — — —

その他の精神科専門療法 — — — — —

精神科デイケア — — — — —

精神科訪問看護 123 420 420 428 446

計 958 1,180 1,197 1,132 1,137

⓫　精神科専門療法の状況
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⓬　心理及び言語検査の状況

（単位：件）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

発達及び知能検査 239 293 361 318 266

人格検査 608 676 603 574 525

その他検査 695 842 937 851 724

標準純音聴力検査 — — — — —

遊戯聴力検査 — — — — —

その他の聴力検査 — — — — —

計 1,542 1,811 1,901 1,743 1,515

（単位：件）

病院名 こども病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

発達及び知能検査 654 681 626 671 647

人格検査 51 52 3 31 69

その他検査 23 22 11 23 30

標準純音聴力検査 253 212 254 258 224

遊戯聴力検査 756 851 906 995 1,116

その他の聴力検査 728 807 979 998 838

計 2,465 2,625 2,779 2,976 2,924
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⓭　栄養管理の状況

●食数� （単位：食）

病院名 信州医療センター

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一般食 163,581 146,624 146,669 139,907 132,106

特別食 55,593 40,065 37,028 31,786 29,155

その他 — — — — —

計 219,174 186,689 183,697 171,693 161,261

（単位：食）

病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一般食 85,842 81,100 76,341 78,654 78,562

特別食 15,339 15,802 17,439 17,349 16,903

その他 7,793 6,228 3,332 1,132 3,993

計 108,974 103,130 97,112 97,135 99,458

（単位：食）

病院名 阿南病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一般食 29,313 24,162 26,901 25,228 27,751

特別食 14,864 14,951 12,927 13,480 11,113

その他 188 120 198 179 200

計 44,365 39,233 40,026 38,887 39,064

（単位：食）

病院名 木曽病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一般食 76,015 66,473 76,407 66,743 67,966

特別食 27,237 35,379 44,182 33,719 28,748

その他 2,659 2,550 2,325 2,552 2,776

計 105,911 104,402 122,914 103,014 99,490

（単位：食）

病院名 こども病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

一般食 126,256 119,942 116,920 113,396 117,320

特別食 12,224 11,269 15,360 10,656 9,361

その他 — — — — —

計 138,480 131,211 132,280 124,052 126,681
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　　栄養管理の状況

●栄養食事指導件数� （単位：件、人）
病院名 信州医療センター

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 454 483 602 710 737

集団指導
件　数 0 0 0 0 0
延人数 0 0 0 0 0

その他
個別指導件数 111 90 74 40 5

集団指導
件　数 0 0 0 0 0
延人数 0 0 0 0 0

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 767 1,083 1,565 1,488 1,352
糖尿病透析予防指導 28 0 16 12 1

集団指導
件　数 0 0 0 0 0
延人数 0 0 0 0 0

その他

個別指導件数 136 165 51 30 26
人間ドック 126 0 105 108 106

集団指導
件　数 4 0 0 0 0
延人数 24 0 0 0 0

（単位：件、人）
病院名 こころの医療センター駒ヶ根

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 8 23 26 3 3

集団指導
件　数 8 7 9 5 5
延人数 8 7 14 5 5

その他
個別指導件数 65 68 64 55 47

集団指導
件　数 33 6 21 25 22
延人数 226 155 189 178 163

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 5 31 37 33 32
糖尿病透析予防指導 — — — — —

集団指導
件　数 0 0 — 0 0
延人数 0 0 — 0 0

その他

個別指導件数 4 7 5 7 29
人間ドック — — — — —

集団指導
件　数 30 6 10 10 13
延人数 210 67 79 57 93

（単位：件、人）
病院名 阿南病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 24 33 24 20 20

集団指導
件　数 — — — — —
延人数 — — — — —

その他
個別指導件数 — 6 13 6 6

集団指導
件　数 — — — — —
延人数 — — — — —

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 41 136 149 161 154
糖尿病透析予防指導 — — — — —

集団指導
件　数 — — — — —
延人数 — — — — —

その他

個別指導件数 0 13 2 1 0
人間ドック 135 112 87 70 49

集団指導
件　数 10 12 12 12 12
延人数 36 29 31 32 19



89

　　栄養管理の状況

●栄養食事指導件数� （単位：件、人）
病院名 木曽病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 58 82 193 340 380

集団指導
件　数 — 0 0 0 0
延人数 — 0 0 0 0

その他
個別指導件数 22 19 38 145 127

集団指導
件　数 63 48 47 0 0
延人数 101 74 68 0 0

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 537 574 428 341 398
糖尿病透析予防指導 — — — — —

集団指導
件　数 5 0 0 1 2
延人数 30 0 0 6 7

その他

個別指導件数 4 3 3 6 27
人間ドック — — — — —

集団指導
件　数 14 5 5 5 4
延人数 34 10 5 8 11

（単位：件、人）
病院名 こども病院

年度区分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

入
院

指導料
請　求

個別指導件数 200 600 700 607 646

集団指導
件　数 0 0 0 — 0
延人数 0 0 0 — 0

その他
個別指導件数 1,043 752 1,021 890 473

集団指導
件　数 66 18 28 27 22
延人数 368 42 95 121 112

外
来

指導料
請　求

個別指導件数 253 221 237 280 291
糖尿病透析予防指導 — — — — —

集団指導
件　数 0 0 0 — 0
延人数 0 0 0 — 0

その他

個別指導件数 108 122 143 307 507
人間ドック — — — — —

集団指導
件　数 12 2 1 1 1
延人数 39 18 16 12 16





職員の状況
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職種別職員構成1

（単位：人）

区　分

平成22年４月１日
（機構発足時） 令和６年３月31日 （参考）令和６年４月１日

職員数a 職員数b
対発足時増減

b-a 職員数c
対発足時増減

c-a

うち
県派遣

うち
県派遣 職員数 うち

県派遣
うち

県派遣 職員数 うち
県派遣

医師 160 14 208 11 48 △ 3 200 14 40 0

看護師 710 0 870 0 160 0 894 0 184 0

薬剤師 33 22 51 2 18 △ 20 56 2 23 △ 20

診療放射線技師 29 0 29 0 0 0 29 0 0 0

臨床検査技師 36 9 41 0 5 △ 9 43 0 7 △ 9

管理栄養士 14 11 16 0 2 △ 11 16 0 2 △ 11

作業療法士 9 1 23 0 14 △ 1 23 0 14 △ 1

理学療法士 20 6 46 0 26 △ 6 47 0 27 △ 6

臨床工学技士 11 0 18 0 7 0 18 0 7 0

言語聴覚士 5 1 6 0 1 △ 1 6 0 1 △ 1

視能訓練士 4 0 5 0 1 0 5 0 1 0

保健師 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0

臨床心理技師 4 4 10 0 6 △ 4 10 0 6 △ 4

歯科衛生士 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0

介護支援専門員 1 0 0 0 △ 1 0 0 0 △ 1 0

介護福祉員 25 9 26 0 1 △ 9 26 0 1 △ 9

精神保健福祉士 4 2 8 0 4 △ 2 10 0 6 △ 2

福祉相談員 8 7 12 1 4 △ 6 11 0 3 △ 7

事務(技術)職員 77 63 135 14 58 △ 49 135 12 58 △ 51

計 1,151 149 1,506 28 355 △ 121 1,531 28 380 △ 121

※有期雇用職員（病院等で採用の有期雇用職員を除く。）を含む。



経理の状況
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主な経営指標（令和元年度～令和５年度）0

（単位：％、日）

項　　　　目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　　考

医
業
収
益
指
標

病
床
利
用
率

信州医療センター 79.9 68.7 70.0 64.4 73.2
H26.8～運用病床数226床、H30.12～
同215床（一般稼働病床数264－地域包
括49）に基づき算出

こころの医療センター
駒ヶ根 78.1 72.8 70.5 72.7 72.6 H23.1～新病棟129床に基づき算出

阿南病院 57.4 54.3 56.0 54.9 54.5
H25.6～新病棟85床、H31.1～運用病
床数77床、R2.4～運用病床数70床に基
づき算出

木曽病院 69.4 61.2 70.3 60.3 58.3
H25.4～運用病床数186床、H30.4～同
159床、R2.3～151床、R4.6〜同149床
に基づき算出

こども病院 73.1 69.2 70.1 66.3 72.2 H25.10～運用病床数180床、R5.2〜同
163床に基づき算出

平
均
在
院
日
数

信州医療センター 15.4 13.8 14.8 15.6 15.0

こころの医療センター
駒ヶ根 72.7 67.5 64.6 68.3 72.4

阿南病院 19.9 18.3 16.0 16.3 17.8

木曽病院 14.8 15.9 16.0 15.8 16.4

こども病院 12.3 12.8 12.6 12.7 11.4

収
支
指
標

経常収支比率 99.4 103.8 102.8 101.8 95.5

医
業
収
支
比
率

信州医療センター 87.0 83.6 83.6 82.6 79.3

こころの医療センター
駒ヶ根 67.8 63.8 59.0 62.9 62.7

阿南病院 55.2 53.2 57.1 57.3 53.7

木曽病院 77.7 75.5 79.7 73.8 69.8

こども病院 80.1 76.1 76.4 75.2 76.0

医
療
材
料
費
比
率

信州医療センター 27.4 28.9 28.8 30.0 30.2

こころの医療センター
駒ヶ根 5.9 6.4 5.8 5.3 5.6

阿南病院 16.1 16.4 13.7 15.3 15.4

木曽病院 21.4 22.9 21.7 21.4 20.7

こども病院 21.9 23.4 21.7 21.0 24.3

【主要指標の算定方式】
○病 床 利 用 率　年間延入院患者数÷年間延病床数×100
○平 均 在 院 日 数　在院患者延日数÷｛（新入院患者＋新退院患者数）÷２｝
○経 常 収 支 比 率　経常収益÷経常費用×100
○医 業 収 支 比 率　医業収益÷医業費用×100
○医療材料費比率　医療材料費（薬品費＋診療材料費）÷医業収益×100
＊経常収支は機構全体、他は病院別に記載
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収益・費用の構成1

●信州医療センター� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 3,295,144 3,733,327 3,609,602 3,693,806 3,797,262 3,873,354 3,784,557 3,871,548 3,853,099 3,687,324

外来診療収益 1,316,063 1,391,209 1,392,586 1,514,501 1,575,435 1,797,622 1,791,563 1,913,281 2,086,089 1,907,625

室料差額収益 12,538 13,634 11,105 13,759 13,663 28,767 25,042 25,638 22,795 18,333

公衆衛生活動収益 175,420 182,464 180,705 185,054 210,690 199,872 204,051 231,830 240,591 238,553

その他医業収益 45,270 44,570 41,389 42,796 42,754 42,076 38,351 41,168 40,009 36,297

保険等査定減 -5,580 -5,965 -5,366 -5,721 -6,397 -12,850 -5,361 -11,508 -18,215 -10,915

医業収益合計　Ａ 4,838,855 5,359,239 5,230,021 5,444,197 5,633,408 5,928,841 5,838,203 6,071,959 6,224,370 5,877,218

医業その他営業収益 1,008,551 1,035,085 1,045,635 947,062 979,980 1,045,321 1,727,783 1,667,350 1,885,534 1,514,957

（うち)運営費負担金 986,493 1,012,895 1,026,444 928,691 956,440 995,436 951,697 966,793 1,047,122 1,064,266

営業収益合計　Ｂ 5,847,406 6,394,324 6,275,656 6,391,259 6,613,387 6,974,162 7,565,986 7,739,309 8,109,904 7,392,174

営業外収益　Ｃ 206,715 199,442 189,900 177,367 197,319 204,531 166,701 153,450 140,403 124,556

(うち)運営費負担金(利息分） 147,873 139,976 131,751 124,270 116,870 109,016 100,607 92,027 83,473 74,956

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 6,054,121 6,593,766 6,465,556 6,568,626 6,810,706 7,178,692 7,732,687 7,892,758 8,250,307 7,516,731

費　用

給与費 3,167,412 3,412,757 3,475,630 3,546,220 3,579,601 3,553,407 3,692,270 3,739,133 3,819,388 3,780,604

(うち)給料 1,256,049 1,314,296 1,330,007 1,379,803 1,357,639 1,316,840 1,387,135 1,427,253 1,429,741 1,427,460

(うち)手当 648,307 717,011 713,473 693,083 714,574 678,511 674,229 682,664 692,131 637,898

(うち)賞与 330,239 350,937 366,392 389,017 394,836 401,601 451,803 456,059 471,637 481,921

(うち)賞与引当金繰入額 167,657 176,382 194,105 198,257 196,174 194,704 192,106 196,290 216,280 195,860

(うち)報酬 239,638 257,885 224,697 243,025 231,714 302,267 373,594 335,666 371,302 365,512

(うち)賃金 51,362 50,647 62,952 65,113 67,341 48,337 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 98,470 126,992 131,580 123,003 162,507 150,126 127,163 136,626 123,904 161,565

（うち)法定福利費 375,689 418,606 452,423 454,921 454,816 461,021 486,241 504,575 514,392 510,388

材料費 1,148,765 1,274,843 1,282,407 1,367,263 1,431,847 1,690,477 1,749,439 1,811,672 1,932,446 1,829,111

(うち)薬品費 621,756 676,560 646,955 695,804 781,325 994,102 981,610 987,963 1,069,194 984,706

(うち)診療材料費 474,030 534,067 574,934 607,475 588,076 631,409 704,093 760,295 800,267 787,784

(うち)給食材料費 50,190 60,206 56,814 60,827 59,413 61,519 59,512 59,628 57,968 53,177

減価償却費 670,289 668,541 589,327 579,761 440,203 537,302 545,058 599,599 629,570 633,379

資産減耗費 0 323 167 163 0 0 0 0 0 0

経　費 864,824 821,146 799,083 859,952 904,172 1,019,080 983,348 1,098,666 1,142,204 1,156,523

(うち)光熱水費　 81,751 75,592 67,782 82,390 87,817 81,262 75,081 82,951 113,821 99,959

(うち)修繕費 51,596 32,168 32,199 50,204 66,569 94,113 61,776 78,177 87,354 58,936

(うち)賃借料 93,374 98,343 93,533 93,524 95,094 107,466 114,943 115,709 114,683 143,168

(うち)委託料 450,484 462,433 466,634 470,872 493,182 534,156 551,860 569,611 551,046 598,169

（うち)貸倒引当金 2,786 4,933 354 0 0 4,119 5,053 0 3,048 7,614

研究研修費 15,217 13,473 13,298 15,737 18,539 13,829 10,069 11,476 11,897 13,439

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 5,866,507 6,191,083 6,159,912 6,369,096 6,374,362 6,814,094 6,980,184 7,260,544 7,535,504 7,413,055

医業事業損益　Ａ－Ｅ -1,027,652 -831,844 -929,891 -924,899 -740,954 -885,254 -1,141,981 -1,188,585 -1,311,134 -1,535,838

医業営業外費用 319,173 311,312 298,496 301,891 304,004 353,800 371,519 374,016 377,642 363,640

（うち)企業債支払利息 149,489 140,693 132,029 124,981 118,191 110,214 102,567 93,510 85,192 77,068

（うち)雑支出 157,000 159,162 158,105 168,804 178,498 238,609 266,810 280,854 292,450 285,572

経常費用合計　Ｆ 6,185,680 6,502,396 6,458,408 6,670,987 6,678,365 7,167,894 7,351,703 7,634,559 7,913,146 7,776,695

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ -131,559 91,371 7,148 -102,361 132,341 10,799 380,985 258,199 337,161 -259,965

臨時損益　Ｈ 0 0 0 -6,958 1,793 -2,088 -1,499 -312 -23,081 -202

純損益　Ｇ＋Ｈ -131,559 91,371 7,148 -109,319 134,134 8,710 379,486 257,886 314,079 -260,166



96　地域の明日を医療で支える

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 944,613 1,004,767 977,127 1,026,447 1,016,383 1,025,973 982,771 946,337 1,011,779 998,364

外来診療収益 466,503 270,680 256,171 269,792 270,213 287,733 274,398 266,617 285,455 276,865

室料差額収益 1,466 2,107 2,023 3,816 4,304 1,797 2,559 2,467 2,416 2,541

公衆衛生活動収益 142 230 243 232 234 404 310 3,371 1,798 1,376

その他医業収益 8,380 9,682 9,633 9,820 10,079 9,969 9,275 12,462 11,720 10,892

保険等査定減 -348 -294 -374 -195 -280 -181 -145 -108 -179 -174

医業収益合計　Ａ 1,420,757 1,287,171 1,244,823 1,309,912 1,300,933 1,325,695 1,269,168 1,231,145 1,312,989 1,289,864

医業その他営業収益 566,947 634,291 636,387 638,795 638,739 645,913 932,978 873,315 968,865 834,079

（うち)運営費負担金 503,418 576,968 581,609 584,708 584,816 592,602 719,726 714,560 744,480 750,804

営業収益合計　Ｂ 1,987,704 1,921,461 1,881,209 1,948,707 1,939,672 1,971,607 2,202,145 2,104,460 2,281,854 2,123,943

営業外収益　Ｃ 56,664 58,411 52,825 52,005 47,664 45,173 42,155 40,653 38,856 34,596

(うち)運営費負担金(利息分） 46,431 45,151 43,555 41,438 39,227 37,139 34,854 32,513 30,249 27,880

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 2,044,368 1,979,873 1,934,035 2,000,712 1,987,337 2,016,780 2,244,300 2,145,113 2,320,710 2,158,539

費　用

給与費 1,284,123 1,334,148 1,374,815 1,365,825 1,388,547 1,367,771 1,379,444 1,465,012 1,452,340 1,435,642

(うち)給料 575,955 581,250 593,023 591,545 593,802 560,780 573,937 591,706 610,452 599,350

(うち)手当 210,184 226,203 226,720 210,626 206,050 239,271 240,526 276,174 236,643 224,800

(うち)賞与 153,503 160,432 169,965 176,238 178,861 173,081 174,139 175,262 185,098 190,731

(うち)賞与引当金繰入額 68,079 71,590 73,401 75,998 79,390 78,115 78,388 83,089 91,033 81,608

(うち)報酬 54,658 38,968 29,726 25,679 26,100 31,689 56,943 65,432 61,396 70,612

(うち)賃金 9,920 11,337 26,542 30,667 24,756 19,510 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 43,404 64,240 64,761 67,141 90,700 77,480 62,773 71,193 54,735 62,547

（うち)法定福利費 168,421 180,128 190,676 187,930 188,888 187,846 192,738 202,155 212,983 205,994

材料費 275,644 102,688 98,416 110,305 111,082 117,452 115,545 103,414 103,437 107,752

(うち)薬品費 233,337 58,745 57,228 64,358 62,716 65,947 60,914 54,516 54,747 57,063

(うち)診療材料費 16,244 14,284 11,395 13,477 11,660 12,512 20,117 16,630 14,804 15,259

(うち)給食材料費 25,954 29,333 29,247 31,969 36,240 38,686 34,164 32,045 33,364 35,234

減価償却費 179,835 178,668 177,963 149,468 173,499 187,074 187,363 190,315 190,041 168,216

資産減耗費 22 14 23 16 0 0 0 0 0 0

経　費 226,904 244,852 243,172 271,868 273,408 275,615 301,914 325,037 335,016 338,942

(うち)光熱水費　 25,299 24,396 23,345 25,859 28,352 27,670 26,470 28,971 41,516 36,079

(うち)修繕費 4,613 6,638 4,433 5,067 5,998 9,141 13,476 14,440 20,317 16,506

(うち)賃借料 18,841 19,455 19,039 19,310 20,031 19,672 20,479 20,375 19,649 19,705

(うち)委託料 134,406 145,015 147,250 165,900 163,503 159,981 174,019 187,139 179,944 191,588

（うち)貸倒引当金 0 152 935 0 682 91 0 1,678 1,198 703

研究研修費 7,675 8,584 7,683 6,696 5,363 6,223 3,640 4,635 5,008 5,512

雑支出 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 1,974,204 1,868,954 1,902,072 1,904,179 1,951,899 1,954,136 1,987,905 2,088,413 2,085,843 2,056,064

医業事業損益　Ａ－Ｅ -553,447 -581,783 -657,249 -594,268 -650,966 -628,441 -718,738 -857,268 -772,854 -766,200

医業営業外費用 88,915 74,559 73,069 71,348 69,145 72,837 77,440 76,640 75,402 74,171

（うち)企業債支払利息 46,718 45,334 43,623 41,452 39,235 37,041 35,168 32,564 30,436 28,101

（うち)雑支出 40,758 28,315 27,986 30,216 29,909 35,796 42,272 44,076 44,966 46,071

経常費用合計　Ｆ 2,063,120 1,943,513 1,975,141 1,975,527 2,021,044 2,026,972 2,065,345 2,165,053 2,161,245 2,130,235

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,708 -10,192 178,955 -19,941 159,465 28,303

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 -130 -461 -20 544 0 45

純損益　Ｇ＋Ｈ -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,837 -10,653 178,935 -19,397 159,465 28,349



97

●阿南病院� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 487,246 470,119 534,294 573,920 546,811 482,443 435,568 498,200 508,774 500,285

外来診療収益 362,105 354,303 349,296 345,066 329,359 331,254 370,330 364,239 400,366 346,728

室料差額収益 12 10 67 65 127 164 72 58 33 167

公衆衛生活動収益 41,400 41,360 40,933 40,180 42,378 43,038 45,627 70,019 56,989 50,049

その他医業収益 5,422 6,121 6,249 6,573 5,922 6,390 5,769 5,796 5,590 5,513

保険等査定減 -1,189 -465 -1,101 -2,427 -5,079 -831 -857 -913 -1,410 -826

医業収益合計　Ａ 894,996 871,449 929,738 963,377 919,519 862,457 856,509 937,399 970,342 901,915

医業その他営業収益 550,591 816,959 824,969 864,649 848,786 818,960 1,181,308 1,141,369 1,071,691 853,789

（うち)運営費負担金 527,926 792,904 801,868 838,683 826,976 798,689 736,491 738,772 771,619 775,884

営業収益合計　Ｂ 1,445,586 1,688,408 1,754,706 1,828,026 1,768,305 1,681,418 2,037,817 2,078,768 2,042,033 1,755,704

営業外収益　Ｃ 32,172 28,335 28,606 23,657 27,250 29,014 24,297 28,770 28,438 25,917

(うち)運営費負担金(利息分） 13,628 11,697 12,720 10,738 11,576 10,934 10,271 9,596 8,999 8,394

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 1,477,758 1,716,743 1,783,312 1,851,682 1,795,555 1,710,432 2,062,115 2,107,538 2,070,471 1,781,621

費　用

給与費 868,517 870,933 882,020 879,194 894,254 926,002 955,452 964,769 986,663 978,913

(うち)給料 361,370 348,619 356,395 356,427 359,322 365,689 370,224 374,734 378,523 385,333

(うち)手当 158,123 146,426 147,479 152,298 149,706 162,089 159,831 160,451 157,497 135,417

(うち)賞与 98,391 96,181 101,313 104,418 110,156 113,048 107,052 106,826 105,745 114,677

(うち)賞与引当金繰入額 43,692 45,133 47,847 47,912 50,050 52,465 47,475 50,746 57,430 50,653

(うち)報酬 59,107 64,351 63,069 62,279 63,479 68,868 125,185 123,312 120,890 120,719

(うち)賃金 19,965 26,601 24,461 27,493 28,323 19,164 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 23,526 31,781 23,558 12,159 16,372 21,311 22,582 24,813 40,382 42,824

（うち)法定福利費 104,343 111,841 117,898 116,208 116,846 123,368 123,104 123,889 126,196 129,291

材料費 162,521 163,307 156,507 163,365 158,501 152,712 152,927 140,477 162,172 152,103

(うち)薬品費 87,742 85,297 76,585 83,414 76,655 79,903 78,635 65,497 74,736 76,498

(うち)診療材料費 61,676 64,197 65,180 63,811 65,832 58,723 61,467 62,825 74,097 62,784

(うち)給食材料費 12,111 12,861 14,148 15,489 14,971 12,895 11,734 11,370 12,032 12,076

減価償却費 274,344 263,019 252,195 260,049 219,282 191,878 197,166 209,272 224,865 231,154

資産減耗費 0 93 93 0 0 0 0 0 0 0

経　費 285,245 271,826 270,369 279,591 290,420 285,736 300,559 323,506 315,687 311,116

(うち)光熱水費　 36,271 29,674 27,009 29,268 31,226 30,326 28,755 31,503 44,261 37,734

(うち)修繕費 17,713 15,653 20,693 14,670 20,128 16,937 20,907 19,671 16,098 16,597

(うち)賃借料 12,978 12,806 13,612 13,944 15,872 14,528 15,953 15,868 16,190 17,371

(うち)委託料 137,270 141,653 143,715 149,003 145,623 149,576 164,607 174,197 159,723 164,500

（うち)貸倒引当金 0 0 12 0 0 127 0 385 0 146

研究研修費 5,476 4,456 4,979 4,630 3,764 6,834 3,818 4,046 4,391 5,517

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 1,596,103 1,573,634 1,566,162 1,586,829 1,566,221 1,563,163 1,609,922 1,642,071 1,693,778 1,678,803

医業事業損益　Ａ－Ｅ -701,108 -702,185 -636,424 -623,453 -646,702 -700,705 -753,413 -704,672 -723,435 -776,888

医業営業外費用 58,207 58,592 57,065 57,128 57,051 60,057 64,971 63,842 64,388 61,787

（うち)企業債支払利息 23,624 23,038 22,249 21,305 20,091 18,757 17,763 16,393 15,349 14,279

（うち)雑支出 33,695 32,967 32,707 34,223 34,617 39,148 44,745 45,753 47,402 46,043

経常費用合計　Ｆ 1,654,310 1,632,226 1,623,226 1,643,957 1,623,273 1,623,220 1,674,893 1,705,913 1,758,165 1,740,590

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ -176,552 84,517 160,086 207,725 172,282 87,212 387,221 401,626 312,305 41,031

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 -1,455 -82 -4,254 -434 -12,728 -19

純損益　Ｇ＋Ｈ -176,552 84,517 160,086 207,725 170,827 87,130 382,968 401,191 299,578 41,012



98　地域の明日を医療で支える

●木曽病院� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 1,981,952 1,830,399 1,763,322 1,647,929 1,733,739 1,615,866 1,481,435 1,693,872 1,534,573 1,481,779

外来診療収益 1,386,174 1,730,671 1,527,755 1,394,831 1,350,739 1,260,113 1,281,239 1,404,598 1,325,466 1,232,337

室料差額収益 4,287 4,422 4,124 4,444 3,688 2,975 1,567 3,258 5,370 6,591

公衆衛生活動収益 84,062 86,904 86,809 82,110 79,084 84,654 82,408 92,782 103,268 85,772

その他医業収益 22,727 21,063 21,724 20,404 18,628 18,769 17,078 19,516 18,445 17,843

保険等査定減 -6,284 -5,582 -6,700 -5,709 -5,179 -7,079 -4,673 -4,120 -5,270 -6,789

医業収益合計　Ａ 3,472,918 3,667,876 3,397,034 3,144,010 3,180,699 2,975,300 2,859,054 3,209,906 2,981,851 2,817,534

医業その他営業収益 739,623 896,491 936,319 958,308 974,223 968,781 1,379,138 1,321,876 1,187,474 1,081,012

（うち)運営費負担金 692,012 840,954 874,849 894,962 915,473 899,734 880,280 880,740 782,048 845,080

営業収益合計　Ｂ 4,212,541 4,564,366 4,333,352 4,102,318 4,154,922 3,944,081 4,238,191 4,531,782 4,169,326 3,898,545

営業外収益　Ｃ 145,726 115,327 104,468 90,787 87,173 69,502 50,238 40,257 32,186 37,321

(うち)運営費負担金(利息分） 105,993 91,701 79,395 66,971 54,323 41,430 29,263 16,724 7,066 7,239

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 4,358,267 4,679,694 4,437,820 4,193,105 4,242,095 4,013,583 4,288,429 4,572,039 4,201,512 3,935,867

費　用

給与費 2,140,301 2,214,961 2,325,714 2,245,119 2,249,211 2,236,117 2,256,678 2,382,850 2,369,790 2,399,465

(うち)給料 834,566 846,296 872,857 842,808 855,940 848,054 877,794 904,986 882,887 903,161

(うち)手当 467,852 456,032 457,168 417,345 398,077 369,302 344,070 370,984 372,325 355,194

(うち)賞与 217,937 228,956 237,147 236,963 258,439 276,143 292,903 301,242 315,843 341,621

(うち)賞与引当金繰入額 108,215 113,611 117,442 117,302 120,811 125,333 123,103 123,239 130,746 123,256

(うち)報酬 171,079 174,768 227,278 223,723 194,984 206,798 235,237 263,055 281,926 266,275

(うち)賃金 38,104 35,030 36,451 39,410 36,669 24,537 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 56,714 86,565 77,305 77,122 94,755 93,858 87,921 113,003 67,787 93,136

（うち)法定福利費 245,834 273,702 300,067 290,447 289,536 292,092 295,652 306,340 318,276 316,822

材料費 913,736 1,177,423 933,644 790,631 750,067 669,931 689,289 733,331 672,444 618,233

(うち)薬品費 473,765 773,238 595,566 466,233 429,685 364,008 379,474 375,452 344,177 327,694

(うち)診療材料費 399,275 365,031 301,136 286,526 281,402 271,984 276,252 320,138 293,139 255,562

(うち)給食材料費 38,761 36,665 34,477 34,721 33,789 30,353 29,376 33,893 31,048 31,663

減価償却費 352,746 417,554 425,956 419,803 375,972 323,809 244,240 280,742 373,290 377,334

資産減耗費 182 715 0 309 0 0 0 0 0 0

経　費 617,161 593,445 574,360 605,035 601,727 589,145 588,162 621,246 619,023 634,658

(うち)光熱水費　 79,879 72,040 63,847 66,679 67,668 65,330 58,670 60,854 84,895 73,283

(うち)修繕費 35,141 28,390 24,470 38,192 36,255 23,945 30,164 41,097 20,446 32,166

(うち)賃借料 88,701 64,289 60,283 60,408 58,980 58,425 61,873 62,449 58,329 62,988

(うち)委託料 290,319 335,109 331,643 338,251 339,154 346,315 339,770 330,867 336,769 344,880

（うち)貸倒引当金 0 702 0 0 0 0 2,395 240 1,516 1,964

研究研修費 14,212 10,526 11,531 8,889 9,187 8,916 6,683 7,897 7,932 9,673

雑支出 792 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 4,039,131 4,414,624 4,271,205 4,069,786 3,986,164 3,827,919 3,785,051 4,026,066 4,042,479 4,039,362

医業事業損益　Ａ－Ｅ -566,214 -746,748 -874,171 -925,776 -805,465 -852,619 -925,997 -816,160 -1,060,627 -1,221,829

医業営業外費用 230,682 239,763 205,205 184,274 171,406 159,326 160,926 153,403 135,302 152,179

（うち)企業債支払利息 104,781 93,370 80,790 68,394 55,539 42,403 30,131 17,525 8,104 9,215

（うち)雑支出 120,872 138,910 117,501 108,027 108,597 110,673 124,728 131,877 123,459 138,519

経常費用合計　Ｆ 4,269,813 4,654,387 4,476,410 4,254,060 4,157,571 3,987,245 3,945,977 4,179,469 4,177,781 4,191,541

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 88,454 25,306 -38,590 -60,955 84,524 26,338 342,452 392,570 23,731 -255,674

臨時損益　Ｈ -3,330 -3,893 0 0 -3 -1,666 -3,578 -63,487 -14,093 -7,453

純損益　Ｇ＋Ｈ 85,124 21,414 -38,590 -60,955 84,521 24,672 338,874 329,083 9,638 -263,127
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●こども病院� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 4,960,272 4,923,651 5,120,626 5,121,784 5,387,718 5,405,108 5,241,419 5,226,470 5,212,130 5,624,712

外来診療収益 835,279 698,055 749,973 787,522 827,063 846,806 840,572 872,288 821,965 914,900

室料差額収益 10,853 12,168 10,006 9,969 10,112 14,413 12,889 17,544 15,913 18,047

公衆衛生活動収益 21,032 21,041 22,051 30,317 29,865 45,167 50,247 54,918 79,946 121,688

その他医業収益 26,216 25,880 26,527 27,049 23,979 21,589 31,817 50,030 63,668 63,806

保険等査定減 -23,296 -20,341 -20,658 -23,865 -9,548 -23,798 -20,190 -28,881 -26,104 -24,285

医業収益合計　Ａ 5,830,356 5,660,454 5,908,524 5,952,776 6,269,189 6,309,286 6,156,754 6,192,369 6,167,517 6,718,868

医業その他営業収益 1,786,978 1,680,754 1,685,044 1,758,542 1,831,717 1,828,139 2,104,229 2,161,916 2,128,134 1,938,871

（うち)運営費負担金 1,609,670 1,547,834 1,528,968 1,602,818 1,620,470 1,655,092 1,688,558 1,711,184 1,697,350 1,631,293

営業収益合計　Ｂ 7,617,334 7,341,208 7,593,568 7,711,319 8,100,906 8,137,425 8,260,983 8,354,285 8,295,651 8,657,738

営業外収益　Ｃ 270,887 254,333 233,096 222,167 200,097 184,486 155,611 134,680 127,927 108,628

(うち)運営費負担金(利息分） 212,470 195,018 176,593 159,173 140,549 121,864 102,479 82,391 63,456 52,514

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 7,888,221 7,595,542 7,826,665 7,933,486 8,301,002 8,321,911 8,416,594 8,488,965 8,423,578 8,766,367

費　用

給与費 3,971,262 4,079,157 4,274,784 4,299,961 4,337,605 4,595,350 4,702,014 4,764,386 4,925,457 5,114,481

(うち)給料 1,475,418 1,466,501 1,516,005 1,532,738 1,544,057 1,595,086 1,705,195 1,700,406 1,758,029 1,785,016

(うち)手当 859,115 872,768 926,135 903,358 943,011 1,013,736 928,482 873,903 895,234 925,842

(うち)賞与 392,593 392,432 418,006 432,829 444,089 527,115 606,841 617,435 670,408 719,703

(うち)賞与引当金繰入額 189,503 193,502 207,698 208,720 218,035 233,761 227,988 235,325 259,659 240,322

(うち)報酬 344,633 377,007 356,598 370,169 357,020 410,957 452,441 528,598 509,353 567,848

(うち)賃金 75,816 86,754 95,428 101,617 104,445 69,575 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 173,239 187,774 202,388 204,643 181,683 156,898 156,987 178,279 175,834 207,862

（うち)法定福利費 460,945 502,420 552,526 545,886 545,265 588,221 624,080 630,439 656,940 667,888

材料費 1,280,965 1,179,700 1,277,561 1,256,702 1,365,701 1,406,046 1,465,679 1,367,709 1,316,126 1,659,355

(うち)薬品費 595,477 447,542 484,845 493,862 579,789 581,631 614,669 538,554 470,273 765,150

(うち)診療材料費 657,043 701,443 763,761 734,222 758,556 799,787 827,730 806,181 823,337 870,564

(うち)給食材料費 24,561 27,205 25,875 25,348 23,123 20,848 19,001 20,189 19,989 22,006

減価償却費 868,347 789,293 810,633 764,779 735,288 701,075 728,887 763,017 702,926 737,780

資産減耗費 202 3,595 21,896 2 0 0 0 0 0 0

経　費 1,029,311 1,062,940 1,039,198 1,095,676 1,113,172 1,144,622 1,171,684 1,188,053 1,215,285 1,282,798

(うち)光熱水費　 112,199 102,394 88,857 92,966 98,054 97,337 84,589 94,601 140,663 120,617

(うち)修繕費 79,483 98,094 73,643 85,453 64,546 55,088 57,967 46,374 49,773 39,741

(うち)賃借料 173,656 173,209 175,600 179,926 191,145 223,833 237,851 225,103 231,764 253,256

(うち)委託料 501,364 548,443 573,065 584,656 602,373 618,905 623,969 636,793 623,893 675,248

（うち)貸倒引当金 455 1,485 496 0 0 0 0 311 0 353

研究研修費 36,120 34,161 31,299 27,895 28,431 27,992 25,820 26,378 42,130 45,383

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 7,186,208 7,148,845 7,455,371 7,445,016 7,580,198 7,875,085 8,094,084 8,109,542 8,201,924 8,839,797

医業事業損益　Ａ－Ｅ -1,355,852 -1,488,391 -1,546,847 -1,492,240 -1,311,009 -1,565,799 -1,937,330 -1,917,174 -2,034,407 -2,120,929

医業営業外費用 405,111 381,124 364,911 351,318 347,077 350,647 363,947 333,741 313,251 355,212

（うち)企業債支払利息 214,601 196,008 177,196 160,952 142,442 123,341 104,058 83,616 65,070 56,513

（うち)雑支出 182,712 178,356 183,494 187,489 200,860 226,164 259,509 250,125 247,072 298,700

経常費用合計　Ｆ 7,591,319 7,529,969 7,820,282 7,796,334 7,927,275 8,225,732 8,458,031 8,443,283 8,515,175 9,195,009

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 296,902 65,573 6,382 137,152 373,728 96,179 -41,437 45,681 -91,597 -428,642

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 -437 -544 -1,403 -8,086 -153 -390

純損益　Ｇ＋Ｈ 296,902 65,573 6,382 137,152 373,291 95,635 -42,840 37,595 -91,751 -429,033



100　地域の明日を医療で支える

●病院合計� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 11,669,226 11,962,262 12,004,970 12,063,886 12,481,914 12,402,744 11,925,750 12,236,428 12,120,355 12,292,464

外来診療収益 4,366,124 4,444,917 4,275,780 4,311,713 4,352,810 4,523,529 4,558,102 4,821,023 4,919,342 4,678,455

室料差額収益 29,156 32,341 27,325 32,053 31,894 48,117 42,129 48,965 46,527 45,678

公衆衛生活動収益 322,057 331,999 330,741 337,894 362,252 373,135 382,643 452,920 482,592 497,438

その他医業収益 108,016 107,315 105,522 106,642 101,363 98,794 102,290 128,973 139,432 134,351

保険等査定減 -36,697 -32,647 -34,198 -37,916 -26,483 -44,740 -31,226 -45,530 -51,178 -42,988

医業収益合計　Ａ 16,457,882 16,846,188 16,710,140 16,814,272 17,303,748 17,401,578 16,979,687 17,642,779 17,657,070 17,605,398

医業その他営業収益 4,652,690 5,063,580 5,128,353 5,167,356 5,273,444 5,307,114 7,325,435 7,165,826 7,241,698 6,222,707

（うち)運営費負担金 4,319,519 4,771,555 4,813,738 4,849,862 4,904,175 4,941,553 4,976,752 5,012,049 5,042,619 5,067,327

営業収益合計　Ｂ 21,110,571 21,909,768 21,838,492 21,981,628 22,577,193 22,708,692 24,305,122 24,808,604 24,898,767 23,828,105

営業外収益　Ｃ 712,164 655,849 608,895 565,984 559,502 532,706 439,003 397,808 367,810 331,018

(うち)運営費負担金(利息分） 526,395 483,543 444,014 402,590 362,545 320,383 277,474 233,251 193,243 170,983

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 21,822,735 22,565,618 22,447,387 22,547,612 23,136,695 23,241,398 24,744,125 25,206,413 25,266,578 24,159,124

費　用

給与費 11,431,615 11,911,956 12,332,963 12,336,320 12,449,220 12,678,647 12,985,858 13,316,149 13,553,638 13,709,105

(うち)給料 4,503,358 4,556,962 4,668,287 4,703,321 4,710,760 4,686,448 4,914,284 4,999,084 5,059,633 5,100,320

(うち)手当 2,343,581 2,418,440 2,470,975 2,376,710 2,411,418 2,462,910 2,347,137 2,364,177 2,353,829 2,279,151

(うち)賞与 1,192,664 1,228,938 1,292,823 1,339,465 1,386,381 1,490,988 1,632,737 1,656,823 1,748,731 1,848,652

(うち)賞与引当金繰入額 577,146 600,218 640,494 648,189 664,460 684,378 669,060 688,690 755,148 691,699

(うち)報酬 869,115 912,979 901,367 924,874 873,297 1,020,579 1,243,400 1,316,063 1,344,867 1,390,966

(うち)賃金 195,167 210,370 245,834 264,300 261,534 181,123 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 395,352 497,352 499,592 484,069 546,018 499,672 457,425 523,914 462,642 567,934

（うち)法定福利費 1,355,233 1,486,697 1,613,591 1,595,392 1,595,352 1,652,549 1,721,815 1,767,398 1,828,788 1,830,382

材料費 3,781,632 3,897,960 3,748,535 3,688,267 3,817,198 4,036,619 4,172,878 4,156,603 4,186,624 4,366,554

(うち)薬品費 2,012,077 2,041,382 1,861,177 1,803,670 1,930,169 2,085,592 2,115,302 2,021,982 2,013,128 2,211,111

(うち)診療材料費 1,608,267 1,679,022 1,716,406 1,705,511 1,705,526 1,774,415 1,889,660 1,966,070 2,005,643 1,991,953

(うち)給食材料費 151,577 166,269 160,562 168,355 167,535 164,301 153,786 157,125 154,400 154,155

減価償却費 2,345,563 2,317,075 2,256,073 2,173,860 1,944,244 1,941,139 1,902,714 2,042,945 2,120,692 2,147,863

資産減耗費 406 4,740 22,179 490 0 0 0 0 0 0

経　費 3,023,446 2,994,209 2,926,182 3,112,123 3,182,899 3,314,198 3,345,666 3,556,507 3,627,215 3,724,036

(うち)光熱水費　 335,398 304,096 270,841 297,162 313,117 301,925 273,566 298,879 425,156 367,671

(うち)修繕費 188,546 180,942 155,438 193,587 193,495 199,224 184,291 199,759 193,987 163,946

(うち)賃借料 387,549 368,102 362,068 367,112 381,123 423,925 451,100 439,504 440,615 496,487

(うち)委託料 1,513,844 1,632,653 1,662,307 1,708,682 1,743,834 1,808,934 1,854,224 1,898,609 1,851,375 1,974,384

（うち)貸倒引当金 3,240 7,273 1,796 0 682 4,337 7,448 2,615 5,763 10,780

研究研修費 78,700 71,200 68,790 63,847 65,284 63,793 50,030 54,432 71,358 79,523

雑支出 793 0 0 0 0 0 0 0 0 0

医業費用合計　E 20,662,154 21,197,140 21,354,722 21,374,907 21,458,844 22,034,396 22,457,146 23,126,637 23,559,527 24,027,081

医業事業損益　Ａ－Ｅ -4,204,272 -4,350,952 -4,644,582 -4,560,635 -4,155,096 -4,632,818 -5,477,459 -5,483,858 -5,902,457 -6,421,683

医業営業外費用 1,102,088 1,065,350 998,745 965,958 948,683 996,667 1,038,804 1,001,642 965,985 1,006,990

（うち)企業債支払利息 539,213 498,442 455,888 417,084 375,497 331,756 289,687 243,608 204,151 185,175

（うち)雑支出 535,036 537,710 519,793 528,760 552,482 650,390 738,063 752,686 755,350 814,903

経常費用合計　Ｆ 21,764,242 22,262,490 22,353,467 22,340,865 22,407,528 23,031,063 23,495,950 24,128,278 24,525,512 25,034,071

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 58,493 303,127 93,920 206,747 729,167 210,335 1,248,175 1,078,135 741,065 -874,947

臨時損益　Ｈ -3,330 -3,893 0 -6,958 -231 -4,841 -10,753 -71,776 -50,055 -8,018

純損益　Ｇ＋Ｈ 55,164 299,235 93,920 199,789 728,937 205,494 1,237,422 1,006,359 691,010 -882,966
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●阿南介護老人保健施設� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入所収益 157,617 154,430 147,448 141,933 135,413 133,969 142,537 153,888 163,324 143,839

通所収益 9,601 6,741 7,087 4,963 6,204 5,084 3,795 6,772 7,516 4,770

利用料収入 26,094 26,840 26,888 26,346 26,117 25,890 25,328 27,508 30,232 25,332

老健収益合計　 Ａ 193,312 188,010 181,422 173,242 167,734 164,944 171,660 188,168 201,072 173,941

老健その他営業収益 34,399 39,430 40,284 42,090 43,920 45,727 47,976 49,463 54,020 55,727

（うち)運営費負担金 34,399 39,082 40,284 42,090 43,920 45,706 47,976 49,413 53,270 54,227

営業収益合計　Ｂ 227,711 227,441 221,706 215,332 211,654 210,671 219,636 237,631 255,092 229,668

営業外収益　Ｃ 20,873 19,321 17,420 15,462 14,060 11,629 9,823 7,053 4,753 2,298

(うち)運営費負担金(利息分） 20,870 19,187 17,286 15,326 13,282 11,162 8,966 6,698 4,330 1,903

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 248,584 246,762 239,127 230,794 225,714 222,300 229,459 244,684 259,846 231,966

費　用

給与費 145,992 149,742 146,759 142,631 138,907 145,816 141,806 134,889 131,808 132,926

(うち)給料 60,802 61,919 60,200 58,200 52,447 58,172 55,874 54,527 51,143 47,517

(うち)手当 18,953 20,207 19,608 17,874 18,605 17,082 16,200 15,648 13,654 13,993

(うち)賞与 14,676 15,943 14,852 13,658 13,073 14,397 12,749 13,270 13,912 13,116

(うち)賞与引当金繰入額 8,637 9,338 9,787 8,811 9,780 9,910 8,832 7,807 7,942 7,879

(うち)報酬 10,904 9,448 8,655 9,160 11,996 15,198 20,838 24,345 26,633 31,107

(うち)賃金 1,977 4,288 3,138 2,459 3,630 3,117 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 11,705 7,977 9,742 13,483 10,293 8,190 7,240 -1,410 -1,869 -813

（うち)法定福利費 18,338 20,621 20,775 18,984 19,083 19,749 20,073 20,703 20,394 20,128

材料費 15,932 15,618 14,378 14,244 13,439 14,034 12,748 12,934 14,048 13,588

(うち)薬品費 2,287 2,213 1,724 2,036 1,609 1,725 1,250 1,483 1,649 1,183

(うち)診療材料費 2,218 2,227 1,916 1,878 1,697 2,010 2,185 2,390 2,579 2,931

(うち)給食材料費 11,428 11,179 10,738 10,331 10,134 10,299 9,313 9,060 9,820 9,474

減価償却費 25,343 25,349 25,849 26,412 22,333 22,696 22,971 23,099 23,295 23,801

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 31,346 34,000 30,709 31,193 33,131 32,078 30,507 33,228 32,748 35,942

(うち)光熱水費　 2,647 2,489 2,185 2,261 2,559 2,700 2,482 2,706 3,550 3,134

(うち)修繕費 444 4,892 2,280 3,584 948 466 1,231 2,609 1,211 5,193

(うち)賃借料 2,460 2,591 2,541 2,488 2,423 2,387 2,496 2,522 2,443 2,248

(うち)委託料 18,369 17,732 17,973 16,427 20,152 18,665 16,263 16,549 16,681 16,761

（うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 414 23 0 0 0

研究研修費 320 90 218 87 206 80 91 147 380 275

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

老健費用合計　Ｅ 218,934 224,799 217,912 214,567 208,016 214,704 208,122 204,297 202,279 206,532

老健事業損益　Ａ－Ｅ -25,622 -36,788 -36,489 -41,326 -40,282 -49,760 -36,462 -16,129 -1,207 -32,591

老健営業外費用 24,967 23,336 21,065 19,112 17,196 15,192 13,235 11,245 8,863 6,744

（うち)企業債支払利息 21,065 19,224 17,303 15,334 13,269 11,104 8,934 6,631 4,237 1,790

（うち)雑支出 3,902 4,113 3,763 3,778 3,927 4,088 4,301 4,614 4,627 4,954

経常費用合計　Ｆ 243,901 248,135 238,977 233,679 225,212 229,896 221,358 215,543 211,143 213,276

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 29,141 48,703 18,690

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

純損益　Ｇ＋Ｈ 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 29,141 48,703 18,690



102　地域の明日を医療で支える

●木曽介護老人保健施設� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入所収益 176,576 149,961 153,467 165,408 159,637 156,303 168,553 186,698 189,615 191,485

通所収益 10,758 10,977 10,130 7,737 6,983 7,273 4,547 78 962 775

利用料収入 24,065 24,447 25,809 28,983 27,374 26,558 26,211 31,838 30,138 32,047

　

　

　

老健収益合計　 Ａ 211,399 185,385 189,406 202,129 193,994 190,134 199,311 218,614 220,715 224,307

老健その他営業収益 23,423 28,987 31,838 33,087 34,415 36,696 39,338 41,007 48,556 48,682

（うち)運営費負担金 23,423 28,419 31,838 33,071 34,409 36,694 37,438 38,717 42,226 45,408

営業収益合計　Ｂ 234,822 214,371 221,244 235,215 228,410 226,830 238,649 259,621 269,271 272,989

営業外収益　Ｃ 22,171 20,704 19,256 19,929 16,323 15,136 13,174 11,364 9,006 6,468

(うち)運営費負担金(利息分） 22,090 20,598 18,885 17,084 15,200 13,228 11,163 9,004 6,752 4,473

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 256,993 235,075 240,500 255,144 244,733 241,966 251,823 270,984 278,277 279,457

費　用

給与費 152,494 148,587 162,084 144,501 153,600 157,328 183,612 168,111 173,816 171,947

(うち)給料 63,353 60,915 67,462 65,123 64,258 68,291 80,466 72,315 74,561 74,294

(うち)手当 18,654 19,928 21,364 17,128 15,905 19,220 19,291 20,432 22,347 21,125

(うち)賞与 14,921 13,942 17,328 16,147 17,622 18,923 22,335 17,932 19,543 19,434

(うち)賞与引当金繰入額 10,161 9,857 10,331 8,811 10,931 12,242 13,249 11,711 13,441 11,819

(うち)報酬 10,676 10,725 9,569 8,551 17,154 8,864 9,211 7,447 4,796 10,610

(うち)賃金 3,312 3,418 3,424 3,982 3,252 111 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 12,141 9,519 10,005 3,220 3,560 6,492 12,996 14,869 15,129 10,239

（うち)法定福利費 19,276 20,284 22,601 21,539 20,919 23,186 26,064 23,405 23,999 24,425

材料費 17,149 15,274 16,027 17,491 17,500 17,506 16,544 16,728 16,554 17,228

(うち)薬品費 2,123 1,414 1,802 2,151 2,617 1,956 1,215 1,112 1,150 1,427

(うち)診療材料費 2,726 2,699 2,785 3,084 2,928 3,040 2,790 2,679 2,520 2,319

(うち)給食材料費 12,299 11,161 11,440 12,257 11,955 12,510 12,538 12,936 12,884 13,482

減価償却費 18,039 17,761 17,811 17,909 14,398 14,284 13,908 13,763 14,505 15,515

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 31,234 27,553 28,368 29,025 30,438 39,925 38,716 41,588 39,876 41,788

(うち)光熱水費　 3,974 3,484 3,119 3,349 3,508 3,477 3,271 3,915 5,723 4,880

(うち)修繕費 3,994 1,430 3,388 3,119 2,766 1,614 248 1,230 1,971 4,492

(うち)賃借料 3,136 3,332 3,232 3,221 3,357 3,386 3,458 3,468 3,475 3,535

(うち)委託料 14,342 14,614 15,000 14,767 15,227 26,503 27,549 26,654 21,795 22,988

（うち)貸倒引当金 0 0 0 0 599 0 50 0 0 36

研究研修費 263 197 109 82 89 206 42 107 303 335

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

老健費用合計　Ｅ 219,179 209,372 224,399 209,009 216,024 229,249 252,821 240,297 245,053 246,813

老健事業損益　Ａ－Ｅ -7,780 -23,988 -34,993 -6,880 -22,030 -39,115 -53,510 -21,683 -24,338 -22,506

老健営業外費用 26,117 24,070 22,447 20,833 19,100 18,280 16,618 14,734 12,222 10,127

（うち)企業債支払利息 22,189 20,566 18,843 17,024 15,122 13,103 11,075 8,872 6,612 4,409

（うち)雑支出 3,928 3,505 3,604 3,809 3,978 5,176 5,543 5,862 5,609 5,718

経常費用合計　Ｆ 245,297 233,443 246,846 229,842 235,124 247,529 269,439 255,031 257,274 256,941

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,616 15,953 21,003 22,517

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 -1 0 -20,681 -2,095

純損益　Ｇ＋Ｈ 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,617 15,953 322 20,422
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●介護老人保健施設合計� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入所収益 334,193 304,390 300,914 307,341 295,050 290,272 311,090 340,586 352,939 335,324

通所収益 20,358 17,718 17,218 12,700 13,187 12,358 8,342 6,850 8,477 5,545

利用料収入 50,159 51,286 52,697 55,329 53,491 52,448 51,539 59,346 60,370 57,379

老健収益合計　 Ａ 404,711 373,395 370,829 375,370 361,728 355,078 370,971 406,782 421,787 398,249

老健その他営業収益 57,822 68,417 72,122 75,177 78,335 82,423 87,314 90,470 102,576 104,409

（うち)運営費負担金 57,822 67,501 72,122 75,161 78,329 82,400 85,414 88,130 95,496 99,635

営業収益合計　Ｂ 462,533 441,812 442,951 450,547 440,064 437,501 458,285 497,252 524,363 502,657

営業外収益　Ｃ 43,044 40,025 36,677 35,391 30,383 26,765 22,997 18,417 13,759 8,766

(うち)運営費負担金(利息分） 42,960 39,785 36,171 32,410 28,482 24,390 20,129 15,702 11,082 6,376

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 505,577 481,837 479,627 485,938 470,447 464,266 481,282 515,668 538,123 511,423

費　用

給与費 298,487 298,329 308,842 287,132 292,506 303,144 325,418 303,001 305,624 304,873

(うち)給料 124,155 122,834 127,662 123,323 116,705 126,463 136,340 126,842 125,703 121,811

(うち)手当 37,607 40,135 40,972 35,002 34,510 36,302 35,491 36,080 36,000 35,118

(うち)賞与 29,597 29,885 32,180 29,805 30,695 33,320 35,084 31,202 33,455 32,550

(うち)賞与引当金繰入額 18,798 19,195 20,117 17,623 20,710 22,152 22,081 19,518 21,384 19,699

(うち)報酬 21,580 20,174 18,224 17,711 29,149 24,062 30,049 31,792 31,428 41,717

(うち)賃金 5,290 7,706 6,563 6,441 6,882 3,228 0 0 0 0

（うち)退職給付引当金繰入額 23,846 17,495 19,747 16,703 13,853 14,682 20,236 13,459 13,260 9,426

（うち)法定福利費 37,614 40,905 43,376 40,523 40,002 42,934 46,137 44,108 44,394 44,553

材料費 33,081 30,892 30,405 31,735 30,939 31,540 29,291 29,661 30,602 30,816

(うち)薬品費 4,410 3,626 3,526 4,187 4,225 3,681 2,466 2,595 2,799 2,610

(うち)診療材料費 4,944 4,926 4,701 4,961 4,625 5,050 4,975 5,070 5,099 5,250

(うち)給食材料費 23,727 22,340 22,178 22,587 22,089 22,809 21,851 21,996 22,704 22,956

減価償却費 43,383 43,111 43,660 44,321 36,731 36,980 36,878 36,862 37,800 39,316

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 62,579 61,552 59,077 60,218 63,569 72,003 69,223 74,816 72,624 77,730

(うち)光熱水費　 6,621 5,973 5,303 5,609 6,067 6,177 5,753 6,621 9,273 8,014

(うち)修繕費 4,437 6,321 5,668 6,702 3,714 2,080 1,480 3,839 3,182 9,686

(うち)賃借料 5,597 5,923 5,772 5,709 5,780 5,774 5,954 5,991 5,918 5,782

(うち)委託料 32,711 32,346 32,973 31,194 35,379 45,167 43,811 43,203 38,476 39,749

（うち)貸倒引当金 0 0 0 0 599 414 73 0 0 36

研究研修費 583 287 326 170 295 286 132 254 682 611

雑支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

老健費用合計　Ｅ 438,113 434,171 442,311 423,576 424,040 443,952 460,943 444,594 447,332 453,346

老健事業損益　Ａ－Ｅ -33,402 -60,776 -71,482 -48,206 -62,312 -88,875 -89,972 -37,813 -25,545 -55,097

老健営業外費用 51,085 47,407 43,512 39,946 36,296 33,472 29,854 25,979 21,085 16,871

（うち)企業債支払利息 43,255 39,790 36,146 32,358 28,391 24,208 20,009 15,503 10,849 6,199

（うち)雑支出 7,830 7,617 7,367 7,587 7,905 9,264 9,844 10,476 10,236 10,672

経常費用合計　Ｆ 489,198 481,578 485,824 463,522 460,336 477,425 490,797 470,573 468,417 470,217

経常損益　G＝Ｄ－Ｆ 16,379 259 -6,196 22,416 10,111 -13,159 -9,515 45,095 69,706 41,207

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 -1 0 -20,681 -2,095

純損益　Ｇ＋Ｈ 16,379 259 -6,196 22,416 10,111 -13,159 -9,516 45,095 49,025 39,112



104　地域の明日を医療で支える

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

授業料 6,500 11,000 15,700 14,833 14,650 14,800 14,411 14,578 13,328 12,083

入学料 1,850 1,450 1,300 1,400 1,350 1,600 1,433 1,200 1,050 1,050

受験料 980 600 640 680 850 720 620 540 400 310

施設整備費 813 1,375 1,963 1,854 1,834 1,850 1,896 1,992 1,856 1,681

その他看護師養成所収益 0 123 142 203 162 128 131 89 68 50

看護師養成所収益合計　Ａ 10,143 14,548 19,744 18,970 18,846 19,098 18,491 18,398 16,702 15,174

看護師養成所その他営業収益 80,927 103,368 102,832 105,014 103,587 102,706 129,676 130,138 133,038 133,919

(うち)運営費負担金 72,201 93,441 92,557 94,996 93,712 94,862 122,732 122,634 125,402 126,500

営業収益合計　Ｂ 91,069 117,916 122,576 123,984 122,433 121,804 148,167 148,536 149,740 149,093

営業外収益　Ｃ 3,875 6,887 9,511 9,637 9,165 9,449 9,693 8,963 9,118 9,087

(うち)運営費負担金(利息分） 0 0 0 0 0 0 0 1 9 11

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 94,945 124,803 132,087 133,621 131,598 131,253 157,860 157,498 158,857 158,180

費　用

給与費 88,937 99,887 113,266 117,042 113,403 111,749 115,073 110,036 129,028 134,758

(うち)給料 43,794 45,039 49,863 49,977 46,883 45,946 51,335 49,307 48,487 62,159

(うち)手当 8,902 10,583 11,206 11,291 9,785 8,621 9,476 9,460 10,305 13,420

(うち)賞与 14,417 12,688 14,003 14,204 13,010 12,458 13,064 12,563 13,291 15,864

(うち)賞与引当金繰入額 4,064 4,669 4,893 5,507 5,753 6,995 6,624 6,134 7,942 7,879

(うち)報酬 2,432 3,199 3,604 3,297 3,331 6,720 10,527 10,566 12,150 10,394

(うち)賃金 993 3,774 4,226 4,152 7,079 6,230 0 0 0 0

(うち)退職給付引当金繰入額 1,402 6,395 10,140 13,181 12,710 10,033 8,425 6,518 20,594 5,367

(うち)法定福利費 12,933 13,539 15,331 15,434 14,852 14,744 15,621 15,488 16,259 19,675

材料費　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)薬品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)診療材料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)給食材料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減価償却費 11,509 13,027 13,531 13,409 12,911 8,321 10,020 10,531 11,001 11,398

資産減耗費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経　費 18,154 26,146 29,657 28,404 28,440 30,300 29,280 28,711 30,892 32,725

(うち)光熱水費　 858 1,189 1,155 876 836 805 776 996 1,702 1,744

(うち)修繕費 264 1,526 297 481 499 391 1,060 387 624 589

(うち)賃借料 6,919 11,850 14,378 14,276 14,331 14,866 14,313 14,382 14,493 14,567

(うち)委託料 1,490 1,301 1,532 1,701 1,770 2,394 1,693 1,778 1,824 2,079

(うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究研修費 993 926 312 330 153 1,607 968 1,447 363 971

雑支出 0 170 0 0 0 0 0 0 0 0

看護師養成所費用合計　Ｅ 119,593 140,156 156,767 159,185 154,907 151,977 155,342 150,725 171,284 179,852

看護師養成所事業損益　Ａ－Ｅ -109,451 -125,607 -137,022 -140,215 -136,061 -132,879 -136,851 -132,327 -154,582 -164,678

看護師養成所営業外費用 1,118 1,327 1,352 1,274 1,281 1,747 1,764 1,745 1,869 2,197

(うち)企業債支払利息 0 0 0 0 0 0 0 2 18 22

(うち)雑支出 1,118 1,327 1,351 1,273 1,281 1,747 1,764 1,743 1,851 2,175

経常費用合計　Ｆ 120,712 141,483 158,118 160,459 156,188 153,724 157,106 152,470 173,153 182,049

経常損益　Ｇ＝Ｄ－Ｆ -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296 -23,869

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

純損益　Ｇ＋Ｈ -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296 -23,869
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●本部・本部研修センター� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

一般管理収益合計　Ａ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般管理その他営業収益 156,639 27,558 24,737 27,361 17,708 22,149 34,879 42,968 42,309 39,102

(うち)運営費負担金 153,203 24,122 21,362 24,948 12,688 16,339 27,391 38,089 42,046 39,101

営業収益合計　B 156,639 27,558 24,737 27,361 17,708 22,149 34,879 42,968 42,309 39,102

営業外収益　Ｃ 25,661 22,156 10,673 6,260 6,595 3,900 2,394 617 1,139 3,345

(うち)運営費負担金(利息分） 101 53 36 33 69 73 108 144 103 67

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 182,300 49,714 35,410 33,621 24,303 26,049 37,272 43,585 43,448 42,447

費　用

給与費 223,028 230,714 274,278 271,756 254,735 280,464 267,887 304,739 276,436 269,733

(うち)給料 99,471 98,619 120,242 119,779 103,526 116,719 119,502 117,060 125,079 114,332

(うち)手当 20,275 24,344 31,282 28,082 24,390 27,573 20,138 33,166 26,844 24,752

(うち)賞与 25,465 27,873 36,460 36,590 34,244 36,940 32,769 37,088 32,277 32,813

(うち)賞与引当金繰入額 11,177 10,375 11,418 11,014 13,232 16,322 14,353 17,845 16,496 14,633

(うち)報酬 24,310 24,426 24,860 24,079 26,618 26,560 27,101 29,104 27,204 25,945

(うち)賃金 2,128 0 0 1,436 1,388 0 0 0 0 0

(うち)退職給付引当金繰入額 9,586 14,158 11,471 13,462 15,521 17,332 16,993 28,133 7,841 20,157

(うち)法定福利費 30,617 30,919 38,545 37,314 35,815 39,017 37,031 42,345 40,696 37,101

材料費　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)薬品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)診療材料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)給食材料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

減価償却費 26,641 18,226 16,694 21,124 24,043 21,272 30,875 37,173 30,975 28,759

資産減耗費 0 0 63 0 0 0 0 0 0 0

経　費 40,018 36,566 52,423 49,915 35,031 34,105 46,971 39,003 51,229 39,028

(うち)光熱水費　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(うち)修繕費 549 347 524 199 483 225 7,298 143 547 95

(うち)賃借料 1,948 1,647 1,652 1,486 1,708 2,009 3,139 1,737 1,890 1,575

(うち)委託料 16,259 16,638 26,877 27,153 14,175 15,169 18,454 19,369 31,742 20,403

(うち)貸倒引当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

研究研修費 7,692 10,545 12,510 12,533 5,978 4,356 1,732 2,509 2,855 6,932

雑支出 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一般管理費用合計　Ｅ 297,398 296,052 355,969 355,327 319,787 340,197 347,465 383,424 361,496 344,452

一般管理事業損益　Ａ－Ｅ -297,398 -296,052 -355,969 -355,327 -319,787 -340,197 -347,465 -383,424 -361,496 -344,452

一般管理営業外費用 3,563 3,794 4,932 4,119 1,838 3,656 9,504 4,770 5,918 5,702

(うち)企業債支払利息 158 105 72 68 138 147 219 207 149 99

(うち)雑支出 3,404 3,689 4,860 4,051 1,700 3,509 5,022 4,563 5,710 5,603

経常費用合計　Ｆ 300,961 299,846 360,902 359,446 321,624 343,853 356,969 388,194 367,414 350,154

経常損益　Ｇ＝Ｄ－Ｆ -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,321 -317,804 -319,697 -344,609 -323,966 -307,707

臨時損益　Ｈ 0 0 0 0 -382 0 -13 -3 0 -109

純損益　Ｇ＋Ｈ -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,703 -317,804 -319,710 -344,612 -323,966 -307,817



106　地域の明日を医療で支える

●機構全体� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

収　益

入院収益 11,669,226 11,962,262 12,004,970 12,063,886 12,481,914 12,402,744 11,925,750 12,236,428 12,120,355 12,292,464

外来診療収益 4,366,124 4,444,917 4,275,780 4,311,713 4,352,810 4,523,529 4,558,102 4,821,023 4,919,342 4,678,455

室料差額収益 29,156 32,341 27,325 32,053 31,894 48,117 42,129 48,965 46,527 45,678

公衆衛生活動収益 322,057 331,999 330,741 337,894 362,252 373,135 382,643 452,920 482,592 497,438

その他医業収益 108,016 107,315 105,522 106,642 101,363 98,794 102,290 128,973 139,432 134,351

保険等査定減 -36,697 -32,647 -34,198 -37,916 -26,483 -44,740 -31,226 -45,530 -51,178 -42,988

医業収益合計　Ａ 16,457,882 16,846,188 16,710,140 16,814,272 17,303,748 17,401,578 16,979,687 17,642,779 17,657,070 17,605,398

老健収益合計 404,711 373,395 370,829 375,370 361,728 355,078 370,971 406,782 421,787 398,249

看護師養成所収益合計 10,143 14,548 19,744 18,970 18,846 19,098 18,491 18,398 16,702 15,174

医業/老健/看護/一般その他営業収益 4,948,078 5,262,923 5,328,044 5,374,908 5,473,075 5,514,393 7,577,304 7,429,402 7,519,621 6,500,137

(うち)運営費負担金 4,602,745 4,956,619 4,999,779 5,044,967 5,088,904 5,135,154 5,212,289 5,260,902 5,305,563 5,332,563

営業収益合計　B 21,820,813 22,497,055 22,428,756 22,583,520 23,157,397 23,290,147 24,946,453 25,497,360 25,615,180 24,518,958

営業外収益　Ｃ 784,744 724,917 665,756 617,271 605,646 572,819 474,087 425,804 391,826 352,216

(うち)運営費負担金(利息分） 569,456 523,381 480,221 435,033 391,096 344,846 297,711 249,098 204,437 177,437

経常収益合計　Ｄ＝Ｂ＋Ｃ 22,605,557 23,221,972 23,094,512 23,200,791 23,763,042 23,862,966 25,420,539 25,923,164 26,007,006 24,871,174

費　用

給与費 12,042,067 12,540,886 13,029,350 13,012,250 13,109,864 13,374,003 13,694,236 14,033,925 14,264,727 14,418,469

(うち)給料 4,770,777 4,823,454 4,966,055 4,996,399 4,977,875 4,975,576 5,221,461 5,292,292 5,358,902 5,398,622

(うち)手当 2,410,364 2,493,502 2,554,436 2,451,085 2,480,103 2,535,406 2,412,242 2,442,882 2,426,978 2,352,441

(うち)賞与 1,262,143 1,299,384 1,375,465 1,420,064 1,464,330 1,573,707 1,713,654 1,737,676 1,827,753 1,929,879

(うち)賞与引当金繰入額 611,185 634,457 676,922 682,333 704,155 729,848 712,119 732,186 800,970 733,910

(うち)報酬 917,438 960,777 948,054 969,961 932,395 1,077,922 1,285,450 1,361,382 1,415,649 1,469,023

(うち)賃金 203,578 221,850 256,622 276,329 276,883 190,580 0 0 0 0

(うち)退職給付引当金繰入額 430,186 535,400 540,950 527,415 588,102 541,719 502,229 571,174 504,338 602,884

(うち)法定福利費 1,436,396 1,572,061 1,710,844 1,688,663 1,686,021 1,749,245 1,820,604 1,869,340 1,930,137 1,931,711

材料費 3,814,712 3,928,853 3,778,940 3,720,002 3,848,137 4,068,158 4,202,169 4,186,265 4,217,226 4,397,370

(うち)薬品費 2,016,487 2,045,008 1,864,703 1,807,857 1,934,394 2,089,273 2,117,768 2,024,578 2,015,927 2,213,722

(うち)診療材料費 1,613,211 1,683,948 1,721,107 1,710,472 1,710,151 1,779,465 1,894,635 1,971,139 2,010,742 1,997,203

(うち)給食材料費 175,304 188,609 182,740 190,942 189,624 187,110 175,637 179,121 177,104 177,111

減価償却費 2,427,096 2,391,439 2,329,958 2,252,714 2,017,928 2,007,712 1,980,488 2,127,510 2,200,468 2,227,336

資産減耗費 406 4,740 22,242 490 0 0 0 0 0 0

経　費 3,144,198 3,118,474 3,067,340 3,250,660 3,309,939 3,450,607 3,491,141 3,699,037 3,781,960 3,873,519

(うち)光熱水費　 342,877 311,258 277,299 303,648 320,019 308,908 280,095 306,497 436,131 377,430

(うち)修繕費 193,796 189,136 161,927 200,968 198,191 201,920 194,129 204,128 198,340 174,316

(うち)賃借料 402,013 387,521 383,870 388,582 402,941 446,574 474,506 461,613 462,916 518,412

(うち)委託料 1,564,304 1,682,938 1,723,689 1,768,730 1,795,159 1,871,665 1,918,182 1,962,959 1,923,418 2,036,615

(うち)貸倒引当金 3,240 7,273 1,796 0 1,281 4,751 7,521 2,615 5,763 10,816

研究研修費 87,968 82,958 81,938 76,879 71,710 70,042 52,863 58,643 75,258 88,037

雑支出 812 170 0 0 0 0 0 0 0 0

営業費用合計　E 21,517,259 22,067,519 22,309,769 22,312,996 22,357,578 22,970,522 23,420,896 24,105,380 24,539,639 25,004,731

(うち)医業費用合計　F 20,662,154 21,197,140 21,354,722 21,374,907 21,458,844 22,034,396 22,457,146 23,126,637 23,559,527 24,027,081

(うち)老健費用合計 438,113 434,171 442,311 423,576 424,040 443,952 460,943 444,594 447,332 453,346

(うち)看護師養成所費用合計 119,593 140,156 156,767 159,185 154,907 151,977 155,342 150,725 171,284 179,852

(うち)一般管理費用合計 297,398 296,052 355,969 355,327 319,787 340,197 347,465 383,424 361,496 344,452

医業事業損益　Ａ－F -4,204,272 -4,350,952 -4,644,582 -4,560,635 -4,155,096 -4,632,818 -5,477,459 -5,483,858 -5,902,457 -6,421,683

営業外費用　G 1,157,853 1,117,879 1,048,542 1,011,296 988,097 1,035,542 1,079,926 1,034,135 994,857 1,031,760

(うち)企業債支払利息 582,626 538,337 492,106 449,510 404,026 356,111 309,916 259,320 215,167 191,495

(うち)雑支出 547,389 550,343 533,372 541,671 563,367 664,910 754,694 769,467 773,146 833,353

経常費用合計　H＝E+G 22,675,112 23,185,397 23,358,311 23,324,292 23,345,675 24,006,064 24,500,822 25,139,515 25,534,496 26,036,491

経常損益　I＝D－H -69,555 36,575 -263,799 -123,501 417,367 -143,098 919,718 783,649 472,510 -1,165,316

臨時損益　J -3,330 -3,893 0 -6,958 -612 -4,841 -10,767 -71,779 -70,736 -10,223

純損益　I＋J -72,885 32,682 -263,799 -130,458 416,755 -147,940 908,951 711,869 401,774 -1,175,539
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貸借対照表2

地方独立行政法人長野県立病院機構

●貸借対照表（令和6年3月31日現在） （単位：円）

科　　　目 金　　　　　額

資産の部

　Ⅰ固定資産

　　有形固定資産

　　　土地 3,110,065,208

　　　建物 29,923,885,642

　　　　�建物減価償却累計額 ▲15,639,632,598 14,284,253,044

　　　構築物 646,130,300

　　　　�構築物減価償却累計額 ▲466,017,325 180,112,975

　　　器械備品 14,381,430,307

　　　　�器械備品減価償却累計額 ▲10,117,031,303 4,264,399,004

　　　車両 169,586,767

　　　　�車両減価償却累計額 ▲144,951,655 24,635,112

　　　�その他有形固定資産 34,954,936

　　　　�その他有形固定資産減価
償却累計額 ▲954,929 34,000,007

　　　　�有形固定資産　合計 21,897,465,350

　　無形固定資産

　　　借地権 38,440,000

　　　ソフトウェア 1,788,311

　　　電話加入権 164,000

　　　�無形固定資産　合計 40,392,311

　　投資その他の資産

　　　長期貸付金 31,680,000

　　　　貸倒引当金 ▲12,989,082 18,690,918

　　　長期前払費用 10,298,478

　　　その他投資資産 118,000

　　　�投資その他の資産　合計 29,107,396

　　　　�固定資産　合計 21,966,965,057

　Ⅱ流動資産

　　現金及び預金 2,424,784,809

　　未収金 3,567,535,978

　　　貸倒引当金 ▲37,601,837 3,529,934,141

　　医薬品 75,082,247

　　診療材料 94,592,634

　　貯蔵品 14,709,568

　　前渡金 6,520

　　前払費用 17,027,931

　　仮払金 25,000

　　立替金 136,260

　　　流動資産　合計 6,156,299,110

　　　　資産合計 28,123,264,167

（単位：円）

科　　　目 金　　　　　額

負債の部

　Ⅰ固定負債

　　資産見返負債

　　　資産見返補助金 1,100,729,005

　　　資産見返寄附金 55,077,821

　　　資産見返物品受贈額 1,880,607 1,157,687,433

　　長期借入金 7,807,983,969

　　移行前地方債償還債務 5,394,318,124

　　引当金

　　　退職給付引当金 7,219,551,243

　　　役員退職慰労引当金 1,700,000 7,221,251,243

　　長期リース債務 81,672,052

　　　固定負債　合計 21,662,912,821

　Ⅱ流動負債

　　�寄附金債務 106,995,031

　　�１年以内返済予定長期借入金 1,570,737,757

　　�１年以内返済予定移行前地方債
償還債務 910,105,483

　　�１年以内支払予定リース債務 43,101,102

　　�未払金 1,818,967,335

　　�未払費用 14,995,441

　　�未払消費税等 7,166,100

　　�預り金 158,980,256

　　�賞与引当金 733,910,323

　　�その他流動負債 3,427,194

　　　流動負債　合計 5,368,386,022

　　　　負債合計 27,031,298,843

純資産の部

　Ⅰ資本金

　　設立団体出資金 305,621,763

　　　資本金　合計 305,621,763

　Ⅱ資本剰余金

　　資本剰余金 20,106,000

　　　資本剰余金　合計 20,106,000

　Ⅲ利益剰余金

　　積立金 1,941,776,804

　　当期未処理損失 ▲1,175,539,243

　　（うち当期総損失） (▲1,175,539,243)

　　　利益剰余金　合計 766,237,561

　　　　純資産　合計 1,091,965,324

　　　負債純資産合計 28,123,264,167
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資本的収入及び支出3

●信州医療センター� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 99,900 117,352 453,843 567,477 657,066 287,299 310,612 429,673 355,606 283,551

国庫(県)補助金 420 394 38,930 37,871 0 0 165,707 134,010 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 588 90,000 630 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 1,200 3,600 4,800 1,800 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 101,520 121,346 497,573 607,735 747,066 287,929 476,319 563,683 355,606 283,551

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 0 0 278,441 417,679 58,239 108,833 138,023 251,493 99,137 106,641

医療器械購入費 87,286 115,753 214,630 181,880 691,512 178,013 331,001 309,196 243,214 177,074

備品購入費 2,026 346 257 4,776 1,609 1,344 15,876 21,044 13,183 2,812

車両購入費 1,261 1,183 0 1,498 2,544 1,690 0 0 0 840

ソフトウェア購入費 10,789 479 524 2 0 1,023 0 264 0 0

償還金償還額 746,466 720,024 734,955 550,528 571,589 599,421 788,387 828,876 843,082 860,049

長期貸付金等 13,600 14,800 7,200 1,265 3,000 0 265 0 0 3,000

資本的支出合計 861,428 852,585 1,236,006 1,157,630 1,328,494 890,324 1,273,551 1,410,873 1,198,616 1,150,415

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 1,200 47,595 5,372 5,689 221,657 10,526 25,209 94,452 19,279 119,543

国庫(県)補助金 0 833 238 0 0 0 20,409 8,444 495 0

不要資産売払収入 0 0 0 3,000 0 0 0 545 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 1,200 0 1,800 128 0 0 0 0 0

資本的収入合計 1,200 49,628 5,610 10,489 221,785 10,526 45,618 103,441 19,774 119,543

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 7,402 38,795 0 0

建設改良工事費 0 0 0 0 6,310 0 15,556 28,545 0 89,730

医療器械購入費 968 40,464 5,903 4,403 215,357 6,077 18,245 34,183 0 23,792

備品購入費 325 1,966 0 2,029 0 1,600 1,228 1,899 19,775 2,748

車両購入費 0 6,167 0 5,108 0 3,413 707 0 0 3,306

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 116 0 3,850 0 0 0

償還金償還額 144,666 164,945 182,289 165,105 168,280 167,819 225,740 220,249 224,771 229,542

長期貸付金等 2,155 715 340 0 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 148,113 214,257 188,532 176,645 390,064 178,908 272,728 323,671 244,546 349,118
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●阿南病院� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 35,700 36,972 54,251 46,475 105,476 56,158 71,320 195,163 62,477 68,009

国庫(県)補助金 0 0 0 997 0 0 18,653 54,826 0 1,114

不要資産売払収入 0 32 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 2,400 0 2,400 1,500 0 0 0 0 300 0

資本的収入合計 38,100 37,004 56,651 48,972 105,476 56,158 89,973 249,989 62,777 69,123

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 37,710 0 0

建設改良工事費 14,776 4,347 4,093 16,524 4,968 25,300 6,479 0 23,903 18,150

医療器械購入費 21,160 23,079 47,603 30,953 100,465 33,197 81,958 212,980 38,157 44,700

備品購入費 0 8,492 2,970 421 489 167 801 164 0 3,300

車両購入費 0 1,306 0 0 0 0 965 1,050 0 3,295

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 80,886 158,394 182,811 225,131 241,319 168,019 198,875 206,700 234,833 239,158

長期貸付金等 4,440 5,040 3,240 1,860 600 960 1,920 1,560 2,460 2,400

資本的支出合計 121,263 200,657 240,718 274,889 347,841 227,644 290,997 460,164 299,352 311,003

●木曽病院� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 574,000 179,389 275,416 56,247 29,615 104,499 150,237 240,436 733,072 345,145

国庫(県)補助金 49,412 11,332 11,289 3,695 1,239 55,356 91,165 139,759 983 2,815

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 1,730 21,649 130 0

その他(長期貸付返還金） 6,960 0 2,280 480 0 2,880 846 2,880 0

資本的収入合計 630,372 190,721 288,985 60,422 30,854 162,735 243,978 404,724 734,185 347,960

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 5,130 0

建設改良工事費 132,192 48,362 163,942 0 4,212 87,752 52,104 113,862 77,621 309,190

医療器械購入費 489,008 137,249 119,280 59,660 24,758 57,424 153,900 265,242 651,164 37,480

備品購入費 907 1,382 2,431 1,200 258 13,024 38,092 8,280 495 3,052

車両購入費 0 0 1,060 0 1,469 2,063 5,744 19,511 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 414,451 445,648 517,710 526,204 555,028 500,117 415,316 394,423 176,033 286,259

長期貸付金等 8,820 5,940 7,680 6,720 7,320 4,680 4,080 2,520 5,040 6,000

資本的支出合計 1,045,378 638,581 812,102 593,784 593,044 665,060 669,236 803,838 915,483 641,982
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●こども病院� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 142,100 381,952 1,170,145 356,432 282,298 293,925 409,001 769,353 979,276 969,829

国庫(県)補助金 0 0 130,161 74,941 0 0 185,718 34,691 17,655 2,422

不要資産売払収入 0 470 20,488 57,429 1,377 32,248 3,314 386 180 210

その他(長期貸付返還金） 2,700 3,900 4,500 2,400 204 93 399 0 0 7,719

資本的収入合計 144,800 386,322 1,325,294 491,202 283,879 326,265 598,432 804,430 997,111 980,180

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 15,018 169,138 0

建設改良工事費 0 190,591 370,886 211,863 13,748 60,312 49,171 164,415 260,035 19,008

医療器械購入費 140,546 191,521 936,395 210,590 272,942 278,497 546,514 626,700 576,885 960,942

備品購入費 1,602 0 0 1,689 227 248 2,104 1,781 812 430

車両購入費 0 0 387 50,220 1,150 1,540 0 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 799 0 0 0 0

償還金償還額 859,833 910,576 884,002 875,499 985,795 977,206 1,095,251 1,139,173 956,240 850,641

長期貸付金等 10,500 4,500 900 0 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 1,012,481 1,297,188 2,192,570 1,349,862 1,273,862 1,318,603 1,693,040 1,947,088 1,963,109 1,831,021

●阿南介護老人保険施設� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 3,900 1,436 12,598 1,900 2,100 6,100 10,300 0 4,950 0

国庫(県)補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 3,900 1,436 12,598 1,900 2,100 6,100 10,300 0 4,950 0

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 2,095 0 10,638 0 0 0 10,560 0 0 0

医療器械購入費 1,937 1,436 1,998 1,967 2,106 1,364 0 0 5,125 187

備品購入費 0 0 0 0 0 2,024 0 0 0 197

車両購入費 0 0 0 0 0 2,782 0 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 52,428 54,620 56,912 59,250 61,396 63,657 68,025 70,648 72,528 73,565

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 56,461 56,056 69,548 61,217 63,502 69,828 78,585 70,648 77,653 73,950
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●木曽介護老人保健施設� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 3,500 928 0 0 1,300 0 2,800 5,600 25,950 78,500

国庫(県)補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,557

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 4,103 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 3,500 928 0 0 1,300 0 2,800 9,703 25,950 80,057

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 3,143 0

建設改良工事費 3,590 0 0 0 1,350 0 0 5,280 17,380 72,798

医療器械購入費 0 929 907 0 0 0 2,992 482 5,868 7,390

備品購入費 0 0 0 0 0 289 0 0 0 0

車両購入費 0 0 0 0 0 0 0 4,103 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 35,222 37,155 43,482 45,174 47,351 49,034 51,110 53,609 53,015 57,749

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 31 0 0 0

資本的支出合計 38,812 38,084 44,389 45,174 48,701 49,324 54,132 63,474 79,405 137,937

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 300 297 0 0 0 0 1,480 6,623 2,506 2,400

国庫(県)補助金 35,725 8,896 0 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 36,025 9,193 0 0 0 0 1,480 6,623 2,506 2,400

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 39,360 10,945 0 0 0 0 0 4,895 0 2,640

医療器械購入費 336 0 0 0 0 0 0 0 0 0

備品購入費 0 298 0 0 0 0 1,479 1,846 3,710 0

車両購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 0 0 75 149 149 149 74 296 981 1,482

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 71 0 0 0

資本的支出合計 39,696 11,243 75 149 149 149 1,625 7,037 4,691 4,122
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●本部� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 19,000 1,579 10,775 47,380 22,588 67,993 39,041 0 784 39,923

国庫(県)補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

不要資産売払収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他(長期貸付返還金） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的収入合計 19,000 1,579 10,775 47,380 22,588 67,993 39,041 0 784 39,923

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

建設改良工事費 19,008 0 0 16,203 0 0 0 0 0 0

医療器械購入費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

備品購入費 0 1,705 9,828 31,212 22,825 68,005 48,675 0 899 39,930

車両購入費 0 0 1,698 0 1,887 0 2,024 0 0 0

ソフトウェア購入費 0 0 1,188 0 0 0 0 0 0 0

償還金償還額 14,443 10,443 13,800 11,495 12,864 15,634 30,129 38,893 36,199 28,561

長期貸付金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資本的支出合計 33,451 12,148 26,514 58,910 37,576 83,638 80,828 38,893 37,098 68,491

●機構全体� （単位：千円）

年　度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

資本的収入

企業債 879,600 767,500 1,982,400 1,081,600 1,322,100 826,500 1,020,000 1,741,300 2,183,900 1,906,900

国庫(県)補助金 85,557 21,455 180,618 117,504 1,239 55,356 481,652 371,730 19,133 7,908

不要資産売払収入 0 502 20,488 61,017 91,377 32,878 5,044 26,684 310 210

その他(長期貸付返還金） 13,260 8,700 13,980 7,980 332 2,973 1,245 2,880 300 7,719

資本的収入合計 978,417 798,157 2,197,486 1,268,101 1,415,048 917,706 1,507,941 2,142,594 2,203,643 1,922,737

資本的支出

建設工事費 0 0 0 0 0 0 7,402 91,523 177,411 0

建設改良工事費 211,021 254,245 828,000 662,269 88,828 282,198 271,892 568,490 478,076 618,157

医療器械購入費 741,241 510,430 1,326,716 489,452 1,307,140 554,572 1,134,610 1,448,783 1,520,413 1,251,565

備品購入費 4,860 14,190 15,485 41,328 25,408 86,701 108,256 35,014 38,874 52,469

車両購入費 1,261 8,656 3,146 56,826 7,051 11,488 9,440 24,664 0 7,440

ソフトウェア購入費 10,789 479 1,712 2 116 1,822 3,850 264 0 0

償還金償還額 2,348,395 2,501,806 2,616,036 2,458,536 2,643,771 2,541,056 2,872,906 2,952,867 2,597,681 2,627,006

長期貸付金等 39,515 30,995 19,360 9,845 10,920 5,640 6,366 4,080 7,500 11,400

資本的支出合計 3,357,082 3,320,800 4,810,455 3,718,259 4,083,233 3,483,478 4,414,722 5,125,686 4,819,954 4,568,037
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損益の推移4

●信州医療センター� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 6,054,121 6,593,766 6,465,556 6,568,626 6,810,706 7,178,692 7,732,687 7,892,758 8,250,307 7,516,731

臨時利益 0 0 0 30 43,064 40 0 0 0 0

収入計 6,054,121 6,593,766 6,465,556 6,568,656 6,853,771 7,178,732 7,732,687 7,892,758 8,250,307 7,516,731

経常費用 6,185,680 6,502,396 6,458,408 6,670,987 6,678,365 7,167,894 7,351,703 7,634,559 7,913,146 7,776,695

臨時損失 0 0 0 6,988 41,271 2,128 1,499 312 23,081 202

支出計 6,185,680 6,502,396 6,458,408 6,677,975 6,719,636 7,170,022 7,353,201 7,634,872 7,936,228 7,776,897

経常損益 -131,559 91,371 7,148 -102,361 132,341 10,799 380,985 258,199 337,161 -259,965

経常損益累積 -73,722 17,649 24,797 -77,564 54,777 65,576 446,560 704,759 1,041,920 781,956

純損益 -131,559 91,371 7,148 -109,319 134,134 8,710 379,486 257,886 314,079 -260,166

純損益累積 -74,285 17,086 24,234 -85,085 49,049 57,759 437,245 695,132 1,009,211 749,045

資金収支 -204,154 86,583 -51,072 -3,011 52,504 -129,710 48,879 -11,439 28,251 -524,774

資金収支累積 -325,120 -238,537 -289,609 -292,620 -240,115 -369,826 -320,946 -332,385 -304,134 -828,909

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 2,044,368 1,979,873 1,934,035 2,000,712 1,987,337 2,016,780 2,244,300 2,145,113 2,320,710 2,158,539

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 545 0 45

収入計 2,044,368 1,979,873 1,934,035 2,000,712 1,987,337 2,016,780 2,244,300 2,145,658 2,320,710 2,158,584

経常費用 2,063,120 1,943,513 1,975,141 1,975,527 2,021,044 2,026,972 2,065,345 2,165,053 2,161,245 2,130,235

臨時損失 0 0 0 0 130 461 20 2 0 0

支出計 2,063,120 1,943,513 1,975,141 1,975,527 2,021,174 2,027,434 2,065,365 2,165,055 2,161,245 2,130,235

経常損益 -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,708 -10,192 178,955 -19,941 159,465 28,303

経常損益累積 -196,417 -160,057 -201,162 -175,977 -209,685 -219,877 -40,922 -60,863 98,602 126,906

純損益 -18,751 36,360 -41,106 25,185 -33,837 -10,653 178,935 -19,397 159,465 28,349

純損益累積 -535,700 -499,340 -540,445 -515,260 -549,097 -559,751 -380,816 -400,213 -240,748 -212,399

資金収支 -25,921 53,721 -76,650 -8,815 -51,787 -45,451 134,846 -21,060 85,291 -64,367

資金収支累積 -24,311 29,410 -47,240 -56,054 -107,841 -153,292 -18,446 -39,506 45,784 -18,583

●阿南病院� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 1,477,758 1,716,743 1,783,312 1,851,682 1,795,555 1,710,432 2,062,115 2,107,538 2,070,471 1,781,621

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 1,477,758 1,716,743 1,783,312 1,851,682 1,795,555 1,710,432 2,062,115 2,107,538 2,070,471 1,781,621

経常費用 1,654,310 1,632,226 1,623,226 1,643,957 1,623,273 1,623,220 1,674,893 1,705,913 1,758,165 1,740,590

臨時損失 0 0 0 0 1,455 82 4,254 434 12,728 19

支出計 1,654,310 1,632,226 1,623,226 1,643,957 1,624,728 1,623,301 1,679,147 1,706,347 1,770,893 1,740,609

経常損益 -176,552 84,517 160,086 207,725 172,282 87,212 387,221 401,626 312,305 41,031

経常損益累積 -247,182 -162,665 -2,579 205,147 377,428 464,641 851,862 1,253,487 1,565,793 1,606,823

純損益 -176,552 84,517 160,086 207,725 170,827 87,130 382,968 401,191 299,578 41,012

純損益累積 -694,015 -609,498 -449,412 -241,686 -70,859 16,271 399,239 800,430 1,100,008 1,141,020

資金収支 43,025 173,570 178,403 145,769 113,757 39,588 358,869 336,159 223,184 -11,335

資金収支累積 -18,641 154,929 333,332 479,101 592,858 632,445 991,315 1,327,474 1,550,658 1,539,323
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●木曽病院� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 4,358,267 4,679,694 4,437,820 4,193,105 4,242,095 4,013,583 4,288,429 4,572,039 4,201,512 3,935,867

臨時利益 0 0 0 0 0 0 730 0 46 10

収入計 4,358,267 4,679,694 4,437,820 4,193,105 4,242,095 4,013,583 4,289,159 4,572,039 4,201,558 3,935,877

経常費用 4,269,813 4,654,387 4,476,410 4,254,060 4,157,571 3,987,245 3,945,977 4,179,469 4,177,781 4,191,541

臨時損失 3,330 3,893 0 0 3 1,666 4,308 63,487 14,139 7,463

支出計 4,273,143 4,658,280 4,476,410 4,254,060 4,157,573 3,988,911 3,950,285 4,242,956 4,191,919 4,199,004

経常損益 88,454 25,306 -38,590 -60,955 84,524 26,338 342,452 392,570 23,731 -255,675

経常損益累積 764,476 789,782 751,192 690,237 774,761 801,100 1,143,551 1,536,121 1,559,852 1,304,178

純損益 85,124 21,414 -38,590 -60,955 84,521 24,672 338,874 329,083 9,638 -263,127

純損益累積 743,757 765,170 726,581 665,625 750,147 774,819 1,113,693 1,442,776 1,452,414 1,189,287

資金収支 28,895 25,621 -141,966 -199,572 -184,520 -195,851 107,629 233,928 156,918 -247,021

資金収支累積 310,977 336,598 194,632 -4,940 -189,460 -385,311 -277,682 -43,754 113,164 -133,857

●こども病院� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 7,888,221 7,595,542 7,826,665 7,933,486 8,301,002 8,321,911 8,416,594 8,488,965 8,423,578 8,766,367

臨時利益 0 0 0 0 159 0 0 0 0 0

収入計 7,888,221 7,595,542 7,826,665 7,933,486 8,301,162 8,321,911 8,416,594 8,488,965 8,423,578 8,766,367

経常費用 7,591,319 7,529,969 7,820,282 7,796,334 7,927,275 8,225,732 8,458,031 8,443,283 8,515,175 9,195,009

臨時損失 0 0 0 0 596 544 1,403 8,086 153 390

支出計 7,591,319 7,529,969 7,820,282 7,796,334 7,927,871 8,226,276 8,459,434 8,451,370 8,515,329 9,195,399

経常損益 296,902 65,573 6,382 137,152 373,728 96,179 -41,437 45,681 -91,597 -428,642

経常損益累積 1,029,468 1,095,040 1,101,423 1,238,575 1,612,303 1,708,482 1,667,044 1,712,726 1,621,128 1,192,486

純損益 296,902 65,573 6,382 137,152 373,291 95,635 -42,840 37,595 -91,751 -429,033

純損益累積 1,029,468 1,095,040 1,101,423 1,238,575 1,611,866 1,707,501 1,664,661 1,702,256 1,610,505 1,181,473

資金収支 409,754 72,648 71,197 74,175 186,912 -116,940 -465,094 -247,431 -337,063 -544,430

資金収支累積 1,518,309 1,590,957 1,662,154 1,736,329 1,923,241 1,806,301 1,341,207 1,093,776 756,713 212,283

●阿南介護老人保健施設� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 248,584 246,762 239,127 230,794 225,714 222,300 229,459 244,684 259,846 231,966

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 248,584 246,762 239,127 230,794 225,714 222,300 229,459 244,684 259,846 231,966

経常費用 243,901 248,135 238,977 233,679 225,212 229,896 221,358 219,368 211,143 213,276

臨時損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出計 243,901 248,135 238,977 233,679 225,212 229,896 221,358 219,368 211,143 213,276

経常損益 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 25,316 48,703 18,690

経常損益累積 32,495 31,122 31,272 28,386 28,888 21,292 29,393 54,710 103,412 122,102

純損益 4,682 -1,373 150 -2,886 502 -7,596 8,101 25,316 48,703 18,690

純損益累積 32,495 31,122 31,272 28,386 28,888 21,292 29,393 54,710 103,412 122,102

資金収支 -18,566 -44,226 -24,315 -23,331 -27,709 -45,214 -31,027 -21,006 -5,222 -41,082

資金収支累積 -112,934 -157,160 -181,475 -204,805 -232,515 -277,729 -308,756 -329,762 -334,984 -376,066
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●木曽介護老人保健施設� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 256,993 235,075 240,500 255,144 244,733 241,966 251,823 270,984 278,277 279,457

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 256,993 235,075 240,500 255,144 244,733 241,966 251,823 270,984 278,277 279,457

経常費用 245,297 233,443 246,846 229,842 235,124 247,529 269,439 267,555 257,274 256,941

臨時損失 0 0 0 0 0 0 1 0 20,681 2,095

支出計 245,297 233,443 246,846 229,842 235,124 247,529 269,440 267,555 277,955 259,035

経常損益 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,616 3,430 21,003 22,517

経常損益累積 50,616 52,249 45,902 71,204 80,813 75,250 57,634 61,064 82,067 104,584

純損益 11,696 1,632 -6,346 25,302 9,609 -5,563 -17,617 3,430 322 20,422

純損益累積 50,616 52,249 45,902 71,204 80,813 75,250 57,633 61,063 61,385 81,807

資金収支 13,722 -9,114 -42,594 -383 -17,116 -33,287 -57,768 -13,193 -2,228 -18,332

資金収支累積 19,854 10,740 -31,854 -32,237 -49,353 -82,640 -140,408 -153,601 -155,828 -174,160

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 94,945 124,803 132,087 133,621 131,598 131,253 157,860 157,498 158,857 158,180

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 94,945 124,803 132,087 133,621 131,598 131,253 157,860 157,498 158,857 158,180

経常費用 120,712 141,483 158,118 160,459 156,188 153,724 157,106 152,470 173,153 182,049

臨時損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出計 120,712 141,483 158,118 160,459 156,188 153,724 157,106 152,470 173,153 182,049

経常損益 -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296 -23,869

経常損益累積 -25,767 -42,447 -68,478 -95,317 -119,907 -142,377 -141,623 -136,595 -150,891 -174,760

純損益 -25,767 -16,680 -26,031 -26,838 -24,590 -22,471 754 5,028 -14,296 -23,869

純損益累積 -25,767 -42,447 -68,478 -95,317 -119,907 -142,377 -141,623 -136,595 -150,891 -174,760

資金収支 10,293 -11,060 -15,166 -20,382 -31,930 -10,586 -5,917 7,740 -14,604 -17,953

資金収支累積 10,293 -767 -15,932 -36,315 -68,245 -78,831 -84,748 -77,007 -91,612 -109,565

●本部事務局・本部研修センター� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 182,300 49,714 35,410 33,621 24,303 26,049 37,272 43,585 43,448 42,447

臨時利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収入計 182,300 49,714 35,410 33,621 24,303 26,049 37,272 43,585 43,448 42,447

経常費用 300,961 299,846 360,902 359,446 321,624 343,853 356,969 388,194 367,414 350,154

臨時損失 0 0 0 0 382 0 13 3 0 109

支出計 300,961 299,846 360,902 359,446 322,006 343,853 356,982 388,197 367,414 350,263

経常損益 -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,321 -317,804 -319,697 -344,609 -323,966 -307,707

経常損益累積 -514,628 -764,760 -1,090,251 -1,416,077 -1,713,398 -2,031,202 -2,350,899 -2,695,508 -3,019,474 -3,327,181

純損益 -118,660 -250,131 -325,492 -325,826 -297,703 -317,804 -319,710 -344,612 -323,966 -307,817

純損益累積 -514,628 -764,760 -1,090,251 -1,416,077 -1,713,780 -2,031,584 -2,351,294 -2,695,906 -3,019,872 -3,327,689

資金収支 -103,514 -258,720 -320,336 -310,378 -277,733 -297,284 -316,753 -323,521 -346,967 -290,940

資金収支累積 -496,377 -755,097 -1,075,433 -1,385,811 -1,663,543 -1,960,827 -2,277,581 -2,601,102 -2,948,069 -3,239,009
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●機構全体� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度

経常収益 22,605,557 23,221,972 23,094,512 23,200,791 23,763,042 23,862,966 25,420,542 25,923,164 26,007,006 24,871,174

臨時利益 0 0 0 30 43,224 40 730 545 46 55

収入計 22,605,557 23,221,972 23,094,512 23,200,821 23,806,266 23,863,006 25,421,272 25,923,709 26,007,052 24,871,230

経常費用 22,675,112 23,185,397 23,358,311 23,324,292 23,345,675 24,006,064 24,500,822 25,139,515 25,534,496 26,036,491

臨時損失 3,330 3,893 0 6,988 43,836 4,881 11,497 72,325 70,782 10,278

支出計 22,678,442 23,189,290 23,358,311 23,331,280 23,389,512 24,010,945 24,512,319 25,211,840 25,605,278 26,046,769

経常損益 -69,555 36,575 -263,799 -123,501 417,367 -143,098 919,720 783,649 472,510 -1,165,316

経常損益累積 819,339 855,914 592,115 468,615 885,982 742,883 1,662,604 2,446,252 2,918,762 1,753,445

純損益 -72,885 32,682 -263,799 -130,458 416,755 -147,940 908,953 711,869 401,774 -1,175,539

純損益累積 11,941 44,623 -219,176 -349,634 67,120 -80,819 828,134 1,540,003 1,941,777 766,238

資金収支 153,535 89,023 -422,499 -345,927 -237,622 -834,735 -226,335 -59,822 -212,440 -1,760,235

資金収支累積 882,051 971,074 548,575 202,648 -34,974 -869,710 -1,096,045 -1,155,867 -1,368,307 -3,128,542
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運営費負担金の推移5

●信州医療センター� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 610

講義等補充職員経費 15,068 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739 26,739

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 81,316 108,171 108,171 108,171 108,171 108,171 106,364 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 449 449 449 449

院内
保育所 院内保育所経費 5,079 5,079 5,079 5,079

そ
の
他

防災対策経費 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 45,758 27,626 32,476 75,177 85,403 109,174 56,521 50,010 121,846 130,648

病院機構本部経費

　小　　計 147,752 167,536 172,386 215,087 225,313 249,084 198,152 191,641 263,477 272,279

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 24,289 28,567 28,567 28,567 28,567 28,567 29,960 29,960 29,960 29,960

小児部門運営経費 29,008 16,800 16,800 16,800 16,800 16,800 19,320 19,320 19,320 19,320

新生児特定集中治療室運営費 16,892 21,804 21,804 21,804 21,804 21,804 31,548 31,548 31,548 31,548

結核病院運営 109,896 140,256 140,256 140,256 140,256 140,256 66,528 66,528 66,528 66,528

ICU運営費 97,664 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200 105,200

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費

そ
の
他

医師等の研究研修費 19,273 7,500 7,500 7,500 13,209 13,209 11,629 11,629 11,629 11,629

医師確保対策経費 54,610 50,132 50,132 50,132 50,132 50,132 55,079 55,079 55,079 55,079

連携大学院経費

総合医の養成に要する経費 5,600 5,600 5,600 5,600

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費 49,500 49,500 49,500

企業債利息 147,873 139,976 131,751 124,270 116,870 109,016 100,607 92,027 83,473 74,956

資本的
収入 企業債元金 437,609 425,600 434,299 343,345 355,159 370,384 428,681 450,288 458,781 467,123

小　　計 986,614 985,335 985,809 837,874 847,997 855,368 854,152 867,179 867,118 866,943

合　　　　計 1,134,366 1,152,871 1,158,195 1,052,961 1,073,310 1,104,452 1,052,304 1,058,820 1,130,595 1,139,222



118　地域の明日を医療で支える

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 506

講義等補充職員経費 13,528 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168 12,168

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,081 1,081 1,081 1,081

院内
保育所 院内保育所経費

そ
の
他

防災対策経費 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 20,647 10,731 24,699 36,391 33,786 41,803 69,995 67,575 95,233 99,172

病院機構本部経費

　小　　計 36,931 25,149 39,117 50,809 48,204 56,221 84,244 81,824 109,482 113,421

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 13,314 21,587 21,587 21,587 21,587 21,587 12,061 12,061 12,061 12,061

小児部門運営経費

新生児特定集中治療室運営費

結核病院運営

ICU運営費

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費 252,642 295,815 295,815 295,815 295,815 295,815 283,176 283,176 283,176 283,176

児童思春期病棟運営経費 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 164,299 164,299 164,299 164,299

不
採
算

不採算部門増こう経費

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費

そ
の
他

医師等の研究研修費 7,500 4,500 4,500 4,500 5,625 5,625 5,971 5,971 5,971 5,971

医師確保対策経費 12,700 39,445 39,445 39,445 39,445 39,445 42,009 42,009 42,009 42,009

連携大学院経費 7,000 7,000 7,000 7,000

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費 8,096 8,096 8,096 8,096

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費 18,000 18,000

企業債利息 46,431 45,151 43,555 41,438 39,227 37,139 34,854 32,513 30,249 27,880

資本的
収入 企業債元金 72,331 82,472 91,145 82,552 84,140 83,909 112,870 110,124 112,386 114,771

小　　計 512,918 596,970 586,047 575,337 575,839 573,520 670,336 665,249 665,247 665,263

合　　　　計 549,849 622,119 625,164 626,146 624,043 629,741 754,580 747,073 774,729 778,684
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●阿南病院� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費

講義等補充職員経費

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 81,316 108,171 108,171 108,171 108,171 108,171 106,364 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 500 500 500 500 500 500

院内
保育所 院内保育所経費

そ
の
他

防災対策経費 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 21,522 3,599 1,000 16,644 20,334 28,004 19,857 18,174 36,904 39,770

病院機構本部経費

　小　　計 104,338 113,270 110,671 126,315 130,005 137,675 127,221 125,538 144,268 147,134

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 9,158 13,373 13,373 13,373 13,373 13,373 11,672 11,672 11,672 11,672

小児部門運営経費 8,288 0 0 0

新生児特定集中治療室運営費

結核病院運営

ICU運営費

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費 319,048 165,155 165,155 165,155 165,155 165,155 209,825 209,825 209,825 209,825

阿南病院入院単価措置 352,838 352,838 352,838 352,838 352,838 240,760 240,760 240,760 240,760

へき地 へき地訪問看護運営経費 2,027 1,515 1,515 1,515 1,515 1,515 1,431 1,431 1,431 1,431

そ
の
他

医師等の研究研修費 6,000 3,000 3,000 3,000 4,056 4,056 4,987 4,987 4,987 4,987

医師確保対策経費 11,430 36,695 36,695 36,695 36,695 36,695 37,735 37,735 37,735 37,735

連携大学院経費

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費 27,000 27,000 27,000 27,000

企業債利息 13,628 11,697 12,720 10,738 11,576 10,934 10,271 9,596 8,999 8,394

資本的
収入 企業債元金 40,637 80,058 91,621 112,792 123,339 87,382 102,860 106,824 120,941 122,340

小　　計 437,216 691,331 703,917 723,106 708,547 671,948 619,541 622,830 636,350 637,144

合　　　　計 541,554 804,601 814,588 849,421 838,552 809,623 746,762 748,368 780,618 784,278
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●木曽病院� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 279

講義等補充職員経費 18,244

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 81,316 108,171 108,171 108,171 108,171 108,171 106,364 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 1,250 193 193 193 193

院内
保育所 院内保育所経費 8,179 8,179 8,179 8,179

そ
の
他

防災対策経費 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 4,000 4,000 4,000 4,000

小児医療の後期臨床医受入経費

基礎年金拠出金公的負担経費 36,264 37,630 32,981 48,435 54,120 67,777 60,921 56,957 101,315 109,153

病院機構本部経費

　小　　計 142,353 152,051 147,402 162,856 168,541 182,198 179,657 175,693 220,051 227,889

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 23,316 29,876 29,876 29,876 29,876 29,876 16,763 16,763 16,763 16,763

小児部門運営経費 26,936 21,840 21,840 21,840 21,840 21,840

新生児特定集中治療室運営費 8,446 10,902 10,902 10,902 10,902 10,902 7,887 7,887 7,887 7,887

結核病院運営

ICU運営費 48,832 52,600 52,600 52,600 52,600 52,600 26,300 26,300 26,300 26,300

看護師配置増高経費

特殊医療機器維持経費

小児在宅医療支援病棟運営経費

リニアック更新経費

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費 164,000 260,362 260,362 260,362 260,362 260,362 362,425 362,425 362,425 362,425

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費 2,027 1,515 1,515 1,515 1,515 1,515 1,431 1,431 1,431 1,431

そ
の
他

医師等の研究研修費 10,000 7,000 7,000 7,000 7,149 7,149 7,939 7,939 7,939 7,939

医師確保対策経費 22,860 43,007 43,007 43,007 43,007 43,007 44,475 44,475 44,475 44,475

連携大学院経費

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費

企業債利息 105,993 91,701 79,395 66,971 54,323 41,430 29,263 16,724 7,066 7,239

資本的
収入 企業債元金 243,242 261,801 300,345 305,004 319,681 290,285 233,403 237,827 94,777 149,971

小　　計 655,652 780,604 806,842 799,077 801,255 758,966 729,886 721,771 569,063 624,430

合　　　　計 798,005 932,655 954,244 961,933 969,796 941,164 909,543 897,464 789,114 852,319
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●こども病院� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費

講義等補充職員経費 5,416 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347 8,347

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 14,816 17,368 17,368 17,368 17,368 17,368 106,364 106,364 106,364 106,364

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 500 500 500 500 500 500 851 851 851 851

院内
保育所 院内保育所経費 17,651 17,651 17,651 17,651

そ
の
他

防災対策経費 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

小児医療の後期臨床医受入経費 10,000

基礎年金拠出金公的負担経費 47,825 103,902 95,057 106,637 102,921 137,989 89,404 81,144 172,995 191,365

病院機構本部経費

　小　　計 80,557 132,117 123,272 134,852 131,136 166,204 224,617 216,357 308,208 326,578

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 20,107 15,317 15,317 15,317 15,317 15,317 5,383 5,383 5,383 5,383

小児部門運営経費 281,792 203,280 203,280 203,280 203,280 203,280 233,772 233,772 233,772 233,772

新生児特定集中治療室運営費 190,035 220,776 220,776 220,776 220,776 220,776 319,434 319,434 319,434 319,434

結核病院運営

ICU運営費 170,912 184,100 184,100 236,700 215,660 215,660 157,800 157,800 157,800 157,800

看護師配置増高経費 233,680 191,648 191,648 203,104 187,744 187,744

特殊医療機器維持経費 29,404

小児在宅医療支援病棟運営経費 36,276 36,276 36,276 36,276

リニアック更新経費 6,085 6,085 6,085 6,085

精
神

精神病院運営経費

児童思春期病棟運営経費

不
採
算

不採算部門増こう経費

阿南病院入院単価措置

へき地 へき地訪問看護運営経費

そ
の
他

医師等の研究研修費 17,657 11,000 11,000 11,000 16,347 16,347 16,549 16,549 16,549 16,549

医師確保対策経費 67,310 42,632 42,632 42,632 42,632 42,632 46,201 46,201 46,201 46,201

連携大学院経費

総合医の養成に要する経費

精神科医の養成に要する経費

先端医療の推進に要する経費

電子カルテ導入増高経費

企業債利息 212,470 195,018 176,593 159,173 140,549 121,864 102,479 82,391 63,456 52,514

資本的
収入 企業債元金 518,216 546,964 536,943 535,157 587,578 587,132 642,441 673,327 567,642 483,215

小　　計 1,741,583 1,610,735 1,582,289 1,627,139 1,629,883 1,610,752 1,566,420 1,577,218 1,452,598 1,357,229

合　　　　計 1,822,140 1,742,852 1,705,561 1,761,991 1,761,019 1,776,956 1,791,037 1,793,575 1,760,806 1,683,807



122　地域の明日を医療で支える

●阿南介護老人保健施設� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１

項
第
１
号
経
費

その他 基礎年金拠出金公的負担経費 3,283 3,024 3,335 3,754 4,059 3,781 3,529 6,055 6,412

　小　　計 0 3,283 3,024 3,335 3,754 4,059 3,781 3,529 6,055 6,412

法
第
85
条
第
１

項
第
２
号
経
費

その他 企業債利息 20,870 19,187 17,286 15,326 13,282 11,162 8,966 6,698 4,330 1,903

資本的
収入 企業債元金 34,399 35,799 37,260 38,755 40,166 41,647 44,195 45,884 47,215 47,815

小　　計 55,269 54,986 54,546 54,081 53,448 52,809 53,161 52,582 51,545 49,718

合　　　　計 55,269 58,269 57,570 57,416 57,202 56,868 56,942 56,111 57,600 56,130

●木曽介護老人保健施設� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１

項
第
１
号
経
費

その他 基礎年金拠出金公的負担経費 3,757 3,728 3,817 3,754 4,870 4,234 3,905 7,337 7,759

　小　　計 0 3,757 3,728 3,817 3,754 4,870 4,234 3,905 7,337 7,759

法
第
85
条
第
１

項
第
２
号
経
費

その他 企業債利息 22,090 20,598 18,885 17,084 15,200 13,228 11,163 9,004 6,752 4,473

資本的
収入 企業債元金 23,423 24,662 28,110 29,254 30,655 31,824 33,204 34,812 34,889 37,649

小　　計 45,513 45,260 46,995 46,338 45,855 45,052 44,367 43,816 41,641 42,122

合　　　　計 45,513 49,017 50,723 50,155 49,609 49,922 48,601 47,721 48,978 49,881

●信州木曽看護専門学校� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項

第
１
号
経
費

看護学校 看護師養成所経費 72,201 91,134 91,134 91,134 91,134 91,134 119,575 119,575 119,575 119,575

保健衛生 医療相談等保健衛生経費 39 39 39 39

その他 基礎年金拠出金公的負担経費 2,307 1,385 3,787 2,503 3,653 3,081 2,872 5,298 6,145

　小　　計 72,201 93,441 92,519 94,921 93,637 94,787 122,695 122,486 124,912 125,759

法
第
85
条
第
１

項
第
２
号
経
費

その他 企業債利息 1 9 11

資本的
収入 企業債元金 38 75 75 75 37 148 490 741

小　　計 0 0 38 75 75 75 37 149 499 752

合　　　　計 72,201 93,441 92,557 94,996 93,712 94,862 122,732 122,635 125,411 126,511

●本部事務局・本部研修センター� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項

第
１
号
経
費

保健衛生 医療相談等保健衛生経費 90 90 90 90

そ
の
他

基礎年金拠出金公的負担経費 3,530 5,514 1,076 5,814 6,256 8,522 5,259 4,777 10,080 10,954

病院機構本部経費 135,796

　小　　計 139,326 5,514 1,076 5,814 6,256 8,522 5,349 4,867 10,170 11,044

法
第
85
条
第
１
項

第
２
号
経
費

そ
の
他

医師等の研究研修費 6,656 13,386 13,386 13,386

先端医療の推進に要する経費 6,977 6,977 6,977 6,977

企業債利息 101 53 36 33 69 73 108 144 103 67

資本的
収入 企業債元金 7,221 5,222 6,900 5,748 6,432 7,817 15,065 26,245 24,899 21,080

小　　計 13,978 18,661 20,322 19,167 6,501 7,890 22,150 33,366 31,979 28,124

合　　　　計 153,304 24,175 21,398 24,981 12,757 16,412 27,499 38,233 42,149 39,168
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●機構全体� （単位：千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

法
第
85
条
第
１
項
第
１
号
経
費

看
護
学
校

看護教員等養成経費 1,395 0 0 0 0 0 0 0 0 0

講義等補充職員経費 52,256 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254 47,254

看護学生臨床実習指導経費

看護師養成所経費 72,201 91,134 91,134 91,134 91,134 91,134 119,575 119,575 119,575 119,575

救
急
医
療

診療時間外救急患者経費

医療技術者等当直待機経費 258,764 341,881 341,881 341,881 341,881 341,881 425,456 425,456 425,456 425,456

救急患者用空床確保経費

保健
衛生 医療相談等保健衛生経費 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 5,500 2,703 2,703 2,703 2,703

院内
保育所 院内保育所経費 30,909 30,909 30,909 30,909

そ
の
他

防災対策経費 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 11,000 11,000 11,000 11,000

小児医療の後期臨床医受入経費 10,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基礎年金拠出金公的負担経費 175,546 198,349 195,426 300,037 312,831 405,851 313,053 288,943 557,063 601,378

病院機構本部経費 135,796 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　小　　計 723,458 696,118 693,195 797,806 810,600 903,620 949,950 925,840 1,193,960 1,238,275

法
第
85
条
第
１
項
第
２
号
経
費

高
度
特
殊
医
療

ﾘﾊビﾘﾃｰｼｮﾝ運営費 90,184 108,720 108,720 108,720 108,720 108,720 75,839 75,839 75,839 75,839

小児部門運営経費 346,024 241,920 241,920 241,920 241,920 241,920 253,092 253,092 253,092 253,092

新生児特定集中治療室運営費 215,373 253,482 253,482 253,482 253,482 253,482 358,869 358,869 358,869 358,869

結核病院運営 109,896 140,256 140,256 140,256 140,256 140,256 66,528 66,528 66,528 66,528

ICU運営費 317,408 341,900 341,900 394,500 373,460 373,460 289,300 289,300 289,300 289,300

看護師配置増高経費 233,680 191,648 191,648 203,104 187,744 187,744 0 0 0 0

特殊医療機器維持経費 29,404 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小児在宅医療支援病棟運営経費 36,276 36,276 36,276 36,276

リニアック更新経費 6,085 6,085 6,085 6,085

精
神

精神病院運営経費 252,642 295,815 295,815 295,815 295,815 295,815 283,176 283,176 283,176 283,176

児童思春期病棟運営経費 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 90,000 164,299 164,299 164,299 164,299

不
採
算

不採算部門増こう経費 483,048 425,517 425,517 425,517 425,517 425,517 572,250 572,250 572,250 572,250

阿南病院入院単価措置 0 352,838 352,838 352,838 352,838 352,838 240,760 240,760 240,760 240,760

へき地 へき地訪問看護運営経費 4,054 3,030 3,030 3,030 3,030 3,030 2,862 2,862 2,862 2,862

そ
の
他

医師等の研究研修費 67,086 46,386 46,386 46,386 46,386 46,386 47,075 47,075 47,075 47,075

医師確保対策経費 168,910 211,911 211,911 211,911 211,911 211,911 225,499 225,499 225,499 225,499

連携大学院経費 7,000 7,000 7,000 7,000

総合医の養成に要する経費 5,600 5,600 5,600 5,600

精神科医の養成に要する経費 8,096 8,096 8,096 8,096

先端医療の推進に要する経費 6,977 6,977 6,977 6,977

電子カルテ導入増高経費 94,500 94,500 76,500 27,000 0 0 0 0 0 0

企業債利息 569,456 523,381 480,221 435,033 391,096 344,846 297,711 249,098 204,437 177,437

資本的
収入 企業債元金 1,377,078 1,462,578 1,526,661 1,452,682 1,547,225 1,500,455 1,612,756 1,685,479 1,462,020 1,444,705

小　　計 4,448,743 4,783,882 4,786,805 4,682,194 4,669,400 4,576,380 4,560,050 4,584,160 4,316,040 4,271,725

合　　　　計 5,172,201 5,480,000 5,480,000 5,480,000 5,480,000 5,480,000 5,510,000 5,510,000 5,510,000 5,510,000
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未収金の推移6

●信州医療センター� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

前年度以前分 24,129 19,305 13,021 12,570 10,516 13,816 11,967 11,858 14,313 20,957

当年度末 個人分 13,115 25,703 21,101 27,151 20,797 20,929 21,021 23,863 24,637 16,798

当年度末 団体分 730,280 927,411 838,272 841,417 1,028,521 951,838 1,242,336 1,057,025 1,011,822 979,882

当年度末 未決算分 11,411 8,843 17,822 16,062 24,975 19,865 23,740 76,745 23,245 10,851

未収金額計 778,935 981,263 890,215 897,199 1,084,809 1,006,449 1,299,065 1,169,491 1,074,017 1,028,488

貸倒損失額 4,276 7,068 5,392 9 0 4,977 2,753 213 734 0

●こころの医療センター駒ヶ根� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

前年度以前分 7,583 7,180 6,177 5,454 5,413 3,202 2,884 4,743 5,915 5,536

当年度末 個人分 9,729 11,847 12,693 13,112 15,459 12,446 14,417 13,217 12,325 20,987

当年度末 団体分 247,165 214,638 228,516 225,999 230,987 238,995 337,212 230,938 227,338 216,653

当年度末 未決算分 694 1,609 721 1,385 1,433 4,361 1,501 1,837 1,033 845

未収金額計 265,170 235,274 248,107 245,951 253,293 259,003 356,015 250,736 246,612 244,021

貸倒損失額 436 696 1,284 972 535 0 228 200 90 298

●阿南病院� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

前年度以前分 289 179 128 272 252 557 516 1,087 1,149 1,296

当年度末 個人分 3,009 3,159 4,595 4,683 4,181 6,170 3,967 4,014 3,819 3,649

当年度末 団体分 129,159 132,339 141,982 144,687 138,754 123,460 165,334 192,620 138,774 124,318

当年度末 未決算分 1,011 1,524 1,233 3,399 1,632 2,330 2,843 928 1,125 1,056

未収金額計 133,468 137,201 147,938 153,041 144,818 132,517 172,660 198,650 144,867 130,320

貸倒損失額 196 0 0 0 0 2,151 0 0 0 0

●木曽病院� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

前年度以前分 19,876 19,387 19,053 17,272 15,508 13,995 16,658 10,757 10,976 12,310

当年度末 個人分 24,155 34,335 19,102 18,163 15,561 11,895 15,938 18,127 31,259 14,513

当年度末 団体分 542,339 685,472 536,926 509,987 502,330 485,404 577,681 572,006 530,744 403,580

当年度末 未決算分 6,310 4,881 4,895 6,043 3,341 2,890 3,316 10,304 37,651 97,256

未収金額計 592,681 744,075 579,976 551,464 536,739 514,184 613,593 611,193 610,630 527,659

貸倒損失額 3,157 982 40 16 0 6,250 0 5,052 34 237

●こども病院� （単位：千円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度

前年度以前分 4,461 6,701 7,200 6,374 5,019 2,826 1,872 1,482 518 610

当年度末 個人分 7,407 6,858 4,019 3,704 1,792 1,104 677 701 1,036 711

当年度末 団体分 1,155,973 1,060,184 1,382,961 1,179,663 1,295,103 1,260,345 1,364,796 1,158,159 1,357,129 1,275,546

当年度末 未決算分 385,708 331,256 221,971 266,513 203,447 185,232 149,756 274,384 152,162 239,697

未収金額計 1,553,550 1,404,999 1,616,151 1,456,253 1,505,360 1,449,507 1,517,101 1,434,727 1,510,844 1,516,565

貸倒損失額 781 84 133 71 201 1,142 60 133 506 490



介護老人保健施設の状況
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利用者の状況1

❶　入所・通所の状況

❷　性別・年齢階級別の状況（令和５年度）

（単位：人）

区分 年　度
実入所利用者数 ３月31日

現在
在所者数

実通所利
用者数

延入所利用者数 延通所利用者数

入所者 退所者 合計 1日平均 合計 1日平均

阿
南
介
護
老
人

保
健
施
設

令和元年度 236 202 34 17 13,700 37.4 549 2.3 

令和2年度 223 186 37 14 13,645 37.4 378 1.6 

令和3年度 250 215 35 14 13,969 38.3 607 2.5

令和4年度 266 227 39 14 14,322 39.2 679 2.8

令和5年度 194 164 30 11 12,681 34.7 441 1.8

木
曽
介
護
老
人

保
健
施
設

令和元年度 445 411 34 17 14,820 40.5 807 3.3

令和2年度 380 343 37 14 14,915 40.9 478 2.6

令和3年度 442 400 42 2  15,684 43.0 23 0.3

令和4年度 458 415 43 3  15,688 43.0 46 0.5

令和5年度 463 420 43 3 15,326 42.0 86 0.3

●阿南介護老人保健施設� （単位：人、％）

区　　分

利　　用　　者　　数　　(人) 構　　成　　割　　合　　(％ )

総数
入　　所　　者　　数

通所者数 総数
入　　所　　者　　数

通所者数
3/31在所者 退所者 在所者 退所者

合　　計 205 194 30 164 11 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

性
別

男 47 42 3 39 5 22.9 21.7 10.0 23.8 45.5

女 158 152 27 125 6 77.1 78.4 90.0 76.2 54.6

年
齢
階
級
別

～69歳 1 0 0 0 1 0.5 0.0 0.0 0.0 9.1

70～79歳 6 3 0 3 3 2.9 1.6 0.0 1.8 27.3

80～89歳 72 67 10 57 5 35.1 34.5 33.3 34.8 45.5

90歳以上 126 124 20 104 2 61.5 63.9 66.7 63.4 18.2

●木曽介護老人保健施設� （単位：人、％）

区　　分

利　　用　　者　　数　　(人) 構　　成　　割　　合　　(％ )

総数
入　　所　　者　　数

通所者数 総数
入　　所　　者　　数

通所者数
3/31在所者 退所者 在所者 退所者

合　　計 466 463 43 420 3 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

性
別

男 132 131 9 122 1 28.3 28.3 20.9 29.1 33.3

女 334 332 34 298 2 71.7 71.7 79.1 71.0 66.7

年
齢
階
級
別

～69歳 13 13 0 13 0 2.8 2.7 0.0 3.1 0.0

70～79歳 65 65 2 63 0 14.0 14.0 4.6 15.0 0.0

80～89歳 160 159 16 143 1 34.3 34.3 37.2 34.1 33.4

90歳以上 228 226 25 201 2 48.9 48.8 58.1 47.9 66.7
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❸　退所者の入所期間状況

（単位：人、％）

病院名 年　度 区分 計 １～７日 8～14日 15～30日 31～90日 91～180日 181～１年 １年超

阿
南
介
護
老
人
保
健
施
設

令和元年度
人数 202 23 16 32 61 51 19 0

構成比 100.0 11.4 7.9 15.8 30.2 25.3 9.4 0.0 

令和2年度
人数 186 14 26 42 33 55 16 0

構成比 100.0 7.5 14.0 22.6 17.7 29.6 8.6 0.0 

令和3年度
人数 215 21 32 49 48 52 13 0

構成比 100.0 9.8 14.9 22.8 22.3 24.2 6.0 0.0 

令和4年度
人数 227 16 30 70 43 54 13 1

構成比 100.0 7.0 13.2 30.8 18.9 23.8 5.7 0.4 

令和5年度
人数 164.0 10 14 49 37 42 10 2

構成比 100.0 6.1 8.5 29.9 22.6 25.6 6.1 1.2 

木
曽
介
護
老
人
保
健
施
設

令和元年度
人数 411 151 109 37 41 56 16 1 

構成比 100.0 36.7 26.5 9.0 10.0 13.6 3.9 0.2 

令和2年度
人数 343 125 84 47 23 50 12 2 

構成比 100.0 36.4 24.5 13.7 6.7 14.6 3.5 0.6 

令和3年度
人数 400 7 232 67 53 34 3 4 

構成比 100.0 1.8 58.0 16.8 13.3 8.5 0.8 1.0 

令和4年度
人数 415 107 135 90 20 52 7 4 

構成比 100.0 25.8 32.5 21.7 4.8 12.5 1.7 1.0 

令和5年度
人数 420 125 129 78 36 41 8 3 

構成比 100.4 29.8 31.1 18.6 8.6 9.8 1.9 0.7 
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❹　退所者の入退所の経路（令和５年度）

●阿南介護老人保健施設

入所前の場所（どこから） 退所後の行先（どこへ） 構成割合

退所者総数	

⇨

介
護
老
人
保
健
施
設　

ア
イ
ラ
イ
フ
あ
な
ん

⇨

総数 164人 100.0％

164人
（100.0％）

家庭 43 26.2
社会福祉施設 23 14.0
阿南病院 1 0.6
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 1 0.6
その他 96 58.6

家　庭

⇨ ⇨

総数 43人 100.0％

43人
（26.2％）

家庭 17 39.5
社会福祉施設 3 7.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 23 53.5

社会福祉施設

⇨ ⇨

総数 15人 100.0％

15人
（9.2％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 9 60.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 6 40.0

阿南病院

⇨ ⇨

総数 1人 100.0％

1人
（0.6％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 1 100.0

他の医療機関

⇨ ⇨

総数 104人 100.0％

104人
（63.4％）

家庭 26 25.0
社会福祉施設 11 10.5
阿南病院 1 1.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 1 1.0
その他 65 62.5

他の老健施設

⇨ ⇨

総数 1人 100.0％

1人
（0.6％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
阿南病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 1 100.0

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。
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　　退所者の入退所の経路（令和５年度）

●木曽介護老人保健施設
入所前の場所（どこから） 退所後の行先（どこへ） 構成割合

退所者総数	

⇨

介
護
老
人
保
健
施
設　

ア
イ
ラ
イ
フ
き
そ

⇨

総数 420人 100.0％

420人
（100.0％）

家庭 364 86.7
社会福祉施設 13 3.1
木曽病院 22 5.2
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 1 0.2
その他 20 4.8

家　庭

⇨ ⇨

総数 385人 100.1％

385人
（91.7％）

家庭 351 91.2
社会福祉施設 6 1.6
木曽病院 13 3.4
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 15 3.9

社会福祉施設

⇨ ⇨

総数 0人 0.0％

0人
（0.0％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
木曽病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

木曽病院

⇨ ⇨

総数 35人 100.0％

35人
（8.3％）

家庭 13 37.1
社会福祉施設 7 20.0
木曽病院 9 25.7
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 1 2.9
その他 5 14.3

木曽介護医療院

⇨ ⇨

総数 0人 0.0％

0人
（0.0％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
木曽病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

他の医療機関

⇨ ⇨

総数 0人 0.0％

0人
（0.0％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
木曽病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

他の老健施設

⇨ ⇨

総数 0人 0.0％

0人
（0.0％）

家庭 0 0.0
社会福祉施設 0 0.0
木曽病院 0 0.0
他の医療機関 0 0.0
他の老健施設 0 0.0
その他 0 0.0

※構成比は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。





看護師養成所の状況
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学生の状況1

❶　令和５年度在籍状況（令和５年４月１日現在）

(単位：人）
1学年 2学年 3学年

学生数 23 20 25

内訳

既卒 1 1 0
新卒 22 19 25
原級留置 0 0 0
女子 20 19 22
男子 3 1 3

❷　入学選考状況の推移

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
試験回数 3回 3回 ３回 3回 3回
出願者 85名 72名 61名 54名 39名
受験者 81名 67名 59名 51名 39名
合格者 34名 35名 32名 26名 29名
入学者 26名 28名 27名 21名 23名

❹　看護師国家試験の状況

受験者数（人） 合格者数（人） 信州木曽看護専門学校
合格率（％） 全国合格率（％）

第109回看護師国家試験
(令和２年２月16日実施） 27 26 96.2 89.2

第110回看護師国家試験
(令和３年２月14日実施） 22 21 95.5 90.4

第111回看護師国家試験
(令和４年２月13日実施） 25 25 100.0 91.3

第112回看護師国家試験
(令和５年２月12日実施） 28 28 100.0 90.8

第113回看護師国家試験
(令和６年２月11日実施） 24 24 100.0 87.8

❸　卒業生の進路状況

(単位：人）
病院名 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和５年度

就　職

県内病院 24(8) 18(9) 19(8) 23(8) 22(7)

地域別内訳

諏訪 5 1 2 2 0
上伊那 3 2 0 1 8
南信州 0 0 2 7 1
木曽 2 7 5 5 5
松本 5 6 3 7 6

北アルプス 0 0 2 1 0
長野 1 1 4 0 1
北信 0 1 1 0 1

県外病院 3 1 3 4 2
進　学 0 2 2 1 0
その他 0 1 0 0 0

合　　　計 27 22 24 28 24
※カッコ内の数字は県立病院機構への就職者数。



研修・研究の状況
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研究会開催の状況1

開　催　日：令和５年12月３日（日）

運営事務局：本部事務局及び各病院の開催担当者

開 催 方 法：会場とオンライン（Zoom使用）参加のハイブリッドにて開催

　　　　　　�（会場：信州医療センター、こころの医療センター駒ヶ根、阿南病院、木曽病院、こども病院、信州木

曽看護専門学校、総合リハビリテーションセンター）

参 加 者 数：205名

●一般演題（13演題）

演　題　名 所属機関 演　者

当院における誤嚥性肺炎の分析 阿南病院 岡庭　菜月

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）で入院した患者の入院中
の不安 信州医療センター 佐藤　　結

長野県立こども病院新生児病棟における新たなファミリーセンター
ドケアへの取り組み こども病院 野田磨紀子

精神科の入院治療の質向上に向けた包括的支援マネジメント構築チ
ームの取り組み こころの医療センター駒ケ根 坂間なつみ

在宅支援をつなぐ活動について
～地域医療福祉連携会議を開始して～ 阿南病院 西森　則子

吸引による苦痛軽減に向けた援助の効果
～理学療法士との連携を通して～ 信州木曽看護専門学校 征矢　　萌

県立病院機構の未来に向けて、５病院の薬剤部で取り組む協働アク
ションと成果 木曽病院 伊藤　陽一

新たな業務展開を見据えたタスクシフト・シェア
～信州医療センター薬剤部の取り組み～ 信州医療センター 有賀　　敦

多職種で取り組む尿流動態検査 総合リハビリテーションセンター 高野美香子

他施設参加型口唇口蓋裂チーム医療（長野モデル）の経過と課題、
今後の展望 こども病院 平川美穂子

自己分析レポートの活用が有効であったうつ病休職者への就労支援
についての一考察 こころの医療センター駒ケ根 池上　和代

コロナ禍を経て気づかされたレクリエーションの意義 総合リハビリテーションセンター 田下　知里

木曽病院における電子処方箋の導入経験について 木曽病院 土岐　健太

※発表順、敬称略

❶　県立病院等合同研究会
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開　催　日：令和５年10月28日（土）

研究会会長：本部研修センター長

運 営 体 制：各病院の幹事及び本部研修センター（事務局)

開 催 方 法：会場（信州医療センター講堂）とオンライン（Zoom使用）参加のハイブリッドにて開催

参　加　者：44名（機構内32名、機構外12名）

特別講演

　演　　題：「シミュレーション教育における指導者育成について」

　講　　師：大阪市立総合医療センター小児集中治療部　赤嶺陽子氏

●一般演題（６演題）

演　題　名 所属機関 演　者

転倒転落シミュレーション研修
～実践報告～ 阿南病院 熊谷　英里

興奮・攻撃性が高まり、チーム介入を要する患者対応のシミュレー
ション研修報告 こころの医療センター駒ヶ根 伊藤　一郎

看護部新人研修におけるシミュレーションを用いた実践報告 こども病院 高田　春香

多職種が共に学ぶシミュレーションを目指して
―コメディカルスタッフの学習ニーズを把握するための現状調査― 伊那中央病院 北原佐津貴

木曽病院におけるシミュレーション教育への多職種参加にむけた調
査 木曽病院 増田　硬三

看護部シミュレーション委員会発足後５年目の現状と課題 信州医療センター 三上香緒里

※発表順、敬称略

❷　長野県医療従事者シミュレーション教育指導者研究会
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公開講座の開催状況2

●こころの医療センター駒ヶ根

テーマ 開催日 場　所 講　師 参加者数
(人)

認知症疾患医療センター研修会
認知症になっても、住み慣れた地域
で安心して暮らせるために必要なこ
と

2023.8.26
こころの医療セ
ンター駒ヶ根、

ＷＥＢ

近畿大学医学部精神神経科学教室
教授� 橋本　衛 先生 136

こころの医療センター駒ヶ根公開講
座（一般向け）
子どもの「うつ」

2023.10.1
こころの医療セ
ンター駒ヶ根、

ＷＥＢ

こころの医療センター駒ヶ根 
子どものこころ診療センター長
� 原田　謙

108

長野県依存症研修会
生き延びるための依存症 2023.12.4 ＷＥＢ

漫画家、イラストレーター、ASK認
定依存症予防教育アドバイザー

三森　みさ 先生
155

子どものこころ診療センター公開講
座
児童・青年期の摂食症
―家族を共同治療者としたアプロー
チについて―

2024.3.16
こころの医療セ
ンター駒ヶ根、

ＷＥＢ

社会医療法人杏嶺会上林記念病院
こども発達センターあおむし
センター長� 鈴木　太 先生

120

●こども病院

テーマ 開催日 場　所 講　師 参加者数
(人)

「ネット・ゲームにはまりやすい子ど
もへの予防的かかわり方」
～幼児期から学齢期の養育環境を考
える～

2023.11.17
～27 ＷＥＢ

長野県立こども病院
神経小児科� 稲葉　雄二 先生
神経小児科� 山田　慎二 先生
リハビリテーション科
� 傳田　史織 作業療法士
こころの支援科
� 谷　美加 臨床心理技師

393
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出前講座の状況3

●信州医療センター

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

性教育について 松田麻衣加 2023.7.7 須坂市立墨坂中学校 161

家庭でできる応急手当（小児） 塚田　久文 2023.7.12 南部児童センター 10

性教育について 松田麻衣加 2023.7.13 小布施町立小布施中学校 100

性教育について 松田麻衣加 2023.7.13 長野市立長野高等学校 165

性教育について 松田麻衣加 2023.7.24 小布施町立小布施中学校 109

家庭看護 越　　友美 2023.8.23 須坂市ファミリー・サポート・セ
ンター 10

KTY研修 富井　直美 2023.8.28 須坂市ファミリー・サポート・セ
ンター 10

褥瘡予防と初期対応について 柴本　幸子 2023.10.26 小布施荘 25

家庭看護 越　　友美 
北澤　奏乃 2023.10.26 小布施町エンゼルランドセンター 25

医療と情報 市川　徹郎 2023.11.21 社会福祉法人えがお 15

健康維持について 青柳　誓悟 2023.11.21 須坂市地域包括支援センター 20

認知症のお話 山岸　明広 2023.12.19 デイサービスセンターぬくもり園 20

性教育について 東　　千枝 2023.12.26 小布施町立小布施中学校 104

性教育について 宮澤さなえ 2023.12.18 須坂市立東中学校 54

性教育について 宮澤さなえ 2024.1.16 須坂市立東中学校 44

性教育について 宮澤さなえ 2024.2.15 須坂市立東中学校 55

性教育について 宮澤さなえ 2024.1.22 須坂市立常盤中学校 120

性教育について 宮澤さなえ 2024.2.13 須坂市立常盤中学校 118

性教育について 宮澤さなえ 2024.2.1 須坂市立常盤中学校 108

認知症のお話 山岸　明広 2024.2.26 シニア大学長野学部 90

健康診断の基本 青柳　誓悟 2024.2.14 須高広域シルバー人材センター 120

性教育について 東　　千枝 2024.2.22 須坂市立墨坂中学校 329

褥瘡予防と初期対応について（実演編） 柴本　幸子 2024.2.27 小布施荘 20

性教育について 東　　千枝 2024.3.13 長野市立川中島中学校 250

※敬称略
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●こころの医療センター駒ヶ根

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

ＰＦＡ（Psychological First Aid）心理的応急
処置 北澤夕紀子 2023.9.21 上伊那消防職員協議会 15

ＰＦＡ（Psychological First Aid）心理的応急
処置 北澤夕紀子 2023.11.11 消防団員等公務災害補償等共済基

金 85

アルコール依存症
薬物依存症
ギャンブル依存症

北澤夕紀子 2023.11.16 上小保健師会 30

うつストレスケア 北澤夕紀子 2023.9.15 駒ヶ根市 130

うつストレスケア 北澤夕紀子 2023.10.17 伊那市 169

うつストレスケア 前川　瑞恵 2023.11.17 伊那市社会福祉協議会居宅介護支
援センター 12

うつストレスケア 多々良恭子 2023.12.1 駒ヶ根市 20

うつストレスケア 楠田　洋子 2024.1.23 辰野町役場　保健福祉課 25

薬の正しい用い方（精神科薬を中心として） 五味　和彦 2023.9.19 飯島町地域自立支援事業所　こま
くさ園 20

その他（マインドフルネス） 多々良恭子 2023.7.6 佐久大学 75

その他（認知症） 三浦　典子 2023.11.22 箕輪町包括支援センター 40

その他（SST） 富田　雅俊
多々良恭子 2024.1.23 箕輪町 6

その他（自宅でできる作業療法） 眞壁　陽子
池上　和代 2024.1.25 箕輪町 11

ネット・ゲーム依存症 足立　順代 2023.5.14 伊南子ども劇場 20

ネット・ゲーム依存症 安田　　航 2023.7.5 青少年補助センター連絡協議会 150

ネット・ゲーム依存症 佐藤みずき 2023.7.26 宮田小学校 70

ネット・ゲーム依存症 佐藤みずき 2023.9.7 高山村 110

ネット・ゲーム依存症 佐藤みずき 2023.10.3 下伊那教育会 55

ネット・ゲーム依存症 足立　順代
宮﨑　　洋 2023.11.2 伊那保健福祉事務所 50

ネット・ゲーム依存症 堀内さつき
那須野　冴 2023.12.2 辰野町役場　保健福祉課 30

ネット・ゲーム依存症 大澤　真歩 2024.3.23 南箕輪村 20

精神疾患患者の回復・支援について（医療機
関対象講座）

鵜澤　正寛
坂間なつみ
多々良恭子

2024.1.12 上伊那保健師会 30
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●阿南病院

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

認知症の理解と対応 西森　則子 2023.5.31 飯田ボランティア協会 12

その人らしい看取りとは 関　　匡史 2023.6.17 特養遠山荘 45

認知症予防について 西森　則子 2023.6.22 長野県退職者公務員連盟 14

低栄養を防ぐための食事について 手塚　清恵 2023.6.27 天龍村シニアクラブ 17

意思決定支援 関　　匡史 2023.7.19 特養遠山荘 45

予防医学のすすめ 関　　匡史 2023.8.17 南部地区保健師業務研修会 8

「クスリのリスクとは」 関　　匡史
佐々木優治 2023.10.21 売木村 72

認知症の理解と対応 西森　則子 2023.10.21 とおやま福祉検討会 30

感染対策の基本 鎌倉寿美子 2023.10.31 救護施設阿南富草寮 14

認知症サポーター研修 西森　則子 2023.11.10 天龍村 15

感染対策の基本 鎌倉寿美子 2023.12.7 特養遠山荘 14

高齢者の脱水症 加藤　修治 2023.12.8 御供区健康推進委員 17

感染対策の基本 鎌倉寿美子 2023.12.18 特養遠山荘 14

認知症の理解と対応 西森　則子 2024.1.18 南部地区地域包括支援センター連
絡会 27

認知症予防について 西森　則子 2024.1.24 大西福禄会 13

認知症の理解と対応
口腔・嚥下機能低下予防

西森　則子
岡庭　菜月 2024.3.25 阿南町健康推進連絡協議会 41

●木曽病院

講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2023.4.13 県立病院機構　新人研修 73

保健指導員研修会 北田　将大 2023.5.16 大桑村 33

性教育講話（１・２年） 吉岡　郁郎 2023.6.21 長野県木曽青峰高等学校・定時制 5

性教育講話（３・全学年） 吉岡　郁郎 2023.6.22 長野県木曽青峰高等学校・定時制 9

ファミリーサポーター育成講座 井上　賢治 2023.6.23 木曽町教育委員会 5

食事介助の支援体制 北田　将大 2023.6.23 木曽町社会福祉協議会 8

腰痛予防 神村　　諒 2023.7.6 養護老人ホーム木曽寮 15
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講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

性教育講話（１年） 吉岡　郁郎 2023.7.19 長野県蘇南高等学校 24

性教育講話（２年） 吉岡　郁郎 2023.7.19 長野県蘇南高等学校 37

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2023.7.19 長野県蘇南高等学校 44

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2023.7.20 長野県看護協会 47

長野県がん看護研修会 降幡みさと
中村　砂織 2023.8.19 信州大学医学部付属病院 50

＋web

災害医療救護訓練ファシリテーター

嶋先　純子
横山　恵子
竹下　優作
荻原　　悠
大熊　玲子

2023.9.10 木曽保健福祉事務所 50

感染対策研修会 巾崎　秀樹 2023.9.12 上松荘 20

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2023.9.21 木曽保健福祉事務所 17

ミニレクチャー 吉岡　郁郎 2023.9.29 ねざめ学園 21

感染対策研修会 巾崎　秀樹 2023.10.13 養護老人ホーム木曽寮 20

性教育講話（１年） 吉岡　郁郎 2023.10.26 木曽町立開田中学校 8

性教育講話（２年） 吉岡　郁郎 2023.10.26 木曽町立開田中学校 7

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2023.10.26 木曽町立開田中学校 6

性教育講話（１年） 吉岡　郁郎 2023.11.2 南木曽町立南木曽中学校 37

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2023.11.2 南木曽町立南木曽中学校 32

暮らしの中で取り組むフレイル予防 石沢　　豪
久保　達也 2023.11.16 木曽保健福祉事務所 12

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2023.11.30 長野県木曽青峰高等学校 130

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2023.12.14 長野県木曽青峰高等学校 110

性教育講話（１年） 吉岡　郁郎 2023.12.14 木祖村立木祖中学校 21

性教育講話（２年） 吉岡　郁郎 2023.12.14 木祖村立木祖中学校 18

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2023.12.14 木祖村立木祖中学校 19

感染対策研修会 巾崎　秀樹 2023.12.20 デイサービスセンターひまわり 20

性教育講話（１年） 吉岡　郁郎 2024.1.18 木曽町立日義中学校 18

性教育講話（２年） 吉岡　郁郎 2024.1.18 木曽町立日義中学校 15

性教育講話（３年） 吉岡　郁郎 2024.1.18 木曽町立日義中学校 18
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講　座　名 講　師 開催日 依　頼　元 参加者数

性教育講話（２年） 吉岡　郁郎 2024.1.31 木曽町立木曽町中学校 52

脳神経内科学 井上　　敦

2023.5.1
2023.5.2
2023.6.16
2023.7.7
2023.8.17

信州リハビリテーション専門学校 180
（延べ）

介護保険サービス研修会

竹下　優作 2023.5.25

木曽広域連合 128
（延べ）

井上　佳子 2023.6.26

中村　砂織 2023.9.8

中村　砂織 2023.9.22

織田　優希 2023.10.27

内藤美奈枝 2023.11.13

減災活動シリーズ 宮崎　ゆか
2023.8.18

長野県看護協会
30

2023.9.9 48
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学会等における研究発表状況4

●信州医療センター

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第98回　日本結核・非結核
性抗酸菌症学会学術講演会

2023.6.10
～6.11

東京都
新宿区

（ハイブ
リッド）

山﨑　善隆

シンポジウム6「結核対策・医療の
今後　ーCOVID-19パンデミックを
経験して」
結核医療現場で何が起こったか

第184回　日本結核・非結核
性抗酸菌症学会関東支部学会
第256回　日本呼吸器学会関
東地方会　合同学会

2023.9.2

東京都
千代田区
（ハイブ
リッド）

村元　美帆　木本　昌伸
小坂　　充　坂口　幸治
山﨑　善隆

びまん性汎細気管支炎の診断でエリ
スロマイシン少量長期療法が著効し
た小児姉妹例

飯田医師会学術講演会 2023.10.17 飯田市 井川　靖彦 下部尿路症状初期診療のキーポイン
トーガイドラインを踏まえてー

第72回　日本感染症学会東
日本地方会学術集会

2023.10.25
～10.27

東京都
文京区 山﨑　善隆

シンポジウム13「経験は力なり
―見込み違い例、失敗例から学ぶ転
ばぬ先の杖―」
呼吸器感染症―特に結核、肺非結核
性抗酸菌症について

第21回　北信医学会 2023.11.25 長野市 山﨑　善隆 特別講演　COVID-19診療の今後の
展望

診療連携フォーラム 2023.11.30 飯山市 井川　靖彦 ガイドラインを踏まえた下部尿路症
状診療のキーポイント

第36回　日本内視鏡外科学
会総会

2023.12.7
～12.9

神奈川県
横浜市

久保　直樹　古澤　徳彦
飯島　靖博

当院における高齢者大腸癌に対する
腹腔鏡下大腸切除術の治療成績

第60回　日本腹部救急医学
会総会

2024.3.21
～3.22

福岡県
北九州市

久保　直樹　古澤　徳彦
飯島　靖博　寺田　　克

急性虫垂炎に対する腹腔鏡下虫垂切
除術の断端処理の検討

第64回　日本人間ドック学会 2023.9.2 群馬県
高崎市 笠原　章江 健康管理センター受診者の保健指導

に対する満足度と要望

第29回　日本摂食嚥下リハ
ビリテーション学会学術大会

2023.9.2
～9.3

千葉県
千葉市 山岸　里美 胃瘻離脱につないだ特定認定看護師

の支援

第42回　長野県看護研究学会 2023.10.7 松本市 掛川　友美 人生の最終段階にある患者への看護

令和5年度　長野県医療従事
者シミュレーション教育指導
者研究会

2023.10.28 須坂市 三上　香緒里 看護部シミュレーション委員会発足
後5年目の現状と課題

第54回　日本看護学会学術集
会

2023.11.8
～11.9

神奈川県
横浜市 宮尾佳央梨 急性期混合病棟における終末期がん

患者に関わる看護師の困難感

信州臨床感染症フォーラム
2023 2023.5.12 長野市 香川　貴亮 コロナ禍での肺炎治療戦略がどう変

わったのか

第5回　信州医療センター薬
剤部業務報告会 2023.5.23 須坂市 宮原　健太　栁澤　　峻

有賀　　敦　池田　知生

1�．患者を守れ！私たちの活動～当
院のプレアボイド報告～

2�．バンコマイシン注投与における
血中濃度の実測値と予測値を乖離
さ せ る 因 子 の 検 索 と 業 務 へ の
フィードバック

3�．薬剤部の外来化学療法への関わ
り～現在とこれから～

4�．周術期における薬剤師の役割
～術前中止薬の取り組みと今後の
展望～

令和5年度長野県自治体病院
協議会栄養部会研修会 2023.8.8 須坂市

web 田中　健二 薬剤と食事の関係について（がんを
中心に）

日本病院薬剤師会関東ブロッ
ク　第53回学術大会

2023.8.26
～8.27

新潟県
新潟市

笠原　幸子　田中　健二
香川　貴亮　栁澤　　峻

バンコマイシン注投与における血中
濃度の実測値と予測値を乖離させる
因子の検索

日本病院薬剤師会関東ブロッ
ク　第53回学術大会

2023.8.26
～8.27

新潟県
新潟市

池田　知生　田端真理生
大塚さほり　有賀　　敦
三澤　貴美　田中　健二

周術期における薬剤師の役割～術前
中止薬への介入実態調査～

※敬称略
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

日本病院薬剤師会関東ブロッ
ク　第53回学術大会

2023.8.26
～8.27

新潟県
新潟市

香川　貴亮　栁澤　　峻
笠原　幸子　田中　健二

当院COVID-19ロードマップにおけ
る抗菌薬の種類及び投与方法の見直
しについて

日本病院薬剤師会関東ブロッ
ク　第53回学術大会

2023.8.26
～8.27

新潟県
新潟市 三澤　貴美

病院薬剤師がつなげる地域医療との
新しい架け橋～地域包括ケア病棟担
当薬剤師からの発信～

第33回　日本医療薬学会年会 2023.11.3
～11.5

宮城県
仙台市

大塚さほり　有賀　　敦
三澤　貴美　田中　健二

薬剤師におけるシミュレーション研
修の効果

第33回　日本医療薬学会年会 2023.11.3
～11.5

宮城県
仙台市

三澤　貴美　大塚さほり
香川　貴亮　有賀　　敦
田中　健二

信州医療センター薬剤部におけるタ
スクシフト／シェアの効果

令和5年度　長野県病院薬剤
師会学術大会 2023.11.12 松本市 田端真理生 精神科救急・急性期病棟における処

方提案の分析

令和5年度　長野県病院薬剤
師会学術大会 2023.11.12 松本市 笠原　幸子 当院の吸入チェックシートを用いた

吸入指導の実態調査

令和5年度　中小病院薬剤師
実践セミナー 2023.12.2 東京都

港区 三澤　貴美 病院薬剤師がつなげる地域医療との
新しい架け橋

第19回　県立病院等合同研究
会 2023.12.2 須坂市

web

有賀　　敦　三澤　貴美
香川　貴亮　大塚さほり
田中　健二

新たな業務展開を見据えたタスクシ
フト・シェア～信州医療センター薬
剤部の取り組み～

第19回　県立病院等合同研
究会 2023.12.2

木曽郡
木曽町
web

伊藤　陽一　堀　　勝幸
五味　和彦　田中　健二
鈴木　英二

県立病院機構の未来に向けて、5 病
院の薬剤部で取り組む協働アクショ
ンと成果

2023年度　外来腫瘍化学療
法診療料1の連携充実加算お
よび薬剤服用歴管理指導料の
特定薬剤管理指導加算2にか
かる研修会

2024.2.1 須坂市
web

有賀　　敦　宮原　健太
池田　知生

1�．レジメンとは？
2�．新しく追加されたがん化学療法
レジメンについて

3�．当院における運用と現状につい
て

令和5年度　第2回　長野県
立病院機構薬剤部研修会 2024.2.6 須坂市

web 大塚さほり 2年目他施設研修受け入れにあたり
当院で準備・対応したこと

第72回　日本医学検査学会 2023.5.20
～5.21

群馬県
高崎市 柴田　　綾 当院糖尿病患者における心拍変動解

析について（第2報）

第47回　長野県臨床検査学会 2023.12.3 佐久市 柴田　　綾
心臓超音波検査を契機に偶発的に発
見された下大静脈伸展を伴う腎細胞
癌の１例

第47回　長野県臨床検査学会 2023.12.3 佐久市 柴田　　綾
当院における妊娠糖尿病スクリーニ
ング検査からみる妊娠糖尿病の診断
状況について

第47回　長野県臨床検査学会 2023.12.3 佐久市 岡田　　瞳 ASTの介入が功を奏し感染性心内膜
炎の診断に至った一症例

第47回　長野県臨床検査学会 2023.12.3 佐久市 北澤　芽衣 当院における新型コロナウイルス感
染症検査の現状について

令和5年度　県立病院等臨床
検査技師研修会 2024.1.20 安曇野市 花岡　　明 尿中有形成分分析装置UF-5000に

おけるAtyp.Cの活用検討

●こころの医療センター駒ヶ根

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第７回　日本精神薬学会総
会・学術集会

2023.9.16
～17

岡山県
岡山市 五味　和彦　他

アルコール依存症入院治療における
向精神薬の処方実態調査（パイロッ
ト調査）

第７回　日本精神薬学会総
会・学術集会

2023.9.16
～17

岡山県
岡山市

松本　早苗　土田さおり
五味　和彦　山本　和幸

外 来 統 合 失 調 症 患 者 に お け る
paliperidone palmitate3カ 月 製 剤

（PP3M）の受け入れに関する意向
調査
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第42回　信州精神神経学会 2023.10.21 松本市 原田　　謙　田中　康平
久保田茂樹　吉﨑　洋介

複雑性心的外傷後ストレス障害患者
の7年間の治療

第42回　信州精神神経学会 2023.10.21 松本市
廣岡優璃子　鵜澤　正寛
原田　　謙　犬塚　　伸
埴原　秋児

クロザピンの血中濃度と副作用に関
する検討

第33回　日本医療薬学会年会 2024.11.3
～5

宮城県
仙台市

土田さおり　松本　早苗
五味　和彦　山本　和幸

外来統合失調症患者におけるブロナ
ンセリン貼付剤に対する意向調査

第57回　日本作業療法学会 2024.11.10
～12

沖縄県
宜野湾市 池上　和代

自己分析レポートの活用が有効であ
ったうつ病休職者への就労支援につ
いての一考察

第30回　日本精神科看護専門
学術集会

2024.11.22
～23

埼玉県
さいたま市 平塚　理絵 精神科看護師が陰性感情を抱く原因

と対処に関する文献検討

第30回　日本精神科看護専門
学術集会

2024.11.22
～23

埼玉県
さいたま市 坂間なつみ 精神科認定看護師実践報告

●木曽病院

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第152回　日本内科学会信越
地方会 2023.5.20 松本市

平林　正裕　小澤真希子 
井田　真之　南澤　昌都
岩波　直弥　北川　奈美
濱野　英明

回盲部潰瘍から大量出血した腸管型
ベーチェット病疑い例

第148回　信州産婦人科連合 2023.6.3 松本市
吉岡　郁郎　三橋祐布子
常見　浩司　藤岡磨里奈
浅香　亮一

ホルモン補充療法等に桂枝加朮附湯
の併用で、冬季に増悪する手指関節
痛に軽快を認めた２例

第51回　日本女性心身医学会 2023.7.30 岡山県
岡山市

吉岡　郁郎　三橋祐布子
常見　浩司

Kübler-Rossモデルの更年期医療へ
の応用

第42回　産婦人科漢方研究会 2023.9.3 鹿児島県
鹿児島市

吉岡　郁郎　三橋祐布子
常見　浩司

麻子仁丸（TJ-126）の限定出荷に
伴い三黄瀉心湯（TJ-113）への切
り替えを行った3例

第33回　日本医療薬学会年会 2023.11.2 宮城県
仙台市

朝倉　充俊　岩間　　創
⾒野　靖晃　中津川瑛美
⼩泉　知展　内藤　隆⽂

胸腺癌に対しレンバチニブ服⽤後に
ANCA関連⾎管炎を発症した1症例
レンバチニブとIL-6の⾎中濃度から
の考察

第33回　日本医療薬学会年会 2023.11.2 宮城県
仙台市

井出　貴之　荒木　大亮
内藤　隆文　小泉　知展

免疫チェックポイント阻害剤投与患
者における血栓塞栓症の発症頻度お
よびリスク因子の評価

第27回　日本遠隔医療学会学
術大会 2023.11.12 新潟県

新潟市 吉川健太郎
920MHz帯無線を利用した人工呼
吸器装着患者の医療機器遠隔アラー
ムモニタリングシステムの開発

第42回　長野県看護研究学会 2023.10.7 松本市 森山　将太
新型コロナウイルス流行下における
業務負担の変化とストレス状況の実
態

第54回　日本看護学会学術集
会

2023.11.8
～9

神奈川県
横浜市 森山　将太 新型コロナウイルス流行下における

看護職のストレス要因

第29回　長野県自治体病院研
究会 2023.11.11 松本市 新里　　渉 患者と家族をつなぐオンライン面会

―コロナ禍における面会の工夫―

第29回　長野県自治体病院研
究会 2023.11.11 松本市 八巻ちひろ　伊藤　陽一

濱野　英明
木曽病院における電子処方箋の導入
経験について

●こども病院

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第65回　日本小児神経学会学
術集会

2023.5.23
〜27

岡山県
岡山市 樋口　　司 当科における頭痛外来開設前の頭痛

患者の特徴



145

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第14回　日本小児科学会長野
地方会 2023.6.4 松本市

丸山　悠太　松澤　　悠
伊東　美結　山崎　香織
柳沢　俊光　廣間　武彦
竹内　浩一　稲葉　雄二
中村　友彦

原発性免疫不全症（PID）/脊髄性筋
萎縮症（SMA）に対するオプショ
ナル新生児スクリーニング検査の経
過報告

第50回　日本マススクリーニ
ング学会学術集会

2023.8.25
〜26

新潟県
新潟市

丸山　悠太　松澤　　悠
伊東　美結　山崎　香織
柳沢　俊光　廣間　武彦
竹内　浩一　稲葉　雄二
中村　友彦

長野県におけるPID、SMAを対象と
したオプショナル新生児スクリーニ
ング検査の経過報告

第55回　日本小児感染症学会
学術集会

2023.11.25
〜26

愛知県
名古屋市

Keiko Okita,
Takemi Murai,

Yuji Nagai,
Jun Kobayashi,
Noriko Kubota,
Hiroki Matsuura,
Takashi Yaguchi,

Daisuke Matsuoka,
Tsukasa Higuchi,

Kisei Minami

A Pediatric case of a brain abscess 
and pneumonia caused by Nocardia 
farcinica successfully treated with 
antibiotics other than trimetoprim-
sulfamethoxazole

第65回　日本小児神経学会学
術集会

2023.5.23
〜27

岡山県
岡山市

白井　真規　本林　光雄
増田　智幸　那須野　将
夏目　岳典　竹内史穂子
三澤　由佳　稲葉　雄二

当院における全前脳胞症患者の臨床
的特徴と長期予後

第65回　日本小児神経学会学
術集会

2023.5.23
〜27

岡山県
岡山市

増田　智幸　夏目　岳典
小松　昌久　丸山　　求
佐藤紗弥香　西川　良太
若松　宏実　那須野　将
竹内史穂子　白井　真規
本林　光雄　三澤　由佳
宮入　洋祐　稲葉　雄二

ロボットスーツHAL®によるリハビ
リテーションとバクロフェン髄注療
法を併用した痙性対麻痺の小児例

第65回　日本小児神経学会学
術集会

2023.5.23
〜27

岡山県
岡山市

那須野　将　白井　真規
増田　智幸　竹内史穂子
夏目　岳典　今井　　憲
本林　光雄　三澤　由佳
稲葉　雄二

小児脊髄梗塞3例における臨床経過
の検討

第65回　日本小児神経学会学
術集会

2023.5.23
〜27

岡山県
岡山市

夏目　岳典　増田　智幸
那須野　将　竹内史穂子
白井　真規　本林　光雄
三澤　由佳　稲葉　雄二

ヌシネルセンからリスジプラムに変
更した脊髄性筋萎縮症の2症例の検
討

第47回　日本口蓋裂学会総
会・学術集会

2023.5.25
〜26 東京都

平川美穂子　下野　由紀
三澤　由佳　矢口貴一郎
野口　昌彦　寺島さつき
永井　史緒　杠　　俊介

多施設参加型口唇口蓋裂チーム医療
（長野モデル）の経過と課題、今後
の展望

第14回　日本小児科学会長野
地方会 2023.6.4 松本市

本林　光雄　増田　智幸
那須野　将　白井　真規
夏目　岳典　竹内史穂子
三澤　由佳　宮入　洋祐
稲葉　雄二

当院におけるバクロフェン持続静注
療法の現状

第29回　日本摂食嚥下リハビ
リテーション学会学術集会

2023.9.2
〜3

神奈川県
横浜市

平川美穂子　三澤　由佳
下野　由紀　佐藤梨里子

心疾患術後に、食道入口部開大不全と
肩甲舌骨筋症候群を発症した一症例

第21回　日本神経理学療法学
会学術大会

2023.9.9
〜10

神奈川県
横浜市

西川　良太　佐藤紗弥香
岩岡　晴美　小松　昌久
西澤　公美　酒井　典子
三澤　由佳　稲葉　雄二

ロボットスーツHAL®SSサイズを
使用した児とその保護者に対する使
用感に関するアンケート調査

第10回　日本小児理学療法学
科学術大会

2023.10.21
〜22

北海道
小樽市

西川　良太　佐藤紗弥香
川尻　美和　田中　明里
三澤　由佳

Hammersmith乳幼児神経学的検査と
新版K式発達検査を行った品胎早産
超低出生体重児に関する報告
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第10回　日本小児理学療法学
科学術大会

2023.10.21
〜22

北海道
小樽市

西川　良太　佐藤紗弥香
小松　昌久　増田　智幸
夏目　岳典　大多尾早紀
那須野　翔　竹内史穂子
白井　真規　本林　光雄
三澤　由佳　宮入　洋祐
稲葉　雄二

痙性対麻痺児に対する髄腔内バクロ
フェン療法とロボットスーツHAL®
での歩行練習を併用した集中的介入
の報告

第10回　日本小児理学療法学
科学術大会

2023.10.21
〜22

北海道
小樽市

佐藤紗弥香　西川　良太
小松　昌久　酒井　典子
本林　光雄　大場　悠己
高橋　　淳　三澤　由佳

重症心身障がい児の側弯症手術によ
り生じた腰椎の矯正と術後に生じた
シーティングの傾向に関する調査

第27回　日本小児神経学会甲
信越地方会 2023.11.3 松本市

大多尾早紀　山田　慎二
坂口　友理　那須野　将
白井　真規　竹内史穂子
本林　光雄　三澤　由佳
川崎洋一郎　稲葉　雄二

重度の神経性やせ症の治療経過中に
発症した浸潤圧性脱髄症候群の1例

第27回　日本小児神経学会甲
信越地方会 2023.11.3 松本市

竹内史穂子　大多尾早紀
牧内みずほ　那須野　将
白井　真規　坂口　友理
本林　光雄　山田　慎二
三澤　由佳　樋口　　司
稲葉　雄二

当院における学習障害診療の現状

第39回　日本義肢装具学会学
術大会

2023.10.28
〜29

岡山県
岡山市

藤原　清香　真野　浩志
水野　稚香　山口　朋子
酒井　典子　三澤　由佳
土岐めぐみ　青木　　恵
石山　浩明　津田　英一

小児義手のリハビリテーション診療
普及に向けた課題とその解決策

第88回　日本循環器学会学術
集会

2024.3.8
〜10

兵庫県
神戸市

倉科美穂子　瀧聞　浄宏
坂下　一夫　三澤　由佳
林部　麻美

先天性心疾患患者の円滑な成人移行
のための長野県の取り組み

Human Genetics Asia 2013 2023.10.11
〜14

東京都
千代田区

Ryojun Takeda,
Takashi Kurata,

Hirokazu Morokawa,
Kazutoshi Komori,
Kazuo Sakashita,

Tomomi Yamaguchi,
Tomoki Kosho.

Familial cases of Rhabdoid Tumor 
Predisposition Syndrome caused 
b y  ge rm l i n e  mosa i c i sm  o f 
SMARCB1 mutation

第46回　日本小児遺伝学会学
術集会

2023.12.7
〜10

沖縄県
那覇市

武田　良淳　渋谷　悠馬
鈴木　寿人　武内　俊樹
小崎健次郎

拡張型心筋症による心停止を契機に
診断に至ったAlström症候群の1例

第146回　信州産婦人科連合
会 2023.5.14 長野市

寺尾美代子　日下　直子
小松　　登　山田　　諭
髙木紀美代　吉田　志朗

胎児期に小頭症を疑われ紹介となっ
た症例の検討

第58回　日本周産期・新生児
医学会

2023.7.10
〜12

神奈川県
横浜市

横山　由佳　吉田　志朗
小松　　登　山田　　諭
寺尾美代子　髙木紀美代

羊水過多症例に対する羊水除去術の
有無による周産期予後の検討

第74回　日本産科婦人科学会 2023.8.5
〜7

福岡県
福岡市

山田　　諭　横山　由佳
小松　　登　寺尾美代子
髙木紀美代　吉田　志朗

胎児超音波計測値による21トリソ
ミーの予測に関する検討

第74回　日本産科婦人科学会 2023.8.5
〜7

福岡県
福岡市

小松　　登　横山　由佳
山田　　諭　寺尾美代子
髙木紀美代　吉田　志朗

胎児期に診断された心臓腫瘍の臨床
経過

第147回　信州産婦人科連合
会 2023.10.8 松本市

髙木紀美代　寺尾美代子
日下　直子　小松　　登
山田　　諭　吉田　志朗

長野県立こども病院に成育女性科
（婦人科）を開設して　疾患と患者
背景について

第8回　日本産科婦人科遺伝
診療学会

2023.10.29
〜30

新潟県
新潟市

髙木紀美代　森貞　直哉
日下　直子　小松　　登
山田　　諭　寺尾美代子
吉田　志朗　武田　良淳

反復胎児両側腎無発生で診断された
GREB1L遺伝子異常の1例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第18回　日本小児耳鼻咽喉科
学会

2023.11.9
〜10

大分県
大分市 佐藤梨里子　工　　　穣 補聴器装用を行ったCHARGE症候

群6例の検討

第68回　日本聴覚医学会 2023.10.11
〜13

千葉県
千葉市

佐藤梨里子　吉村　豪兼
工　　　穣

中・高校生の軽中等度難聴に対する
補聴器フィッティング

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市 瀧聞　浄宏

治療後のフォローアップ　いつまで?
Debate session
小児ASD device治療症例はいつまで
フォローするか？ ASO施行後10年
以上経過した症例について振り返る

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

瀧聞　浄宏　武井　黄太
加地　　剛　川崎　有希
石井　徹子　新谷　光央
高橋　美穗

レベルⅡ胎児心臓超音波検査
オンライン多施設間全国登録について

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

瀧聞　浄宏　山岸　正明
岩本　眞理　坂本喜三郎
山岸　敬幸

本邦の小児心臓手術の現状と地域拠
点化、次世代育成の方策
地域拠点化にむけての心臓血管外
科・地域グループミーティング

一般社団法人日本心エコー図
学会　第33回　学術集会

2023.4.25
〜27

岐阜県
岐阜市 瀧聞　浄宏

先天性心疾患の成人への移行期医療
における心エコー図の役割
国際ACHD学会推奨心エコー法の活
用の提案

一般社団法人日本胎児心臓病
学会　第30回　学術集会

2024.2.24
〜25 東京都

瀧聞　浄宏　武井　黄太
加地　　剛　川崎　有希
石井　徹子　新谷　光央
高橋　美穗

レベルⅡ胎児心臓超音波検査
オンライン全国登録について

第59回　小児循環器学会 2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

赤澤　陽平　瀧聞　浄宏
武井　黄太　大日方春香
沼田　隆佑　渋谷　悠馬
伊藤かおり　淺野　　聡

房室弁逆流を合併した胎児単心室型
心疾患の心房distensibilityを用いた
心房機能評価と予後予測

第32回　小児循環動態研究会 2023.10.28
〜29

北海道
札幌市

赤澤　陽平　結城　智康
成田　昌央　淺野　　聡
志水　利之　渋谷　悠馬
米原　恒介　武井　黄太
瀧聞　浄宏　花岡　優一
小嶋　　愛　小沼　武司

Fontan術後単心室患者の心房機能
の経年変化および心房機能-心室拡
張能の関連の検討

第30回　胎児心臓病学会 2024.2.17
〜18 東京都

赤澤　陽平　瀧聞　浄宏
長谷部洋平　須波　　玲
鳥越　　司　沼野　藤人

甲信越地域の胎児心臓診療の現状と
課題

第30回　胎児心臓病学会 2024.2.17
〜18 東京都

赤澤　陽平　安河内　聰
稲村　　昇　夫　　律子
吉松　　淳　亀井　良政
田丸　俊輔　山本　佑華
三宅　貴仁　秦　　利之
武井　黄太　高木紀美代
瀧聞　浄宏

心室Longitudinal strain計測による
胎児心機能評価

第30回　胎児心臓病学会 2024.2.17
〜18 東京都

赤澤　陽平　瀧聞　浄宏
結城　智康　成田　昌央
淺野　　聡　志水　利之
渋谷　悠馬　米原　恒介
武井　黄太

房室弁逆流を合併した胎児単心室型
心疾患の心房distensibilityを用いた
心房機能評価と予後予測

第88回　日本循環器学会 2024.3.8
〜10

兵庫県
神戸市

Yohei Akazawa,
Yuma Shibuya,

Kosuke Yonehara,
Kohta Takei,

Kiyohiro Takigiku

Longitudinal changes of right 
ventricular systolic function in 
adolescent patients with hypoplastic 
left heart syndrome after the 
Fontan operation.

第73回　東京心エコー図研究
会 2023.11.18 Web

武井　黄太　瀧聞　浄宏
赤澤　陽平　澁谷　悠馬
米原　恒介　志水　利之
淺野　　聡　結城　智康
成田　昌央

膜性中隔瘤内血栓を生じた傍膜様部
心室中隔欠損自然閉鎖後の1例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第59回　日本小児循環器学会
学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

武井　黄太　瀧聞　浄宏
赤澤　陽平　大日方春香
沼田　隆佑　澁谷　悠馬
伊藤かおり　淺野　　聡

家族が治療を希望しない胎児先天性
心疾患症例に対する当院での対応を
振り返る

第34回　日本心エコー図学会
学術集会

2023.4.21
〜23

岐阜県
岐阜市

武井　黄太　瀧聞　浄宏
赤澤　陽平　大日方春香
沼田　隆佑　澁谷　悠馬
伊藤かおり　淺野　　聡

自然閉鎖後に膜性中隔瘤内に血栓を
生じた傍膜様部心室中隔欠損の1例

第34回　日本心エコー図学会
学術集会

2023.4.21
〜23

岐阜県
岐阜市 武井　黄太 先天性心疾患の経心膜3D心エコー

第34回　日本心エコー図学会
学術集会

2023.4.21
〜23

岐阜県
岐阜市 武井　黄太 レベルⅡ胎児心エコーの基本

第30回　胎児心臓病学会学術
集会

2024.2.17
〜18 東京都 武井　黄太 胎児心臓のNormal variantを識る

第30回　胎児心臓病学会学術
集会

2024.2.17
〜18 東京都

武井　黄太　瀧聞　浄宏
赤澤　陽平　米原　恒介
澁谷　悠馬　志水　利之
淺野　　聡　結城　智康
成田　昌央

当院における出生前診断に基づいた
出生直後の計画的治療の検討

第96回　日本超音波医学会学
術集会

2023.5.27
〜29

埼玉県
大宮市 武井　黄太 先天性心疾患を3Dエコーで診る

第96回　日本超音波医学会学
術集会

2023.5.27
〜29

埼玉県
大宮市 武井　黄太 心房中隔欠損症

第59回　日本小児循環器学会
学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

大日方春香　瀧聞　浄宏
淺野　　聡　伊藤かおり
澁谷　悠馬　沼田　隆佑
赤澤　陽平　武井　黄太

当院で経験したS-ICD植え込みとな
った症例について

第59回　日本小児循環器学会
学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

大日方春香　瀧聞　浄宏
淺野　　聡　伊藤かおり
澁谷　悠馬　沼田　隆佑
赤澤　陽平　武井　黄太

低被ばく・高解像度の小児心臓CT
画像を目指した、Deep Learning 
Reconstructionによる新規画像再
構成技術の効果（第2報）

日本胎児心臓病学会　第30回　
学術集会

2024.2.17
〜18 東京都

大日方春香　武井　黄太
結城　智康　成田　昌央
志水　利之　淺野　　聡
澁谷　悠馬　米原　恒介
赤澤　陽平　瀧聞　浄宏

在胎22週未満における胎児心精査
症例の検討

第34回　日本先天性心疾患イ
ンターベンション学会学術集
会

2024.1.25
〜27

愛知県
名古屋市

志水　利之　成田　昌央
結城　智康　淺野　　聡
澁谷　悠馬　米原　恒介
赤澤　陽平　武井　黄太
瀧聞　浄宏

Senning術後の左房-肺静脈ルート
の狭窄に対して経食道心エコーガイ
ド 下 で バ ル ー ン 治 療 を 行 っ た
Double switch術後の修正大血管転
位症患者の一例

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

澁谷　悠馬　瀧聞　浄宏
淺野　　聡　伊藤かおり
大日方春香　沼田　隆佑
赤澤　陽平　武井　黄太

長野県立こども病院における心房中
隔欠損症デバイス閉鎖の治療戦略に
ついて

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

澁谷　悠馬　瀧聞　浄宏
淺野　　聡　伊藤かおり
大日方春香　沼田　隆佑
赤澤　陽平　武井　黄太
小嶋　　愛　竹内　敬昌
小沼　武司

経食道心エコー及び経心膜エコーを
用いた術後冠動脈病変に対するアプ
ローチ

第1回　UEDICC 2023.9.8
〜9

福岡県
福岡市

澁谷　悠馬　成田　昌央
結城　智康　淺野　　聡
志水　利之　米原　恒介
赤澤　陽平　武井　黄太
瀧聞　浄宏

Senning術後の左房-肺静脈ルート
の狭窄に対して経食道心エコーガイ
ド 下 で バ ル ー ン 治 療 を 行 っ た
Double switch術後の修正大血管転
位症患者の一例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第32回　日本小児心筋症学会
第42回　日本循環動態研究会

2023.10.28
〜29

北海道
札幌市

澁谷　悠馬　成田　昌央
結城　智康　淺野　　聡
志水　利之　米原　恒介
赤澤　陽平　武井　黄太
瀧聞　浄宏　花岡　優一
小嶋　　愛　小沼　武司
武田　良淳

短期間で心機能の急激な増悪と改善
の経過を辿ったAlström症候群を背
景とした拡張型心筋症の1例

第10回　Informal JCIC関東甲
信越研究会 2023.11.19 東京都

澁谷　悠馬　武井　黄太
成田　昌央　結城　智康
淺野　　聡　志水　利之
米原　恒介　赤澤　陽平
瀧聞　浄宏 

留 置 直 後 に 脱 落 し たGORE 
CARDIOFORM ASD Occluderを経
カテーテル的に回収し得た一例

第34回　JCIC学術集会 2024.1.25
〜26

愛知県
名古屋市

澁谷　悠馬　瀧聞　浄宏
成田　昌央　結城　智康
淺野　　聡　志水　利之
米原　恒介　赤澤　陽平
武井　黄太

GORE Cardioform ASD Occluder
を中心とした心房中隔欠損デバイス
閉鎖戦略とその限界

第34回　JCIC学術集会 2024.1.25
〜26

愛知県
名古屋市

澁谷　悠馬　瀧聞　浄宏
成田　昌央　結城　智康
淺野　　聡　志水　利之
米原　恒介　赤澤　陽平
武井　黄太

心房中隔の角度に合わせたGORE 
Cardioform ASD Occluderに よ る
閉鎖の手法

第32回　日本小児心筋疾患学
会・第42回　日本小児循環動
態研究会　合同学術集会

2023.10.28
〜29

北海道
札幌市

米原　恒介　瀧聞　浄宏
結城　智康　成田　昌央
志水　利之　淺野　　聡
澁谷　悠馬　赤澤　陽平
武井　黄太

大動脈スイッチ術後における左房機
能は術後経過を予測できる

第34回　JCIC学術集会 2024.1.25
〜27

愛知県
名古屋市

米原　恒介　瀧聞　浄宏
結城　智康　成田　昌央
志水　利之　淺野　　聡
澁谷　悠馬　赤澤　陽平
武井　黄太

Harmonyのサイズ決定にバルーン
サイジングを用いた1例

第30回　胎児心臓病学会 2024.2.18
〜19 東京都

米原　恒介　瀧聞　浄宏
結城　智康　成田　昌央
志水　利之　淺野　　聡
澁谷　悠馬　赤澤　陽平
武井　黄太

左上大静脈遺残が胎児循環に及ぼす
影響

第30回　胎児心臓病学会 2024.2.18
〜19 東京都

米原　恒介　瀧聞　浄宏
結城　智康　成田　昌央
志水　利之　淺野　　聡
澁谷　悠馬　赤澤　陽平
武井　黄太

当院で胎児期に高度肺静脈うっ血と
診断した6症例

第34回　心エコー図学会学術
集会

2023.4.21
〜23

岐阜県
岐阜市

淺野　　聡　瀧聞　浄宏
武井　黄太　赤澤　陽平
大日方春香　沼田　隆佑
澁谷　悠馬　伊藤かおり
小沼　武司　小嶋　　愛
竹内　敬昌

経食道心エコーおよび経心膜心エコ
ーを用いて診断した先天性心疾患術
後冠動脈狭窄の3例

第34回　心エコー図学会学術
集会

2023.4.21
〜23

岐阜県
岐阜市

淺野　　聡　瀧聞　浄宏
武井　黄太　赤澤　陽平
大日方春香　沼田　隆佑
澁谷　悠馬　伊藤かおり
小沼　武司　小嶋　　愛
竹内　敬昌

術中経心膜エコーで診断した左冠動
脈左肺動脈起始の単心室症例

第59回　日本小児循環器学会
学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

淺野　　聡　瀧聞　浄宏
伊藤かおり　澁谷　悠馬
沼田　隆佑　大日方春香
赤澤　陽平　武井　黄太
小嶋　　愛　小沼　武司
竹内　敬昌

新生児・乳児期早期の体外式膜型人
工肺下、緊急カテーテル治療の施行
例について
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第59回　日本小児循環器学会
学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

淺野　　聡　瀧聞　浄宏
伊藤かおり　澁谷　悠馬
沼田　隆佑　大日方春香
赤澤　陽平　武井　黄太
小嶋　　愛　小沼　武司
竹内　敬昌

静脈-静脈方式体外式膜型人工肺の
送血管により乳児期早期に弁穿孔を
来した単心室の1例

第34回　JCIC学術集会 2024.1.25
〜27

愛知県
名古屋市

淺野　　聡　瀧聞　浄宏
成田　昌央　結城　智康
志水　利之　澁谷　悠馬
米原　恒介　赤澤　陽平
武井　黄太　花岡　優一
小嶋　　愛　小沼　武司

重症肺動脈狭窄（低形成）に対する
インターベンションの実際

第15回　血流会 2024.3.23 愛知県
名古屋市

淺野　　聡　瀧聞　浄宏
成田　昌央　結城　智康
志水　利之　澁谷　悠馬
米原　恒介　赤澤　陽平
武井　黄太

Vector Flow Mappingを用いた右室
流出路形成術後における左心室内
Energy Lossについての検討

第72回　東京心エコー図研究
会 2023.7.15 Web

結城　智康　成田　昌央
淺野　　聡　志水　利之
澁谷　悠馬　米原　恒介
赤澤　陽平　武井　黄太
瀧聞　浄宏　花岡　優一
小嶋　　愛　小沼　武司

鑑別と治療に難渋した左室内血栓症
の15歳男児例

第1回　診断的および治療的
心臓カテーテルのための教育
カンファレンス

2023.9.8
〜9

福岡県
福岡市

結城　智康　成田　昌央
淺野　　聡　志水　利之
澁谷　悠馬　米原　恒介
赤澤　陽平　武井　黄太
瀧聞　浄宏

end-hole Berman catheterを使用
したLaid-back法

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会

2023.7.6
〜8

神奈川県
横浜市

成田　昌央　瀧聞　浄宏
淺野　　聡　澁谷　悠馬
沼田　隆佑　大日方春香
赤澤　陽平　武井　黄太
小嶋　　愛　小沼　武司
竹内　敬昌

鑑別と治療に難渋した左室内血栓症
の15歳男児例

第32回　日本小児心筋症学会
第42回　日本循環動態研究会

2023.10.28
〜29

北海道
札幌市

成田　昌央　武井　黄太
結城　智康　淺野　　聡
志水　利之　澁谷　悠馬
米原　恒介　赤澤　陽平
瀧聞　浄宏

新生児期・乳児期早期から大量β遮
断薬で治療したNoonan症候群を基
礎にもつ閉塞性肥大型心筋症の4例

第36回　日本小児脾臓・門脈
研究会 2023.11.3 兵庫県

神戸市

高見澤　滋　好沢　　克
畑田　智子　田中　正史
田中　聡志　廣間　武彦
高木紀美代　田澤　星一

門脈血栓の予防を行い出生後早期に
切除術を行った新生児卵黄静脈瘤の
2例

第38回　日本臨床栄養代謝学
会学術集会

2023.5.9
〜10

兵庫県
神戸市 高見澤　滋

在宅胃瘻栄養を行っている患者家族
への新・旧規格コネクタの使用感に
関するアンケート調査

第60回　日本小児外科学会学
術集会

2023.6.1
〜3

大阪府
大阪市

笠井　智子　高見澤　滋
好沢　　克　田中　正史
田中　聡志

こども病院における消化器内科医と
連携した内視鏡治療の検討

第60回　日本小児外科学会学
術集会

2023.6.1
〜3

大阪府
大阪市

田中　聡志　高見澤　滋
好沢　　克　笠井　智子
田中　正史

トリソミーを持つ児の膵・胆管合流
異常の臨床像の検討

第120回　東京小児外科研究
会 2023.6.13 東京都

田中　正史　笠井　智子
高見澤　滋　好沢　　克
入江　友章　岡野　　寛

腹腔鏡下噴門形成術・胃瘻造設術後
に胃穿孔のため複数回手術を要した
1例

第65回　日本小児血液・がん
学会学術集会

2023.9.29
〜10.1

北海道
札幌市

好沢　　克　笠井　智子
田中　正史　入江　友章
岡野　　寛　坂下　一夫
倉田　　敬　小森　一寿
師川　紘一

後腹膜Desmoid tumorの2例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第65回　日本小児血液・がん
学会学術集会

2023.9.29
〜10.1

北海道
札幌市

田中　正史　好沢　　克
高見澤　滋　笠井　智子
入江　友章　岡野　　寛

当院で手術加療を行った仙尾部奇形
腫の後方視的検討

第33回　日本小児呼吸器外科
研究会 2023.10.29 福岡県

福岡市

好沢　　克　髙見澤　滋
笠井　智子　田中　正史
入江　友章　岡野　　寛
安孫子諒一

左心低形成症候群術後に生じた左後
縦隔主流の1例

第42回　日本小児内視鏡外
科・手術手技研究会

2023.10.26
〜27

福岡県
福岡市

髙見澤　滋　永井　史緒
笠井　智子　安孫子諒一
岡野　　寛　入江　友章
好沢　　克

輪状軟骨前方鉗除による気切術後に
皮弁を用いた気切孔閉鎖術を行った
重度胸椎後弯を伴う奇形症候群の1
例

第42回　日本小児内視鏡外
科・手術手技研究会

2023.10.26
〜27

福岡県
福岡市

岡野　　寛　好沢　　克
安孫子諒一　入江　友章
笠井　智子　高見澤　滋

VPシャントチューブが直腸に迷入
し肛門から脱出した1例

第42回　日本小児内視鏡外
科・手術手技研究会

2023.10.26
〜27

福岡県
福岡市

安孫子諒一　好沢　　克
岡野　　寛　入江　友章
笠井　智子　髙見澤　滋

胸骨圧迫を契機とした肝出血により
腹部コンパートメント症候群を起こ
した1例

第42回　日本小児内視鏡外
科・手術手技研究会

2023.10.26
〜27

福岡県
福岡市

入江　友章　安孫子諒一
岡野　　寛　笠井　智子
好沢　　克　髙見澤　滋

幼児期に発症した肝鎌状間膜ヘルニ
アの一例

第39回　日本小児外科学会秋
季シンポジウム 2023.10.28 福岡県

福岡市

笠井　智子　髙見澤　滋
好沢　　克　安孫子諒一
岡野　　寛　入江　友章

当院における喉頭気管分離術の周術
期抗菌薬使用期間についての検討

第50回　日本胆道閉鎖症研究
会 2023.12.2 東京都

文京区

入江　友章　安孫子諒一
岡野　　寛　笠井　智子
好沢　　克　髙見澤　滋

左心低形成症候群を合併した胆道閉
鎖症の1例

第36回　日本内視鏡外科学会
総会

2023.12.7
〜9

神奈川県
横浜市

笠井　智子　好沢　　克
岡野　　寛

当院における腹腔鏡下Soave法によ
るHirschsprung病根治術の検討

FAOPS 2023.10.7 東京都
新宿区 小田　　新

Our treatment strategy for ELBW 
in the first few days in Nagano, 
Japan

FAOPS 2023.10.7 東京都
新宿区 糸島　　亮

Association between Family-
Centered care and discharge criteria 
in preterm infants: Retrospective 
study in two NICU in Filand and 
Japan

ASPR 2023.11.11 Web 小田　　新
NAVA surveys in Japan  and NAVA 
for extremely premature infants in 
Nagano Children’s Hospital

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市

佐藤　大祐　小川　　亮
小田　　新　廣間　武彦
中村　友彦

在宅酸素療法にみる新生児慢性肺疾
患新病型分類の有用性の検討

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市

赤川　大介　小田　　新
小川　　亮　廣間　武彦
中村　友彦

当院における重症慢性肺疾患症例の
検討

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市

上原　弘崇　小川　　亮
小田　　新

高肺血流型先天性心疾患の術前管理
にハイフローネーザルカニューラを
用いた低酸素療法を行う利点

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市 糸島　　亮 海外のNICU診療報酬、看護体制

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市 佐藤　大祐　小川　　亮 在宅酸素療法に見る新生児慢性肺疾

患新病型分類の有用性の検討

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市

長谷部匡毅　小川　　亮
小田　　新　廣間　武彦

院外出生で原因不明の重篤な呼吸障
害から診断に至った常染色体潜性多
発性嚢胞腎の２例

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市

成田　一喜　小川　　亮
小田　　新　廣間　武彦

先天性尿路異常を有する２ヶ月女児
の急性巣状性細菌性腎炎の１例
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

日本新生児成育医学会学術集
会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市 小川　　亮 男性新生児科医の育児休暇取得の経

験から

PAS meeting2023 2023.4.30 Washington 
D.C

Ryo Ogawa,
Tomohiko Nakamura,

Fumihiko Namba,
Kei Tamai,

Misao Kageyama,
Tomoko Makiya,

Chiaki Oba,
Katsuya Hirata,
Noriyasu Ohida

Impact of bronchopulmonary 
dysplasia in adolescents born 
extremely preterm: a multicenter 
cross-sectional study. 

第126回　日本小児科学会学
術集会 2023.4.14 東京都

品川 小川　　亮
新生児期に慢性肺疾患を発症した児
の青年期の呼吸予後、QOL、体格
に関するアンケート調査

第59回　日本周産期新生児学
会

2023.7.9
〜11

愛知県
名古屋市 廣間　武彦

新生児搬送のこれから「コンパクト
ドクターカーによる新生児・小児救
急搬送医療支援と災害時母体・小児
支援チームの派遣」

第59回　日本周産期新生児学
会

2023.7.9
〜11

愛知県
名古屋市 羽生　直史

Mesodiverticular bandによる絞扼
性イレウスを生後早期に発症した一
例

第59回　日本周産期新生児学
会

2023.7.9
〜11

愛知県
名古屋市 田中　章太 在胎22−24週の早産児における

NAVAの有用性の検討

第59回　日本周産期新生児学
会

2023.7.9
〜11

愛知県
名古屋市 古屋　絢子 当院NICUにおける終末期医療の後

方視的検討

第27回　日本神経学会甲信越
地方会 2023.11.3 松本市

竹内史穂子　大多尾早紀
牧田みずほ　那須野　将
白井　真規　坂口　友里
本林　光雄　山田　慎二
三澤　由佳　樋口　　司
稲葉　雄二

当院における限局性学習症診療の現
状

第30回　信州小児神経研究会 2023.7.15 安曇野市

白井　真規　本林　光雄
大多尾早紀　那須野　将
竹内史穂子　三澤　由佳
山田　慎二　稲葉　雄二

Dravet症候群の急性期および慢性
期治療方針の再考

長野県小児神経研究会 2023.7.15 安曇野市

那須野　将　本林　光雄
大多尾早紀　白井　真規
竹内史穂子　三澤　由佳
山田　慎二　木下　達也
稲葉　雄二

抗MOG抗体関連疾患の1例

第13回　信州子どものこころ
診療研究会 2024.2.10 安曇野市 那須野　将 比較的急速に精神面の不調を来した

9歳男児

第97回　日本感染症学会・学
術集会 2023.4.29 神奈川県

横浜市 本林　光雄 痙攣重積型急性脳症の発症予測に経
時的なAST測定が有用である

第65回　日本小児神経学会学
術集会

2023.5.25
〜27

岡山県
岡山市

Mitsuo Motobayashi,
Tomoyuki Masuda,
Masaru Nasuno,

Maki Shirai,
Shihoko Takeuchi,
Takefumi Natsume,

Yuka Misawa,
Takuya Fushimi,
Kei Murayama,

Yuji Inaba

Efficacy of vigabatrin in an infant 
with West syndrome due to pyruvate 
dehydrogenase complex deficiency 
: A case report

第32回　日本小児泌尿器科学
会総会 2023.7.20 兵庫県

神戸市

北原　　梓　栗田　知典
大池　　洋　岸蔭　貴裕
井川　靖彦　市野みどり

鎖肛患児における下部尿路機能障害
の頻度と病態の検討



153

学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第32回　日本小児泌尿器科学
会総会 2023.7.20 兵庫県

神戸市

北原　　梓　栗田　知典
大池　　洋　岸蔭　貴裕
井川　靖彦　市野みどり

神経因性下部尿路機能障害に対する
膀胱皮膚廔造設術の経験

2023年　日本病理学会小児
腫瘍組織分類小委員会症例検
討会

2023.9.9 埼玉県
浅香　志穂　小森　一寿
松下　　剛　師川　紘一
倉田　　敬　坂下　一夫

病理診断に難渋した乳児期発症の隆
起性皮膚線維肉腫の1例

第59回　日本小児循環器学会
総会・学術集会 2023.7.7 神奈川県

横浜市
小栗有希乃　桒山　美鈴
瀧聞　浄宏　武井　黄太

コロナ禍で海外渡航移植を目指す患
児・家族への支援～多職種での支援
することの重要性～

第39回　日本小児臨床アレル
ギー学会 2023.7.15 福岡県

博多市

大和　麻未　小池　由美
徳永　　舞　小口　佳奈
伊藤　靖典　春名　洋子

食物アレルギーの成人移行期支援を
円滑にすすめるツールの作成

第34回　長野県小児保健研究
会 2023.7.15 長野県

松本市 矢野　恵理 長野県立こども病院こころとからだ
のサポートチーム活動報告

第22回　日本遺伝看護学会・
学術集会 2023.10.8

東京都
中央区
明石町

平塚　滉脩　北村　千章
安河内　聰　野口　晶彦

ホルム・オーラム症候群の会「ハー
ト＆ハンド」の活動紹介と看護の役
割

第32回　日本新生児看護学会
学術集会 2023.11.3 神奈川県

横浜市
岡部　稔枝　深尾　有紀
百瀬　弓子

A病院NICUにおけるFamily Centered 
Careの現状および効果の検討　第
一報～両親のNICU滞在時間と過ご
し方～

第32回　日本新生児看護学会
学術集会 2023.11.4 神奈川県

横浜市
宮下　理沙　深尾　有紀
松田　千恵　百瀬　弓子

A病院NICUで働く入職2年以内の既
卒看護師が抱く困難感への対処方法
と必要な支援

第22回　Nuss法漏斗胸手術
手技研究会 2023.11.25 福岡県

福岡市 山﨑　雅大

Nuss法手術における上肢抹消神経
障害を防止する上肢挙上位の検討
～若杉上肢台を用いた上肢挙上位の
評価を通して～

第18回　医療の質・安全学会
（パネルディスカッション パ
ネラー）

2023.11.26 兵庫県
神戸市 山﨑　紀江

小児専門病院における医薬品エラー
防止システムの実際と課題～パネル
ディスカッション　医薬品関連エラ
ーを防ぐ！多職種で防ぐ実践可能な
システムの探究～

第18回　医療の質・安全学会
学術集会

2023.11.25
〜26

兵庫県
神戸市 山﨑　紀江 小児専門病院における医薬品関連エ

ラー防止システムの実際と課題

第39回　日本小児臨床アレル
ギー学会

2023.7.15
〜17

福岡県
福岡市

大和　麻未
春名　洋子（第１病棟）
伊藤　靖典　小池　由美
徳永　　舞（アレルギー科）
小口　佳奈（栄養科）

食物アレルギー児の成人移行期支援
を円滑にすすめるツールの作成

第42回　長野県手術研究会 2023.11.11 長野県
Web 前田　奈美　藤森　伸江 A病院における脊柱側弯症手術導入

までの取り組み

第42回　長野県手術研究会 2023.11.11 長野県
Web 柴田　芽育

発達障害のある患児への術前外来か
らの関わり～家族も含めた看護の重
要性～

小児麻酔学会　第28回大会 2023.10.7
〜8 福井県 山口　志帆

こども・家庭への最善の関わりとは
～手術を受けるこどもを、家族の心
理的支援を看護チームで取り組んで
～

第22回　Nuss法漏斗胸手術
手技研究会 2023.11.25 福岡県

福岡市 山﨑　雅大 Nuss法手術における上肢末梢神経
障害を防止する上肢許状

第33回　日本医療薬学会年会 2023.11.3
〜5

宮城県
仙台市 小林　恵子　鈴木　英二 小児集中治療病棟におけるオンダン

セトロンの使用状況

The 23rd congress of PENSA 2023.10.20
〜22

Taipei,
Taiwan

Fukamachi Akari,
Suzuki Eiji

E f fect  of  z inc ox ide S imple 
ointment on serum zinc levels in 
hypozincemia infants
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学会等の名称 開催日 場　所 発表者 演　題　名

第67回　日本新生児成育学会
学術集会

2023.11.2
〜4

神奈川県
横浜市

上條早奈美　中澤　祐介
櫻井　浩子

薬学生を対象とした周産期領域講義
の試み：学生アンケートからみる教
育効果

第46回　日本小児放射線技術
研究会 2023.4.15 神奈川県

横浜市 長岡　重之
医療被ばく低減施設認定に向けた取
り組みと実際－自施設の業務をより
理解するために＝

第14回　Rise Up CT Conferense 2023.5.13 東京都 長岡　重之
低被ばく高解像度の小児心臓CT画
像 を 目 指 し たDeep Learing 
Reconstructionの効果

令和5年度　長野県立病院診
療放射線技師研修会 2024.2.17 Web 山嵜　翔太 こども病院に於ける造影心臓CT検

査について

2023年度　山梨・長野県診
療放射線技師会合同研修会 2024.3.9 上伊那郡

箕輪町 小島　　真 医療被ばく低減施設認定取得の経過
と実際

第47回　長野県臨床検査学会 2023.12.3 佐久市
松澤　　悠　河西　彩香
伊東　美結　山﨑　香織
小林　　純　久保田紀子

原発性免疫不全症及び脊髄性筋萎縮
症スクリーニング検査における基礎
検討

第35回　日本臨床微生物学会
総会・学術集会

2024.2.9
〜11

神奈川県
横浜市

小林　　純　大楠美佐子
松本　竹久　久保田紀子
石和田稔彦

小児侵襲性肺炎球菌感染症から分離
された温度およびCO2依存性を示す
血清型24F ST162肺炎球菌株の解
析

第47回　長野県県臨床検査学
会 2023.12.3 佐久市 山﨑　香織　二木亜希子

戸塚　　実　久保田紀子
生化学検査室における業務効率化に
向けての取り組み

第47回　長野県県臨床検査学
会 2023.12.3 佐久市 伊東　美結　小林　　純

武田　良淳　久保田紀子

マイクロアレイ染色体検査にて検出
された53kbのATRX中間部欠失を
有する一例

小児体外循環セミナー KPECs 2023.12.2 神奈川県
横浜市

佐藤　直己　關　　夏海
塚田奈津希　青栁　　幹
川上　祐希　児野　　徹

当院における小児体外循環について

第34回　長野県小児保健研究
会 2023.8.3 松本市 矢野　恵理 長野県立こども病院こころとからだ

のサポートチーム活動報告

第23回　中部小児がんトータ
ルケア研究会 2023.10.21

松本市
（ハイブ
リット）

矢野　恵理　坂下　一夫
倉田　　敬

当院における予後不良な小児がん患
者の地域連携の現状と課題

第21回　日本神経理学療法学
会学術大会

2023.9.9
〜10

神奈川県
横浜市

西川　良太　佐藤紗弥香
岩岡　晴美　小松　昌久
西澤　公美　酒井　典子
三澤　由佳　稲葉　雄二

ロボットスーツHALⓇSSサイズを
使用した児とその保護者に対する使
用感に関するアンケート調査

第29回　日本摂食嚥下リハビ
リテーション学会学術大会

2023.9.2
〜3

神奈川県
横浜市

平川美穂子　下野　由紀
佐藤梨里子　三澤　由佳

心疾患術後に食道入口部開大不全と、
肩甲舌骨筋症候群を呈した一症例

第47回　日本遺伝カウンセリ
ング学会学術集会

2023.7.7
〜9 松本市 荒川　経子　武田　良淳

竹内　浩一　古庄　知己

プラダ―・ウィリー症候群をもつ知
的障害のない女性への成人移行期支
援

第46回　日本小児遺伝学会学
術集会

2023.12.8
〜9

沖縄県
那覇市

荒川　経子　武田　良淳
高木紀美代　坂下　一夫
倉田　　敬　小森　一寿
師川　紘一　難波　　聡
志食　絵里　古庄　知己

家族性ラブドイド腫瘍好発症候群を
発 症 し た 同 胞2人 を も つ 両 親 の
PGT-Mへの思い
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研究論文について5

●信州医療センター

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

赤松　泰次　下平　和久　宮島　正行
植原　啓之　中野　直人　木畑　　穣 急性消化管出血の初期診療の基本

東京医学社，消化器内視鏡．
2023.4，Vol.35，No.4，
p.417−422.

赤松　泰次 内視鏡の感染管理に必要なコスト
東京医学社，消化器内視鏡．
2023.7，Vol.35，No.7，
p.941−943.

赤松　泰次 Cold snare polypectomy：安易に行うべからず
東京医学社，消化器内視鏡．
2023.10， Vol.35， No.10， 
p.1466−1468.

赤松　泰次 胃悪性リンパ腫の分類
東京医学社，消化器内視鏡．
2024.1， Vol.36， No.1， 
p.69−71.

Michel MC, Cardozo L, Chermansky 
CJ, Cruz F, Igawa Y, Lee KS, Sahai 
A, Wein　AJ, Andersson KE

Current and Emerging Pharmacological 
Ta rge ts  and T rea tments  o f  Ur ina ry 
Incontinence and Related Disorders

Pharmacol Rev. 2023 Jul 
; 75(4) : 554−674

Igawa Y Peripheral Neural Control of the lower 
Urinary Tract

Handbook of Neurourology 
Theory and Practice 2nd 
Edition, PP. 35−46, Springer 
Nature, 2023

Anderson K-E, Madersbacher H, 
Altaweel W, Vasudeva P, Igawa Y Drug Treatment

Handbook of Neurourology 
Theory and Practice 2nd 
Edit ion, PP. 281 −316, 
Springer Nature, 2023

菅沼　　輝　坂口　幸治　木本　昌伸
小坂　　充　山﨑　善隆

免疫チェックポイント阻害薬中断後も奏効を
維持した高齢者進行肺腺癌の1例

癌と化学療法社，癌と化学
療法． 2023.11， Vol.50， 
No.11， p.1231−1233.

Miho Muramoto，Shintaro Kanda，
Takashi Kobayashi，Hisashi Tamada，
Ayumu Fukazawa，Keiichirou Koiwai，
Tomonobu Koizumi

A case of mediastinal mesenchymal tumor 
with per icyt ic neoplasm feature that 
responded to radiation therapy

WILEY，Thoracic Cancer． 
2023.3.25， p.1204 −
1207.

Araki T，Yamazaki Y，Kimoto M，
Goto N，Ikuyama Y，Takahashi Y，
Kosaka M

Practical Utility of Clinical Pathway for Older 
Patients with Aspiration Pneumonia: A 
Single-Center Retrospective Observational 
Study

MDPI， J. Clin. Med．2023. 
12.30， Volume 13，Issue 
1

Morimoto K，Nonaka M，Yamazaki Y，
Nakagawa T，Takasaki J，Tsuyuguchi 
K，Kitada S，Jumadilova Z， Yuen D，
Ciesielska M，Hasegawa N

Amikacin liposome inhalation suspension for 
Mycobacterium avium complex pulmonary 
disease: A subgroup analysis of Japanese 
patients in the randomized, phase 3, 
CONVERT study

ScienceDirect，Respiratory 
Investigation．2024.3， 
Vo lume 62,  I ssue 2， 
p.284−290.

田中　健二　堀　　勝幸 消毒薬 じほう．治療薬ハンドブッ
ク2024， p.1514−1528．

●こころの医療センター駒ヶ根

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

原田　　謙　市川海沙希

〈治療〉
「発達障害の息子が興奮し、夜中に大声で怒鳴
り散らしてしまうので困っている」と母親か
ら相談されました。どのように対処すべきで
しょう？

医学書院，『精神医学』．2023. 
5， Vol.65， No.5， p.788
−789．

原田　　謙 神経発達症の2次障害としての反抗挑発症・素
行症

日本児童青年精神医学会，
『児童青年精神医学とその
近接領域』. 2023.6， Vol. 
64， No.３， p.307−314．
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市川海沙希　原田　　謙

〈対処法〉
「発達障害の息子が興奮し、夜中に大声で怒鳴
り散らしてしまうので困っている」と母親か
ら相談されました。どのように対処すべきで
しょうか？

医学書院，『発達障害Q＆A
ー臨床の疑問に応える104
問』． 2024.3， p.291−292

●木曽病院

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

吉岡　郁郎　藤岡磨里奈　浅香　亮一
三橋祐布子

ホルモン補充療法等に桂枝加朮附湯（TJ-18）
の併用で冬季に増悪する手指関節痛に軽快を
認めた２例

産婦人科漢方研究の歩み. 
No.39, 2023.

曽根原　圭　神田慎太郎　小泉　知展 高齢者小細胞肺癌の薬物選択性を教えてくだ
さい（免疫チェックポイント阻害剤も含めて）

肺癌診療Q&A 第4版 一つ
上をいく診療の実践. 中外
医薬社, 2023.

山田　　靖　小原　久典　杉山結理佳
平林　　瞭　内山　夏紀　品川真奈花
竹内　穂高　井田　耕一　宮本　　強
小泉　知展　塩沢　丹里

審査腹腔鏡にて診断できた悪性腹膜中皮腫の
一例

信州医学雑誌, vol.71. No.2, 
2023.

井手　祥吾　江口　　隆　松岡峻一郎
三浦健太郎　濱中　一敏　谷　　直樹
大西　　洋　小泉　知展　花岡　正幸
清水　公裕

オリゴ転移非小細胞肺癌に対し化学・免疫療
法後に局所地固め治療を行った1例 肺癌. vol.63, No.2, 2023.

神田慎太郎　小泉　知展 がん遺伝子プロファイリング検査とバイオバ
ンク信州 長野医報. vol.728, 2023.

Muranaka F， Kise E， Tokumaru S， 
Kitazawa M， Miyagawa Y， Suga T， 
Uehara T， Iwaya M， Kobayashi S， 
Sato M， Gomi D， Yamada H， 
Sugimura H， Kosho T， Soejima Y， 
Koizumi T

Hereditary Diffuse Gastric Cancer in a 
Japanese Family with CDH1 mutation-three 
case reports

Discover Oncology 14, 
2023.

Muramoto M， Kanda S， Kobayashi 
T， Tamada H， Fukazawa A， Koiwai 
K， Koizumi T

A case of mediastinal mesenchymal tumor 
with per icyt ic neoplasm feature that 
responded to radiation therapy

Thoraci Cancer 14, 2023.

Shimura M， Miura K， Koizumi T， 
Kanda S， Mishima S， Hara D， 
Matsuoka S， Eguchi T， Hamanaka 
K， Shimizu K

Successful resection after first line lenvatinib 
therapy in an locally advanced thymic 
carcinoma Thoracic Cancer

Thoraci Cancer 14, 2023.

Koizumi T， Kanda S， Kobayashi T， 
Iwasa Y， Matsuo A

Initial therapeutic approach with pembrolizumab 
in synchronous multiple cancers, including 
non-small cell lung cancer highly positive for 
programmed death-ligand 1 expression

Chemotherapy 68, 2023.

Koizumi T， Nishino Y， Takiguchi T， 
Kanda S， Otsuki K， Tanaka Y， 
Tomita R， Araki T， Hayashi R， 　
Yasumoto K， Uramoto H， Hirono Y， 
Makino T， Nakada M， Yano S

Epidemiological and therapeutic analyses in 
lung cancer patients over 80 years old in 
the Hokushin region : a retrospective 
hospital administrative database study

Clinical Lung Cancer 24, 
2023.

Shiiya A， Noguchi T， Tomaru U， 
Ariga S， Takashima Y， Ohhara Y， 
Taguchi J， Takeuchi S， Shimizu Y， 
Kinoshita I， Koizumi T， Matsuno Y， 
Shinagawa N， Sakakibara-Konishi J， 
Dosaka-Akita H

EGFR inhibition in EGFR-mutant lung cancer 
cells perturbs innate immune signaling 
pathways in the tumor microenvironment

Cancer Sci 114, 2023.

Okumura T， Noguchi T， Sekiguchi 
N， Kobayashi T， Kanda S， Ida K， 
Minagawa T， Tokumaru S， Umemura 
T， Koizumi T

C l in ica l  ana lys is  o f  ex t rapu lmonary 
neuroendocrine carcinoma : a retrospective 
and single institution experience

Chemotherapy. 68, 2023.
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Takiguchi T， Kanda S， Otsuki K， 
Hayashi R， Yasumoto K， Hirono Y， 
Makino T， Yano S， Koizumi T

Multi-institutional survey of antiemetic 
therapy in lung cancer patients treated with 
carboplatin in Hokushin region

BMC Pulm Med. 23, 2023.

Araki T， Kanda S， Komatsu M， 
Sonehara K， Tateishi K， Takada M， 
Kato A， Yamamoto M， Nishie K， 
Hama M， Agatsuma T， Kakizaki Y， 
Yoshiike F， Matsuo A， Chiaki T， 
Samizo K， Takagi Y， Yamaura M， 
Hanaoka M， Koizumi T

Rechallenge of afatinib for EGFR-mutated 
non-small cell lung cancer previously 
treated with osimertinib : a multicenter 
phase Ⅱ trial protocol (REAL study)

Transl Lung Cancer Res 
12, 2023.

Kobayashi T， Nishino Y， Takiguchi T， 
Kanda S， Otsuki K， Tanaka Y， 
Nakazawa Y， Ito KI， Hayashi R， 
Yasumoto K， Uramoto H， Hirono Y， 
Makino T， Nakada M， Yano S， 
Koizumi T

Epidemiological and therapeutic profiles of 
lung cancer patients in the Hokushin 
Region Japan: a retrospective hospital 
administrative database study

BMC Pulm Med. 23, 2023.

Araki T， Kanda S， Ide T， Sonehara K， 
Komatsu M， Tateishi K， Minagawa T， 
Kiniwa Y， Kawakami S， Nomura S， 
Okuyama R， Hanaoka M， Koizumi T

Antiplatelet drugs may increase the risk for 
checkpoint inhibitor-related pneumonitis in 
advanced cancer patients

ESMO Open. 8, 2023.

Obayashi T， Kanda S， Tateishi K， 
Morozumi N， Yamamoto R， Yoshiike 
F， Takizawa H， Takada M， Yamamoto 
M， Nishie K， Keiichiro T， Agatsuma 
T， Hama M， Tanaka H， Matsuo A， 
Morikawa A， Hanaoka M， Koizumi T

Multi-institutional prospective cohort study 
of patients with EGFR-and ALK positive 
non-small-cell lung cancer in Nagano 
prefecture, Japan

Oncol Clin Pract 19, 2023.

●こども病院

著　者　名 研究論文名・書名 掲　載

樋口　　司 小児専門医療施設小児科外来における小児頭
痛患者の特徴

頭痛学会誌 2023；50(3) : 
612−616.

光武　　鮎　永井　悠史　大森　教雄
村井　健美　笠井　智子　北村　真友
好沢　　克　樋口　　司

慢性的に経過した多彩な臓器障害により診断
に苦慮した嚢胞性線維症の1例

長野県立こども病院医学雑
誌 2023；6：71−77

平岡　　梓　古井　　優　小森　一寿
倉田　　敬　永井　悠史　金井　絢子
村井　健美　南　　希成　竹内　浩一
樋口　　司　丸山　悠太　坂下　一夫

川崎病に合併したマクロファージ活性化症候
群に対してリポ化ステロイドが有効であった
一例

長野県立こども病院医学雑
誌 2023；6：57−63

藤井　義之　清水麻莉子　谷　　美加
矢田　晴之　小口　佳奈　小口　真実
矢野　恵理　倉田　　敬　坂下　一夫
山田　桂吾　篠山　大明

長野県立こども病院こころの診療科における
コンサルテーションおよびリエゾン活動の現
状と展望

長野県立こども病院医学雑
誌第6巻 ３３～４１ ２０２３

西岡　　誠　那須野　将　白井　真規
竹内史穂子　本林　光雄　三澤　由佳
西野　一三　稲葉　雄二

免疫介在性壊死性ミオパチーに対する定期的
な免疫グロブリン大量静注療法が奏効した9歳
女児例

長野県立こども病院医学雑
誌 2023 ; 6 : 65−70

佐藤梨里子　工　　　穣　平川美穂子
下野　由紀　三澤　由佳

心臓手術後に声帯麻痺を併発した肩甲舌骨筋
症候群の1例

長野県立こども病院医学雑
誌 2023 ; 7 : 3−8

手塚　　航　小森　一寿　後藤隆之介
師川　絋一　倉田　　敬　宮入　洋祐
竹内　浩一　佐藤梨里子　塚田　景大
三澤　由佳　北澤　早苗　青沼袈佐賜
坂下　一夫

早期診断と治療介入で復学に至った持続性知
覚性姿勢誘発めまいの1小児例

長野県立こども病院医学雑
誌 2023 ; 7 : 15−20

荒川　経子　武田　良淳　近藤　由佳
久保田紀子　高野　亨子　古庄　知己

先天性・遺伝性疾患におけるクリニカルシー
クエンス検査前遺伝カウンセリングの評価

長野県立こども病院医学雑
誌 2023 ; 6 : 23−31
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Kubota N, Takeda R, Kobayashi J, 
Hidaka E, Nishi E, Takano K, Wakui 
K.

Reanalysis of Chromosomal Microarray Data 
Using a Smaller Copy Number Variant Call 
Threshold Identi f ies Four Cases with 
Heterozygous Mult iexon Deletions of 
ARID1B, EHMT1, and FOXP1 Genes

Mol Syndromol. 2023 ; 
14(5) : 394−404

吉田　志朗 ウィメンズヘルス　産前産後　妊産婦の身体
変化とリスク管理

理学療法ジャーナル 2022 
； 56(4) ： 450−454

小松　　登　吉田　志朗 出生後に卵巣遊離体と診断された胎児上腹部
腫瘤

超音波医学 2023 ； 50(1) 
： 85−86

Itakura A, Satoh S, Aoki S, Fukushima 
K, Hasegawa J, Hyodo H, Kamei Y, 
Kondoh E, Makino S, Matsuoka R, 
Morikawa M, Nagamatsu T, Nakata 
M, Naruse K, Nishigori H, Nishiguchi 
T, Obata YM, Ohno Y, Oura K, Shimoya 
K, Shiozaki A, Suzuki S, Tanaka K, 
Yoshida S, Kudo Y, Maeda T, Shozu M

Guidelines for obstetrical practice in Japan : 
Japan Society of Obstetrics and Gynecology 
and Japan Association of Obstetricians and 
Gynecologists 2020 edition

J Obstet Gynaecol Res 
2023 ; 49(1) : 5−53

Ririko Sato, Hidekane Yoshimura, 
Tomoki Kosho, Yutaka Takumi

Cause, severity, and efficacy of treatment 
for hearing loss in children with Trisomy 18 
: A single institution-based retrospective 
study

American Journal of Medical 
Genetics Part A, 194A : 
e63492.

笠井　智子　高見澤　滋　好沢　　克
清水　　徹　大澤絵都子　田中　正史

2回の開腹手術では診断されず,その後の外傷
を契機に診断された血友病Aの1例

日小児救急医会誌 2023 ； 
22 （1） : 12−15

高見澤　滋　田尻　達郎 食道閉鎖症治療後のサルベージ 日小外会誌 2023 ; 59  (5) 
: 848−849

田中　正史　高見澤　滋　好沢　　克
笠井　智子　田中　聡志

腹腔鏡下に治療し得た腹腔内精巣を伴った
interparietal herniaの1例

小児外科, 東京医学社, 2023 
; 55 (3) : 296−301

渕本　康史　伊勢　一哉　藤代　　準
岡本　竜弥　鈴木　　完　奈良　啓悟
望月　響子　古賀　寛之　矢本　真也
富田　紘史　笠井　智子　佐々木隆士
寺脇　　幹　平原　憲道　藤野　明浩
藤雄木亨真　森田　香織

National Clinical Database（小児外科領域）
Annual Report 2021

日小外会誌 2023 ； 59巻 (5) 
: 912−918

Toru Shimizu, Shigeru Takamizawa, 
Toshihiro Yanai, Jiro Tsugawa, 
Motofumi Torikai, Kotaro Uemura, Go 
Ohba, Yuki Takeuchi, Shinichiro 
Yokoyama, Shinichiro Ueda

Optimal Surgical Method and Timing for 
Low-birth-weight Esophageal Atresia Babies 
: Multi-institutional Observational Study

J Pediatr Surg. 2024 ; 59 
(2) : 182−186

小田　　新 ファミリーセンタードケアとは何か 日本小児科学会雑誌128巻
3号 : 443−452

Hoshina Y, Ogawa R, Oda A, Kamei 
Y, Nakamura T

Percutaneous Drainage for Giant Pulmonary 
Interstitial Emphysema in a Tiny Infant with 
a Birth Weight of 327g

AJP Rep. 2024 May 3 ; 
14(2) : e133−e135

Ryo Itoshima, Arata Oda, Ryo Ogawa, 
Toshimitsu Yanagisawa, Takehiko 
Hiroma, Tomohiko Nakamura.

Neurodevelopment and physical measurements 
in infants with birthweight of 500 grams or less

Pediatr Int. 2023 ; 65 : 
e15689

田中　章太　小川　　亮 気管支肺異形成（慢性肺疾患）の発症機序は
最近変化してきているのか

周 産 期 医 学 53(増 刊) : 
396−399, 2023

小川　　亮 新生児慢性肺疾患（CLD） 今 日 の 治 療 指 針2023 
p1393−1394

Nishioka M, Motobayashi M, Fukuyama 
T, Inaba Y.

Risk factors for post-encephalopathic epilepsy 
in patients with acute encephalopathy with 
biphasic seizures and late reduced diffusion.

Brain Dev.2023 Dec 18 : 
S0387−7604(23) 00194
−8. doi : 10. 1016/j. 
braindev. 2023. 12. 002.

Nasuno M, Yokoyama Y, Motobayashi 
M, Kobayashi K, Omori N, Murai T, 
Kubota N, Kitamura M, Minami K, 
Inaba Y.

Targeted temperature management at 36℃ 
is a risk factor for ventilator-associated 
pneumonia.

Pediatr Int. 2023 Jan-Dec 
; 65(1) : e15556. doi : 10. 
1111/ped. 15556.
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Kasai A, Motobayashi M, Nishioka M, 
Fukuyama T, Inaba Y.

A ser ia l  analysis of serum aspartate 
aminotransferase levels in patients with acute 
encephalopathy with biphasic seizures and 
late reduced diffusion and prolonged febrile 
seizure.

Brain Dev. 2023 Jun 23 ; 
S0387−7604(23) 00104- 
3. doi : 10. 1016/j. braindev. 
2023.06.003. 

Narita M, Miyairi Y, Motobayashi M, 
Chiba A, Inaba Y.

Incidence of Cerebral Cavernous Malformation-
Related Epilepsy in Children : A Single Center 
Survey.

Cureus. 2023 Apr 26 ; 
15(4) : e38178. doi : 10. 
7759/cureus. 38178. 
eCollection 2023 Apr.

Niimi T, Inaba Y, Honda H. 
Developmental changes in prefrontal cortex 
activation in children with or without autism 
spectrum traits on near-infrared spectroscopy. 

Brain Dev. 2024 Aug ; 
46(7) : 235−243. 

Fukao T, Sano F, Nemoto A, Naito 
A, Yanagisawa T, Imai K, Hiroma T, 
Inaba Y, Kanemura H, Aihara M, 
Inukai T, Kaga Y.

Factors associated with the development of 
epilepsy in very low birth weight infants. 

Pediatr Neonatol. 2023 
Nov ; 64(6) : 637−643.

Sakamoto M, Iwama K, Sasaki M, 
Inaba Y,  Matsumoto N. 

Genetic and clinical landscape of childhood 
cerebellar hypoplasia and atrophy.

Genet Med. 2022 Dec ; 
24(12) : 2453−2463.

長崎　啓祐 小児科学会雑誌 編集委員会への手紙 日本小児科学会雑誌 2024 
; 128(3) : 507

市野みどり 蓄尿障害：昼間尿失禁に対するファーストタ
ッチ

臨床泌尿器科、77， 34−42、 
2023

市野みどり　北原　　梓　下島　雄治 Dysfunctional voidingに対するウロセラピー 臨床泌尿器科、77， 978−
982、 2023

市野みどり レノグラム 小児科、64、1658−1663、 
2023

市野みどり ウロダイナミクス 小児科、64、1664−1669、 
2023

浅香　志穂 子宮頸部胃型腺系病変の病理診断に有用な補
助的検査法

日 本 婦 人 科 病 理 学 会 誌 
2023 ; 14(2) : 57−61

浅香　志穂　小木曽嘉文 がん遺伝子パネル検査でTERTプロモーター変
異が認められた肝芽腫の1例

日本小児血液・がん学会雑
誌 2023 ; 60(1) : 98

Kamakura M, Uehara T, Muraki T, 
Iwaya M, Asaka S, Nakajima T, 
Iwaya Y, Nagaya T, Yoshizawa T, 
Shimizu A, Kuraishi Y, Ota H, 
Umemura T.

Mucosal damage in pancreaticobiliary 
maljunction is stronger in the gallbladder 
than in the bile duct

Pathology Research and 
Practice 2024 ; 253 : 
155011 

Fukuda H, Uehara T, Nakajima T, 
Iwaya M, Asaka S, Kurita H.

A preliminary study of IgG4 expression and 
its prognostic significance in oral squamous 
cell carcinoma

BMC Cancer 2024 ; 24(1) 
: 294

百瀬　弓子 GCUにおける教育の現状・指導のすすめ方 小児看護 2023 ： 46(10) 
1200−1205

深尾　有紀 NICUにおける教育の現状・指導のすすめ方 小児看護 2023 ： 46(10) 
1206−1212

上條みどり 神経障害のない小児の排泄ケア
WOC Nursing 小児WOCケ
ア の エ ッ セ ン ス 2023 ； 
１１(３) 107号 69−76

深町　明里　小林　恵子　上條早奈美
鈴木　英二

病棟定数薬見直しにおける医薬品管理の効果
と薬剤師の関わり

長野県立こども病院医学雑
誌. 2023 ; 6 : 79−83

丸山　千絵　小口　真実　木口このみ
加藤　　愛　鈴木　英二

周術期薬剤管理業務拡充に向けた取り組みと
今後の展望

長野県立こども病院医学雑
誌. 2023 ; 6 : 89−93
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Kubota N, Takeda R, Kobayashi J, 
Hidaka E, Nishi E, Takano K, Wakui 
K.

Reanalysis of Chromosomal Microarray Data 
Using a Smaller Copy Number Variant Call 
Threshold Identi f ies Four Cases with 
Heterozygous Multiexon Deletions of ARID1B, 
EHMT1, and FOXP1 Genes.

Mol Syndromol. 2023 Oct 
; 14(5) : 394−404. doi: 
10. 1159/000530252. 
Epub 2023 May 23. PMID 
: 37901861 ; PMCID : 
PMC10601822.

Kobayashi J, Ohkusu M, Matsumoto 
T, Kubota N, Ishiwada N. 

Bacteriological and molecular characterization 
of temperature- and CO2-dependent 
Streptococcus pneumoniae serotype 24F 
ST162 isolated from Japanese children. 

Microbiol Spectr. 2023 Dec 
12 ; 11(6) : e0216523. 
doi : 10. 1128/spectrum. 
02165−23. Epub 2023 
Oct 12. PMID : 37823633 
; PMCID : PMC10714769.

井上　　諒　小林　　純　青木　由佳
久保田紀子

非運動性Enterococcus gallinarum同定ワーク
フローの検討

長 臨 技 会 誌 12 (3) 1−4 
2023

二木亜希子　齋藤　芽衣　戸塚　　実
臭化カリウム（KBr）が血清Cl測定に及ぼす影
響の検討—Cl測定が不能となった1症例を経験
して—

長野県立こども病院医学雑
誌. 2023, Vol.6 15−21

伊東　美結　松澤　　悠　腰原　美紀
久保田紀子　村山　俊樹　戸塚　　実
丸山　悠太　柳沢　俊光　竹内　浩一
稲葉　雄二

脊髄性筋萎縮症と原発性免疫不全症を対象と
したオプショナルスクリーニングの実施状況
報告～当院における拡大NBSの取組みと現
状～

長野県立こども病院医学雑
誌. 2024, Vol.7

●本部事務局
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本田　孝行（監修） 病態が見える　検査値の本当の読み方 羊土社,2024.

本田　孝行 D006−5　染色体検査,D009　腫瘍マーカー
医学書院，『最新検査・画像
診 断2024−2025』．2024. 
5, p.45−60. p.114−123.

本田　孝行 異常値の出るメカニズム第8版 医学書院,2024.
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本部研修センターによる研修会開催状況6

研　修　名 研修対象者 研修目的 日　程 参加者数
(人)

課
程
別
研
修

新規採用職員研修Ⅰ 新規採用職員
機構職員として必要な基礎知識と態度
を身につけ、組織と仕事について理解
を深める。

2023.4.13 73

新規採用職員研修Ⅱ 新規採用職員（新卒等）

機構職員として必要な基本的な知識と
態度を身につけ、社会人としての心構
え、仕事の基本及びビジネスマナーを
修得する。

2023.4.14 50

新規採用職員研修Ⅲ 新規採用職員（新卒等）
機構職員として必要な基本的な知識と
態度を身につけ、仕事の進め方等のス
キルを修得する。

2023.7.21 50

勤務３年目研修 新卒勤務後３年目の職
員等

地域に安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供するため、３年目職員と
して目指すべき職員像を理解する。

（コミュニケーションの重要性）

2023.10.6 
 又は 

2023.10.13 
(ｵﾝﾗｲﾝ)

41

キャリア形成研修① 資格取得又は最終卒年
から５年目の職員等

地域に安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供するため、５年目職員と
して目指すべき職員像を理解する。

（主体的行動に必要なスキル）

2023.8.4 36

キャリア形成研修② 資格取得又は最終卒年
から10年目の職員等

地域に安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供するため、10年目職員
として目指すべき職員像を理解する。

（ロジカルシンキングと問題解決スキ
ル）

2023.9.8 38

キャリア形成研修③ 資格取得又は最終卒年
から15年目の職員等

地域に安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供するため、15年目職員
として目指すべき職員像を理解する。

（コーチングの基本）

2023.10.27
(ｵﾝﾗｲﾝ) 26

キャリア形成研修④ 資格取得又は最終卒年
から20年目の職員等

地域に安心で質の高い医療サービスを
安定的に提供するため、20年目職員
として目指すべき職員像を理解する。

（マネジメントの知識）

2023.11.10
(ｵﾝﾗｲﾝ) 29

新管理職研修

職場内で管理的役割を
担う役職に就いて２年
以内の職員等
診療部：部長
看護部：看護師長
医療技術部：科長
薬剤部：部長
事務職：課長 以上

機構の労務管理を学ぶ。

病院等の職場における管理職に必要な
マネジメントの知識や技術を学ぶ。

2023.6.9 10

選
択
研
修

労働条件と服務研修 全職員
機構職員として、知っておくべき労働
条件や服務等を学び、働く上で必要な
知識を身につける。

2023.9.15
(ｵﾝﾗｲﾝ) 27

分かりやすい文書作
成研修 全職員

あいまいさをなくし、正確に相手に伝
える文章作成の基本及び論理的な構成
等により、的確で説得力のある内容の
文書を作成する方法を理解する。

2023.9.15
(ｵﾝﾗｲﾝ) 30

リーダー研修Ⅰ
フォロワーシップ

全職員（原則ⅠとⅡを
セットで受講）

上司の補佐役としての中堅職員の役割
とフォロワーシップを学ぶ。
フォロワーとして、必要な能力を理解
する。

2023.6.14
(ｵﾝﾗｲﾝ) 43

リーダー研修Ⅱ
リーダーシップ

同僚、後輩を巻き込み、目標達成に向
けリーダーシップを発揮できる力を磨
く。
上司部下を含め、周りとの信頼関係の
構築を学ぶ。

2023.7.11
(ｵﾝﾗｲﾝ) 42

OJT研修 新規採用者等の指導・
育成に係わる職員等

OJTの意義を理解し、OJTによる計画
的かつ具体的な育成方法を学び、実践
力を高める。

2024.2.16
(ｵﾝﾗｲﾝ) 43
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研　修　名 研修対象者 研修目的 日　程 参加者数
(人)

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修

シミュレーション教
育指導スキルアップ
シリーズ①

シミュレーション教育
指導に関心のある者

シミュレーション教育指導者の育成
（シミュレーション教育の基礎とシナ
リオ作成）

2023.8.24
 又は

2023.8.25

機構内17
機構外� 8

シミュレーション教
育指導スキルアップ
シリーズ②

シミュレーション教育指導者の育成
（ファシリテーションとデブリーフィ
ングの基礎）

2023.9.28
 又は

2023.9.29

機構内17
機構外� 7

シミュレーション教
育指導スキルアップ
シリーズ③

シミュレーション教育指導者の育成
（シナリオ評価とシミュレーション教
育における概念化）

2023.11.16
 又は

2023.11.17

機構内17
機構外� 8

シナリオブラッシュ
アップ講座

シナリオを用いたシミ
ュレーション教育を行
っている看護職・看護
教員　

シミュレーション指導者講習
（事前作成したシナリオの評価と改善） 2024.3.8 機構内13

機構外� 9

合　　計 634
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●本部研修センターによる研修会開催状況（令和元年度から令和５年度）

研　修　名 研修対象者
参加者数（人）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

課
程
別
研
修

新規採用職員研修Ⅰ 新規採用職員 92 94 72 87 73

新規採用職員研修Ⅱ 新規採用職員（新卒等） 55 41 59 57 50

新規採用職員研修Ⅲ 新規採用職員（新卒等） － － 54 48 50

勤務３年目研修 新卒勤務後３年目の職員 34 29 46 45 41

キャリア形成研修①
（５年目）

資格取得又は最終卒年
から５年目の職員等 48 55 32 31 36

キャリア形成研修②
（10年目）

資格取得又は最終卒年
から10年目の職員等 30 32 36 39 38

キャリア形成研修③
（15年目）

資格取得又は最終卒年
から15年目の職員等 18 19 25 22 26

キャリア形成研修④
（20年目以上）

資格取得又は最終卒年
から20年目の職員等 39 32 32 24 29

リーダー研修Ⅰ
　フォロワーシップ

勤務４～7年目の職員
40 － － － －

リーダー研修Ⅱ
　リーダーシップ 37 － － － －

新管理職研修
職場内で管理的役割を
担う役職に就いて２年
以内の職員

21 12 19 13 10

選
択
研
修

公文書の書き方・扱い方、
労働条件・服務研修 全職員 12 31 35 － －

労働条件と服務研修 全職員 － － － 27 27

分かりやすい文書作成研修 全職員 － － － 36 30

リーダー研修Ⅰ
　フォロワーシップ

全職員
－ 40 47 46 43

リーダー研修Ⅱ
　リーダーシップ － 40 46 42 42

診療報酬研修 全職員 － － 56 － －

OJT研修 新規採用者等の指導・
育成に係わる職員等 26 37 38 32 43

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ①

長野県内の医療従事者
でシミュレーション教
育指導に関心のある者

45 16 19 25 25

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ② 47 16 19 25 24

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ③ 46 (中止) 18 25 25

シミュレーション教育指導
スキルアップシリーズ④

シミュレーション教育
を行っている看護職等 (中止) － － － －

シナリオブラッシュアップ
講座

シミュレーション教育
を行っている看護職等 － 30 19 13 22

長野小児救急セミナーNPEC 初期・後期研修医 13 (中止) (中止) (中止) (中止)

合　　計 603 524 672 637 634

（注）　１　「研修対象者」は、年度により範囲が異なる場合がある。
　　　２　「参加者数」は、機構外の参加者を含む。
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●主なシミュレータリスト

シミュレータ名 説　明 数量 製造元

1 Sim Man 3G 成人患者のシミュレーション 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

2 Sim Junior シムジュニア 小児患者のシミュレーション 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

3 Sim NewＢ シムニューボーン 新生児患者のシミュレーション 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

4 フィジカルアセスメントトレーニン
グモデル“Physiko“

フィジカルアセスメント手技トレー
ニング等 1 ㈱京都科学

5 心臓超音波トレーニングシミュレー
タ ハートワークス

経胸壁・経食道心臓超音波バーチャ
ルトレーニング 1 日本ライトサービス㈱

6 産婦人科用超音波シミュレータ バイ
メディックス 妊婦超音波検査トレーニング 1 ガデリウスメディカル㈱

7 ALSシミュレータ（アドバンス） 高度救命トレーニング 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

8 レサシアン With QCPR CPRトレーニング 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

9 レサシベビー With QCPR 乳児のCPRトレーニング 1 レールダルメディカルジャパ
ン㈱

10 AEDリトルアン トレーニングシステ
ム CPR-AEDトレーニング 10 レールダルメディカルジャパ

ン㈱

11 気道管理トレーナー 気道確保、気管挿管、胃管挿入のト
レーニング 3 レールダルメディカルジャパ

ン㈱

12 AIRSIM ブロンコ 気管挿管、気管支鏡のトレーニング 1 日本ライトサービス㈱

13 DAMシミュレータトレーニングモデ
ル　

DAM（気道確保困難症例）の気道確
保、気管挿管トレーニング 1 ㈱京都科学

14 乳児気道管理トレーナー 乳児の気道確保、気管挿管、胃管挿
入のトレーニング 1 レールダルメディカルジャパ

ン㈱

15 気管切開トレーナー 気管切開手技トレーニング 1 日本ライトサービス㈱

16 マーゲンシミュレータ 上部消化管内視鏡トレーニング 2 ㈱京都科学

17 大腸内視鏡モデルⅠ－B型 大腸内視鏡トレーニング 1 ㈱高研

18 気管支内視鏡トレーニングモデル 気管支内視鏡トレーニング 1 ㈱高研

19 外傷・救急用超音波診断トレーニン
グファントム“FAST/ER FAN” 超音波画像診断トレーニング 1 ㈱京都科学

20 内視鏡手術トレーナー 腹腔鏡手術のトレーニング 1 ㈱平和医療器械

21 縫合練習キット 創傷縫合トレーニング 5 日本ライトサービス㈱

22 縫合手技評価シミュレータ 創傷縫合トレーニング（評価） 1 ㈱京都科学

23 気胸トレーニングマネキン 胸腔穿刺（脱気）トレーニング 1 日本ライトサービス㈱

24 胸部ドレーンシミュレータ 胸腔穿刺・ドレーン挿入等トレーニ
ング 1 日本ライトサービス㈱

25 腰椎・硬膜外穿刺シミュレータ ルン
バールくんⅡ 腰椎穿刺・硬膜外穿刺トレーニング 1 ㈱京都科学

26 腰椎・硬膜外穿刺シミュレータ 小児
ルンバールⅡ

小児の腰椎穿刺・硬膜外穿刺トレー
ニング 1 ㈱京都科学

27 M75B万能型成人実習モデル さくら
Ⅱ 看護技術のトレーニング 2 ㈱京都科学

28 まあちゃん（小児医療ケアモデル） 小児医療看護ケアのトレーニング 1 ㈱京都科学

29 万能トレーニングベビー 生後４週の乳児の看護技術トレーニ
ング 1 ㈱京都科学

30 採血静脈注射シミュレータ“シンジョ
ーⅡ” 採血・静脈注射のトレーニング 3 ㈱京都科学



165

シミュレータ名 説　明 数量 製造元

31 手背の静脈注射シミュレータ A セ
ット 採血・静脈注射のトレーニング 1 ㈱京都科学

32 点滴静注シミュレータ Vライン 末梢静脈ラインの確保、薬剤投与の
練習 4 ㈱京都科学

33 小児の手背静脈注射シミュレータ 小児の採血・静脈注射のトレーニン
グ 1 ㈱京都科学

34 かんたんくん 採血・静脈注射のトレーニング 5 ㈱京都科学

35 センシティブ 採血・静脈注射のトレーニング 2 ビー・ブラウンエースクラッ
プ㈱

36 殿筋注射２Wayモデル 殿筋への筋肉注射トレーニング 2 ㈱京都科学

37 吸引シミュレータ“Qちゃん” 口腔・鼻腔・気切からの吸引トレー
ニング 5 ㈱京都科学

38 導尿・浣腸シミュレータ（男性） 男性の導尿、留置カテーテル挿入、
浣腸のトレーニング 2 ㈱京都科学

39 導尿・浣腸シミュレータ（女性） 女性の導尿、留置カテーテル挿入、
浣腸のトレーニング 2 ㈱京都科学

40 経管栄養シミュレータ 経鼻、胃ろうからの栄養剤注入、カ
テーテル挿入のトレーニング 3 ㈱京都科学

41 嚥下のメカニズムモデル 嚥下の仕組みや誤嚥などの学習 1 ㈱坂本モデル

42 産科シミュレータ ソフィー 分娩トレーニング 1 日本ライトサービス㈱

43 会陰縫合シミュレータ（3個セット） 会陰縫合のトレーニング 1 日本スリービー・サイエンテ
ィフィック㈱

44 婦人科診察トレーナー 婦人科診察のトレーニング 1 日本スリービー・サイエンテ
ィフィック㈱

45 婦人科診察シミュレータ 腹腔鏡対応 婦人科診察のトレーニング 1 日本スリービー・サイエンテ
ィフィック㈱
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